
Ja 

3 

Aj 4 

(68) 
．．．．． 

アジア経済研究所

アジアの動向
l 9 6 8 

E冨llll置

置量趨置翠置E璽薗

－－－－－－－－－－
E

・E

・－，

川
川
川
川

7

刷
剛
剛
刷
刷
刷
剛
刷

E
J

M
M
M
M
M
M
M
Z
d
 

町
山
川
町

9

mm川
刷
川
川
川

2
J

・・・・・・・・・・・・・・・・・・
E

’

川
畑
岨
四
四
四
四
咽
『
J
』

山
町
山
町
山
町
山
引

4
1

2
』
E
E
E
E
E
B
E
E－

a
1
E

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

アジア経済研究所



この「アジアの動向」く国別シリーズ） 1968年は，月刊『アジ

アの動向』を各国別にまとめ，総目次， 1968年の回顧，年表を

追録したものです。

アジア諸国の政治・経済・社会の動きを適確に把握する基礎

資料として，月刊『アジアの動向』とあわせて利用ください。
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ビ JI., マ

- 1968年一

政治的にはピノレマ全士を統一し，経済的にはピルマ国民の生活を安定させ

るというネ・ウィン軍事政権の基本目標は， 1968年を通じて依然として達成

されることはなかった。

しかし一方においてネ・ウィン政府に対抗して同様の課題を達成せんと目

指しているピルマ共産党もまた，その目標に従来以上に近づいたとはいえな

かった。

すなわち全士にわたるネ・ウィン政府軍およびその支持者逮に対する，ピ

ノレマ共産軍，およびカレン，カチン，シャンなどの少数諸民族反政府軍との

戦闘はほぼ日常的な出来事となって継続した。

経済生活においては，ピノレマ社会主義の名の下に行なわれる政府統制経済

制度は，繊維製品，日用品などの必需品を中心とする工業生産の低下，停

滞，輸送手段の不足や形式主義の横行による流通面での陸路の激化などをや

はり日常的なものとさせ，このために民衆の生活にとっては「社会主義jの

枠外での“ヤミ”経済の存在がいまや不可欠のものとなるという情況がつづ

いていくことになった。

このようにして1968年のピルマは，内戦と見通しのない経済的不安定とを

前年にひきつづき再び最も支配的な特徴とすることになった。勿論この年も

ネ・ウィン政府とピノレマ共産党は，こうした情況を克服し，あるいは改善

し，また利用せんとして様々な政策，戦略的，戦術的諸方策を発表し，実行

した。しかしそれらはこれまでのところ情勢を決定的に変化させていくほど

の実効力をもたなかったし，近い将来においてももちそうもない。このこと

は1968年にひきつづく 1969年においても，ピノレマの政治，経済，社会を何ら

かの統一的方向にひっぱっていくような力が未だ立ち現われないであろうこ

とを示唆している。 1969年以降のピルマがどうなっていくかについては勿論

明確な指摘を行なうことはできない。しかし1968年の問，政府やその反対勢
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ビノレマ

力が何をやり，またやろうとしたか，そして民衆がそれに対しどう反応して

いったかを仔細に検討することは，将来のピノレマを予測するうえで大いに役

立つことになろう。以下1968年のピノレマをあとづけてみたい。

軍事情勢

はじめに軍事情勢の特徴を概説しておきたい。

焦点はペグ一山系ならびにイラワジ・デソレタを拠点とするピノレマ共産党軍

およびその協力者カレン族武装部隊対ピノレマ政府軍との対決がどのように推

移したかということであった。

政府軍の目標はピノレマ共産党中央本部のあるベグー山系におかれた。すな

わち政府軍はピノレマの反政府活動の中心であるピノレマ共産党中央委員会政治

局キャンフ。の所在を徹底的に追求し，党指導部とそれを守る共産党正規軍を

見つけ出し，破壊するという作戦を行なった。

ベグー山系，特に共産軍の中心地たるその南部地区は， 1967年秋頃から政
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ピルマ

府軍により包囲された。政府軍はベグー， トングー，プロームを結ぶ三角形

状にペグー山系南部を包囲し，そこに三つのレインジャー部隊，戦車部隊，

を含む政府軍約20ヵ連隊ならびに警察隊を配置し， 1967年末から1968年を通

じて全力をあげて包囲せんめつ戦を遂行した。この包囲線上，および内部に

は共産党正規軍約500人ならびに恐らく 300～400人前後のカレン人部隊がい

たものと推定される。

政府軍は1967年末から1968年前半にかけてベグー山系をとりまく農村地帯

における共産系武装勢力の排除に総力を集中した。このため政府に協力的な

地主などの力の強い村々や容共分子が排除された村々には，村落民兵隊が結

成され政府軍に協力させられた。共産軍は小部隊に分散したゲリラ戦で政府

軍を悩ましたり，また上記三角形状包囲網上を走るピノレマ国鉄に対し，地雷

による列車，鉄道レーlレ，橋などの爆破を行ない政府軍の補給ノレートのかく

乱を行なったりして対抗した。

しかし政府軍は徐々に共産軍の中核部隊をベグ一山中に追い込み，ある場

合には捕捉することに成功していった。このため共産軍は数々の犠牲者，投

降者を出すに至った。 1968年4月には有名な共産軍軍事指導者ボー・ゼ、ヤが

ベグ一山中で戦死している。激戦は 5月， 6月， 7月とつづきミャーツー，マ

ン・ガイ，チョーソーなどの著名な軍事指揮官に卒いられた共産部隊，カレ

ン人部隊は次第にベグー山中で圧迫され，彼等の多くは秘かにベグ一山を逃

れ，シッタン川を越えカレン人部隊の本拠のひとつであるコートレイ州境沿

いのジャングノレ地帯へと身をひそめるに至った。

一方タキン・タン・トンを中心とするピノレマ共産党中央本部部隊も追求を

さげるのに必死であった。彼等のキャンプ地点は次々と発見され，その都度

かれらは政府軍の攻撃をさけて新しいキャンプ地を見出さねばならなかっ

fこ。

ところがこの苦境に立つ共産党中央部隊に新たなあ重大な打撃が加わっ

た。それは 1968年9月2413，党首タキン・タン・トンが死亡したことであ

る。彼は共産党デ、ノレタ地方軍から党本部にきていたー兵士により射殺され

た。

タキン・タン・トンら党首脳部は中国における劉少奇グノレープ失脚後，ピ
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ノレマ共産党内にあって従来劉少奇路線に忠実であった人々一ーそのなかには

1963年の対政府和平交渉に積極的だった人々が多かった一一の排除に乗り出

し，イエボー・テー，ボ・ヤン・オン，ゴーシャルなどの生え抜き党員を処

刑した。この党内の粛清運動は1968年に入っても続き，彼等処刑者に連なる

人々が追求され，ある者は処刑され，ある者は政府側に投降した。

こうしたなかで1968年8月末，中国帰りの著名なデ、ルタ地方の軍事指導者

ボ・トン・ニィエンが党本部で処刑された。罪名は分派活動，修正主義であ

った。同じ頃， 1963年の和平交渉決裂後地下に入った当時の大学学生運動指

導者数名が平和主義的反革命主義者として処刑された。

タキン・タン・トンの暗殺者は，こうした党中央のやり方に反対した，ま

た彼自身処刑されたボ・トン・ニイヱンの部下であったデ、ルタ地方軍の兵士

であった。

ピノレマ共産党指導部が政府軍の大攻勢のなかにあって，党内で敗北主義的

な，また政府との和平を求めるような傾向が出てくることを極度に恐れて，

そうした傾向に通ずると見られる見解をもっ人々を片っぱしから逮捕，処刑

していったことは一面では理解できる。しかし党指導部の公式見解にいささ

かでも相違する意見なり，やり方が死をもって報復されることは，他面，党

内の団結を弾力的なものから形式的なものへと変化させ，却って党組織の柔

軟性を弱め，党を弱体化させることにも通ずる。この意味でタキン・タン・

トンの死は，ビ、／レマ共産党の党内運営に重大な問題点のあることを示唆する

ものであろう。

さてそれはともかくとして，タキン・タン・トンを失なった共産党中央部

隊では，タキン・ジンが後継者となり党を指導することになった。しかし彼

等もまた10月頃ペグー山系を離れ，シッタン川を越え，コートレイ州沿い地

方に身をひそめた。

かくしてピルマ共産党ペグ一山系部隊は小規模のゲリラ部隊に分散したも

のはベグー山中とその周辺の村々に残存しているとはいえ，主力はベグー山

系を追われ，コートレイ州方面に逃れるという形で1968年を終えることにな

った。同時にタキン・タン・トンを失なったことにより，政治的にも党の立

直しを重大な課題として残すことになった。
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さてこうしたわけで， 1968年は政府軍にとってペグ一山系方面作戦は軍事

的にも，またタキン・タン・トンらの死といったことによって政治的にも大

きな成功であったといえる。しかしピルマ共産党ならびにカレン軍のもうひ

とつの重要拠点であり，ピノレマ経済にとって最も重要な位置をしめるイラワ

ジ・デソレタに対する政府の奪回作戦は，ベグ一山系作戦のようにうまい具合

いにはいかなかった。

イラワジ・デノレタでは1964,65, 66年とほぼ全域にわたり，カレン人武装

部隊，共産軍による農村解放闘争が進められた。この結果政府による農村組

織化，すなわち土地委員会，農協などを通ずる農民の組織化，政府の集荷セ

ンターを通ずる米の買付け促進，などの諸方策は殆んど失敗に終った。農

協，集荷センターなどは共産系部隊により破壊され，政府協力者は連日のご

とく射殺された。ピノレマの米輸出が1963年の百数十万トンから1967年には60

万トン余に低下したことの主な原因がこのデ、ノレタ地区における政府の米集荷

機構の麻時にあったことは勿論である。

かくして政府にとってデ、ノレタ地方にその権威を再確立するという課題は，

最初に述べたペグー山系作戦以上に重要なものとなっていた。しかし軍事作

戦は1968年にはペグ一山系に重点がおかれ，デノレタでは約10個連隊の政府軍

が活動したにすぎなかった。しかも共産軍，カレン軍はベグー山系部隊をか

なり上廻る数で、デソレタに展開していた。共産軍は数百人，カレン軍はそれ以

上の数とみられる。

政府軍はモーピン，ミャゥンミャ，へンザダを結ぶデ、ルタ中心の三角地帯

を数個連隊の兵力で包囲する形をとっていた。しかしその三角地帯内部を

「解放」せんとする政府軍の努力は実らなかったようである。政府の集米セ

ンターの活動は回復せず，政府系の村々に対する政府系民兵隊の組織工作も

進展しなかった。

一方晶デ、ノレタ南部の米作地帯でも状況は大して変りはなかった。政府軍は駐

屯地を離れて深く農村地帯に入りこんでいくことはできなかった。このため

この辺りでは戦闘は比較的少なく，農民一達は共産党が政府側に米を売却する

ことに対してのみ禁止的で、あるという状況のもとで，米以外の農作物の生産

や淡水漁業にはげみ，やや平和な環境のなかで生活を送ることができたよう
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である。こうした農民達の聞からは，政府軍と共産軍との争いにまきこまれ

ることはこりごりだとして村落自警団をっくり，いささか無政府主義的な行

き方で自分達の平和な経済生活を守ろうとする考え方が生れてきているよう

である。

しかしデルタの全体的状況は， 1968年度のピルマ米輸出が1967年をまた大

幅に下廻り， 25万トン程度とみられることに示されるように政府にとって決

して好転はしなかったのである。

さて以上が1968年のピノレマの軍事情勢の中心的状況であった。この他の地

方ではマレー半島寄りでは相変らず，政府軍は「点Jしか維持できないでい

ること，カチンリ十l，シャン高原においてもやはり政府は「点と線Jを維持す

るにすぎないこと，インド国境方面でチン，ミゾ族などの武装勢力の動きが

目立ってきたことなどが留意されるべき点であろう。

経済情勢

以上のような血なまぐさい武力闘争を背景としながら，ピノレマ国民は1968

年を通じてどのような経済生活を送ったのであろうか。

ネ・ウィン政権が登場した当時の1963年度のピノレマの輸出額は12億6370万

チャット，輸入は12億6900万チャットであった。しかし1967年度は輸出，輪

入とも 6億7000万チャット強に低下し， 1968年は 1～8月で輸出は 3億2450

万チャットラ輸入は 5億8990万チャットとなった。すなわち輸出はさらに下

廻り，輸入は前年を若干上廻るということである。

ピノレマのような農業国においては農産物輸出の低下が輸入の減少としては

ね返るのは止むをえないことである。しかしこのことは国内に十分な製造業

部門をもたない農業国において，国民生活に重大な悪影響をもたらすことに

なるのはいうまでもない。なぜなら国内で生産できない消費物資のみならず

機械類，部品，原材料などの輸入が低下することは直ちに国民の消費生活に

はねかえるのみならず，同時に部品，原材料の不足，生産機械設備の老朽

化，輸送用機械，施設の老朽化，不足などといった形で全体としてその国の

経済の再生産過程に重大な悪影響をもたらすからである。

ピノレマの場合，輸出の低下が世界市場的要因や気候などの要因によるので
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はなく，ネ・ワイン政権の国内政策にもとづくものであるだけに問題は長期

にわたり深刻なものとなった。すなわち単に輸出が低下したことの悪影響に

加えて，流通機構と主な金融・鉱工業部門の固有化が行なわれたことは，全

体として企業家層にやる気をなくさせ，固有化企業でのお役所主義とあいま

って国内製造業の活動を低下させた。そして全般的な物資不足は，消費物資

のみならず，部品，原材料などのヤミ取引ブームをもたらし，これは勢い物

価高という形で国民生活を圧迫した。このことは都市労働者の生活が圧迫さ

れるということであり，労働者達は手取り給与と生活費の上昇との聞に苦し

み，多くの人々をヤミ取引や様々の副業に従事することを余儀なくさせた。

そしてこれはまた全体として工場を中心とする労働者達の勤務能率を引き下

げることに役立つた。

こうした一般的状況は1967年にひきつづき1968年も継続した。

ただ食生活の面において状況は前年より若干改善したようにみえる。農民

は別にして，都市住民は1968年は前年のような深刻な米不足には見舞われな

かった。

これは米の生産が前年よりもよかったことに加えて， 1967年の米危機以来

米の自由取引が公然と認められ市場に米が出廻ったこと，同時に米の買付け

所に農民の気を引くラジオや農機具などがおかれ，農民の政府への米の売渡

し状況が若干よくなったこと，さらに軍事状況が政府側に有利となり農民か

らの米の売渡しが増加したこと，さらに1968年2月以降政府が米の統制を強

化すると発表したにもかかわらず，米のヤミ取引が依然として大規模につづ

いていたことなどの諸要因によるとみられる。

ラングーンを中心とする都市部に対しては，米の他にも，野菜，果物，

肉，魚などほぼ途絶えることなく入荷しつづけたようである。こうしてヤミ

市場が経済生活にとって必須のものとなってしまったという政府にとって面

白くない情況はともかくとして，都市住民は1968年はなんとか食生活は事な

く送れたといえよう。

さてこうした全般的な状況をふまえながら，もう少しくわしく各経済部門

の動きとその問題点，政府のそれに対する対応策などみてゆこう。

工 業 1968年9月に発表された政府の「国民への報告」に発表された
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数字をまず検討してみよう。

民衆の生活に是非とも必要な商品の生産状況は前年に比して改善されたと

はいえない。

繊維製品の生産は全体として1967年度の 6億3千万チャットから1968年度

(1967年10月から1968年9月〉は 6億6千万チャットに上昇したことになっ

ている。しかし綿製品は 3億チャットから 2億7千万チャットに下落，ただ

プリント類，合繊製品の生産が上昇した。

石けん，洗剤，ろうそく，マッチなどは横ばい，プラスチック製品，その

他一般化学製品，紙などは生産が低下し，一般的に日用品，家庭用品の生産

は横ばい，あるいは低下ぎみであった。

しかし一般的な物価上昇を考えると繊維製品，建築用材，日用品，家庭用

品などの国民生活に直接関係する製品の生産は，数字上若干前年を上廻った

ことになっていても，実質的には停滞していたと考えてよいであろう。この

ことは，輸入面で、消費財輸入が前年を上廻ったことによっても説明されるで

あろう。

こうした消費財生産の停滞ないし低下傾向は，主にその生産部門が私企業

に属していたために，私企業部門に責任のあることとされた。

政府当局者は工業生産の低下が原料の不足，機械の老朽化，部品不足など

による私企業工業の操業率低下，そして閉鎖，また労働者の労働意欲の低

下，経営者の不正などにあると述べていた。

このことは全国 100余の国営工業企業の生産が概ね良好であったという事

実と対照されて大きな問題となった。

原料，部品などの優先割当てをうけ，労働条件もよく，比較的生産規模の

大きな，製鉄所，自動車組立工場，機械工場，繊維工場，紡績工場，化学工

場，製糖工場，製薬，かん詰工場，タバコ工場，セメント工場などの国営企

業の生産が，原料，部品不足に悩み，労働条件の悪い，小規模な私営諸製造

工業に比して好調であったとしても驚くに当らない。

しかし工業の全般的な国家管理，運営を目指す政府にとっては，非能率な

私企業部門を整理し，能率のよい少数の国営企業に統合していくことは望ま

しいことといえる。したがって1968年度の私企業経営の悪化は政府をして，
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いま一歩その国有化主義を推進させる動因を与えることになった。

1968年8月政府は私営工業企業を工業計両対象企業と対象外企業に分け，

原料品は対象企業にのみ配分され，対象外企業は閉鎖され，労働者は配転す

るとの新方針を発表した。

この背景には， 7月に入ってマンダレーの石けん工場28のうち， 23工場が

原料不足で操業を停止したこと， 8月にはラングーンの中小工場地帯で、小規

模工場の22%が原料と部品の不足で操業を停止， 1千人以上の失業者を出す

に至るなどの急迫した情況があった。

政府としては結局この際中小工業は整理し，比較的大きな工場のみを［計

画対象企業j として残してゆくことによって苦境を脱するしかないとしたわ

けであろう。

そしてこうした布；tイの後で， 12月16　日政府はラングーンを中心として６０の

繊維工場，２８の食品工場，２３の化学（プラスチック，マッチ，石けんなど）

工場， 16の金属工場， 9の機械工場など 168の私営工業企業を国有化すると

発表した。すなわち，政府は固有化という形で大工場は存続させ，中小工場

を切り捨てていくという方針をこれによって最終的に固めたわけである（な

おラングーンには1100余の工場があるとみられている〉。

これによって精米工場などの農産品加工工場，零細な個人経営的な織物，

縫製加工工業などを残してピノレマの工業部門は殆んど国有化されることにな

った。しかしこの陰には多数の中小工場が倒れ，多くの失業者が生み出され

また全体として生産量が低下し国民生活が圧迫されるといった，資本主義社

会発展過程に普遍的な現象がここでも特徴的にみられることになったわけで

ある。

1968年，かくしてピノレマの工業界にはまた一歩新しし、動きがみられたので

あるり

なお工業部門についていえば，政府は企業家の創意に替る企業運営の動因

として，企業内での労働者ー評議会設置運動，合同協議会設置運動などを展開

して労働者の発言力，イニシアチプの増大を期待している。これは国営企業

が動脈硬化に陥らないために必要な措置であろうが，軍管理下において，ま

た一般的な生活の不安定さのなかで，どれほど効果があがるかは大いに問題
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であろう。

農業 さて次に農業部門の動向にふれたい。

1967年末の収穫期の米の生産量は約765万トンで，これは前年を100万トン

以上もー上廻っていた。このことが1968年のピルマに前年のような米不足をも

たらさなかった基本的要因となったことはいうまでもない。しかしこの生

産高は1964年度， 65年度の800万トン以上の生産， 1966年度の793万トンをい

ずれも下廻っている。

米作の低下傾向は政府の低米価政策，流通上の問題，さらに共産党による

政府への販売禁止令などの結果であり，こうした要因が変化しない以上今後

ともつづくかもしれない。その他の農産物についていえば，クーデター後政

府の固有化方策，流通麻；庫などの結果一時減退していた商品作物の生産が回

復してきていることが注目される。

落花生は1963年度， 64年度の40万トン台から1967年度の27万トンまで低下

したが， 1968年度は36万トン台にまで回復した。ごまもクーデター前の 7万

トン台から一時5万トン台まで落ちていたが1968年は10万トンを上廻った。

この他立類，綿花などもかつての水準に回復してはいないが，前年の生産は

上廻った。しかし砂糖きびは伸び悩んでいる。

畜産，水産高はここ 2, 3年上昇傾向にある。一時減少を伝えられた家畜

数L 政府発表によれば増加しているという。

こうした商品作物，畜産，水産などの増加傾向は，農民達が問題の多い米

の作付を制限し，より利益の上る，またヤミ取引も米よりも自由な，この種

の生産物部門へとその生産活動を転換したことを反映しているようである。

またデソレタ地方からの報告では，富農，地主達も，また共産軍もともにこう

した方向へと農民達を指導しているという。また農業労働者が米作労働から

河川漁業などに転換したために，米作労働力が不足しているといった報告も

なされている。

さてこのようなわけで，ピノレマは単純な米作中心の米輸出国から，多様な

農作物をもっ，自給自足的な小農民へとその体質を転換させはじめたかのよ

うである。

しかしこうした農業における一種の資本主義的取引の再開は，米のヤミ取

ー－ X - -158-



ビ ノレ ーす

引ともあわせて，当然のこととして村落レベルにおける富農層，地主層の地

位の強化，逆にいえばネ・ウィンの自作農創設政策で一時陽の当りかけた小

作人，農業労働者達を再び，かつての地主・富層支配体制下に組み入れるこ

とにならざるをえない口

政府は一時地主制の廃止を志向して，農業労働者に土地を配分し，小作料

を廃止するなどの措置をとり，また農繁期には耕作料の融資すら行なった。

しかし耕作費融資は生活費としてたちまち消費され，したがって返済される

こともなく，しかも農業労働者達は「農具をもたず，年の終りまで、食って行

ける米もなく，種をまく費用ももっていず，その結果彼等は効果的に土地を

耕作することはできず，したがって生産は低下することになった」 (1968年

9月のネ・ウィン議長発言〉。

そのために農業生産の回復を目指す政府は小作人や農業労働者に依拠する

ことをあきらめ，ついに富農層にのみ頼ることを決めた。

1968年 9月ネ・ウィン将軍は次のように宣言した。 「生産を上昇させるた

めに，より多くの土地を，現に所有している土地の他にさらに耕作する能力

をもっ農民に配分すべきである。」 「それは川に雨を降らすようなものであ

り， すで豊かなものを富ませることになる。」しかしこれは背に腹はかえら

れぬ政府には止むをえぬ政策転換であった。

さてそういうわけで，政府は今後は農業融資も富農層にのみ支給するとい

った形で彼等を助け，彼らが村落内で、小作，農業労働者を使用して生産を増

強していくことに期待している。そして将来は富農層を幹部とする農協など

を中心として無秩序なヤミ取引をわが国の全購連，全販連的取引体系でおき

かえていくことを考えているようである。

しかしこうした方向は当然のこととして共産系分子の反発を招くことはい

うまでもなく，彼等が農協幹部をテロの第1目標としているのも当然のこと

といえよう。政府は村落民兵隊を親政府派農民幹部を中心として結成させ，

「赤い力」に対抗せんとしている。

かくしてピノレマの農業社会はこうした重大な問題をはらみながら1968年を

終えたわけである。

流 通 ピノレマ経済にとってもうひとつの問題は流通部門にある。

F
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国家統制のもたらす諸幣害はすでに論じっくされているのでこの問題につ

」hてはふれない。ただ1968年の新しい動きとしては，政府が地域単位の消費

者協同組合の育成に乗り出し，将来うまく行けば人民商店を通ずる小売をや

めて，消費者協同組合制に移行させようと方針を打ち出しているのが注目さ

れる。しかしこれがうまく行くかどうかは将来の問題である。この他にはヤ

ミ取引が実質的に政府統制を骨抜きにしていっているということを別にすれ

ば，制度上の大きな変化はなかった口

ただ１９６８年新たに注目されたのは，政府経営の国鉄，内陸水運局などで，

列車，船舶の不足が表面化してきたことである。

たとえば内陸水運局で、は船舶の老朽化にともない故障船が激増し， 1968年

9月末総保有船777隻中ラ 627隻が稼動しているにすぎず，船便の廃止や，船

便数の削減が目立ってきている。また国鉄では戦前の機関車保有371輔に対

し現在は；350余i岡ァ貨車は9460繭に対し8505嗣，客車は958輔に対し 67fif雨と

大幅に保有台数が減少しており，しかも輸送必要量は激増している。

こうした輸送手段の不足はピノレマ経済にとり深刻な問題で、あり，ここでも

政府は民営の小型船舶， トラックなどの輸送力に次第に頼らざるをえなくな

っている。この問題も今後のピノレマ経済をみてゆくうえで注目すべき点のひ

とつであろう。

その他の諸問題

ネ・ウィン政府は1968年を通じて，軍事方面，経済方面などで上述のよう

な諸方策を講じてきた。しかしネ・ウィン政権が1968年に行なった諸方策中

にはもうひとつ注目されるべき動きがあった。それは同政府の旧議会政治下

における政治運動家に対する対策である。

ネ・ウィン将軍は， 1968年9月全軍司令官会議において次の上うな見解を

表明した。

「われわれは国家の福祉のために働らかねばならない。われわれは目下権

力をもっている。それをわれわれの利己的な目的に使ってはならない。この

権力を人民の手に再び与えることはわれわれの責任で、ある。－－ー・・・私について

いえば私はあまり長く指導権をとりづづけたくない。」

一－ Xll 一一 一一 160-



ヒ ノレ可’

「われわれは政治を独占することはできない。－…－－政治家一一古いものも

新しいものも，軍人，公務員，すべてが政治に参加せねばならない。それだ

けでなく，人民，農民，労働者，知識人も参加せねばならない0 ・ー…われわ

れは政治家を一般的に非難することをやめねばならない。」

こうした見解の下に，ネ・ウィン将軍は11月29日，ウーヌーら旧政党指導

者：33名と会見し，その結果12月1fl，彼等部人の旧政治家からなる“ピノレマ

共和国国内統一諮問会議”の設立が発表されることになった。この会議は政

治的，経済的，社会的，倫理的にピノレマ統一に役立つ方策を提案し，将来の

憲法起草の一助とさせるという重要な役割をもつこととなった。

ネ・ウィン将軍がこの時点でこうした「民主化」措置を採用した裏には，

最初に述べたような対共産党対策の成功を背景としながら，ここで再び旧政

治指導者に活動の場を与えることによって，より広汎な反共統一政権といっ

た方向に，ネ・ウィン政府の基盤を拡大していくといったねらいがあるもの

とみてよいであろう。その意味でこれは従来の労働者に対する労働者評議会

設置運動，合同協議会運動，農民に対する農協組織拡大運動，農民評議会設

置運動などと並ぶ一連の対民衆工作の一環といえよう。

勿論ネ・ウィン将軍個人は，政権を長く独占するつもりはないのかもしれ

ない。しかしここ当分は政府の国有化旋風でかきまわされたビノレマには，強

力な国家統制官僚（すなわち軍人達〉の存在を不可欠のものとする経済機構

がつづくことになるし，対共産軍対策上も中央政府が強力なものでありつづ

けることが必要となってくるO したがって軍政は若干の“民主化”措置をと

もないつつも容易に廃止されないとみるべきであろう。その意味でこの旧政

治家再登用も，ここしばらくは軍政の息抜き的役割にとどまる可能性が強い

といえよう。

ピルマ共産党の政策方針

ピノレマ共産党は1968〆年，軍事的にはペグー山系で後退を余儀なくされた

が，デ、ノレタをはじめその他の地域では旧状を維持した。また党の指導体制の

うえでタキン・タン・トンの暗殺にみられるような問題点を暴露し，またボ

ーぜヤーのような有能な軍事指導者を失ななうという損失を受けた。
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しかしこうした打撃にも拘わらず，共産党の基本方針たる，武装闘争によ

り農村を解放し，都市を包囲し，さらに反ネ・ウィンの側に立つ総ゆる民主

勢力と連合して，最後にラングーンを奪取するという方針には変化はない。

1968年3月18日共産党中央委員会はその革命武装闘争20周年を記念して

「全国の被抑圧人民は団結して，ハリコのトラ＝ネ・ウィン軍人政府を打倒

しよう」と題する声明を発表したが，そのなかで， 「ネ・ウィン軍人政府は

これまでにない，解決しようのない経済・政治・組織・軍事の危機に直面し

ている」と規定している。そしてネ・ウィン政府は農業政策において失敗し

農民は貧困に苦しんでいるから，彼等農民達を解放し，農村を根拠地とし，

都市を包囲して政権を奪取しようと述べている。しかしその場合土地問題の

解決の仕方，またピノレマにおける少数民族問題の解決策，を提示することが

重要な課題となるといっている。

ピノレマ共産党が指摘するようにネ・ウィン政権が様々な重大な困難に直面

していることは明らかである。そのことによってネ・ウィン政権反対者が有

利な地歩を占めうることもまたいうまでもない。しかしピノレマ共産党が現政

権の打倒に成功するためにはまだ数多い障害がありそうなこともまたいうま

でもない。

軍事的な問題，党組織上の問題，またカレン族との関係を第 1とする他の

少数民族との関係調整問題，さらに農民大衆が貧しいとしても，何とか食っ

ていけるという意味で保守的であれまた富農属の影響力も無視できない多

くの農村地帯においてフさらに農産品の多角化，農民の定着性の高まりなど

といった新しい要因の発生してきている農村地帯において，たえず状況の変

化に応じながらその工作を進展させていくことの困難さなどを考えるとき，

ピノレマ共産党の活動進展が容易なものではないことが理解される。

こうした諸問題に対し共産党がどのような新ししな具体的な対策をもち出

すか，それに対抗してピノレマ政府がどう動くか，この対決こそ上述してきた

様々の問題を含むピルマ情勢のなかで，今後最も注目すべきところであろう。

なお最後にふれなければならないことは，この対決について中国共産党は

ピノレマ共産党を支持し，ソ連・東欧・北鮮の各政府はアメリカ，日本，西独

などともにネ・ウィン政権を支援しているということである。
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激戦を伝えられていた Paukkhaung地区での政府軍と共産党軍との戦闘

は，民兵隊との協力により，政府軍が勝利を収め，共産党を一掃したと伝え

られたが。 11月中旬より報道された当地区の戦闘でピルマの内戦がさらに深

刻なものであることが理解される。ベグー山麓一帯のこの地方が1949年来，

共産党の支配下におかれていたことが明らかにされたのである。

しかも，最近では，当地区の中心地を“北京市”（Cityof Pekin）とも呼

んでいたという。もともとこの地区一帯はデ、ノレタの“豊かな米作地帯”と違

って貧しい山村であり，そこに住む農民はカレン人小作農が多く，容易に共

産党の地盤に成り得る条件があったといえる。しかし，最近各地の戦闘状況

を見ると， こうした共産党の支配する区域は Paukkhaungのみにとどまら

ず特にベグー山麓一帯あるいは下ピノレマ全域に存在するようである。

Paukkhaungの戦闘では，共産党の戦闘勢力は僅か数100名にあるにも拘

わらず，政府軍は 3個連隊を対峠し，さらに親政府軍の農民・労働者が構成

する民兵隊（PeoplesMilitia）数100名を投入しなければならなかったのであ

る。この激戦について，政府は“勝利し，当地域を奪回した”といっている。

だが， Paukkhaungと同様な戦闘は全ビノレマに及んでおり，共産党の遊撃戦か

らすれば，それは決っして政府軍の“勝利”を保証することにはならなし、。

今収穫期間における，内戦情況の最も大きな特質は，デ、ノレタ中心部イラワ

ジ省内での戦闘についての報導が少ないことである。このことはデ、ノレタで大

きな戦闘が無いことをも意味している。事実政府はデソレタの治安は回復され

つつあるとの印象を国民に与えようとしており，ネ・ウィン議長自ら12月末

から 1月にかけて，デ、ノレタ地帯を視察して，それを立証することに努めた。

しかし事実は，テソレタにおいては，こう着状態が続いていると理解すべき

である。政府の論理からすれば，軍隊の大量投入によらなければならない，

しかも軍事的に消耗度の激しいデソレタでの戦闘を自ら仕掛けることもない。
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デ、ノレタで、の籾の収穫には，これ以上期待できないということであろう。むし

ろ，共産党を「中国の走狗」「売国奴」「仏教迫害者」と呼んで国民に，連邦

の危機感と大同団結を強調することによって，政治的な信頼の確保を努める

ことに専念した方がより効果的で、あるとの政策を採りつづけるべきだとして

いる。農民が国旗を掲げて牛車隊を編成し，政府買付所に籾を販売にくる様

相が連日，新聞に掲載され，籾を販売した農民を英雄とまで呼んで集荷をキ

ャンベ｝ンしている。そして政府は「今期籾の収穫は大成果」であると強調

する。

しかし， Paukkhaungでの戦闘に象徴されるように，政府は軍事的にはす

でに，手いっぱいの努力を続けており，デ、ルタへの全面的な奪回作戦を行な

う余裕は無いのではないか。不断の共産党による遊撃戦に対処するには，現

在の政府軍勢力にとっては，あまりにも戦場が広く，闘わなければならない

敵が多すぎる。各地で民兵隊が結成された背景にはこうした事情もある。し

かし，農民側からの民兵隊結成の要望もあり，即座に政府が一般民衆に武器

を渡すことはしないだろう。且って，ウー・ヌ一政権時，民兵隊を組織した

ため，各地で不良民兵隊が強盗団に変わったり，あるいはそのまま反乱軍に

加わった例をネ・ウィン将軍は自ら経験している。現在の民兵隊結成の動き

の中にも，共産党の触手が感じられる。したがって，すでにデ、ノレタを軍事的

手段によって奪回する望みを棄てた政府は，あくまで共産党を「売国奴Jと

して国民にその危険な思想を訴えて行かざるを得ない。ネ・ウィン政府の望

みは，必要以上に外国人支配を怖れるピノレマ人民衆の心情をくみ上げて，独

自の力で共産党と対決することであろう。しかも，一時的には外国からの大

量援助をしてでも，マヒした経済を再建していくことである。

しかし， 1月16日，米国政府はかねてより報導されていたビ、ノレマへの軍事

援助の実態を公式に発表するに及び，ネ・ウィン政府が，共産党との対決に

何を用いようとしているかが明解に示唆されたのである。

米国の軍事介入は，ネ・ウィン政府および米国が決定的なブレーキを掛け

ない限り，序々に拡大され，内戦は自ずとベトナムの道を歩むことになろう。

一方共産党は，ますます毛沢東路線を明確にしており，武装活動はもとよ

り，政治的にも農民を基盤に全国的な組織活動を強めている。このことは，
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ピノレマ（ 1月）

まだ相次いでいる指導的立場の投降者が明解に語っており，毛路線の堅持は，

持久戦として，全国的な陽動作戦をつうじ，ピノレマをベトナムの道に引きづ

り込む方向に持ち込んでいくであろう。

だが先きにも述べたように，明確に中国共産党，毛沢東の路線を宣言して

いるピノレマ共産党が一般民衆にどのように映じているか，少くとも，約半世

紀間インド人によって，外国人支配の苦渋を味わってきたデルタ農民達は，

これまでインド人と変わらないネ・ウィン政府から“解放”されることを期

待して共産党に協力し支持してきた。しかし，ビノレマ共産党の教条的ともい

える毛沢東思想、の崇拝をこれらの農民達は，政府のキャンベーンではあるが

「売国奴」という眼を共産党に持たないという保障はない。しかし，ネ・ウ

イン政府が米国からの軍事援助をさらに導入するようになればこの疑問は解

かれようし，また政府が，あくまで「社会主義」を貫くとして，農民の犠牲

を再考膚、しなければ，例え，農民の眼に中国の従属者と映っても，彼らの選

択は共産党に向かうことになる。

1968年の始めに当り，ピノレマの内戦がベトナムの経験を想起しながらどの

ように発展するか，われわれは注目しなければならないと考える。

勢多投降者，赤旗共産党について語る

12月22日， 海軍情報部に投降した赤旗共産党員 KoKyi ’fun Kyawは南部管区

Ngwethaungyan政府軍キャンプで「赤旗共産党はすでに壊滅し，彼ら自身，人民解

放軍と称しているが強盗団に過ぎない」と述べ，党内事情などについてつぎのように

語っfこ。

(1) 私は1963年に地下に潜り，赤旗共産党に参加した。党内では常に上ピルマ地

域と下ピルマ地域の梯隊問で、意見の相異がある。配下達は政治的訓練はほとんど受

けておらず，人民の利益となるような行動は一切許さなれい。指導者自身でさえ，

人民の福祉となるようなことは一切しない。

(2) 党は 1年間に人民から100万チャツト以上の税金を強奪することができない。
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だから配下達は，彼らの身体を保持するに充分な食物しか与えられていない。指導

者達は好きなだけ金を使っているが，配下には 1銭も与えられない。指導者達は快

適な生活を送っている。彼らは舶来の酒や煙草を常用している。

(3）赤旗共産党員達は何事も口先だけであり，人民から強奪した金で生活する武

装集団に過ぎない。私は指導者達が如何にして人民を代表しているか知らない。彼

らは自分達自身でさえも代表していないのではないか。

(4）党は常に，婦人達は 1万年の昔から圧迫されていた。だからわれわれはこの

悲しむべき状況から解放しなければならない。そしてわれわれは，婦入達が好む夫

を選ぶ自由を与えるべきであるといっている。この思想、に基づいて，結婚した婦人

は，彼女の意のままに夫を変えることが出来る。

ある指導者が既婚の婦人を欲しい時には，彼は彼女の夫に協力と働きかけを要請

することができる。夫の方は，彼自身，自分の妻を取られたことを報告するだけで，

何もいうことは出来ない。このため指導者でも多くの恨みやしっとが発生しており，

これらの事は70件以上にも達っしているO

(5) 党の最新の指令によれば革命政府に対して武装反乱をしない，闘いは制度に

対して行なうべきであるとしている。したがって農協に放火することは禁じられた。

また農民は，彼らが好む価格であれば籾を政府に売ることを許されている。

(6) 私は，党が人民の生活を向上出来ないと考えたため投降を決意したのである。

多くの党員が投降を希望している。しかし，彼らの多くは機会を見つけることがで

きないでいる。彼らは，武器の持参なしでは，投降が許されないと考えている。

争メルゲイからの報告

The Guardian紙，メノレグイ支局の KyawWin記者は， 1月31日付でメノレグイ地

区について要旨つぎのように報告してきた。

私は以前の報告でも述べたように，東南軍管区内における多くの経済開発計画は

順調に実施され，成功している。これらのうち最も成功してし、るのは製塩，魚莱製

造，鳥巣採取，水産業，真珠養殖業，鉱業などで，最近ではパイプ製造業も挙げる

ことができる。

われわれは最近Kyaikkhamiのモデノレ製塩場， Bilugyunのパイプ製造所， Tavoy

の Kyaukmetaung鉱山，鳥巣集積所などを視察した。これらのところでは当初の

われわれの期待を超えて順調であり，労働者との会談でさらにその成功を知ること

ができた。 Merguiで，われわれは予期せぬ経験をすることができた。それは最近
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投降した共産党員と会談する機会を持ったのである。

この投降者は12月末に 1人で政府軍第 1海兵隊に投降し， Mergui西部の作戦・

政治部長の BoMyo Myintという。 BoMyo Myintは党内の事情についてつぎ

のように語った。

( i ) 毛沢東思想、が当地域の共産党の指導者，従卒聞に強制的に広められてい

る。われわれは如何なる赤書も持っていなかった。しかし毛沢東の三つの論文を

持ち，北京放送を聞いていた。われわれはラングーンでの中国人の煽動による暴

動について， 1ヵ月以上も知らなかった。私はその事を知った時，私は中国人に

対して激しい怒りを感じ，投降を決意するまでになった。

(ii) 如何なる場合でも，われわれが行なってきたような破壊活動は用いては

ならぬと私は考えるようになった。われわれは農協，人民商店，漁船を破壊，焼

きつくし，モーターボート，聞の鉛，ゴム，魚菜などに掛けた税金を徴収した。

このような税金から年間約20万チャットを得ることができた。しかし，殆んどは

指導者の手に入り，われわれはその内容を知らされていなかった。多くの指導者

達は豪著な生活をし，従卒達はボロを着，腹を空かしている。

(iii) 私はラングーンの中国人暴動の 3～4ヵ月前に共産党に参加していた 6

人の学生を家に帰した。また中国人暴動直後， Merguiから 2人の中国人少女が

党に参加してきた。彼らはまだ14才と15才であった。彼らはまだ党の事務所にい

るはずである。

なお， BoMyo Myintは投降していらい，海兵隊キャンプで好対遇を受けてお

り，キャンプ内を自由に歩きまわることが許されている。彼の妻は昨年 (1967年〕

共産党県委員 BoMyint Htayの妻と一緒に政府軍によって逮捕されている。

1 日 V米価値上り一一ラングーンで、は，上ピノレマの業者が大量に買入れているため，

最近，米価が値上り傾向を示している。先週中に 1パスケット当り 7チャット～

10チャットの値上りを示した。品種別価格は次のとおりである。 （注：単位はパ

スケット当り， （ 〉内は先週の価格〉

Ngasein種 25チャット（18)
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Yebawsein種 30チャット（23)

Meedon種 29 II (36) 

Ngakywe種 33 グ（40)

2 日 Vネ・ウィン議長，デルタ視察から帰る一一ネ・ウィン議長夫妻および一行が

デルタ地帯の視察を終え，空路ラーグーンに帰朝した。

一行には，タウン・チ農相，ラー・ハン教育相， Ko Ko官房長官らも含まれ

ており， 12月27日，船でラングーンを出発，パセインで南西軍管区司令官SanKyi 

大佐および計画党第12区副議長 KyawZaw中佐と合流，河船による視察を開始

した。視察旅行の概要は次のとおりである。

12月27日：：Maubin,Kyaiklat, Bogaleで農民と会談。

12月28日： Bogaleで漁業労働者と会談， Moulmeingyunで農民と会談，同

タ， Wakemaに到着，同様に農民と会談した。

12月29日： Myaungmyaで，農民および製塩労働者と会談，｜司タパセインに

到着。

１２月３０日：バセインで同県内の農民と会談，製傘・製陶工場などを視察。

12月31日： Ngaputaw郡 Magyisin村で農民および製塩労働者と会談，当村

のモデノレ製塩場および Thongwa村近郊の製塩場を視察した。

Vチン評議会員農村視察 チン特別省評議会員 U Vum Thu Ha Sheinら

一行はチン省 Mindat県内 Kanpetlet,Paletwa, Minbya郡の農村を40日間にわ

たって視察し，このほど終了した。視察中一行は主に民兵隊の結成，農村住民の

教育および一般福祉について農民と話し合った。

V警察駐屯所，反乱軍に占拠さる一一午前5時，ベグー県 Daik・u管区内から

“祭門の帰りと装った反乱軍が 2台の牛車に乗ってベグー市西方口の警察駐屯所

を急襲， 6名の警官に対し武装解除を命じ，武器を捕獲，一時駐屯所を占拠した。

v間業者米価を吊り上げ Thedaw-Wundwin地区では，当地の間業者が新

米を公定価格の倍以上で買っており， Ngasein種では 100パスケット当り 1000チ

ヤツト， Taunghtaikpan手重では1200チャットの高値で買っているという。

3 日 V「国は公正配分のために米を買うのである」一一北西軍管区司令官 SeinMya 

大佐は Shwebo県 Hladaw村の政府買付センターで籾を販売に来た農民約80人

に対し， 「政府が農民から直接，米を購入するのは，国民の聞に公正に配分する

ためであり，国民を間業者や，手lj潤追求者から擁護するためであるjなどと述べ

fこO
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Vカチン州議長， Putao県を視察一一一カチン州評議会議長 UDingra Tangと

その一行は， 26日間にわたって， Putao県内 Machamaw,Nawnmon郡などを

視察，村氏と治安，国民団結，経済，社会福祉問題などについて討論し，このほ

どミチナに帰着した。

T Gyobingaukで共産テロ活発化一一Gyobingauk郡西方地域で最近，共産党に

よる活動が活発化している。当地域では， 共産党 Tharrawaddy郡委員会書記

Sein TheinとBahTheinこと BahMya Sae卒し、る30名が主に活動しており，

一部では， さらに15名の中核党員とともに MaAye Myintこと BahGyi Ma 

Maの指導による20名の婦人部隊もいるという。

これらの共産党軍の活動は，特に農民に対し，政府に米を販売することを禁止

し，従わぬ者に対するテロを行なっている。

ある地域の農民は共産党主催の「国民登録カードを焼却する式典」に強制的に

出席させられたケースがある。

vソ連，鉱業開発に援助の用意一一一モスクワで聞かれた第20日ピノレマ独立記念

日式典前夜祭に出席した対外経済関係ソ連委員会代表の PavelSaladav紙は，タ

ス通信との記者会見でピノレマ，ソ連との関係について， 「ピノレマの経済開発に対

するソ連の援助は，両国間の友好関係を強化する重要な要素である。ソ連はピノレ

マに対し，鉱業および非鉄金属の開発に援助を行なう用意がある」などと述べた。

4 日 V第20回独立記念日一一第20回独立記念日を迎えて，ラングーンの中央式典会

場を始め全国各地で記念式典が行なわれ， 「国民団結」が強調された。なおネ・

ウィン議長夫妻は，国賓館で各国外交官を招待し，記念式典を行なった。

V農民，民兵隊結成を要求一一サノレウィーン河西岸の Myainggale地区の 3カ

村からの農民代表が2日Pa-an郡計画党支部議長に，カレン反乱軍を自らの手で

一掃するために民兵隊を結成するよう要求した。これらの農民達はすでに18年間

も KNDO反乱軍の支配下にあり，常にテロの脅威にさらされていると語ったo

v解放部落でも独立記念式典一一12月中に政府軍によって解放された元共産党

支配地域通称“北京市”と呼ばれる Thabyedan,Htubauk, Theegan, Kyaukp司

yintha, Phalanbinなどの村落で独立記念式典が催された。 また同じく最近解放

されたベグ一山麓の Zigan地区村落でも同様の式典が行なわれた。 いずれの式

典においても，共産党を強く非難する演説が行なわれ， 「ピノレマ社会主義」の下

での団結が強調された。

またトングー県 Oktwin北西の Thayetpin,Maung, Hnama，および近郊農村
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で独立来最初の独立記念日式典が開催され3500人の農民が出席，県SAC議長 Ko

Ko Lay中佐も同席した。

5 日 v司令官地方視察一一一東南軍管区司令官 MaungLwin大佐は Chaungzon郡

Kalu, Kangaw, Ywdut, Chaungzonなどを訪れ，農民と米の諸問題につき話し

あった。また中央軍管区司令官 TinU 大佐は 1日 Akyabを訪れ，省，県，郡

SACおよび計画党役員らと，今期籾の買付状況などについて討論した。

V肥料需要増大－ARDC（農業農村開発公社）の配給する化学肥料の需要が

増大し，過去5年間で15万トンを超えた。これは1957年から1961年まで、の需要量

6万トンに比べ倍増したことになる。

6 日 v共産党軍， j魚船5隻を捕獲一一Ye郡 Zeebyuthaung漁業協同組合所属の漁

船3隻と，人民真珠漁業公社所属の 2隻が，最近共産党軍によって捕獲されたこ

とが明らかになった。協同組合所属の漁船3隻は12月初日， BoYu Shanに卒い

られる30名の共産党によって，漁網とともに捕獲された。また公社所属の 2隻は

12月31日， 20名の共産党によって Kalagok河付近で操業中捕獲されたものであ

る。

7 日 T Kyaukmeで民兵隊結成－Kyaukme郡 Maingtin地区の Maingtin,Saung-

ywa, Loi Aw Ywa, Nantmun，および Mainghka村から選ばれた農民49名が訓

練を受け，正式に民兵隊を結成， Maingtin村で行進をした。この結成式には第

22連隊司令官 TunAung Zan少佐が出席，民兵隊の任務および役割などについ

て演説したO

V仏教僧侶反共祈願集会 ラングーン市の仏教徒組織代表90名および僧侶

500人が出席して Chaukhtutkyiパゴダで，共産党によって脅やかされている仏教

の危機を救う反共祈願集会が聞かれた。当集会は僧侶 UPyinnyaとUWibarada 

によって主催されたもので，席上 Sarlinの僧侶が， 当集会の目的を説明し，共

産党による仏教迫害について言及して，「われわれは，好んでする訳でもないし，

世俗の出来事に干渉しようと望んでいる訳ではない。われわれは，共産党が鉄道

や橋を爆破し，村を焼きつくし，人々を殺害することには沈黙を守ってきた。し

かし，共産党が組織的に仏教の破壊活動をしている今，われわれ僧侶達は，深い

悲しみを表現せずにはおられない」と述べた。

8 日 V工業， 労働相マウン・シュウェ大佐は労働省次官 MyoMyint中佐，繊維

計画委員会議長 Mya Thaung中佐らとともに Mongsatの精糖所を視察し，

Inpawkhon村で織物労働者と討議した。
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9 B T Sein Mya大佐，買付所を視察一一北西軍管区司令官 SeinMya大佐および

計画党第1区副議長 MyaMaung中佐は Madaya郡 Kyauktadaの籾買付所を

視察し，さらに Amarapuraの農民と Rizal種（ミラクノレ・ライス〉の来期植付

について話し合った。

v地雷爆発で37輔転覆一一－Myingyan-Thazi問で第4号下り貨物列車通過中，

共産党軍埋設の地雷が爆発したため全車輔が脱線転覆，乗員3名が死亡した。

10日 V共産党軍アラ力ン山中に逃げる一一パセイン地区 Ngathaiggyaung地域で行

動していた共産党および NDUF軍は当地の政府軍と民兵隊との激しい攻撃に会

い，その多くが秘密基地を放棄し，アラカン山中に逃げこんだと伝えられている。

これは Zabyin付近で政府軍と共産党軍の交戦の際，政府軍に捕えられた共産党

村落委員が語ったものである。

これらの反乱軍は郡委員会議長 TinAung, 書記 ThaingKyaw，作戦参謀

Than Kyaw，郡委員 MaAye Shinらに卒いられた部隊である。

T Pinlebuで民兵訓練一一Pinlebuで約100人の青年が民兵訓練を終え，市内運

動場で郡 SACおよび計画党役員など 500人の前で行進を行なった。

11日 V反中国人暴動指導者に判決一一一昨年6月に起った反中国人暴動に参加し指導

したとして逮捕されていた5人の青年に対する判決が下され，懲役2年間と決定

した。

V共産党と連絡し関係を持ったとして非合法結社法により逮捕されていた者の

うち42名が Pegu県 SACによって釈放された。出身地別の内訳は Toungoo県

33名， Tharrawaddy県9名である。

12日 v共産党省委員殺さる－Paunglaung郡 Leinle村付近で政府軍第88師団第

3連隊が共産党軍と交戦した際， 共産党中央ピlレマ管区委員会書記長 TunZan 

こと AungMyintの死体を確認した。

現在第88師団は中央ピノレマ特に Paunglaung地域で共産党掃討作戦を展開して

おり，政府軍は各所で優勢に闘い， TunZan派軍は序々に勢力を失なっている。

数日前，共産党軍“師団長” KyawLwinこと KhinMaungと“師団付軍医”

Saya Layこと MyaHlaingが当地域で戦死したと伝えられている。

Tun Zanは中央ピlレマで、は重要な省レベノレ書記長で， 彼の死は反乱軍に少な

からず影響を及ぼすであろう。

V民兵隊，反乱軍を捕える一一Paukkhaung地区 Ainzauk村の民兵隊は10日，

ジャングノレ地帯の秘密基地で、共産党指導者1人を捕えた。
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13日 v労相，国民団結を強張一一ラングーンで合宿中の模範労働者に対し，工業・

労働相マワン・シュウェ大佐は「働らく人々のための社会主義国家建設のために

労働者と農民は統一し，団結しなければならぬJと強張した。

14日 f Paungde地区平静に－20年間，共産党の支配下にあった Paungde地区

Taungyo付近のペグ一山麓一帯では，民兵隊の力を借りた政府軍の掃討作戦に

よって，ょうやく共産党から解放され，政府の機能が凶復した。 Kwingyai,Py-

inmakhaung, Thaphanchaungなどの部落では協同組合，学校などが開放され，

医師などが派遣されている。

15日 vラシオ県でも民兵訓練一一ラシオ県 Hsenwi郡 Pyeinsa村で婦人も含む53

人のシャン，カチン，ラフ族が民兵隊基礎訓練を受け，このほど終了した。

またラングーンでは人民事業公社訓練学校で，生徒に対し軍事訓練を始めた。

この開始式には公社副総裁 HtinKyaw大佐が，民兵隊の役割などについて演説

した。

f Homalinで米不足一一チン特別省 Homalin郡内の村落住民約1000人が， 1 

月初より，野菜だけしか食べていないという。これは深刻な米不足のためである。

また Myaukkon郡でも，米が到着しないため，米不足問題が起っている。

Vカチン反乱軍，大挙中国へー－WPD紙記者はカチン州東北 Lawkhaung地

区の Shuyaw村村氏とミチナで会い，当地域のカチン反乱軍（KIA）の状況につ

いて事情を聴取，次のように報告してきた。

(1) Zaw Htu, Zaw Lwan, Dwanphawgaungらの指導者は住民に強制的に

毛沢東思想、を学習させ，伝統的な住民の宗教を断圧する運動を続けている。

KIAはこれらの運動を特に青年達に対し集中的に行なっている。

(2) KIAは咋年9月，当地域の青年約800人をだまして， Lahok,Shopyi, 

Mokkhaung経由で中国に連れていった。このうち 3名の青年が拒否したため

Gaw Hay村で重傷を受け，両親の下に帰ってきた。

(3) Lawkhaung地域の KIAは11月， 12月にかけて，当地域の住民から“税

金”を徴収した。税額は 1家族につき米5パスケットラ塩25チカル，現金6チ

ヤツトである。この徴税は ZawLwanの指導によるといわれる。これらの地

域から最も近い政府軍駐屯所までは40マイルも離れている。

V解放部落で供出一一最近，政府軍により，共産党支阻から解放された Zigon

郡で，合計2万1000パスケットの籾が政府買付所に販売された。

16日 V反共農民集会－Meiktila郡 Ondon村で約3千人の農民が反共集会を開
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色仏教を迫害し，北京に追随する共産党と叫んだ。

Vシッタン渓谷開発計画調査まもなく開始一一国連開発計画（UNDP）の援助

に基づくシッタン渓谷開発計画の予備調査がまもなく開始されることとなった。

UNDP運営評議会は最近，当計画推進を承認し，特別基金から計217万9200ドル

の援助を決定した。なお，専門家および技術者などに支払われる 109万6000ドル

はピノレマ政府が負担することになった。

当計画は， 多目的ダムなどの建設が主で， Yenwe・Pyuntayaプロジェクト，

Sintheプロジェクトなども含んでいる。

V米， ビルマへの軍事援助を公表一一一米国務省当局は16日，中立国ピノレマの国

内治安の維持のため，トラック，警備艇，消火器，通信補助機器を含む“中程度”

の軍事援助をおこなっていると発表した。同発表によると，対ピノレマ軍事援助は

反中国人暴動以来続けられているという。

17日 f Paukkhaungの共産党一掃さる一一一12月来おこなわれている Paukkhaung地区

における政府軍と現地農民からなる民兵隊との合同掃討作戦によって，以前共産

党本部のあった通称“北京市”は奪回され，当地域の共産党軍はほぼ掃討された

と伝えられる。この岡県オルグ BoWin Aung, Bo Aye，作戦参謀BoHla Sein 

など10名の幹部と輩下の死が確認され，約70名の中核党員が投降した。

Vサン・ユー准将，党の組織任務を強張ー←計画党第2日組織補習講座卒業式

に出席した党本部総書記長サン・ユー准将は， 「今や党を高度に組織し，充分な

規律を有するものにする時であるJと述べ，党の組織任務の必要性などについて

強張した。

18日 v婦人民兵隊行進一－Kyaukmeの政府軍第22連隊グランドでこのほど基礎民

兵訓練を終えた婦人民兵隊が結成行進を行なった。

この婦人民兵隊は，政府軍兵士の家族が中心で，隊の任務は警官隊が行動不可

能な地域において民衆を防衛することにある。

なお Mawlaik県 Phaungbyin郡の9ヵ村から270名が Khamaing村で基礎

訓練を終え，民兵隊を結成したo

v元南機関員ら来訪一一ネ・ウィン議長の招待により，ピルマ独立軍（のちピ

ノレマ国防軍）結成に援助した元日本陸軍軍人18人が来訪した。空港には国防省か

ら ChitKhin空軍大佐が出迎えた。

19日 V反共大集会一－Phaungbyin部 Khamaing村で約5000人の農民が集会を開

き，非人道的行動として共産党を非難した。
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V中国軍，共産党を援助するため越境？一一一一TheTimes 19日付， デリーの特

派員報告として中国軍がピノレマの共産党を支援するため，カチン反乱軍をつうじ

て越境し，ピノレマ領土に入っていると伝えてきた。この報道に対し，同日，ウ・

タント国連事務総長は言明を避けたが「この報道だけでは，中国軍がピノレマ領土

に侵入した証拠にはならない」と述べた。

20日 v北西軍管区司令官は Sinbyu,Pwinlηm, Minbuの政府籾買付所を視察，農

民と会談した。またマンダレー省コミッショナー UHtaung Kyin HtanはLewe,

Ela, Pyinmana, Meiktilaの買付所および精糖所，畜産振興センターなどを視察

した。

21 B V反共大集会－Meiktilaの市民約1万人が市内運動場で集会を聞き，共産党

のテロ活動を激しく非難した。

22日 Vネ・ウィン議長アラカン視察を終える一一ネ・ウィン議長は 1月15日より

Akyab, Kyaukpyu, Sandowayなどアラカン地方を 1週間にわたって視察し，ラ

ングーンに帰着した。

一行には婦人，鉱業相タウン・ティン大佐，計画党統合書記長タン・セィン大

佐，中央軍管区司令官 TinU大佐らも含まれている。なお議長の視察内容要旨

はつぎのとおりである。

1月15日： 空路 Akyabに到着， アラカン管区司令官 TintLwin中佐，

計画党第13区副議長 SawPru空軍中佐の出迎えを受け，同日アラカン省行政

担当官と会談。

1月16日： Akyab市内で農民，漁業労働者などと会談後，織物工場を視察。

1月17日： Kyaukpyuを訪問， Yenandaung村の手掘油田を視察，農民，漁

民，製塩労働者と会談。

1月18日： Sandowayに到着， Ngapali休養所で，来訪中の18人の元日本軍

軍人と会う。

V政府軍， 共産党省本部を占拠一一政府軍第6連隊部隊は，最近 Paukkhaung

東方30マイノレ地点 Yoksaing村付近の共産党省本部と思想、および軍事訓練センタ

ーを 3度にわたって攻撃し，当所を占拠した。との際，党議長タキン・タン・ト

ンの侍医 AungMyin Kyaw，県戦術参謀 BoThan Naung，県オルグ BoYe 

Chan，ピノレマ生れの中国人で省委員会幹部候補生，県書記長 BoHla Kyiなど

の幹部が殺された。

Vコウトレイ議長，タイ国境地区を視察一一コワトレイ州評議会議長SawHla 
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Tunと一行は最近，約 1週間にわたって，ピノレマ＝タイ国境の Myawaddy地区

を視察し，当地の担当官と各種問題を討議した。

23日 T UNCTAD代表にインド大使一一2月 1日からニューデリーで聞かれる第2回

国連貿易開発会議（UNCTAD）へのピノレマ代表団長に駐インド大使U Hla Maw 

が任命された。 なお団員には中央交易評議会の HanTun中佐， 外務省特務官

Tin Aung中佐，中央統計経済局長 U That Tunらが任命されている。

T Kalagonダム完成一一一カチン州 Mogaungに建設されていた Kalagonダム

がこのほど完成した。このダムは1964～65年度に着工，約13万4千チャットの費

用を投じ， Mogaung郡の1900エーカーを濯瓶し， 2期作を可能にする。

24日 V財政年度を変更一一大蔵省は，財政年度を現行の10月1日～ 9月30日を 1月

1日から12月31日に変更したい旨，各省庁の意見を求めているが，意見の同意が

あり次第，同省は変更を発表する予定である。

26日 ' 州評議会議長，反乱軍問題について活動―――――シャン州評議会議長Ｕ Kyaw 

Zawは Hsipawの農民に対し， ピノレマ共産党を充分警戒するよう警告した。こ

れは Hsipaw計画党事務所で農地委員，農民など200人が出席した会議の席上で、

ffなったものである。

U Kyaw Zawは「Paukkhaungで、示した共産党の行動が，シャン州で起きな

いという保証はない」とも述べた。

またカチン州評議会議長 U Dingra Tangは Myitkyina郡 Arlan村付近の

農民600人と会談し，反乱軍について説明した。

V政府軍，反乱軍基地を襲撃一一政府軍第90連隊攻撃部隊は，深夜Twante郡

Tawgyidanジャングル地帯の赤旗共産党地区特別指導者 BoLun Khaing派秘

密基地を襲撃した。同基地にいた BoLun Khaingと50名の反乱軍は逃亡した

が，うち 2名が殺され，多数が負傷したと伝えられた。

なお政府軍は同基地で武器，弾薬，重要文書などを押収した。

27日 T Lashioで民兵隊結成一一Lashioで52名の婦人を含む135名が第1回の民兵訓

練を終え，正式に民兵隊として発足，東部軍管区副司令官 NeDun大佐の出席

の下， Lashio運動場で結成行進を行なった。 NeDun大佐は民兵隊の目的およ

び任務などについて述べた。

vランゲーン大学卒業式で学長，国民団結を強張一一第4回ラングーン大学卒

業式で，学長 MaungMaung Kha博士は， 1330人の卒業生に対し「卒業生は何

をしたら国家の利益になるのか第1に考えなければならない」と述べ，国民の団
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結の必要性を強張した。

28日 V反共集会－Mogokで約500人の労働者， 市民が集会を開き，共産党を非

難，民兵隊の早期結成を要求した。

また Mahlaingの第 1＇第 2号製綿工場の労働者が共産党に抗議の意を示しな

がら生産活動をするとともに， Yezinで反乱軍の地雷爆発によって死亡した鉄道

職員家族にカンパを行なった。

vネ・ウィン議長，国産医療展示会へ一一ネ・ウィン議長は，ラー・ハン大佐，

Han Htun少佐らとともに Shwαlangon区で開かれている国産医療品展示会を

視察した。

29日 ' 3名の新華社記者帰国一一印刷・出版業者登録違反のかどで当局より帰国命

令が出た 3名の新華社記者が中国民間航空機で帰国した。

' 「反乱軍は売国奴である」一一カチン州評議会議長は Myitkyinaで約500人

の元領主，首長などを集めて，反乱軍について説明した。この席で議長は「国内

にいる反乱平は今や“外国”の指導者の従属者になった。そしてピノレマ連邦を破

壊しようと企んでいるO だから労働者大衆と一致団結して，反乱軍を一掃しなけ

ればならない」と述べた。

出席した元領主，首長達も反乱軍を一掃するための方法などを討論した。

V仏教僧侶，反共集会に参加一一Thaziの Yadana Manaung寺院で約2千人

が出席して反共集会が聞かれた。この集会には当郡内の約200人の仏教僧侶も出

席，共産党による仏教迫害を強く非難した。

31 8 Vネ・ウィン議長 BPIを視察一一ネ・ウィン議長は工業・労働相マウン・シュ

ウェ，教育・保健相ラー・ハン大佐，官房長官 KoKo大佐，ラングーン管区司

令官 HlaHpone大佐ら一行とともに Gyogonのピノレマ薬品工業（BPI）を視察

した。

V前中国大使，セイロン大使に一一革命政府は前セイロン大使 Boonwatのひ

免に応じ，新セイロン大使に前中国大使 SamaDuwa Sinwa Nawngを任命し

た。

v籾の移動買付センター設置一一一最近共産党支配から解放された Shwrele,

Taungnyo, Paungde，および Nattalin郡で自動車による籾の移動買付センター

を設置することがこのほど決定された。これは当地区の農民と SAC，農地委員，

農協関係者らと討議した結果決定したものであるO
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1 月
28日 Vベグ一発： Le-ein-su村－のある家を， 8人のカレン反乱軍と 4人のピルマ共

産党反乱軍が掠奪，女子3人を連れ去り，身代金を要求した。

29日 f Kangyidaunk (Bassein県）発： この地域の14ヵ村以上の農民が，カレン反

乱軍と白旗共産党（BCP）によって，いわゆる“土地税”を強制的に支払わされ

ているという。

すなわち， カレン反乱軍の ManDeikは， Taungsu,Thayettaw, Seikkyi, 

Kyunkya, Kansu, Pyinpya, Yogyle, Thayetchaung. Thabawchaung. A-le-su, 

Kwi叫esu,Kwinya地区の Thabawnguと Phasikwinの各村人から，土地1エ

ーカー当り 3チャットの割で税金をとっている。

同時に， Ywe-lay-su地域では， 白旗共産党がエーカー当り 5チャットで同様

の税金取立てを行なっている。

しかしこうしたことにもかかわらず，今日までにこの地方の政府の米買付所は

農民から60万ノミスケットのもみ米を購入した。

30日 Mergui発： 1月25日に投降したピノレマ共産党 Mergui西地区軍事指導者 Bo

Myo Myintはこの地域での共産党活動に関連して次のような事実を明らかにし

fこ。

ピノレマ共産党県委員会の指導者は BohmuSoe Lwin，県軍事指導者は Bohmu

Myint Htayである。

この地域での共産反乱軍は村に居住するが，固定的なキャンプはもたず，常に

移動している。 Merguiには北京仕込みの党員はいない。

共産党は“税金”として年間20万チャットを集めている。ランチ 1隻につき

1000チャット，動力つき小船1隻につき300～400チャット，鉱石viss当り 3チャ

ット，ゴム viss当り 1チャット，ガピー（タイに密輸する） viss当り50ピヤスと

なっている。

彼等はタイから武器を買っている。カービン銃3000チャット，手投弾75チヤツ

ト，弾丸2.5チャット，弾丸1組150～300チャット。
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, Zigon発：本郡の Zayathla, Nyaungwaing, Lemyethna, Htainbinkan, 

Nagyichaung, Laypugon, Taungyekan, Sabhaimyaung各村では，農民たちか

らの米の政府への売却を阻止しようとする共産党反乱軍と政府側との衝突があっ

, Thaton発： ここから 60マイノレの T町田u-khee村付近の森のなかでの Bo

Tun Myint指揮下の KNDO反乱軍200人の集会を，政府軍第104ピルマ連隊

が攻撃，反乱軍は20分交戦ののち，死者2名を残し逃亡した。

31日 Vネ・ワイン議長， ピノレマ製薬工場（BPI）を視察。

2 月

v政府は SamaDuwαSinwa Naung前l駐中国大使を駐セイロン大使に任命したo

, Maubin発：県下の四つの郡で， 250万viss以上のジュートが買い付けられ

た。これは前年に比して90万vissの増加である。

, Homalin発：この地域の Monghkam,Kawyar, Tasoneなどの村々では，

米不足のため，白昼米を盗むなどの事例が増加している。村人達は近くの森から

草や根をとり食べてきたがそれもなくなり，家畜すら米を得るために売却してい

る。この郡ではもみ米はパスケット当り 10～15チャット，米では50～60チャット

である。米不足は 2年来の不作のためである。

1 日 ' l月中に 225件の労働争議が解決された。うちわけは中央労働委員会が処理

したもの53件，労働控訴委員会が 107件，ラングーン地区労働分科委員会が65件

となっている。

, Henzada県の六つの郡の農民は 1月末までに各郡内の 36の国営米買付セン

ターで 427万3000バスケットの米を売却した。郡別内訳けは， Henzada郡＝99

万1500パスケット以上， Myanaung君［$＝51万4900以上， Ingabu郡＝ 108万5600

以上， Kyangin郡＝16万6000以上， Lemyethna郡二66万1900以上， Zalun郡ニ

85万2900以上。

V トング一発： 1月末までの当県での米買付け量は120万パスケットに達したo

' 1月31日までのベグー管区のもみ米買付総量は 1812万6705パスケットであ

る。

, Zigon発： 1日夜ピノレマ共産党の MyaSoe派反乱軍は Napha村橋として

知られる，当地の米買付センターと村落地帯を結ぶ橋を焼き払った。

2 日 Vベグ一発：中央軍区司令官 TinU 大佐は，農民達に対し，なぜ彼等が米を

国家に対してのみ売らねばならないかを説明し，米輸出による利益が国家建設計
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画に支出されることを彼等に明らかにした。

Tin U 大佐は，ペグー県および部 SAC議長らと Waw郡 Ahbya村・， Hn・

getchiwun村， Thanatpin米買付センターを視察，農民達と話し合った。

同大佐はまた今年は昨年のような米不足が起らないよう米の適正な配分を確保

すると述べた。

T Paungde発：東 Nattalin郡の辺ぴな村から農民達が牛車200台で3000パス

ケット以上の米を Ywahla村買付けセンターにもってきた。この地区の農民達は

反乱軍の脅威のため米を運び、出せなかったが，いまや第2ピノレマ・ライフノレの保

護が与えられている。

TharrawaddyとNattalin郡境でも反乱軍が農民を脅かしている。軍の保護に

より 2月 1日に，農民達は3000パスケットの米を Kyunhlaのセンターにもって

きた。

Paungdeから18マイノレの Pauktaw村では移動買い付けセンターが設置され，

1日に 2千パスケット以上の米を購入，農民に消費物資を売っている。

Vモーノレメイン発：南東軍管区 5県の 2月 1日までの米穀買付け総量は， 368

万1124パスケットに達した。

モーノレメイン県＝ 1,289,623パスケット

タトン県 ＝ 1,091,975 " 

タポイ県＝ 109,209 II 

メノレグイ県＝ 7,909 " 

パーアン県＝ 182,407 " 

T Kyauktaga郡 Phadoで4日間にわたり聞かれていたカレン正月式典に集ま

ったカレン人約1万5千人は， ThakinThan Tunピノレマ共産党議長を民族の裏

切りものと非難する決議を採択した。

T Gyoqingauk発： Oktwingon村付近で警察部隊が BCP反乱軍約10名（Bo

Win Pe指揮）に攻撃され， 30分交戦，警官3名死亡。

3 日 Vペグ一発： 2月1日に当地で聞かれた地方協同組合，農業，林業関係監督委

員会，郡役人間の会議の結果明らかになったところによれば，ベグー県での米穀

買付けは，反乱軍の脅威により辺ぴな村の村人が売りにこようとしなかったこと

じ農民達の自家消費用貯蔵が増加したために，目標に達しなかった。

T Monywa, Myingyan, Pakokku, Meiktila, Moulmein, Mudonの織物工達

は380万枚の綿の毛布と220万枚の下級綿毛布を今年度中に製造する予定である。
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とれは昨年の実績にくらべて，それぞれ綿毛布240万枚，下級綿毛布70万枚の増

産である。

かやの生産もまた今年は昨年の 780万ヤードに比して， 1120万ヤードとなるo

, Hla Hponeラングーン軍区司令官は，連邦旗リレーにおいて旗が夜間保管

される市公会堂から Kyaikkasan運動場までの施設を視察した。

, Thaton郡 Piyaw村で軍幹部が付近の18ヵ村の長老 130人を集めて， 反乱

軍対策を協議した。

, Moulmein発： BoKhaing Myintの率いる約25人の反乱軍が Martaban郡

の Patheinkwint Thebyugon村を掠奪，村人合計12人を連れ主った。うち 5

人はのちに釈放された。

Vミチナ発：カチン州評議会発表に上れぽ， KIA反乱軍の 3人の指導者，

Zaw Saing, Zaw Tu, Zaw Dan聞に分裂が起ったという。 Zaw Saing ばタイ

に行き， ZawTuは中国に入ったという。 ZawDan, La Ying, Zaw Mai, Zaw 

Onちの第2線指導者ば ZawTu についたといわれる。 したがって，現在のカ

チン州の KIAは NawSaingの指導下にあり， NawSaing Eピyレマ共産党の

Bo Than Shwe, Bo Kyaw Seinは現在国境付近で活動中である。

4 日 , Minbu県 Sidoktaya郡で5千人以上の労働者，農民，学生が集会をもち，

ピノレマ共産党反乱軍を非難した。との集会では，最近ピノレマ共産党反乱軍が多目

的農協の書記達を殺害した事件を非難する発言があった。

' Cアキャブ発〉 1967年11月以来逮捕されていた学生，企業家ち18人が釈放さ

れた。

5 日 Vラングーンで，連邦記念日の恒例行事である連邦旗リレーが開始された。第

1日は市公会堂かち Theinbyuグラウンドまで。

Vペグー県では11の国営米買付センターで 1月末までに， 1812万6700パスケッ

トのもみ米が買い付けちれた。今後6051万パスケットが買い付けちれうるものと

推定されている。

T Pyapon県では 4日までに四つの郡の47の買付けセンターで， 358万 1千パ

スケットのもみ米が買い付けられた。内訳は Pyapon郡＝146万9千ノξスケット，

Bogale郡＝79万5千， Kyaiklat郡＝59万7千， Dedaye郡＝71万9千ノξスケッ

トとなっている。

Vモールメイン発：南東軍管区の 5県の農民は本日までに， 405万5000パスケ

ットのもみ米を政府に売却した。内訳は，モールメイン県＝ 133万4600パスケッ
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ト，タトン県＝ 241万9000，ハーアン県＝18万3000，タヴォイ県＝11万0700，メ

ノレグイ県二7900パスケット。

6 日 V ラングーンの連邦旗リレーは市民の歓呼のなかに， Theinbyuグラウンドか

らタキン・ミヤ公園に運ばれた。

Vラングーン商工会議所は年次総会を聞き， U Chan Seng Hwetを会頭に 4

選した。

vペグー郡の Payathonzu村で前 CPB反乱軍員で， 6年前に投降し，現在そ

の村の人民農民評議会議長となっていた男が， 2人の武装した男により射殺され

た。

T Lashio県 Kutkaiの Tamonyeでの大衆集会で， 800人以上のカチンとパ

ラウン人がピルマ共産党反乱軍を非難した。

7 日 Vタワンジー：第21回シャン州記念日式典が行なわれ， シャン州評議会 U

Tun Aye議長は，シャン人が反乱軍の脅威を打ち破り，草命政府と協力してや

っていくよう呼び、かけた。

T Paungde発：伝えられるところによれば，前共産党幹部 YebawHtayの息

子 YebawHtooが， 2月2日，ナタリン郡 Natsinsu村付近で，第 107特殊部

隊パトロールとの交戦で戦死したという。

T Kyonpyaw：前週 Leinkon村の農民数人が KNDOの指令に反して政府に

米を売ろうとして発覚， KNDOは彼等の米 1千バスケットを川中に破棄した。

なおこの村は最近まで第77旅団が守っていたが， 旅団の移動とともに， KNDO 

の支配地区となっていた。

8 日 Vネ・ウィン議長は2月6日特別列車で南東軍管区およびコートーレイ州視察

旅行に出発し，この日飛行機でランゲーンに帰着した。

ネ・ウィン議長には公共事業・住宅相 SeinWin准将，工業・労働相 Maung

Shwe大佐，南東軍管区司令官 MaungLwin大佐らが同行した。

一行は 6日朝出発し，まず Theinzayatに行き，そこで Sittang製紙工場を視

察，さらに Hninpaleから Bilinに行き，そこで、は製糖工場を視察した。製糖工

場で労働者達と話しあった後，一行は Hninpaleに帰り，午後 Thatonに向け出

発し，同夜そこに到着した。

ネ・ウィン議長一行は 8日， Thatonから特別機で Pa-anを訪ずれた。空港

にはコートーレイ州評議会 Saw Hla Tun議長ほか政府，軍関係者多数が出迎

えた。
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7日朝ネ・ワイン議長らはコートーレイ州評議会員と会談。その後Pa-an郡の

カレン，パーオ，モン， ピノレマ族の農民代表達と討論を行なった。また第11旅団

本部を視察した。同タ，ネ・ウィン議長は同州評議会員，農民代表らとの夕食会

に出席した。

翌2月 8日朝，一行は飛行機でラングーンに帰著した。（The Guardian 2月

9日）

V モスクワ発：ミコヤン最高幹部会員は， U Ba Saw ピルマ大使とクレムリン

で会談した。

, Shwebo県の八つの郡で2月6日までに50万パスケットの米が買い付けられ

た。

, Bassein県では2月8日までに 700万パスケットが買い付けられた。

, Pa-an発： Kwalaiksikyo山付近で KyawThanグループの KNDO20名と

Wutkyi軍キャンプの攻撃隊とが交戦， KNDO1名戦死。

T Pyu発：東部 Pyu地区で，協同組合の掠奪，ボートの焼打ち，税金集め，

橋の破壊，政府に米を売る農民への脅迫などを行なっている TunLinグループ

の共産党反乱軍の一隊と，第3カチン・ライフノレが交戦，共産側指揮官l名が死

亡した。

9 日 V連邦記念日を祝って咋日キャンフ。No.4からリレーされてきた連邦旗がミン

ガラドン運動場に入り， TinU 中央軍区司令官に手渡された。

' 2月9日現在の外貨保有高は 9億4558万0688チャット（ 3億9000万チャット

の金を含む〉であり，同日までの 1週間の国内流通通貨量は19億4438万4214チャ

ツトであった。

10日 V中央軍区司令官 TinU 大佐は，省・県・郡 SACメンバー，計画党幹部を

集めてミンガラドンで会議を聞いたが，その際，ベグー省の農民はすでに2070万

パスケットの米を政府に売り渡したと述べ，さらに農民を組織して米の買付けを

促進するよう呼び、かけた。

v社会主義計画党労働問題担当書記 MaungShwe大佐は，第5回人民労働者

評議会経営コース最終日での演説で，中央人民労働者評議会がまもなく結成され，

今年の労働者セミナーがその第1回会議となろうと述べた。

Vネ・ウィン議長夫妻は連邦記念日式典会場の Kyaikkasanグラウンドを 3時

間にわたり視察した。

T 1966～67年度に各州とチン特別区で1000マイル以上に達する20本の道路が，
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900万チャット以上を支出して建設された。

カチン州 390マイル， 350万0000チャット以上

チン特別区： 294マイル， 250万0000 II 

カ ヤ 州： 166マイノレ， 160万0000 II 

コートレイ州： 126マイル， 74万8000 II 

シ ャン州： 203マイノレ， 61万7000 グ

11日 Vネ・ウィン議長夫妻は，連邦記念日前夜の夕食会を，各地方からの代表，政

府関係者など多数を集めて開催した。

f Einme発： Chaunghpyar村の村長一家4人が政府協力者として KNDOに

より殺害された。

12日 Vランゲーンの Kyaikl叩 sonグランドで第21団連邦記念日式典が10万人以上の

民衆を集めて挙行された。

大会はラングーン市コミッサ－ Hla Hpone大佐の開会演説で始まり，ネ・ウ

イン議長の連邦記念日メッセージが ThanSein大佐により代読され，連邦記念

日演説は草命評議会を代表して HlaHan大佐が行なった。

なお各演説はピルマの経済発展を妨げる内外の敵に対して，ピノレマの全民族が

狭い民族意識をすて，団結するようとの呼びかけを主な特徴としている。

またこの日，全国の主な町々で同様の集会が聞かれた。

13日 f Kyar-in Seikkyiから 6マイノレの地点でモールメイン発の IWTBフェリー

が反乱軍に銃撃され，乗客6名が負傷した。

14日 V革命評議会は社会主義制度建設促進権限法（1965〕の第5章を修正する法を

公布した。これは政府の商品の流通，輸送，保管，加工，販売などに関する諸規

則に対する違反をさらに厳しく取り締ることを目的としている。

V労働省が今日発した通達によれば，社会主義労働英雄は今後，その名前をピ

ノレマ官報に掲さいされ，各工場，官庁はその写真を応接室などに飾るようにする

ということである。

V連邦記念日集会のための各州代表団員，政府代表団員ら 2千人はKyaikl王asan

集会場で会合し，連邦記念日における HlaHan草命評議会代表の演説を満場一

致で支持した。

f Kyaikmaraw発：当地を Kya-in・Seikkyiに向けて出発した内陸水運局所属

のフェリーが， 目的地から 8マイノレの地点でいかだに乗った KNDO反乱軍に攻

撃され，警乗していた人民警察軍兵士と30分交戦した。この交戦で乗客6名が負
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傷した。

Vペグー郡 Rayathonzu村で16ヵ村からの農民5千人以上が集会を聞き，共産

党反乱軍を非難するとともに，民兵団の結成を要求した。

T Mogokで1千人以上の労働者が集まり， ピノレマ共産党反乱軍を非難したo

T Kyonpyaw: Mogyothit民兵隊と第 106特殊部隊兵士は Ywathagyi付近で

KNDOと交戦， KNDO9名死亡，政府側1名死亡。

V高瀬！駐ピノレマ大使は日米琉諮問委員会の日本代表に任命されたため帰国。

15日 v中央 SAC副議長 MaungKyow大佐，貿易次官 KyowZow大佐は記者会見を

行ない，今年は圏内米の不足は起らないと述べた。

Kyaw Zaw大佐はさらにつぎのように語った。今年の米の状況は大いに良く

なった，これは今年農民達がどこの米買付センターに米を売ってもよくなったこ

とによる。買付センターでは彼等への未返済貸付金を米の主上金から天引するこ

とを止めた。また買付所では，農民，農協，流通団体，政府機関が米を売ること

ができた。その場合農協，流通団体，登録した個人などは手数料の支払を受けた。

このため農民は農機具， 日用品を買うことができた。

このため今年は十分に米が集まり，そして国内消費分を上回る分だけが輸出さ

れることになっている。

V貿易省は， 1966年9月27日付同省令10号の 2に関する解釈を修正すると発表

しTこ。

現在農産品，野菜，水産物の一部は同一郡内では生産者と消費者の間で直接取

引が認められている。また昨年は特に米不足のため，米も直接取引商品に加えら

れた。

しかし今年は米不足の問題はないとされ，この新解釈では米は政府統制商品と

され，再び厳格に流通が管理されることになる。

v政府の米統制復活発表の直後，ラングーンの各ヤミ市では市民が米の買付け

に殺到した。そして米価は急上昇した。また業者の一部はそのストックを隠して

しまったといわれる。

16日 v政府の米に対する統制復活発表のため，ヤミ商人達は米の取引を停止したが，

そのため市民連は人民商店に殺到している。このため人民商店の保有米は枯かつ

した。このため貿易省は米の緊急供給の手配をした。

vラングーン市に対する米の配給は，地区 SACと貿易省関係者を含めた，地

区経済調整委員会が行なうことになった。
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Vペグ一発： PeinzalokHtawnutパゴダの祭りで，約10人の反乱軍がパトロー

ノレの警官隊に発砲，警官5人が死亡，民間人3人が死亡， 19人が負傷した。

vデノレタ地方からラングーンに， 20隻の船で2万1520パスケットの米が到着し

た。なお 1月から 2月15日までの聞に，デノレタからラングーンに到着した米は14

万7938パスケット C1万0567トン〉に達した。

, Thanbyuzayat発：当地では貧しい人々が米不足で苦しんでいる。なぜなら

人民商店の配給量は十分ではなく，またヤミ商人が姿を消したことにもよる。も

しヤミで買えるとしてもパスケット当り27チャットもして高過すぎる。この状況

は政府が米の統制を復活した2月14日以来のもので， 15日朝には米はパスケット

当り24チャットとなったO 当局は米商人に20チャットで売るよう要請したが，そ

のためか米は突然市場から姿を消した。労働者達は肥給では足りないので，手持

米がなくなった後どうすればよいか心因している。

17日 , Prome県のジュート買付センターは， 2月の第2週末までに75万6792vissを

買い付けた。これは昨年の全買付量より 36万6792viss多い。

, Aunglan発： Aunglanと Sakhangyi間で，約40人の NDUF反乱軍が医師

の車とパスを停めて物を奪っている時，そこに警官10名を乗せた車が接近， ND

UFの攻撃で警官1名死亡， 4名が負傷した。

18日 ' 3月に開かれる予定の農民セミナーのための Taungdwingyi郡代表団が

Taungdwingyiで集会を開き，農民問題について予備的な討論を行ない，耕作，

畜産，森林保護，ダム建設，教育，衛生などについて論じた。

T Kalemyo発： 2月20日にチン特別区の Tungzanで聞かれるチン民族デー

に出席する SeinWin公共事業相， Hla Han教育相， 北西管区司令官 Sein

Mya大佐が当地に到着した。

v北西軍管区司令官 SeinMya大佐，カチン州 SAC議長 TinThein中佐ら

は， Putaoとその周辺の農村を視察した。

Vシャン州、｜の総耕地面積は1967～68年度には 118万8662エーカ｝に達するとみ

られる。

うちわけは（単位エーカー〉米＝76万6937，ジュートニ 4万0087，メイズニ 5

万4113，豆類ニ 4万6049，落花生二 5万6336，ごま＝ 1万3387，パージニアタパ

ココ1830，とうがらし＝2946，ガーリック＝ l万1956，ポテトニ 1万3387，お茶

=11万2960，コーヒー＝2756, thanaphet= 4万2748, くわの木＝1996, その他

2万1184となっている。
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19日 ' Cモスクワ発〉 ピノレマ・ロシア外交関係樹立20周年記念式典が聞かれ，ソ連

側からは Andreyevソ連・ピノレマ文化協会長が出席した。

' 3月2日からラングーンで開く農民セミナーのための予備討議が全国の主な

町々で行なわれている。

この日は Taikkyi,Promeなどで、聞かれた。

20日 Vベグ一発： Tinu 中央軍管区司令官は Kawa郡の Shwekan村の農民達に対

し，政府の最近の米統制強化令は，農民が直接消費者に米を売ることを必ずしも

妨げるものではない，と次のように述べた。

農民達はもし望むなら“本当の”消費者に米を直接売ってもよい。しかし重要

なことは米がヤミ商人の手に落ちないようにすることである。

また政府は買い付けた米から国内用米を十分とり除いたうえで，残りを輸出す

る。だから農民はその自家用米を除いた全ての収穫を売り払うことを恐れる必要

はない。

T Maymyoで初めて Chin民族デ一式典が開かれた。

v鉱物開発公社理事長の HlaAung大佐は， Tavoyの Heinda鉱山を視察し

た。

T Toungooと Henzadaで農民セミナー予備討議会が聞かれた。

T Shwebo: 1日3pyisの米の配給が， ここでは公務員とサラリーマンにしか

行なわれていず，手工業者，医師，弁護士，私企業経営者，卸売商などは自分で

米をさがさねばならない。従来はヤミ市場で買うことができたが，さきの統制令

以来これもできず，彼等は農民から直接買わざるをえない。

SACその他の政府機関から許可証をもらって，彼等は農民から75チャット／パ

ッグ， 1.5～2.4チャット／pyiで米を買っている。

T Thedaw /Wundwin：ここでは統制令以来米の公開ヤミ市場は姿を消したが，

取引は行なわれている。金持達は 3～6ヵ月分の米を買い貯めたといわれ，ヤミ

価は急上昇している。

買えるところでは， Ngasein米は 2.5チャット／pyiから 4チャットとなり，そ

の他の米も pyi当り 1チャットほど上っている。

Wundwin郡商務省当局はまだ 1人1ヵ月 3pyisの配給しかできない。

21日 V農民セミナーのための Henzada県代表団24人が汽車で Basseinに出発し

た。彼等はそこからラングーンに向う。

T Pa-an発：当地の人民石油公社商店の石油とケロシンのストックがなくなり
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そうになり， 2月14日以来配給制となっている。

村落農協へのケロシンの供給は全面的に停止した。この町の各家庭はケロシン

1クオートずつ販売されており，自動車は 1台ごとに石油4ガロンである。町の

ケロシンのヤミ値はクオート当り 50ピアスに値上りし， Hlaingbwe, Papun郡

の村・々 では2チャットとなった。

22日 V公共事業相 SeinWin准将，教育相 HlaHan大佐は Falamから Hakaに

到着，チン特別区評議会の新しい建物，州立高校，病院，農場などを視察した。

Vラングーンで農民セミナ｝のための予備討議。

Vモーノレメイン発：商務省の米統制令以来，自由市場商品の価格の動きが激し

し、。

食用油は 100viss当り 110チャットから 115に上り，めん類は 1箱当り46から

50チャットになった。

立類は 100viss当り 300から260チャットに下り，ポテトは160，ガーリックは

560に下った。チリーは530に上昇，タマリンドは変らずれ落花生の入荷はない。

Minhla発： Minhla水路沿いの村人達は屋根ぶき用かやをとることを反乱軍

Bo San Winが禁止したので、こまっている。とのためヤミのかやの値段は 2～3

倍になった。

T Daik-U郡 Kamaphayon村で警官が父の葬儀に出席中共産反乱軍に捕えら

れ，殺された。

また同夜付近の Kadok-Kaungsha村の村人2人が共産反乱軍に殺されたo

vインドネシア貿易使節団訪問。

23日 T Mingaladonで聞かれた中央軍管区の合同農民セミナー予備討議会で， TinU 

中央軍区司令官は，農民評議会の末端組織が84ヵ郡の l万 1干の部落にまたがる

3干以上の村に結成されたと述べた。

Vセイロン貿易使節団到着。

vラングーン管区の企業統計：ラングーン管区には，せんい，食料，金属，く

つ，修理関係など7546の私営工業企業がある。

資本金20万チャット，雇用者10人以上を“A’L資本金20万以下，雇用者10人

以上を“B”，資本金20万以下，雇用者 10人以下を

以下の通り。

食料工業は“A”が31, “B”が120, “C”が346ある。金属工業は“A”が

37, “B”が71, “C”が226あり，工業原料工業は“A”が 7, “B”が27,
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“C円が69となっている。

化学工業は“A”が34, “B”が49“C”が705で，修理工業は“A”が 3'

“B”が34, “C”が63，その他一般工業は“A”20, “B”83, “C”1330と

なっている。

せんい工業は動力織機1490台と手織機2801台からなる。

24日 vネ・ウィン議長は2月20日よりカチン91[1！の視察旅行を行ない，この日ラング

ーンに帰着した。この旅行には鉱山相 ThaungTin准将，国防省の ChitKhin 

大佐らが同行した。

ネ・ウィン議長は20日朝ミチナ空港に到着，カチン州評議会員，北西軍区司令

官 SeinMya大佐，第7旅団長 TinThein中佐らが出迎えた。語長はそのタ，

第7旅団ゲスト・ハウスでカチン州評議会員と会談した。 21日ラ同じゲスト・ハ

ウスで農民，労働者，政府職員，警察官らと会見した。

22日朝，党役員と会見，日中は軍の将校達と会った。また人民再入植キャンプ

No. 1を視察，そこのさとうきび栽培農民と合った。

23日朝ミチナから汽車でナムチに行き，ナムチ製糖工場を視察，労働者と討論

を行なった。そこから汽車で Mogaungに行き， ひすい鉱山を視察， Mogaung 

のゲスト・ハウスでそこの鉱山労働者と会見した。夕刻ミチナに帰り， 24日朝空

路ラングーンに向った。

T Winzer東独外相，ラングーン訪問。

25日 T 26日に聞く農民の日セミナーに出席する代表達が各地から到着している。

農民セミナー組織委員会議長SanYu准将らは，この日，大会用の諸設備を視

察した。

v村落農業銀行の活動：現在1万以上の村に村落農業銀行が設立され，そのメ

ンパーは 155万人を越えている。

農民達によるこれらの銀行への貯金高は5580万チヤツトをこえている。その地

域別内訳は以下の通り。 （単位，チャット）

ベグー管区＝1550万，イラワジ管区＝1220万，サガイン管区＝1100万，マン

ダレー管区二790万，マグェ管区＝ 390万，テナセリム管区＝ 250万，カチン州、i

=110万，アラカン管区＝ 60万，シャン州ニ607i，コートウレイ州＝ 50万，カ

ヤ州、I=2万5000，チン特別区＝30000

T Kyauktaga発：北部ペグー県の共産党反乱軍は，去る 2月 14日，本郡のペ

グ一山中の村から 8人の村人を連れ去り， 2月17日に付近の14ヵ村の村人400人
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を集めて人民裁判を開催させ， 3人に死刑を判決をドし，処刑した。

また2月23日には Thabyegon村の多目的農協員が共産党反乱軍により殺害さ

れた。

T Nyaunglebin郡で，去る16日夜の共産党による Peinzalokの Htawnutパゴ

ダ祭りでの 5人の警官殺害に対する抗議集会が， 2千人を集めて聞かれた。

26日 1968年度農民セミナーが聞かれた。セミナー開会式には革命評議会メンバー，

閣僚，農民代表1158人，労働者代表300人，党の地方代表などの政府関係者，そ

の他合計3000人以上が出席した。

セミナーは U Ba Kyaw （マンダレー代表〉を議長として開会，議長あいさつ

の後， HlaPhone組織委員長が歓迎演説を行なった。

セミナーは三つの討論グループ（農民組織，農業生産，一般問題〉に分けられ，

27日から29日まで行なわれる。

v社会主義計画党中央組織委員会農民問題部書記 ThaungKyi大佐は，農民セミ

ナー開会式で演説し，（1）農民大衆の組織化，（2)1967年モンスーンおよび冬期作物

の状況，（3）農業生産力の向上，（4）農業借款，（5）農業機械化，（6）土地革命について

要旨次のような報告を行なった。

(1) 組織化問題革命政府は農民組織化を目指して準備を進め，昨年の農民

セミナーで、人民農民評議会憲章が採択され，法律として公布された。

1万1709の村落を含む， 84の郡農民評議会と3175の基本単位評議会がすでに

結成された。いくつかの地域でぶつかっている単位結成のための障害は，①地

形上の不便さと通信の困難さ，②一度以上選挙を行なわねばならないこと，③

選挙管理上の不手際，④資本家，地主の防害，⑤反乱軍の脅迫，にある。しか

しこれらの障害は党と農民の協力により克服されてきている。

すでに達成された利点のなかには，基本単位結成を助けるために町からやっ

てきた，党員および労働者と，農民の聞に密接な関係が生れたこと，また農民

達が熱狂的に選挙に参加したことが挙げられる。

これらの経験は今後｛也の地域に基本単位を結成するに大いに役立つものとな

ろう。今年中にできるだけ多くの基本単位が結成され，また条件が許せば，中

央評議会もできるだけ早く結成されよう。

昨年の組織化の経験は，農民問題の解決は組織問題にかかっていることを示

している。

革命政府は村落に， SAC，土地委員会，協同組合，重良行委員会を結成し，こ

-245- 一（ 27 ）ー



ピルマ（2月〉

れらの機関の助けによって農民の生活水準をひきあげんと努めたが成功は限ら

れている。しかし札織なくしては完全な成功は達成されえない。したがって農

民大衆を組織し，彼等が“自助”の精神で彼等の問題をとり扱わせることが極

めて重要である。

(2）作物の状況 一般的にいって，今年の作柄は1966年度を上回っている。

米＝もみ米の作付面積は前年を下回った。原因はアラカンとイラワジ管区

のいくつかの地区が，モンスーンの初期にサイクロンにより被害をうけたこ

と， Myaungmya県の農民の一部が米からジュートに作付を転換したこと，

Tenasse1im管区で taungyaの作付が減少したこと，およびサガイン，マグ

エ両管区で水不足があったことがあげられる。

1967年度の作付面積は低下したけれども，収穫面積は前年を上回っている。

麦＝麦の作付面積は 7万エーカー減少した。しかし耕作法の改善により，

収穫高には大きな減少は予想されない。

メイズニ作付面積および作柄もともに増大した。これは農民が値段のよい

メイズを植えて麦を減らしたことにもよると思われる。

油脂作物二モンス｝ン期落花生およびゴマの作柄は良好だった。しかし冬

期落花生の作付目標は種の問題で達成されそうもない。しかし作柄はよいと

思われる。ゴマの生産は前年より95%増加した。

野菜類＝唐がらしは46%生産増，ポテトは19%増，また玉ねぎ，ガーリッ

クの生産も好調である。

豆類：前年豆の生産は種の不足と，メイズへの作付転換により低下した。

今年はこうした状況が繰り返されないようにせねばならない。

工業原料用作物＝綿花，ジュート，ゴムの生産は増加した。しかし他の作

物は低下した。ジュートの場合64%増加した。

全体をみれば， 19の計画栽培品種の生産状況は，冬期落花生を除き満足すべ

きものである。冬期落花生の場合，作付・目標の半分であるが，それでも前年を

上回っている。

まだ Rizal米の作付については， 1968年度には80万エーカー以上に作付けら

れよう。 1967年はわずか7千エーカーであった。

(3）農業融資農民の耕作費用として毎年5億チャットを必要とすることが

わかった。過去には農民はそれを地主や資本家から借りていた。 1962年以降，

政府は農業融資を行ない， 1963年にはこの目的のために7億チャットが支出さ
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れた。しかしさまざまな理由のためにとれは成功とはいえなかった。 1967年11

月主での集計では，次の融資額が貸出中である。

1964年冬までの融資金未回収分 1億6700万チャット

1964年冬と1966年冬の聞の融資未回収分

小計

l億3200 " 

2億9900 If 

1967年の新融資未回収分 8800 

未回収金合計 3億8700 グ

(4）機械化農業機械化計画は1962～63年に開始され， 1966～67年度までに

全国に， トラクタ－ 5千をもっトラクター・ステーション88が設立された。機

械化計画は，労働者達の能力，誠意，善意の不足のため，初期の成果をあげて

いない。 トラクダー運転手の大多数は農民の子女であり，農民達は彼等の行動

の改善に助力すべきである。

(5）土地革命 革命評議会はすでに土地革命への道を整備するための諸法律

を施行した。その法律は農民達を搾取から解放した。しかし農民達はより偉大

な社会主義的安定のために，社会主義経済制度のワク内で一致してより激じく

働らかねばならないであろう。

土地委員会，村落銀行，協同組合は生産を高めるために必要である。また農

産物の流通，農民の必要とする物資の配給も問題である。農村経済は，協同組

合が効率的に経営されるかどうかにかかっている。すなわち土地革命の成功は

協同組合の発展にかかっている。

土地小作制度廃止後，農民達は次のような矛盾に苦しんでいる。

一一一社会主義的土地制度勢力と資本主義制度復活を図る勢力との矛盾

一一自力で生活している勢力と搾取により生活している勢力との矛盾

一一進歩的生産勢力と退屈的生産関係との矛盾

一一生産能力を最大限に高める必要性と，遅れた農業生産制度との矛盾

これらの矛盾は土地革命が体系的に遂行される時消滅するであろう。

(6）妨害者達土地革命の成功は全面的に農村地帯における平和と安全にか

かっている。政府はこれを達成するために全力をつくしている。多くの地方で

民兵隊が結成された。

反乱軍は政府の一時的な困難を利用し農民をだましている。彼等はあらゆる

手段で農民評議会の結成を妨害し，農民が政府に米を売るのを妨げている。彼

等はトラクターを破壊し，ポンプを奪い，米輸送車を掠奪し，村落農協に放火
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L，学校，施薬所を破壊している。しかし農民達はこれらのテロを物ともせず，

反乱軍を熱心に打倒せんとしている。これは土地革命の成功のためのよい前兆

である。

妨害勢力を打倒するためには，農民は，（1）団結し，（2）適当な場所で村落防衛

隊あるいは民兵隊を結成し，（3）彼等自身の村と間野を守り，（4）妨害者が彼等の

まわりで足場を獲得しないように監視し，（5）村々での妨害者達の接しょくを暴

露し，（6）妨害者に同情的な人々を組織から追放し，（7）軍と協力，せねばならな

v、。

(7）地上の妨害者達地上の妨害者達L 地下のそれと同様に危険である。

彼等は経済的，組織的手段で政府に反対している。彼等はうわさを流し，ヤミ

取引を行ない，脱法行為をなし，農民から搾取している。

地上および地下の妨害者に対するたゆまぬ戦いがなされねばならないo

vカチン州 Putaoで第1回民兵訓練コースが開かれた。

T Winzer東独外相はワ・ティ・ハン外相を訪問し，会談した。

27日 V政府，重要政治犯 127人を釈放。

釈放者のなかには，次のような著名な人々が含まれている。

U Kyaw Nyein （前 AFPFL指導者λ同夫人， uRaschid, U Aye Maung, Bah 

Min Gaung, U Win （以上連合党指導者〉， Naing Aung Tun （前閣僚〉， Sao 

Hkun Hkio （シャン升IMongmitの土候〉， Sao羽Tunna（前 Kaya州大臣〉，

Sao Pyi (Mongnai土候）， Sao Mang Pha (Mongshu土候）, Sao Sai Lon 

(Kengtung土候〉， Sao Shwe Hmon ( Kye-si-mang-san土候）， Sat Nun 

(Laihka士候）， Mo Kyaw (Pan Laung土候）, Sao Hso Hon Pha (Mong Y ai 

土候）， Sao Shwe Kyi (Mongpan土候）， Sao Sein Nyunt (Banyin土候〉，

U Sein (Kayah 州議会書記）， Bah Letya (30人の同志の 1人）， Bah Hmu Aung, 

Aung Gyi元准将（元商工相）， U Tin Maung （元大佐〉。

なおこの他に，元軍将校，イ曽侶，政治家，労働者などが釈放されたo

v農民セミナーは，三つの分科会にわかれて討議を続けた。

第 l分科会「組織問題」では次のような発言がみられた。

U Aye Pe （日Tundwin郡，Meiktila県カチンチID－利己的な小土地所有者達

が組織を悪く運営している。農村評議会の基本単位はまだ活動していなし、。農

民の期待は多かれ少かれみたされていない。中央土地委員会に訴えても，悪い

人々の利益にそって決定が下される。
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U Aung Din (Nahtogyi郡， Myingyan県〉 農民達のイデオロギー教育が

不十分であり，組織化には物質的刺激が必要となっている。農民と政府職員と

の聞の理解を深めることが益々必要となっている。

U Sci Nung Tong (Mongsat郡， Kengtnug県シャンチH）－農民達は負担が

多くなるので農民評議会代表になりたがらない。土地委員会は村長達のかいら

いになってしまった。評議会の結成は反乱軍の脅迫により遅らされている。

U Aung Than (Taungdwingyi郡， Magwe県〉一一村単位の評議会のメンバ

ーには一般農民の割合が低い。農民の理論訓練の低さのため，組織化が遅れて

いるO “モデノレ農民”制度を導入してはどうか。農民達の聞からヤミ商人達を

一掃せねばならない。十分な配慮にもとづいて，村落農協，土地委員会，農民

評議会の関係が調整されねばならない。評議会の権限もまだ不明確である。

U Mya Maung (Chaul王郡， Magwe県〉一一評議会基本単位の結成はゆるや

かであり，また反革命分子がしのびこんでいる。

U Than Nyunt (Pwintbyu郡， Minbu県〉 政治的， 組織的活動は町から

村へと流れている。したがって辺境地域ではこうした活動は弱まり，その地域

の農民達は反乱軍に耳をかたむける。

U Tun Aung (Homalin郡， Hkamti県）一一一党第3小区の16郡のうちわずか

八つに評議会が結成された。これは通信の困難による。しかし結成された評議

会が，村々にある既存の組織にいかなる態度をとっているのかは明白ではない。

U Ngon Noc ( Falam郡チン特別区〕 チンの村々では交通の不便さが評議

会の結成を妨げている。後進性と反乱軍がこの遅れの主たる要因である。

U Nyo Gyi (Taze郡， Shwel〕0 県〉 農民の間にざ折感と分裂が広汎にみ

られる。原因は主に政府役人の無責任な態度にある。

U Shein ( Monywa）一一全くの無知から農民の聞に分裂的な要因が広がって

いる。農民を“A”リストと“B”リストにわけることは，評議会の形成を遅

らせている。村落農協，土地委員会，農村銀行および評議会の聞のみならず，

労働者札織との聞にも系統的な結び、つきが設けられねばならない。

U Myint U (Bhamo，カチン州〉 KIA反乱軍と闘かうために民兵隊が結

成されねばならない。この措置は農民評議会の結成を促進することになろう。

U Tun Nwe (Mohnyin郡ミチナ県， カチンナID－農民と労働者は互いに非

難しあうのを止めなければならない。そして人口の 5%を占める搾取者に対し

て団結せねばならない。

-249- 一（ 31 ）ー



ピ ノレマ（ 2月〉

U L. Toe (Kutkai郡， Lashio県，シャン州〉一一一通信の不便が農村評議会の

結成を妨げている。投票には文盲の問題がある。

U Sai Myint Swe (Tangyang郡， Lashio県，シャンチID－住民の一部は反

乱軍の宣伝でまだ動揺している。

U Than Tun (Pindayo郡， Taunggyi県，シャン州〉一一一県内の20郡のうち三

つだけが評議会をつくった。農民達は教育水準が著しく遅れている。

U Myo Thwin (Namsam郡， Loilem県，シャンリ、！'I)－ー少数民族は言語の問

題で党のイデオロギーが理解できない。反乱軍の脅威も農村開発を遅らせてい

る。

U Saw Hlaing (Me昭 ui県〉一一県内20ヵ郡のうち六つに農民評議会が結成さ

れた。多くの村落土地委員会は仲介商人達の薬ろう中のものになっているO 国

民登録証はより簡素化されるべきである。登録証が評議会選挙に必要とされる

からである。

U Tun Myint (Thaton県〉一一反乱軍が評議会の結成を妨げている。農民達は

軍隊といっしょに反乱軍と闘う用意がある。武器を今日くれれば，明日は闘え

る。

不正な村落銀行，土地委員会を廃止せよ。

第2分科会「農業生産」では次のような発言がみられた。なおこの分科会に

は， SanYu i・佐将， ThanSein大佐， MaungShwe大佐， ManugLwin大佐， Thaung

Kyi大佐， HlaPhone大佐， TinSoe大佐らが出席した。

U Chit Hlaing (Kyaukse）一一計画が管区，県，郡レベルで立てられ，農民と

の関係がうまくいっていない。生産の低下はある程度農民にも責任があるが，

彼等が腐った種をうけとることもある。耕作用家畜の値が高過ぎ， 1頭 800か

ら1000チャットもするのは問題である。

U Chit Maung (Pathiengyi）一一ー土地問題の処理には机上フ。ランではなく，現

地調査が必要である。

Sai Chit Maung (I三engtung，シャンチID－ーモデソレ米作農場はエーカー当り

14パスケットの収穫しかあげていない。十分なトラクターがない。玉ねぎ，茶

をつくっているが市場がない。

U San Nyein (Ke開 tung，シャンリ、ID－養鶏場は商業ベースにのらない。

U Than Shwe (Y enangyaung）一一一われわれは米を 4万エーカー，メイズを 2

万エーカー，モンスーン落花生を20万エーカ一つくっているが，期待した成果
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を上げていない。科学的農法もまだ、理解されていず，雨の量が作物を左右する。

トラクターにも問題があり，部品が手に入らない。ポンプの殆んどは故障して

いる。農民達は計画通りの収穫が上がるとそれを政府に売り渡さねばならなく

なるのをいやがっている。なぜなら値段が安いからである。したがって政府計

画外の作物をっくりたがるのである。

U Kyi Shein (Magwe）一一耕作用家畜の頭数が減少している。若い家畜の屠

殺が不法に行なわれている。

U Aung Shein (Y esagyo）一一一農民はポンプを SAC県ではなく，郡 SACよ

り団体で買い入れたがっている。しかし支払いに問題があり個人ベースが最善

である。

U Khoke Za Htan (Kalemyo，チン特別区〉一一家畜の病気の問題，焼畑耕作に

問題がある。

U Tun Yin (Phaungbyin, Mawlaik）一一一漁民達も協同組合化が必要である。

土地委員会の力が弱く紛争が解決されない場合が多い。ひとつの村が農業融資

を返済しないと，他の村にも波及する場合がある。

U Chit Aung (Wetlet）一一紙上ブ。ランの Rizal米作付は成功していない。政

府はまた食用油の価格をコントロールすべきである。

U Tin Maung (Ngazun）一一一家畜の盗難が増加している。 漁獲量が低下して

U、る。

U Ohn Maung (Mohnyin）一一一未開拓地の開発が必要で、ある。

U San Hai (Mogaung）一一一飼料，薬が手に入りにくい。

U Ba Kyi (Naungkhio，シャン州〉一一焼畑耕作が問題である。

第 3分科会「一般問題」では次のような発言がみられた。

U Tin Aung (Alon村， Amarapura）一一森林保護，米の買付に問題がある。

小農民達は米を全部売るが，金持ちの農民達はストックをもっている。政府の

綿花の買付けが遅れるのでヤミ商人をもうけさせている。

U Tun Myoing (Ooclo村， Yamethin）－一一わが村の協同組合は失敗で、あった

だけでなく，搾取者を助けている。登録卸商を廃止し，協同組合に業務をまか

せるべきである。

協同組合内の選挙では秘密投票が望ましい。政府の配給政策には規準がない。

施薬所には薬がない。学校数が不足している。

治安状態は極めて悪い。白昼殺人の犯人を捕えることもできない。 Meiktila
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郡の辺境には反乱軍がいる。 Thabeikkyinでは BCPの SanMoeが活動して

し、る。

u Sαo Now Aye (Tachilel王郡， Kengtung県，シャン州）一一林業に問題が

ある。流通面ではヤミ商人が市場を押えている。米の密輸出が行なわれている。

政府は買付所を設置すべきである。協同組合は全く作られていない。

U Hla Tin (Nanthaw村， Mongyaung郡，シャン州〉一衛生，教育に問題

がある。塩が不足している。ピノレマ語放送は理解されていないので，現地語放

送とすべきである。 Mongsatではヤミが膿んである。反乱軍には民兵隊制度が

最もよい。

U Ohn Kyi (Pyitsonkin村， Magwe）一一森林保護の必要，塩不足。

U Maung Mau時 Htay(Y esagyo, Pal王okku）←一政府計画品目外の作物を作っ

たほうが利益が上がるという実情がある。この制度を再検討すべきである。卸

売協同組合は商人達と競争せねばならないが，資金が不足している。政府が資

金を供与することが望ましい。

U Kyauk Doe (Auksai村， Seikphyu郡〉一一衛生，教育に問題，反乱軍には

民兵隊で対処すべきである。

U Tin Toe (Mingin, Nawlail王〉一一森林保護に問題，米は大量にとれるが，

ヤミに流れるのが多い。 Tamuの農民は自家用米として10パスケットしか残さ

ずに，全部政府に売るようにいわれて困っている。また農民でないものは，米

を買い，買付センターに売るようにいわれたとも聞いている。政府役人の一部

は官僚的である。

U Law Thaw Kai (Hkamti，チン〉一一反乱軍対策として民兵隊をつくるべき

である。

U Nyan Shgin (Htigyaing村， Salingyi）一一協同組合の組織，運営，人的構

成の改善が必要。

1967年と1968年の聞に Katha県とその付近で， 100人以上の農民が反乱軍に

殺された。農民は軍とともに闘う用意があり，民兵隊が結成さるべきである。

U Hla Pe (Wetlet, Shwebo）一一一米買付所の職員が無知な農民をゴマかして

いる。

U Ba Yin (Pharkhant村， MogaungカチンチID－カチン州内の335の協同

組合の多くは悪名が高い。彼等は利己的である。

U Aye Kyaw (Shwegu, Bhamo，カチン州〉一一農民は米を売りたがらない，
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なぜなら米が不足する時， 10倍の利子で搾取者から米を借りねばならないから

である。

U Yan Wai Hwαi (Kunlo昭，シャンリ、M)－塩不足。協同組合の欠陥。

U Hla Tin (Kunlong，シャン州〉一一経済的反乱分子が多い。 そのなかには

商務省関係労働者もいる。全農民に軍事訓練が必要である。

U Hla Mau時（Hopong）一一農民が米を売りたがらないのは値段が安いから

である。

U Kyaw Win (Aungban）一一薬の不足o

U San Hlaing (Zibyuthaung, Ye）一一製塩業用ポンプの不足。

農民達は昨年米不足の時， 100パスケット当り 1500チャットで、米を売ったこ

とがあるので，値上りをまって米を売りたがらない。

27日 T Tin U 中央軍区司令官は Toungoo地区を視察した。

28日 v政府，政治犯99人をさらに釈放一ーそのなかには前AFPFL,Pyidaungsu党

指導者，前シャンチトし Pa-0政治指導者， 前労働者統一党員，白旗および赤旗共

産党員，などが含まれている。なお著名人としては， U Thwin （前 Pyidaungsu

党閣僚）， U Ohn Pe （前シャン州評議会〉， U Tin Ko Ko (Pa-0評議会指導

者）， Ba Maw 博士， U Law Yone （前 Nation紙編集長）， U Sein Win （前

Guardian紙編集長〉らがいる。

V農民セミナー討議つづく。

第 1分科会「組織問題」では次のような発言があった。

U Kyaw Nyunt (Zalun, Henzada県〉一一反乱軍は 1964年に採択された方針

にもとづいて，農村地帯での全ての政府後援の組織の破壊を行なっている。彼

等は組織内部にも浸透して破壊工作を行なう。辺境地区での反乱軍の宣伝は効

果をもっている。米不足は反乱軍の利益となった。

土地登録局は，まだ以前の地主の名で地租の受領証を発行している。

Mahn Raw Shwe (Pa-an，コートレイ川一一農民は狭いナショナリズムを訴

える反乱軍の宣伝で動揺している。

U Htein Lin (Akyab）一一党第13小区内の15ヵ郡全部に党支部が結成された。

しかし農民評議会は四つの郡にのみつくられている。反乱軍により妨害されて

いる。農民達は民兵隊の結成を望んでいる。宗教問題も障害である。

U Than Tun (Loikaw，カヤ州〉 文盲の問題と，同姓が多いことで組織化

が妨げられている。この州では，母親はあたしく生れた子供の名前を，最初の
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訪問者の名をとって付ける。評議会の投票の場合， “投票すると塩をくれるの

か”というのが最も一般的な質問となっている。

Saw Han Thein （㎩-an，コートレイ州）―――――コートレイの７郡のうちPa-an郡

のみに農民評議会が作られた。治安問題が最大の障害である。

U Po Kay (Kyaukpyu）一一一反乱活動により評議会の結成が遅れている。

U Tin H!a (Yedashe, Toungoo）一一17ヵ郡で農民評議会がつくられた。土地

所有のサイズで農民を“A”と“B”に分類するのは正しくない。村落農協と

村落銀行メンパーとの対立が激しくなっているO 家族問，部落聞の対立も評議

会の結成をさまたげている。

U Maung Shwe (Tharrawaddy）一一反乱軍と通じている農民が評議会にも喰

い込もうとしている。彼等は評議会結成反対に失敗した場合にそうするのであ

る。ある地域では反乱軍の支配が長期化しており，農民達は外界の動きを知ら

ない。

第2分科会「農業生産」では次のような発言がなされた。

U Ngwe Soe (Taunggyi，シャンチH）－優先作物（モンスーン落花生，メイ

ズなど〉の目標以下の生産は，農具，肥料なl'.の非効率的な配分による。農民

は種用に購入した米を食用にしなければならなかった。ある者は計画品目を放

棄して，ガーリックを植えた。肥料はヤミに流れた。

U MyαShwe (Pindaya, Taunggyi，シャン州）－Taunggyiと Loilem県で

は水利の改善に主力がおかれるべきである。

U Mya Mau喝（Thanbyuzayat, Moulmein）一一収穫が目標を下回った原因

は，労働不足，治安不良，農民の計画無理解，肥料価格高，役音数の減少，土

地の選び方のまずさなどである。

U Kyaw Thein (Bilin, Thaton）一一一土地革命は土地委員会の不正と不能率によ

り遅れている。彼等は土地販売の仲介入の役すら演じている。融資は作物別で

はなく，耕作方法の差異を基準として与えられるべきである。たとえば，直ま

き法はエーカー当り 15チャット，田植は25チャット，計画用品目は40チャット

というようにである。

U Aung Si (Ingapu, Henzada県〉一一優先作物の作付が計画を下回った原因

は，休閑地を全部利用できなかったこと，農業用水路の移動，労働不足，海水

の流入，役畜の減少，農具の不足にある。イラワジ管区でジュートの作付計画

は6万3200エーカーであったが，実際は 5万0794エーカーであった。原因は用

一（ 36 ）ー -254-



ピノレマ（ 2月〉

水ポンプの不足にあった。 Rizal米の作付も満足すべきものではない。未経験，

肥料高，農業労働者の能力の低さが原因である。

U Mya Thwin ( Mau bin県〉一一ー農民は畜産に興味をもっていない。飼料不

足，無許可の家畜屠殺，衛生問題が障害となっている。

U Anthony (Phruso, Loikaw，カヤナM)－一政府は毎月 7千パッグの米をカヤ

州に送らぬばならない。農民の水準を高めること，肥料の無償配布などが必要

である。

U Saw Hla Thau時（Kya-in/Seikkyi,Kawkareik, コートレイチM）－一農民達

はヤミ商人遣に誘惑されている。消費物資の不足が原因である。畜産も失敗し

た。

Saw Hla Win Shin (Kawkareik，コートレイイ、M)－ーコートレイにつくられた

土地委員会委員は必要な資格をもたず，土地問題を解決できない。農民のある

者はまだ小作料を払いつづけている。道路とかんがいの整備が重要。

U Kar州（Sandoway〕一一土地問題がしばしば発生し，それが解決されない

ことは，農民聞に団結がないととによる。もし農民が団結していれば，生産目

標も達成されよう。

U Maung Mau時 Soe(Manaung, Kyaukpyu〕ー一一アラカン管区は主に水上交

通に頼らねばならないが，舟が十分にない。交通の不便さのため，人々の生活

水準は低い。このことは人種主義者の利用するところとなっている。旧，およ

び新しい土地委員会は望ましくない分子を含んでいる。それらは解体され，農

民評議会に移行すべきである。

U Win Shwe (Minhla, Tharrawaddy）一一農民達が種用の落花生を買うと押

収され，金持が買う場合には押収されない。したがって農民はヤミ利得者から

種を買わねばならない。耕作も遅れ，生産が低下する。

ジュートのほうが収益が上がるので，米の作付が低下した。ジュートの場合

反乱軍の妨害はなく，買付センターで売ることが容易である。移植者組合が結

成され，より多くの有能な移植労働者が必要である。 Rizal米植付の場合，治

安問題に考慮が払われるべきである。

U Kyαw Sein (Oktwin, Toungoo）一一農民の無責任と担当役人のあいまいさ

のため，多額の融資が末返済である。 20エーカ｝以上を耕作する農民は金額を

返済しうる立場にあり， 10～20エーカーの場合は部分的返済が可能である。 10

エーカー以下の場合が実際に返済不能である。支払いうるのに返済しない者と
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外部からの影響で支払わないものと，実際に支払えないものとは区別さるべき

である。

私は農業融資のため二つの代替法を提案したい。まず20エーカー以上の耕作

者には，エーカー当り 15チャット， 10～20ヱーカーには30チャットを融資する。

そして返済しない者には効果的な措置をとる。

第2の計画は田植の場合エーカー当り 20チャット，直まきは15チャットを与

える。科学的方法の場合は25チャツト， Rizal米には30チャツトである。

第3分科会「一般問題」では次のような発言がみられた。

U Mya Han (Bogale, Pyapon県〉一一炭焼業，製塩業，林業などにそれぞれ

問題点がある。

U Soe Aung (Kyakan村， Myaungmya県〉一一一イラワジ管区の米買付所に

米が集まらない原因は，輸送上の困難，反乱軍の妨害，ヤミ商人の活動にある。

もみ米と精米との価格差も他の原因となっている。輸送上の困難を解決するた

めに，上り多くの移動買付センターが設置されるべきである。

飼料として米以外のものを使用することも当局は検討すべきである。

配給店の価格は町でも，農村でも同一であるべきだ。協同組合は物資の配給だ

けに満足せず，生産の分野にも進出すべきである。経済発展のカギは民兵隊の

助力により反乱軍を絶滅することにある。

協同組合にはいくつか改善すべき点がある。その職員の給料は，最低毎月81

チャットにすべきである。

U Maung Maung (Phaikhon, Taunggyi，シャンチM）－カヤ州における教育

施設の不足，衣料の不足。

U Tun Sein (Hlaingbwe）一一商品が不足だからヤミ商人が必要だとの議論に

は同意できない。商品はヤミ商人のために少なくなったのである。したがって

商務省令 No.24を支持する。米の必要地域への配分は，輸出に優先させるべ

きである。

Mon Kyaw Thein (Pa-an，コートレイ州〉一一コートレイには 261の協同組合

があり，メンパーは11万3379人である。それらは1410万チャットの物資を購

入し， 1590万チャットの物資を販売した。これらの協同組合が正しく組織され

れば，私企業なしにすますことができる。

U Ba Maung (Gwo, Sandoway）一一木材への需要をみたすために，私営製材

所が許可さるべきで、ある。アラカン地方では象が少ない。塩の生産は政府融資
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の遅れのために減少した。

U HIαTin (Ramree，アラカン地方〉一一今年は 490万パスケットのもみ米の

買付が予定されていたが，反乱軍の脅威により， 240万パスケットしか集まら

なかった。また買付所数の減少，輸送困難も原因となったD

U Nyun Maung (Mingaladon）一一林業，製塩業に問題点がある。

U Maung Thaung (Gyobingauk）一一土ピ／レマと下ピルマとの生産物のパータ

ーが許可されるべきである。

' 2月20日から27日にわたり，ペグー管区で Hmawbi駐屯第2戦車連隊によ

る KNU反乱軍掃討戦が行なわれた。作戦は Bawle Hlaing川東岸の Shwe-

hlegyi村から Myochaung村にかけておとなわれ， KNU1名を殺し， 1名を逮

捕，武器，文書類を押収した。

2月26日に Tayoke-konとPyuchein村をパトローノレ中の政府軍は SawShwe 

Thanに率いられた反乱軍と衝突した。

29日 V農民セミナー討議終了。農民セミナーの各分科会は討議を終え，各々総括報

告書を作成，採択した。

第1分科会は農民評議会について，すで、に結成された地域で、の経験，組織中の

地域の例，およびまだ組織活動がはじめられていない地域の状況などについて報

告した。

第2分科会は，農業生産性の向上，生産の状況，土地問題，農業融資などにつ

いて報告をまとめた。

第 3分科会は林業，塩業，流通問題，協同組合，治安などについて報告をまと

めた。
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ネ・ウィン議長が3月1日，折からラングーンで聞かれていた農民セミナ

ー全体会議で，ピノレマ北部，特にカチン州の中国国境付近における，共産系

カチン反乱軍の活動の激化を強調，彼ら反乱軍が中国領内の聖域から出撃し

ているとさえうけとれる発言をしたことが注目される。

その地域の反乱軍が実際どのような形態で活動を進めているかについては

いまだ具体的には明らかにされていず，ネ・ウィン議長の指摘に対して疑い

をはさむだけの根拠を誰ももちあわせているわけではない。

しかし，ピルマ全土にわたり共産党ならび、に非ピノレマ族反乱軍の活動が激

しく，かっ長期にわたり展開しているなかで，この北部中国国境沿いの反乱

活動が，ことさらセンセーショナノレに取り上げられたことは恐らく何らかの

政治的意図にもとづくと考えられる。

これに関連して注目されることは，この月中ばネ・ウィン議長が非公式な

形ではあるが，インドを訪問し，ガンジー首相以下のインド政府側要人と会

談，その会談内容が北部のインド側国境にいるナガ，カチン反乱軍対策では

なかったかと推定されていることである。

ピノレマ政府にとって反乱軍の脅威が最も重大な意味をもっている地域は，

ラングーンの南西部のイラワジ・デソレタ穀倉地帯とラングーン北東のベグー

地域米作地帯である。また少数民族地域の場合は，デソレタを別にすればマレ

ー半島よりのテナセリム地域のカレン反乱軍の脅威が深刻な問題となってい

る。これらに比較した場合，シャン高原のタイ族反乱軍，カチン州のカチン

反乱軍の活動は，ピノレマ中央政府にとってあくまでも辺境対策であり，ラン

グーンを中心とするピノレマ主要部の政治・経済の死命を制するほどの問題と

は考えられてはいなかった。

にもかかわらず，この北部中国国境問題が強調され始めたのはどのような

事情によるのであろうか。恐らく次の諸点が考えられうるO
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ひとつは現在のピルマ政府の力からみて全土にわたる反乱活動に自力で対

応することが不可能であることから，ピノレマ政府がアメリカを始めとする西

側諸国からの援助を従来にもまして強く望んでいるにも拘わらず，金問題，

ベトナムでアメリカからの援助が不安となり，その他の国々も外国援助を気

前よく出しにくい事情となってきていることである。

したがって，ピノレマ政府が現段階で，中国国境から遠く離れたデソレタ地帯

ではなく，中国国境付近の反乱活動をとりあげ， 「中国の脅威」を大々的に

アピーノレする形で，資本主義陣営およびソ連からの援助をとりつけんとする

ことは十分考えられうることである。

第2の問題は，ベトナム戦に和平交渉の声が高まりはじめた時点において

中国およびピ1レマの共産主義者が，アメリカを東南アジアから引くに引けな

くさせるために，いよいよピノレマ全土における武装活動を従来にも増して活

発化させたという事実があり，ネ・ウィン政府が，北部国境の問題をひとつ

の例としながら，ピノレマにおける共産反乱の重大化を内外に訴えたのかもし

れないということである口

この点については， 3月18日，ピノレマ共産党中央委が武装闘争開始20周年

を記念して声明を発表，ネ・ウィ：ピ政府の武力による打倒を断乎として強調

したこと，および実際この声明を機会に反乱活動もまた一段と活発化したよ

うにみえることが注目される。 3月28日，北京はピソレマ共産党のこの声明を

断固支持することを明らかにしたが，これはいまやますます北京派中心とな

ったピルマ共産党の現状からみて，当然のことといえよう。

いずれにしてもピルマにおいて共産反乱の脅威が重大化していることはい

まや，ネ・ウィン議長が「中国国境」をもち出すまでもなく明らかである。

ただベトナム処理に行き悩んで、いるアメリカを始めとする先進諸国のそれぞ

れあまり楽でない外貨事情を考えれば，ピノレマに対して大規模な資本主義国

からの援助が殺到することは当分望めそうもない。

この意味でネ・ウィン議長が“自力に頼る”ことを強調していることは正

しい態度であろうし，この点で，ネ・ウィン政権初期の実力者オン・ジ一元

准将（商工相〉ら多数の旧実力者政治家が2月に釈放されたことは，ラング

ーン政府の基盤を拡大したという観点からは大いに注目される措置である。
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勿論彼ら，“自由主義派”の釈放は，「ピルマ社会主義」の厳格な内容に対

する彼らからの批判を再び復活させることになろう。しかし，反乱軍の脅威

の増大は，結局，すべての非反乱軍勢力の団結を要求しているのかもしれな

v、。

1 日 Vネ・ウィン議長は農民セミナー全体会議で2時間15分にわたる，農業問題に

関する報告を行なった。その要旨は次の通りである。

0政府各省労働者と農民との聞の調整がよりよく行なわれねばならない。政

府労働者は独善的な態度を改めねばならない。

0水利施設の改善が必要であること。

0役畜の不足，牛車の不足を解決せねばならない。 “われわれはトラクター

を買い，大工場を建設している。しかし，まだ十分な量のくわ，すき，その他

の道具を供給できない。これらの農具が十分行きわたるよう阻慮したい。”

0農業融資はタイミングに問題がある。政府は正直な農民には継続的に融資

を行なえるようにすることを約束する。

0 トラクター運転手の怠だに問題がある。

0土地委員会については，いろいろなレベルの聞のよりよい関係をつくりだ

すようにせねばならない。機能の悪い委員会は改組されるべきである。

0政府がコントロールしている生産物とそうでない生産物とがある。コント

ロールしていない生産物の価格は不安定で、ある。これが，農民が必要物資を買

う時，高い値段につく理由である。しかしわれわれは商品価格について検討し

ている。

0農民の経済的福祉は主として農民評議会にかかっている。そのなかには望

ましくない分子もいるが，その数は 3年前に比して減少した。農民評議会は自

身に信頼し，自助の精神で自分達の問題を解決せねばならない。

0外貨節約のために国内資源の利用を促進する必要がある。

011月の中旬頃より，カチン州の中国国境附近で反乱活動が激化した。
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Pan 

捕えた。反乱軍は国境の外へ逃走した。その日，他の場所でも戦闘があり，政府

軍3名が死亡した。

敵の損害は不明である。

12月15日には2回戦闘が発生， 20日にも同じ地域で、起った。敵の損害は不明，

政府側は15日に死者 1，負傷者6,20日には死者 I，負傷者10であった。

1月1日には WantainKyukokで別の戦闘が発生した。そこには政府軍20名

が駐屯していた。敵は強力であった。士官1名，兵4名が死亡，兵5名が捕虜と

なり， 10名が原隊に逃げ帰ってきた。捕虜5名が後で武器を奪われた後釈放され

た。反乱軍は四つの部隊からなり，ピノレマ語を話していたと報告された。しかし

その駐屯地と村の民兵隊は撤退せざるをえなかった。 3日には近くの村が占領さ

れた。その村のわが軍18名があらかじめ撤退した。 4日より政府軍は攻勢に出た0

8日まで、断続的な戦闘がつづき，別の場所で大きな戦闘が 1回あり，政府軍1名

死亡， 7人負傷，敵側に 5名の負傷者が出た。

12日に，政府軍はその村を奪回した。敵は国境を越えて逃亡した。 21日の戦闘

では，政府軍に士官し兵士3名死亡， 5名負傷，敵の死者2名が出た。その村

では22日に再び戦闘が起り，政府軍4名死亡， 2名が負傷した。

26日，敵兵の墓九つが発見された。

Kokangでは 1月14日，反乱軍が政府軍を攻撃した。政府軍死者3，負傷21,

敵死者2，負傷3であった。しかし政府軍は撤退せざるをえなかった。数日後，

政府軍が反撃したが，敵は国境の外に逃亡した。 2月5日と12日にそれぞれ反乱

軍のグループが投降した。

その地域にはカチン反乱軍がいる。しかしシャン反乱軍も国境附近で活動して

いる。その地域で戦うことは我々にとって極めて困難である。なぜなら我が軍の

弾丸が国境の向うに飛ばないようにせねばならないからである。

“われわれは何事にもわれわれ自身の力に頼らねばならない。我々は誰にも頼

れない。われわれは誰かと争いをおこすべきでない。”

“私は，ピルマはいかなる状況のもとでもその中立政策を放棄しないことを再

び宣言する。”

なお農民セミナー総会は各分科会の報告のうち，第I，第2分科会報告を承認

した。第3分科会報告は翌日に行なわれる。

Vネ・ウィン議長夫妻は農民セミナ一代表らを招いて夕食会を行なった。
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, Danubyu: Ahlail王aing村の前土地委員会副議長が， 3人の武装した男に殺

された。

' 3月1日付の外貨保有高は，政府保有が 925,914,300チャット，ピyレマ銀行

保有が， 735,045,400Cうち390,000,000が金〉チャットとなっている。

なおこの日までの 1週間の流通通貨量はし963,515,038チャットであった。

2 日 V農民セミナー終る。 6日間にわたった農民セミナーは，この日第3分科会の

報告を承認したあと，党農民問題部書記 ThaungKyi大佐が政府側を代表して

答弁を行なった後終了した。答弁の要旨は次の通り。

0地主制を廃止するためには多くの問題が農民の目覚めと，団結にかかって

いる。

0政府は20エーカー以上の土地を農民から接収する意図はもっていない。

0党は大きな村では農民委員会選挙でセクショナリズムが発生するという問

題を検討したい。

0計画が常に上からおりてくるのではなく，全ゆるレベルが相談をうけるべ

きだという意見に賛成である。

0農具，役畜の不足を解決するために全力をつくす。

0土地を最も貧しい農民に配分することの重要性を確認する。

0かんがい計画については，政府は政権についてからの 6年間に 9万7000エ

ーカーの土地をかんがいし， 3万4000エーカー以上に洪水予防措置を講じた。

政府は6年間に 1億8070万チヤツトをかんがいに支出した。これは年平均3010

万チャットになる。政権獲得前の10年間は，総額4730万チャットが支出された

が，これは年平均470万チャットにすぎない。

0農民は畜産を盛んにせねばならない。

o塩の生産は十分であるが，流通に問題がある。

0治安については，いまや農民自身が民兵隊設立を要求しているので，まも

なく平和が回復するであろう。

, 1968年度農民の日大集会がラングーンの Kyaikkasan広場で10万人を集めて

挙行された。

この集会で革命評議会を代表して演説した ThaungKyi大佐は，次の諸点を

明らかにした。

0農民評議会の基本単位が84ヵ郡， 3175ヵ村で設立された。

01967年の農業事情は前年より良くなった。殆んどの作物のエーカー当り収
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穫は増大した。

0地上の妨害者達が経済発展を遅らせている。彼等はヤミ，汚職など全ゆる

策略を用いている。政府は，輸出入の固有化，銀行固有化，小作制の廃止など

により，資本主義と地主制に止めをさした。しかし資本主義と地主制は極めて

弱化したが，まだ死んではいない。

0共産党は，列車，道路，橋を破壊し，人々から掠奪し，放火している。彼

等の最大の犯罪は農民からその作物を奪っていることである。

なおネ・ウィン議長はこの大集会にメッセージを送り，農民協議会結成の重要

性を強調した。

, Winzer東独外相はラングーン訪問を終え，カンボジアに向け出発した。

, Meiktila発：この県下の Thazi,Mahlaing, Wundwin郡では，米は月， 1 

人当り 5pyisの割合で配給され，貧しい人々が米不足に苦しんでいる。ヤミ値は

2.5チャットから4.25チャットに上昇した。

, Thedaw／羽Tundwin発：人民商店と協同組合店は，今月の米の配給量を増加

させた。町では今まで 1人当り 3pyis／月であったが，これからは政府職員は 4

pyis，その他は 3pyisと6かんとなり，村人の場合は 1人当り週間2ミルクかん

から 1pyiとなる。 ブラック・リストにのせられていた家族への配給も再開さ

れfこO

しかしこの増加配給も人々の実際の必要を充すことはできない。

, Moulmein発：米は 1人当り 13かんから， 1人当り月間5pyisへと増配され

た。町への米の供給は月間9436パスケットから28,000パスケットに増加した。し

たがってヤミ値は相当低下した。

T Mergui発： BoShwe Carに卒いられた50人の KNDOが Thamoke村の

警察駐屯所を攻撃したが，撃退された。

3 日 V中央労働委員会，労働控訴委員会，ラングーン地区労働小委員会は， 2月中

に273件の労働争議を処理した。うちわけは，中央委員会が120件，控訴委が105

件，ラングーン委が48件である。なお未処理件数は 390件である。

T Kyauktaga発（ 3月6日）： Phadoの精米所が約30人の NDUF反乱軍に放

火された。

4 日 T Lashioで民兵コース第1回修了式と，第2回開講式が行なわれた。

V トングー県 Kyaukkyi郡シッタン川東岸の Natpangwinにある人民警察軍

駐屯地が KNDOと NDUFの連合軍に攻略された。警官3名と他に 1名が死
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亡，婦人1人と少女2人が負傷した。

反乱軍は約200人で，他に50人の追従者がいた。彼等は駐屯所の武器，商業公

社の資金8万チャット，人民商店の物資を奪った。

T Kunlong発：この県における北部国境附近の村々の地図作りと人口調査が目

下進められている。なお19の国境近くの村は調査から除かれている。

5 日 v国営木材局は， AIDとコロンボ計画による援助で建設中のピノレマ最大の製

材所（ラングーン郊外〉の機械設備237万ドルをアメリカ企業に発注した。

' Cワシントン） AID当局は1968年度のピノレマ援助予算として20万ドルが予定

されていることを明らかにした。

V北西軍区司令官 SeinMya大佐は Myingyanを訪問，地区 SAC関係者ら

と，米の配給，治安問題，党組織問題，豆の買付などについて討議した。

Vラングーン管区の家畜業者の数は 1月の750から 3月初めには845となったo

T Pegu発： Indagawから 4マイルの農業開発公社ゴム閣の Paganbo警察駐屯

所が30人の共産党反乱軍に攻撃された。この聞に労働者住宅などが放火された。

Vベグ一発3月9日： Thatonからきた15人のカレン反乱軍が Thantpin郡の

三つの村で掠奪を行ない，人質を連れて去った。

T Myaungmya：近くの Mywedaw村に住む元警察官が共産反乱軍に殺され

Tこ。

6 日 V北西軍区司令官 SeinMya大佐は Meiktilaを訪問，地区SACなどの関係

者らと，米の配給，石油の購入，ゴマの購入，治安問題，党組織の問題などを話

し合った。

V約200人の共産軍が An町の郡本部を約18時間占領した。

攻撃は BohmuBalaと ThaDun U に指揮されたといわれ，午前1時半頃

から町の全ゆる方角からなされたという。約30人の政府軍は 1時間交戦したのち

抵抗を止めた。町は午前2時半頃攻略された。共産軍は政府商店，政府金庫，警

察，電報局，軍駐屯所などを掠奪，破壊した。政府資金22万チャットが奪われた。

その他物資，武器が多数奪われた。被害総額は 100万チャットに達するとみられ

る。

政府兵士3名，警官3名が死亡した。

政府軍第34大隊などが急派され，タ頃から交戦したが，共産側は夜に入り町を

脱出した。

T Kyauktaga：第3カチン連隊攻撃部隊は，去る 3月4日Nathankwin警察署
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を攻撃した KNDO部隊と Thanseik村附近で交戦， 2名を殺した。

7 日 Vカチン州評議会議長 U Ding Ra Tangら同州幹部は， Putaoから 21マイ

ノレ離れた Shayang村を視察した。

Vコートレイ州公務員集会が開かれ， SawHla Tun州評議会議長は，先日当

地を訪問したネウィン議長との会見内容などについて報告， U May Aung州評

議会書記は，先日モールメインであった司法大臣 KyawSoe大佐のその地方の

役人達との会見について報告した。

T Tin U 中央軍区司令官は Thonzeの米買付センターを視察した。

8 日 Vベグ一発： Dai-U郡の Hmaingbonで約10人のカレン反乱軍と20人の村・人

が， 3台のトラックを停止させ，唐がらしなどの積荷を強奪した。

VカチンチM評議会 U Ding Ra Tang議長は Putao州立高校， Dukatan州立

中学を視察，学生らに反乱軍の宣伝にだまされないようにと演説した。

T Toungoo発： 20年間地下にいた Taungoo郡共産党書記 U San Nyuntが

投降してから明らかにしたところによれば，北京仕込みの若手党員が同地域でも

指導権を奪ったという。同地区では北京帰りの BoTun Aye, U Aung Thein, 

Bo Ba Nyuntらが指導権をとり，若手を訓練している。

共産党の新しいスローガンは， “500チヤツト以上で米を売ろうヘ “全ての農

村協同組合を破壊せよ”となっているという。

9 日 T Tin U 中央軍区司令官は 6日に共産側に占拠された Anの町を視察した。

Vカチン州評議会 U Ding Ra Tang議長は， Putao県SAC関係者らと Pan-

ma-ti村を視察， 300人の村人に国家の団結，生産増強，治安などについて話し

fこ。

10日 Vペグ一発3月10日： Kawa郡， Thanatpin郡などを荒しまわっていたギャン

グ団の 1人が2月22日に捕えられた。そのギャング団は約20人で反乱軍を装い，

村人から“保護料”を奪っていたという。

V中央ピノレマにおける運輸通信網拡充のため，ラングーンニプロームコマンダ

レー，パコック二モニワ，メティラニチャウクパダンなどの聞に大型橋梁の建設

が進められているという。そのなかにはラングーン＝プローム＝マンダレー道路

の Yinchaung橋，バコック＝モニワ道路の Shwechaung橋などがある。

Vカチン州評議会 U Ding Ra Tang議長は Putaoの国境地区の Machanbaw

を視察，治安関係者と話し合った。

1 1日 Vカチン州評議会 U Ding Ra Tang議長は， Sumduwa村を視察，村人達に
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反乱軍の宣伝にだまされぬよう警告した。

T Homalin発：当地ではインド・ピノレマ国境で Naga族を仲介に，大規模な

家畜の密輸出が行なわれていると噂されている。インド側からは日用品が入って

くるという。

12日 V内務相 KyαwSoe大佐は， Mingaladonの中央軍区司令部で，「社会主義経

済制度建設のための政府権限法（1965）」第16条の規定一一政府の民間経済活動に

対する立入り捜索権一ーについて，ラングーンおよびベグー管区の県，郡役人ら

に対して説明を行なった。

この会合には， HlaPhone大佐（ラングーン軍区司令官）， Tin U 大佐（中央

軍区司令官LMaung Kyaw大佐（中央 SAC副議長〉らが出席した。

曹農林省は農業生産4ヵ年計画第2年度実行計画のなかで， 6管区22県におけ

る90ヵ郡で総計83万2千エーカーの Rizal米作付けを行なうことを決めた。地区

別内訳けは次の通りである。（単位エーカー）

Sagaing管区： Shwebo県＝12万8800,Katha県＝ 1万5000,Monywa県＝

6000。

Mandalay管区： Mandalay県＝ 5万6000,Kyaukse県＝ 8方7400, Meiktila 

県＝5000,Yamethin県＝8000。

Magwe管区： Minbu県＝10万， Magwe県＝ 1万4000,Thayetmyo県二5000,

Pakokku県＝1000。

Pegu西管区： Prome県＝ 1万， Tharrawaddy県＝ 8万， Hmawbi県＝ 1万。

Pegu東管区： Toungoo県＝ 4万， Pegu県＝ 8万5000,Hanthawaddy県＝

2万5000。

Irrawaddy管区： Bassein県＝ 6万， Henzada県＝ 5万， Myaungmya県＝ 2

万， Maubin県＝ 2万。

Vカチン州評議会 U Ding Ra Tanε 議長は， Kaunghmulon村と Nangsan

村を視察した。

13日 , Mergui : Bokepyinから40マイルの Sangotawngai運河で警官隊の舟と20

人を乗せた反乱軍の舟が交戦，警官側の舟は沈没し警官1名死亡， 2名重傷，何

名かが行方不明となった。

14日 Maubin: Jr!向うの Tayokelat村農民評議会議長と書記が，反乱軍に納入する

“保護税”を戸別訪問により集め終った時，政府軍に逮捕された。彼等は 369.6

チヤツトをもっていた。なお彼らは反乱軍の BoSaw Kalaからの命令をうけて
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いたと述べた。

15日 Vネ・ウィン議長，インド訪問。ネ・ウィン議長夫妻一行は午前7時ミンガラ

ドン空港を出発，インド訪問の途についた。空港には， TinPe准将， SanYu 

准将らが見送った。

Vネ・ウィン議長一行は，フセイン・インド大統領，ガンジ一首相らに迎えら

れて，ニュー・デリーに到着した。

T Kyauktaga発：ピノレマ共産党部隊員が 3月12日，13日にわたり，政府の米買

付所に米を売りにきた農民から米2300パスケットを奪った。彼等はまた Kyauk-

taga郡西部で，政府にすでに米を売り渡した農民にはその代金を提供するよう要

求しているという。

16日 Vニュー・デリー発：ネ・ウィン議長はガンジー首相と90分にわたり会談した。

V外務省は，ネ・ウィン議長が4月20日にシンガポールを， 4月23日にはマレ

ーシアを訪問すると発表した。

V第2同農民評議会行政コース修了式がミンガラドンの中央政治学校で， Th・

aung Kyi大佐らを迎えて行なわれた。

Vモールメイン発：政治犯7人が釈放された。

T Paukhaung発：政府軍攻撃隊は， BoHan Seinに卒いられた約60人の共産

党反乱軍と交戦して，共産党幹部 YebowHtayの夫人である DawSaw Yiを

捕えた。なお， Bo Han Sein ら数名も後で Gyobin村民兵隊により捕えられ

fこ。

17日 Vニュー・デリー発：ネ・ウィン議長夫妻はニュー・デリーの国立博物館を視

察したo

T 1964～65年度以来建設されている，アラカン海岸とパセインを結ぶ最初の道

路が1969～70年度中に完成することが予想されているO

現在ラングーン＝Yandoon間道路が建設中，パセイン二ヘンザ、ダ聞が修復中，

ヘンザダ＝Myanaung道路， Prome=Taunggup道路が建設中であり，これにパ

セインとアラカン南部の Chaungtha間の道路が完成すれば，ラングーン，ある

いは中・上ピルマとアラカンは陸路で結ぼれることになる。

f Zigon : Chaungwa村 SACメンパーが BCP反乱軍に殺された。

f Pakokku県 Kama郡 Gyobyan村で900人を集めて反乱軍非難集会が聞か

れた。彼等はまた民兵隊設立を要求した。

T Shwebo発：今年度の当県における長繊維綿花の作付計画9400エーカーに対
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し， 6500エーカーしか作付が行なわれなかった。

これは綿花栽培農民のなかに，前年度トラクター雇用に対する条件を満すことが

できなかったため，今年トラクターを雇うことができなかったことによる。なお

トラクター貸出し規則によれば，一つの村の農民は集団で、トラクダーステーショ

ンから収穫払いで 1台のトラクターを借り受けることができる。

T Tatkon郡の Naungbo・oh,Kangyi, Baw, Byaing-in, Magyikon, Dayauk-

bu, Ywathit各村の農民2200人は Naungbo-oh村附近に集まり，最近の反乱軍

の残酷な殺人事件を非難した。

18日 Vニュー・デリー発：ネ・ウィン議長らは，インド農業研究所を訪問した。

vビルマ共産党中央委員会はピルマ共産党が指導する革命武装闘争20周年を記

念して「全国の被抑圧人民は団結して，ハリコのトラニネ・ウィン軍人政府を打

倒しよう」と題する声明を発表し，要旨次のように述べた。

1. ビルマが持久戦でかちとった勝利は，偉大なマルクス・レーニン主義，毛

沢東思想の偉大な勝利である。

ピノレマ共産党の指導する革命戦争は， 1948年3月28日から始められ，今年3月

28日でまる20年になる。

われわれがこの持久戦でかちとった一連の勝利は，ピノレマ連邦の偉大な人民の

偉大な勝利であり，敵の武力弾圧に武力抵抗する以外に進むべき道がないという

この正しい思想で武装されたピノレマ共産党の偉大な勝利であり，またピノレマ共産

党の正しい指導方針である現代のマルクス・レーニン主義一一一毛沢東思想、の偉大

な勝利であり，各国のプロレタリアートと全世界の被抑圧人民の偉大な勝利であ

り，さらに，米帝国主義をかしらとする各国反動派と，今日まで一貫して議会の

道を鼓吹してきたソ連共産党指導集団をかしらとする現代修正主義の重大な失敗

である。

現代のマルクス・レーニン主義一一偉大な毛沢東思想万歳／

2. 団結して，すでに四面楚歌に陥ったネ・ウィン・ファッショ政府を打倒し

よう。

売国奴のネ・ウィン軍人政府はいまこれまでにない，解決しようのない経済・

政治・組織・軍事の危機に直面している。

売国奴ネ・ウィン軍事政府が政権を担当した6年間あまりの事実は，かれらの

いわゆるピルマ式のニセの社会主義綱領では，この危機を根本的に解決する方法

がないことを示しているO この連中はマルクス・レーニン主義の学説を公然と攻
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撃し，帝国主義と修正主義に依拠し，軍人独占ブノレジョワ独裁を実行しており，

かれらは社会主義建設を説いているが，誰の目にも明らかなベテンである。

これらの売国奴はすべての帝国主義と結托し，またすべての修正主義と結託し，

帝国主義と修正主義の軍事装備と金で，内戦を拡大している。しかし，かれらは

反対に危機に陥っている。この民族のクズどもは，ピルマ共産党を売国奴，民族

のクズ，ピノレマ連邦の破壊分子，国家主権の破壊者，宗教の破壊者と攻撃を加え

ているが，これはかれらの本性をおおい隠、すためのものにほかならない。盗人た

けだけしく，実に滑けいである。この売国奴は根本的にどのような民族の旗印も

打ちだす資格がない。

この売国奴は自己の政権を強化するために，ニセの土地政策をとって，農民大

衆をだました。しかし，苦しみをなめつくした農民大衆はすでにかれらの陰謀を

見破っている。農民大衆が苦しみと困難にあえいでいるという事実は，この民族

のクズのペテンを暴露したものである。この売国奴が1966年10月に土地委員会を

解散せざるをえなかった事実は，かれらの土地政策がすでに破産したことを示し，

また米穀問題第24号通告と第 1号法令がすべての農民と全国人民に対する迫害で

あることを示している。

この売国奴はいま，中華人民共和国に反対するスローガンをもちだし，労働者

を強迫し，搾取を強化し，さらに一連の労働者弾圧指令を発した。

この売国奴は同様に学生，都市貧民，小プノレジョアジー，知識分子，技術者，

愛国的民族資本家と国内の各民族を抑圧している。

したがって，このファッショ政府の抑圧から解放をかちとる唯一の道は，ピル

マ連邦の各民族の被抑圧人民が団結し，ネ・ウィン軍人政府を打倒することであ

る。

国内外の情勢はこれまでになく非常にすばらしい。

われわれは必ず歴史がわれわれに課した任務を勝利のうちに達成し，ネ・ウィ

ン軍人政府を打倒し，全国人民が望む人民民主主義の新しい政府をうち立てるこ

とができる。

3. ピルマ共産党の指導する人民民主主義革命はかならず勝利する。

20年の武装闘争は，いかなる階級の敵であれ，絶対にピノレマ共産党を消滅させ

ることができないということを実証している。この20年にわたる武装闘争の過程

で，ビルマ共産党は鮮血で多くの経験と教訓を得たが，そのうち重要な経験と教

訓は次の 8項目である。
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① マルクス s レーニン主義，毛沢東思想によって武装された共産党にとって

最も重要なことは，被抑圧人民の支持をうることである。これさえ持っていれば

米，英帝国主義者と修正主義者および各国以動派がいかにビノレマ反動支配者に多

くの軍事的または財政上の援助を供与し，策略をねり，力をかそうとも，反動的

な戦争で共産党を消滅させることは到底不可能である。 20年の聞に，政府は 5回

も変わり，そしていまのネ・ウィン軍人政府の全面的な危機は，共産党を消滅さ

せようとするものは，自滅をきたすだ、けで‘あることを示している。

勝 ③ 実践は， 「鉄砲から政権が生まれる」という毛主席の普遍的な意義をもっ

続

学説が正しいものであり，比類のない威力をもっていることを実証している。こ

の学説に対して疑問を抱いたり，あるいはこれに背けば，革命に困難をもたらし

革命を挫折させるであろう。党が鉄砲を指揮するのであって，鉄砲が党を指揮す

るのをけっしてゆるすのではないという原則はピルマ共産党にとって，きわめて

貴重な教訓である。

⑨ 20年の歴史は，農村を根拠地とし，農村で都市を包囲し，最後に政権を奪

取するという毛主席の持久戦路線が正しいものであることを立証している。

0) 20年にわたる長期武装闘争を堅持してきたわれわれの実践は，ビルマのよ

うな国家であっても，マルクス・レーニン主義，毛沢東思想で武装された共産党

が農村を根拠地とし，農民大衆に依拠しさえすれば，長期にわたる戦争を行なう

ことができるということを実証したの

⑤ 実践は，国際プロレタリアートの団結と相互支持は必要であるが，まず自

力更生によって持久戦を進めることであることを実証した。

（恥上述の状況下で，武装闘争を行なっている国家が，ある社会主義国家と隣

接していようとまた遠く離れていようと，あるいは何かの原因で，この国家の党

と社会主義国家との連絡が相当な時期にわたって中断されていようとも，敵と長

期にわたる不とう不屈の闘争を行なうことができる。

⑦ 世界の革命の歴史とピJレマ武装闘争の20年の歴史は，マルクス・レーニン

主義，毛沢東思想で武装された共産党の指導があってこそ，革命は勝利するので

あり，したがって，ピルマ共産党の指導があってこそ，ピルマ人民の民主革命は

勝利をかちとることができるという重要な経験を提示した。

⑧ この勝利をかちとるためには，また土地問題と民族問題を解決しなくては

ならず，これはピルマ革命にとって非常に重要な問題である。

すでに理論と実践から，これらの経験と教訓をかちとったピルマ共産党は，被
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拘J）五人民の力に依存すれば，すでに四面楚歌に陥ったネ・ウィン・ファッショ政

府を必ず打ち破る乙二とができるυ

ネ・ウィン軍人政府はかならず敗北する。全！丑の被抑）五人民は団結しよう。

各民族は団結し，共同の敵ネ・ウィン政府に反対しよう。

ネ・ウィン・ファッショ政府を打倒しよう。ピルマ共産党が指導する人民民・主

主義革命は必ず勝利する。

偉大な無敵の毛沢東思想、万歳／

タキン・タン・トン議長万歳ノ

毛沢東主席万歳ノ 万歳／ 万歳f

（中国通信世界ニュース・ 1968.3 . 30) 

19日 ニュー・デリー：ネ・ウィン議長はスワラン・シン国防相と会談したのまたガ

ドギノレ計画委員会副議長とも会見した。

20日 Vニュー・デリー：ネ・ウィン議長はオクラ工業訓練センター，プッタジャヤ

ンテ一公開，クトプミナーノレなどを視察しfこ。

T Tavoy発：ここから 7マイルの Ywahaungwa村附近で移動命令に上り，

当地に向っていた警官隊とその家族を乗せたパスが，地雷により爆破され，警官

5名が死亡， 2人の女性と子供を含めて 7人が重傷を負ったのなお無事だった5

名の警官は，攻撃してきた反乱軍と交戦，撃退したo

T Minhla発：ペグ一山系を横断して Tharrawaddyと Toungooを結ぶ道路

計両のための調査が終ったの

T Maubinで Maubin郡の農業問題について76ヵ村－からの土地委員会，農協，

農民評議会代表ちを集めて検討会が開かれた。

21日 ニュー・デリー：ネ・ウィン議長とガンジ一首相は夕刻2人だけで 1時間にわ

たり会談した。

主たこの日デサイ副首相もネ・ウィン議長と30分会談したの

Vラングーン港の水口のラングーン川の水深は，かつては最低18フィートあっ

たが， 5年前には11～12フィートとなり，最近の調査では9フィートとなってい

ることが判明したο ピノレマの国際貿易の87%はこの水路を通過しているので，対

策が急がれている。

, Zigon発： Tharrawaddy北部で活動している共産反乱軍は Nattalin,Zigon, 

Gyobingauk各郡の西10マイル附近の村々の農民達を“教育”コースに出席させ

るよう強制しているといわれるの
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反乱五は村々を訪ずれ，教育の目的で最も貧しい農民，または不法行為を行な

ったことのある農民達を集める。各村で約4人が村を強制的に離れさせられてい

るという。反乱軍の教育キャンプは Gyobingaukと Monyo郡境いの漁場のな

かにあるといわれる。

この教育の目的は，共産党が農民の問に“前衛”を結成することにあると信じ

られている。この目的を達成するために反乱軍指導者は，去る 2月にこの地域で

開かれた会議にもとづく方針のもとに目立たない形で‘活動している。

一方反乱軍と接触を避けることのできない農民，また家を離れられない農民は

反乱軍に税金を納めねばならないという。

T Pa-an発：政府軍は昨年10月12日以来，反乱軍による橋16カ所の破壊の結果

不通となっていた Thaton-Myain開 ale道路沿いの反乱軍を一掃し，道路はまも

なく再開されるという。

22日 Vニュー・デリー：ネ・ウィン議長一行はニュー・デリー訪問を終え，ピハー

ル州ブッダ・ガヤに向った。空港ではガンジ一首相，フセイン大統領らが見送っ

たの

Vニュー・ヂリー：インド政府スポークスマンはネ・ウィン議長とガンジー首

相の会談は，経済，文化，商業などの各分野にわたり，極めて満足すべきもので

あったと述べ，さらに 4月第 1週にニュー・デリーでインド・ピルマ国境委員会

の会合が聞かれることを明らかにしたの

T Homalin郡で政府側招集による反乱軍非難集会が約 1000人を集めて聞かれ

たの

23日 Vネ・ウィン議畏一行帰国。

Vカチンイ十店if.ti議会 U Ding Ra Tanε 議長は， ミチナ南東の Naungtte村＼

Mahkamti村を訪問した。

25日 カチン州評議会 U DinεRa Tang議長は， Waimaw郡 Sailawを視察したの

T Kya-in-Seikkyi: Thanpaya運河附近で KND020人と第67ピノレマ連隊1ヵ

中隊が交戦，反乱軍1名が死亡した。

26日 V第23回軍記念日夕食会がネ・ウィン首相主催で聞かれた。

T 25日夜ラングーンに到着したシンガポーノレ企業家使節同は，シンガポーノレ＝

ピノレマ問貿易拡大について， MEIC議長 TanYu Saing大佐ら関係者と会談し

たの

T Waw : Myitkyo響察管区の Lay-einsu村・SAC議長が， 3人の反乱軍に殺
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された。

27日 V軍記念日式典がレジスタンス公｜討C行なわれた。 U Thauug Dan Ht二村（品1]

参謀長空軍）が記念演説を行なった。

Vモールメイン発： Kyaikmarawから Kya-in/Seikkyi発モールメイン行客船

の護衛任務につくために Ngabyema村の船着場に向っていた警官隊が， Htan-

hna予in附近で力レン反乱軍約 100名の待伏せ攻撃をうけ，警官7名が死亡，同

行の警官の子供1名が死んだ。

f Pyinmana発 Kyαukpadaung行列車が Minpyinと Dalagyun間で線路上の木材

を発見停止したところ，約 150人の反乱軍に攻撃され，乗客6名が死亡，護衛警

官2名ら乗客数名が重傷を負った。また警官の武器，乗客の貴重品，現金などが

奪われ，列車が放火された。

vランゲーン発 Prome行列車が夜11時55分頃 Ngaphyugaleと Okken駅聞の

Wetkon村附近で共産反乱軍に攻撃され，護衛兵 1名死亡， 1名が負傷したn し

かし列車は脱出した。

T Nyaungchidaukと Zeyawaddy聞の鉄道上でマンダレ一発の列車が通過する

数秒前に地雷が爆発したが，列車は無事通過した。

T In凶 n刑務所で共産主義者囚人が党武力闘争20周年を記念して，騒ぎを起こ

し， 10人が負傷したの

28日 ' （北京発新華社＝中同通信）中国共産党中央委員会は28日，ピルマ共産党中央

委員会に電報を送り，ピルマ共産党の指導する革命武装闘争20周年を熱烈に祝っ

たの祝電は全文次のようにのべているの

中国共産党と中国人民はピノレマ共産党の指導する：革命武装闘争20周年を熱烈に

祝賀するの 20年来，ピノレマ各民族人民は，ピノレマ共産党の指導の下に，自らの力

にたより，長期にわたる苦難に満ちた闘争を進めてきた。人民の草命武装闘争の

赤旗はピノレマの上空に始終ひるがえっているO これはピノレマ各民族人民の偉大な

勝利であり，マルクス・レーニン主義とピyレマの実情とが互いに結合した偉大な

勝利である。

現在，ピyレマの草命武装闘争の情勢はすばらしい。ピルマ共産党はタキン・タ

ン・トン同志をはじめとする中央委員会の指導の下に， 「戦争に勝って政権を奪

取する」フ。ロレダリア草命路線を堅持し，軍命の武力をもって反草命の武力に反

対した。あなたがたは戦争から戦争を学び，自力更生を堅持し，断固として人氏

に依拠し，土地闘争を展開し，革命根拠地と革命武装勢力を拡大し，かつ各民族
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の革命武装力と団結し，敵の反革命の「包囲討伐Jを次から次へと粉砕し，ビノレ

マ人民の革命武装闘争をまったく新しい段階に高めたQ ビノレマ人民の武装闘争の

勝利は，米国をはじめとする帝国主義とその手先に対する手痛い打撃であり，抗

米救国戦争を堅持するベトナム人民に対するきわめて大きな支持である。 l十l国共

産党は，無敵のマノレクス・レーニン主義をピノレマの現状に結合させたビノレマ共産

党が，ピノレマ各民族人民を指導して，米帝国主義とそのピノレマにおける代理人一一

ネ・ウィン反動集団および、米帝国主義の共犯者ソ連現代修正主義にうちかち，革

命武装闘争の最後の勝利をかならずかちとれるものと確信しているυ

われわれは毛主）市がみずから起こし指導しているプロレタリア文化大革命の中

で， 1ド凶のフノレシチョフとそのーl法の資本主義を復活させる罪悪的陰謀を徹底的

に粉砕し，中国のプロレタ ！） ア独裁を強固なものにした。これは中国人民に対し

て偉大な意義をもつだけでなく，全世界の被抑圧人民と被抑圧民族の革命闘争の

あるi師に対しでも一定の意義をもっている。

ピノレマ人民の持久的な革命武装闘争はかならず勝利する。

Vシンガポール企業家使節団はラングーンを出発，パンコクに向ったo

T Hla Han 厚生・教育相は，西ヨーロツパ，イギリスへの視察旅行に出発し

fこO

29日 Vネ・ウィン議長夫妻は 2時間にわたり，農林省主催の Myepadetha農業シ

ョウを見学したo

vペグー： Donzayitから Ma<laukにJti］かう動力船が約20人の反乱軍に発砲さ

れ，水夫長が死亡した。

30日 V中央労働者評議会準備委が明らかにしたところによれば，労働者評議会支部

が217ヵ郡で結成され， 4月末には中央労働者評議会の第1回会議が聞かれる予

定であるO

f Mergui: Merg山行きの舟・に乗っていた警官2名が，釆り込んできた共産

党反乱軍により殺された。

f Bogale：共産党SoeAungグループの兵士5人と 3人の支持者がSabaikon-

Kansu村で農家数戸，倉庫などに放火した。

31日 T Minbyinと附近のペグー山系の村々で・1500人以上の村人が集まり，bぷLWの

Pyinmana-Kyaukpa<laung列車攻撃を非難する集会をもった。
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反乱活動の激化は各地から伝えられる反乱軍の攻撃や政府軍との交戦事件

に関する報道ヲあちらこちらの村や町で連日の如く挙行される大衆集会での

反乱軍のテロ，破壊活動についての非難決議などから容易に推測される。

政府は人民の大多数を占める農民の心をつかむために様々の施策を講じて

きた。しかし農民が農産物のヤミ価格と政府買上げ価格との差について益々

強い関心をもち，政府への協力よりも自己の利益を追求すべきであるという

方向に傾きつつあるという従来からの一般的傾向に加えて，あいかわらず反

乱軍が農協や土地，村落評議会などの政府機関に協力する村人達をかたっぱ

しから殺害していくという様相が各地でみられる以上，政府の農民対策は当

分その見通しにおいて楽観できるものとなりそうもない。

こうした政府の農業政策＝農民対策の行きづまりを具体的に示すものとし

て注目に値いする政策発表がひとつある。それは全国的施策であるか否かは

不明であるがラ政府が共産党反乱軍の圧力をはねかえすことに最も重点をそ

そいでいるベグ一地区で発表されたものであるだけに大いに注目される。す

なわち， 4月8日ペグー郡治安行政委員会が発表したところによれば，この

地方の農民は 4月15日以降，自家用米として家族 1人当たり 1年間に15バス

ケット以上を精米所で精米することを許されなくなるという。しかも本当に

自家用米として最低に近いそれだけの量を精米してもらうためには，もみ米

を政府に売去llずみであるという証明書，地租を納めたという証明書，村裕治

安委のすいせん状などが必要とされるのである。

この指示は文字通り実行されれば，精米業者の米の横流しを｜坊ぎうるので

ヤミ米を減少させる上でかなりの実効をもたらすかもしれないが，自家用米

の精米にすら，これほどの厳格な形式を採用せねばならないということは，

農民の政府への好感を増大させようという基本施策には全く相反するものと

なろう。しかもこうでもしなければ米の買付けが益々減少していくというと
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ころにビノレマ政府の悩みが如実に示されているといえよう u

こうした農村地帯での楽観できない情勢の推移をいささかでも埋めあわせ

ようとするかのように，今月政府はラングーンに第 1田中央人民労働者評議

会会議なるものを招集した。政府は従来から将来は政府の運営その他の面で

も労働者階級の進出を認めていきたいということを基本方針とはしている。

しかし現在までのところ，ピノレマの数多くない産業労働者達は，軍人達によ

り組織され指導されてきている。この労働者評議会第 1回全国会議は，政府

指導者達により，労働者がみずからの責任で団結して社会主義建設にまい進

するという方向での重要な第一歩であると意義づけられている。

しかし， 中央人民労働者評議会執行委員会議長に現政府の労働相である

Maung Shwe大佐が選出されたことにも示されているようにラ これが労働

者の自決という観点からはそれほど大きな進展であるとは思われない。

さてこうした決して望ましくない国内情勢を背景として，ネ・ウィン議長

は，先月のインド訪問にひきつづいて，今月はシンガポーノレとマレーシアを

訪問，その善隣友好外交をさらに一歩推し進めた。

ネ・ウィン政府としては，ジョンソン声明（ 3・31）に反映しているアメ

リカの経済的苦境を知るとき，現在の国内危機をアメリカからの援助をあて

にして切り抜けることの困難さについて益々深く認識せざるをえないのは当

然である。しかもベトナムにおけるアメリカの敗退が北京と東南アジアの共

産主義者達を益々勢いづけることもまた予想しなければならない。とすれば

ネ・ウィン政府が，東南アジアで多かれ少なかれ同様の悩みをもっ国々の指

導者達と接近し，相互の協力でこの危機を乗り切る方策を見い出そうとの努

力を積極的に開始したとしても決して不思議はない。

3 月
31日 T Kyangin発： Seiktha警察管区の Pauktaing-Kyungyi村に SoePaingに率

いられた約15名の共産党反乱軍が入り，村人4名を村・外に連れ出し殺害した。ま
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fこ村の施薬所の薬品が奪われた J

4 月
1 日 Vベグー：マンダレ一発ランゲーン行列車が午後 11時45分頃ベグーの北，

Pyinbongyi附近で地雷にふれ，護衛車の警官2名が死亡， 4名が重傷，運転士が

死亡した。反乱軍は武器などを奪って去った。

, Kanaung発： Tharrawaddy県 Nattalin，包括011ヲ Gyobingauk各部とイラ

ワジ西方の Kanaung羽1；の農民達が多数，各部のlド心の町々へと集まってきてい

る。これは現在強化されたスケーノレで、行なわれている共産党とカレン反乱軍によ

る掠奪，強迫，殺人を逃れるためとみられている。

殺人の権利をもついわゆる“赤ヤ力”に肱惑されて村々の“パック・ボーン連

中”はなおも手当り次第彼等の異教の員ljをふるいつづけている。先月中旬頃より

数件の殺害事件があった。狂信者達は殺人のほかに， “保護金円も集めまわって

いる。また 3月30日には Gyobin村が50人の反徒により掠奪された。

, Sandoway発：最近 Dawa村－の農民が Hlainggyunで KyawGyiと Aung

Seinに率いられた11名の反乱軍により，象5頭を奪われたo

, Ye発：第31ビルマ連隊攻撃｜球は BoMoke Saikに率いられた約３５名のＫ

NDO反乱軍を Hangan村 Mayangonの墓地附近で攻撃， 1名を捕えたo

, Hkamti郡で最初の民兵訓練コースが第52ピノレマ連隊指導で， 30人の訓練生

を集めて聞かれた。

3 日 ' 4月 1日のヤミ取締り令以来，ラングーンの Latha, Pabedan, Lanmadaw 

の多数のヤミ商人達が姿を消した。オン・サン・マーケット前の野外市場はこの

日姿を消した。当局は Kemmeclineの夜店のヤミ商人達も立退かせようとしてし、

る。

V マンダレー：この町にある 295の人民基本食品商店が消費者協同組合に組織

されることになり，その移行を管理する中央委員会が任命された。移行は 4月26

日までに行なわれる。

, Bassein発： HlaMin率いる共産党部隊が Thicla村で“徴税”活動をして

いるとの情械をえてかけつけた警官隊と共産側が Ul寺間にわたり交戦，共産側に

死者 3::i"，が出た。

, Paungde発：有名な Prome県共産党軍司令官である ThanNaungは4月

1 Hベグ一山系の Taungnyo山附近での政府軍との衝突で死亡した。

また今日， Prome県共産党執行部の一員である共産党郡書記SanMya Gyiが

に
d－aムqhM 

( 61 ）一



ピルマ（4月〉

6人の仲間とともに投降した。彼は Prome地区で“文化大革命”を行なってい

る共産党県議長 HlaYkiと不仲になったと述べた。

Than NaungとHlaKyiは3月中，そしてまた DawSaw Yee (Yebaw Htay 

の妻）の死以来， Paul壬l壬hιa

し民兵と軍の攻撃で、最近では両者が分！折されたと伝えられていた。

, Kangyidaung発： Thabaung郡 Nyaunggon村附近で：・m人の共崖党グルー

プと警察パトローノレが交戦，共産側 1名死亡， 2名負傷。

, Homalin発：この郡の農民の大多数は，もし政府がたねもみを供給してくれ

なかったら，米の作付を行なえないだろう。昨年洪水により収穫ができなかった

ために，農民達はたね米すら食べてしまった。多くの者が農具まで売り払ってし、

る。

4 日 , Waw発：午後8H寺頃， 20人の KNDO部隊が約60人の村・人を引き連れて

Kyaikhto部の Sittan広町に入札商店を掠奪回万チャットの物資を奪い，金持

ち数名を人蛍として連れ去った。

, Pinlelm：第42ピルマ連隊部隊は，本部内の Maula1；山岳地区の Htonchauk

峡谷で活動している共産軍に連れ去られていた農民とその家族200人以上を救い

出した。

KayaとPalabataung各村のシャンとピノレマ人の村人達は 3月281=1，共産軍が

村に入り，政府軍が男を徴兵し，女・子供を苦しめていると話L，村人達を助け

てやるといって，彼等を連れ出したと述べたQ なお，約70人の若い男女の村人は

まだ共産軍とともにいる。

, Taungdwingyi：労働者，農民，学生ら 3000人以上は集会を聞き，共産党が

Kyaukpadung列車爆破で乗客5人を殺したことを非難した。

, Lashio: 6人の武装反乱分子がピルマ・中国国境の Museで政府金庫を掠奪

1万チャットの現金，カメラ，タイフ。を奪った。

5 日 Vインドとの国境問題委員会に出席する KyiMaung大佐に率いられたピノレマ

代表団が，インドに出発した。

, Lashio：第 41ピルマ連隊の将校1名と兵士3名が， Lashioから87マイルの

Nan-awn橋附近で KIAの反乱軍に攻撃され戦死した。なおその橋は4月3日

に反乱軍により破壊されていた。

T Natmauk発： Saigaung警察管医北 Ooyin村－協同組合長が7人の武装した

男達により殺された。彼等はまた協同組合店から現金3800チャット， 繊維など
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1200チャット相当を－奪った。

f Kyauktaga：第 1チン・ライフル銃隊攻撃ノ川、ロール隊はベグー山ふもとの

の lngaukkyiの森の共産党員隠れ家を攻撃，共産兵3名を殺した。

6 日 Vニュー・デリー発：インド・ピルマ合同国境委員会第 1回会談が聞かれた。

V政府は U Hla Maung現駐英大使を駐米大使に任命した。また駐英大使に

は U Ba Saw現駐ソ連大使を任命，新ソ連大使には U Po Kun現駐タイl五｜大

使が任命された。新駐タイ同大使には U Tun Win現駐米大使が任命された。

V第10回農民問題研修コースが500人の研修生を集めて， ミンガラドンの中央

政治学校で聞かれた。

f Pakakl王u県 Kama副im1玄の村I己4000人以上は集会を聞き，反乱軍による殺

人行為を非難したυ

7 日 V反乱軍は 4月 61::1午後10時半頃，ラングーン〆への水道ノミイフ0・ラインを Pugyi

駅附近で爆破し，そのー昔rsが破損した。なお破損は 7日午後4時修復された。

8 日 Vベグー郡 SAC当局が，精米所所有者，精米管理委員会，村落土地，協同組

合委員会に説明したところによれば， 4月15日以降農民は自家用米として家族 l

人当り 1年間に15バスケット以上を精米所で精米することを許されなくなるとい

つ。

農民，農業労働者，および貸出した農機具に対し現物で貸出料を受け取るもの

は，尚品購入帳，国民登録証， もみ米販売証明書， 1968年度地租受領書， 村落

SACと協同組合による推薦状をもたなければ精米することができない。

耕作した土地のエーカー数に応じて，規定された割合で国家米買付センターに

もみ米を売却したものを除いては，全ての農民は彼等が精米のためにもってきた

もみ米25バスケットごとに 3バスケットを買付センターに売却せねばならない。

売却しなかった農民はそのもみ米を精米することは許されない。

f Labutta：第93ピルマ連隊攻撃隊は Kunhtawchaungで共産党反乱軍 1人を

殺した。

f Kyaikmaraw：約20人の KNDO反乱軍が午後8時頃， Muclon君［SKein・

chaung村に入り， 3戸の家から財産約2000チャットを奪い，また家畜15頭を連

れ去った。

9 日 Vカチン州評議会員 U Tun Yinに率いられた州政府役人一行が， 4月7日か

ら9日にかけて， I-lapin,Nama, Mohnyinを視察，農民連？と，治安，経済，土

地問題を話しあった。
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U Tun Yinは農民に， I白人のように利益のことばかり考えるなと述べたυ

10日 , Kyauktaga発15日： Zeyatkhin村から Sittang河東岸の Tawkyaungpaukの

森にたき木をとりにいったピルマ人農民3人がカレン反乱軍に捕われ， 2人が殺

された。 1人は本名を名乗らなかったので、助かった。

11日 Vウツタノレ・プラデーシュ州 DehraDun ：インド・ビルマ合同国境委員会の

第2回会議が終了した。なお同委員会は国境画定について合意に達し， 8月にラ

ングーンで再び会合し，国境画定の具体的実行策を検討するυ

Vペグ｝発16l 1：ラングーンから Penwegonに向う石油，ケロシンを積んだ

人民石油産業所属のトラック 2台が Phaungdawthi附近で 6名の反乱軍に停止さ

せられ， 田舎道に連れ込まれ， 反乱軍の用意した牛車60台により積荷を奪われ

l Akyab郡の農民3000人以上は， 3月に Akyab市人民労働者評議会議長 U

Aung Tun Seinが殺された東 Satyokya村で集会を聞き，反乱軍を非難した。

12日 , Loikaw: Loikaw-Mawchi道路上で Pharsaungから Mawchiに向かう労働

者を乗せた人民労働委員会所属のトラックが，約15名の反乱軍に停止させられ，

トラックが焼かれた。

, Myitkyina県 Mogaungで 198人が出席した第 1[ft！民兵再訓練コースが第89

ピ／レマ連隊の指導の下に終了した。

, Sagaing県 Hkamtiで第1回民兵訓練コースが終った。

13日 V労働監督局の最低賃金評議会は精米工場労働者に対する最低賃金を提案して

いる。草案は本日の政府官報により提案される。

この最低賃金は， Thaton, Mayu （現在 Maungdaw), Pakkoku, Myingyan, 

Mawlaik, Monywa, Hkamti (Sagaing県）， Lashio, Taunggyi, Kyaukme, 

Loilem, Kunlong, Putao, Loikaw, Pa-an, Kawkareik, Falam, Mindat, Keng-

tung各県で適用される。

月給額として23グレード，監督員の65チャットから上級書記の 120チャットに

わたる賃金額が提案されている。

Fl給の場合， もみ米運び労働者の2チャット， もみ米袋づめ労働者の 2.5チャ

ットとなっている。また米袋運びの場合の出来高払いついても規定している。

, Waw発 15日： 当地に駐屯する第30ピノレマ連隊ノfトローノレ部隊は，本郡の

Karensu村附近で共産軍と交戦，共産兵3名を捕虜とした。

14日 v水祭り始まる。（正式には13日より〕
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15日 ' ピ／レマtEJJ。

16日 Vラングーン： Pabedan地区（スノレ・パゴダ道路とシュこに・タゴン・パゴダ道

路との問の地区）の SAC議長の彼の管内では 4月の第2週以降はヤミ iii場は認

めないという警告の結果，全て監督下の商店販売業者達はスル・パゴダ道路とボ・

オン・ジャウ道路の Kyauktada間の地域に移動した。

71(祭り前のラングーンの肉と魚の価格は， viss当り 1～2チャット上昇したが，

その後正常に戻った。

人民基本食品商店は消費者委員会の勧告にもとづいて，慈善目的で，ミルク，

砂糖，お茶，コーヒヘさごやしの種，寒天などを祭りの直前に販売した。これ

はピルマ正月の需要の大部分を満足させた。

しかし，仏教徒の少年が，少年僧となるときに必要とされる八つの品目一一特

にころも一一ーは人民商店から買うことはできなかった。正月祭りは，仏教徒一一一

個人としても団体としても－ーにとってその息子達を少年僧とする時であるので

これらの品目の値段はヤミ市で上昇した。普通35から40チャットぐらいの物が60

から80チャットに上昇した。

薬の値段は大幅に安くなった。これは人民薬品店が自由販売を行なったことを

示している。

落花生油の値段は上ピルマからの供給が到着したことと商業局が登録小売店に

供給したため viss当り 2チャットほど安くなった。

消費者達の主な不満は，肉や魚の量目がはかりのチェックがなかったため不足

しているということであった。

本日の小売価格は次の通りであるの（単位 vi捕当りチャット〉

とり肉 9～10 豆製ソーメン 20～21 

あひる肉 9～10 うどん（25ticalsの束） 1.25～1.5 

豚 肉（脂肪なし） 8～10 スキム・ミノレク 2.5 

豚 肉（脂肪づき） 8～ 9 フル・クリーム・ミルク 4～ 5 

牛 肉（骨なし） 7～ 8 フレッシュ・ミルク 3～3.5 

牛 肉（骨っき） 6～ 7 生ノミター（ポンド当り） 5～ 6 

マトン（骨なし） お～ 9 “Lactogen”（2 72 lbかん） 20～25 

N只amyin 13～14 “Lactogen”（l lbかん） 10～12 

N閉店yi/Nεakhu 9～10 “lまの素”（小包） 2～2.5 

か き（大型） 10～12 セイロン茶（ポンド当り） 6～ 7 
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／；、 さ（小？目） 8～10 

Ngathalauk 8～10 

Ngagyi Ngathalaihtoe 9～10 

Ngazinyaing 5～ 6 

乾そう Ngayan（大型） 20～25 

" Ngayan（小型＇D 18～23 

“Shwe C五inthe”コー十一
(1lミンデドガり） 7～ 9 

さごやし 5～ 6 

ココナット 2～ 3 

1)'}) 糖 4～ 5 

“Lux”石けん（ 1コ） 1～1 S 

石炭酸石けん(lコ） 1～1.25 

“Sunlight”石けん（棒状） 4～ 5 

“Gold Mohur”石けん（棒状） 3～3.5 

“G-2”イヨけん（棒状） 2.5～ 3 

“Colgate”歯みがき（大型） 8～10 
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塩

乾そうえび（大型） 40～45 

　　　　〃　　（小型）þÿ�3�0ÿ^�3�5

小えびペースト（上質） 6～ 8 

グ （下級） 4～ 5 

魚ベースト（上質） 5～6 

か （下級） 4～ 5 

あひるの卵（4コ） 1.2 

鶏卵（4コ） 1.5～1.6 

食用組1 9～10 

玉ねぎ 1～ 2 

Printed haircord ( 2ヤード）

シーツ（ 2ヤード）

シャツ地（ " ) 

Tetrex( 2 Jiヤード）

男物ロンジー

女物グ

テトロン（ 2 Yzヤード）

ポプリン（ か ） 

茶色法衣（ lヤード）

ノミティック

グ（multiplepots) 4～ 6 

ガーリック（singlepot) 9～10 シャツ

グ （そでなし）

ひ上こlI

Pesin只on

15～20 

20～25 

20～25 

60～80 

13～25 

15～20 

40～45 

25～30 

5～ 7 

35～45 

5～ 8 

3～ 5 

3.5～ 4 

3～；L5 学生用ロンジー（mercerized) 12～15 

’f (hai rcord) 10～1:1 

Penilay 4～ 5 “Vitazone” 3～3.5 

ポテト 1.25～1.5 “Burplex C" (100) 7～ 8 

乾そう府がらし（短形） 8～ 9 “Burplex”（100) 4～ 5 

グ （長形） 5～ 6 “Cevit”（100) 〔l～3.5

生唐がらし（10ticals) O. 25～o.:l “Ve伊 tax”（100) 4～4.5 

塩
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H1.ソース 5～ 7 (;ripe Mixturむ

ピノレマ（ 4月〕

l.G～ 2 

3～3.5 

4～4.5 

1. 75～ 2 

ソヤ豆ソース (.i宣明） 0.5～0. 75 BP Balm 

グ（濃いもの） 1.5～ 2 Comelhazine 

Grape Salt 

Vボイラー検査長官の1965～66年度報告によれば‘，各所のI場で使われている

合計1864台のボイラーのうち25%以上が50年以上前のものであり、至急取り替え

られるべきだという。

戦後わずか 315台のボイラーが輸入されただけであり， 1965～66年度には11台

が輸入された。

T Bo Zeya戦死一一政府発表によれば， ピルマ共産党中央委員，共産軍総参謀

長，“30人の同志の一員”である BoZeyaが， Promeと Tharrawaddy県境のベグ

一山系中での政府軍との戦闘で戦死した。

T Minhla (Tharrawaddy県）：政府軍と警察軍合同部隊は， Letpanye町田町村

で共産軍 ThaungSheinクマループと交戦， 3名を殺したo

T Maubin：当地南方の Kunsu,PeinchaunιAhchaw, Shwebozu各村から夜

明け前に 7名の村人が，民族民主統一戦線（NDUF）の SeinMaungグループの

兵士により連れ去られた。

17日 T Kyaukse県 Tada-U郡28ヵ村の農民4500人と 55人の高位の僧侶達は， Ch-

aungzon村で集会を聞き，共産党反乱軍のテロ，破壊活動を非難した。

Vメティラ耶の Aung bin th a, Kaunghmugan，東および西 Shwepandaing，お

よび Ingan各村・からの村人は， Aungbintha村に集まり，最近の共産反乱軍のテ

ロ，掠奪行為を非難する決議を行なった。

T Prome県6郡の人民労働者評議会員 100人は， Promeの計画党支部に集ま

り，きたるべき全国会議のための予備討議を行なった。

T Toungoo, Aunglanmy?, Ngazunでも同様の集会が行なわれたO

T Paungde: NDUFのBoTin Sheinグループに率いられた約20人の反乱軍

が Bogyisakhan村を攻撃し， 農協議長を殺し，農協商店を掠奪，村－人3人を連

れ去った。

18日 V小川大使，信任状提出。

T Thayetmyo県 Sinbaun只we郡13ヵ村－の農民1000人以1二は Koebin村で集会

を開き，共産党反乱軍の破壊活動，テロを非難した。

20日 Vネ・ウィン議長夫妻は，シンガポールとマレーシア両国訪問のため午前7時

唱
。
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ラングーンを出発した。

ネ・ウ fンi議長には，公共事業相 SeinWin准将，｜出僚会議書記 KoKo大i主，

LEJ防宥の ChitKhin大佐，外務省次官 U Tun Shein，農林次官補 YeGoung þÿN-

佐，革命評議会事務局 KyeeMyint中佐らが同行した。

空港には TinPe准将， SanYu准将らが見送った。

Vシンガポール：ネ・ウィン議長一行は午後シンガポールに到着した。これは

シンガポールにとって，独立後初のアジア諸国元首の訪問である。空港には Co-

omaraswamy大統領代行， リー・クァン・ユ一首相らが出迎えた。

Vネ・ウィン議長夫妻は Coomaraswamy大統領代行主催の宴会に出席，そこ

で要旨次のように演説した。

ピノレマとシンガポーノレは隣人として多くの共通の利害をもち，両国が密接な

関係、と協力を発展させることは相互の利益である。

今日の東南アジアでは強い力一一一地域内諸国に由来する力と地域外から由来

する力一一ーが働いている。これらの諸力の相互作用は東南アジアの将来に影響

を及ぼすものである。地域外からの諸力の衝突は政治場面に影をなげかけるけ

れど，ピノレマのわれわれは，究極的には地域内の諸力のみが支肥し，われわれ

が住まねばならぬ東南アジアの形態を決める上で決定的な役割を演ずるであろ

うと信じている。

' 4月26日から30Hまで第 1回中央人民労働者評議会会議がラングーンで開か

れる。また5月 1日には Kyaikl王asan広場でメーデー集会が行なわれるの

これらの行事は社会主義計画党中央組織委員会により主催され，これの実行の

ために三つの委員会が結成された。すなわち，中央式典委員会，政治委員会，運

営委員会である。

中央式典委員会は SanYu准将を議長とし MaungShwe大佐を書記として

18人の委員からなる。政治委員会は MaungShwe大佐を議長とし， KoGyi少

佐を書記として34人の委員からなる。運営委は HlaHpone大佐を議長＆とし，

Aung Myin中佐を書記とし， 20人の委員からなる。

中央人民労働者評議会第 1回会議は三つの問題，①中央人民労働者評議会の組

織報告，③調整機関結成小委員会，③調整機関の憲章草案，労働者の権利，社会

主義規律，労働者の福祉，を討議する予定であるO

V南東軍管区副司令官KhenZa Moo時大佐は， Pa’an郡の Hpaun,I一Ipa伺an

Knawkyail王， Shwedawの各村．を視察，士J也委員会，治安行政委，農協，民兵組
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織などのメンパーを含む村人達と話しあった。

21日 Vシンガポール：ネ・ウィン議長一行はシンガポーノレを見学，またリー・クァ

ン・ユ一首相と会談，夜， リー・クァン・ユー首相主催の晩さん会に出席したo

vペグー： Daik-Uの第30ピノレマ連隊は Gwebinku村附近の共産反乱軍 Daik-

U西部司令部を攻撃，共産軍の郡政治委員 1人を殺した。

f Thaton：この地域6ヵ村からの Pa-0人約 1500人は集会を聞き，政府の民

族政策を支持し，反乱軍の活動を非難した。

f Mogaung郡の農民1000人以上は Htophu村に集まり，カチン反乱軍のテロ

活動を非難した。

22日 Vシンガポーノレ：ネ・ワイン議長一行はジュロン工業開発地区を視察した。

f San Yu副総参謀長は， メイミョウの陸軍士官学校第 10回卒業式で演説し，

軍が人民とともに内外の敵に対決する必要を強調して次のように述べた。

“内外からの脅威に対抗するために，同志諸君は人民と交わり，人民戦争の

戦略を採用し， 「戦いつつ札織し，組織しつつ戦う」ことをスローガンとせね

ばならない。”

彼はまたピノレマ軍の軍備の問題について次の如く言及した。

“今日の軍隊は，独立当時の部隊に比して戦闘力においてはるかに強力であ

る。海・空軍やその他の支援部隊も増強されねばならなかった。そして武器，

その他資材，輸送力，建造物などに対する巨額の支出を必要としている。軍隊

に対する毎年の支出は多額である。したがって軍事費が国家に対する有効な貢

献と一致することが肝要である。”

“近代軍隊は近代兵器と装備に依存する。わが国は経済的にはまだ発展して

いない農業国である。近代兵器，装備は苦心して獲得した外貨から購入されね

ばならない。諸君はこのことをよく考えねばならない。”

San Yu i佳将はさらに現下の内外情勢を要約して次のように述べた。

“世界を悩ませている政治的，経済的，軍事的諸問題は，ある程度まで，わ

が国に反作用をもたらしている。世界の二つのブロック間の政争は鎮まるきざ

しをみせていない。ひとつの地域における闘争の緩和は他の地域での緊張の高

まりによってくつがえされる。政治闘争はその活動がエスカレートするところ

では軍事の領域に連鎖反応をひき起す。政治と軍事の領域における不安定は経

済危機をもたらす。－

経済的困難はヤミ取引を育て，それはまた反乱活動と結びつき，混乱をもた

-223- 一（ 69 ）一



ピルマ（4月〉

らす。内部的混乱は外国の干渉主義者を誘惑する。

今日のわが国の状態は，われわれの主権が殆んど外国からの侵略ともいうべ

き活動によりひねくりまわされているということである。

革命評議会議長は1968年度農民セミナーでの演説でこれらの活動について言

及した。…

また，外国の主人達に踊らせられ，国家と人民とを恥しらずにも裏切ってい

るピノレマ共産党反乱軍およびその弟子達一一NDUF（民族民主統一戦線）， KI 

A （カチン独立軍〉， KNU （カレン民族連盟〉，およびシャン反乱軍一ーがい

る。

“革命評議会議長は，国民の団結と力を信頼し一一一外国からの援助ではなく

一一一，内外の脅威に対処すると，また独立した外交政策を追求する，と宣言し

た。同志諸君および軍は，労働人民と一体となり，このことを自覚して，準備

をととのえ，警戒していかねばならない。”

23日 VシンガポーJレ：ネ・ウィン議長一行はシンガポール訪問を終え，クアラルン

プールに向け出発した。なお訪問を終えるに際してのメッセージ，共同声明は出

されなかった。

Vクアラルンプール：ネ・ウィン議長一行は5日間の予定でマレーシア訪問の

ため当地に到着した。

V第1回中央人民労働者評議会のための調整会議が，ミンガラドン，ラングー

ン，マンダレーでそれぞれ聞かれた。

f 1967年3月2日より 1968年3月1日までの聞に，労働局の中央およびその他

の職業安定所を通じて， 3万7850人が就職した。（The Guardian 4. 24) 

24日 vクアラノレンプーノレ：ネ・ウィン議長はラーマン首相およびその閣僚達と45分

聞にわたり会談し，国際情勢およびその他の共通に関心ある問題を話し合った。

V クアラノレンプーノレ：ネ・ウィン議長はラーマン首相主催の夕食会に出席した

が，席上要旨次のようにあいさつした。

東南アジア諸国はその多くの混乱にも拘わらず，その独立を守り，生活水準

を引き上げるために経済開発と社会発展を加速化させる決意を固めてu、る。

ピルマにいるわれわれは東南アジア諸国のこの決意は，この地域の将来を決

定するうえで重要な要因となると信じている。

われわれはあらゆる国々と，その経済，社会，政治制度の相違を問わず，友

好関係を樹立したい。他国との関係において，われわれは相互の尊敬と平等，
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内政不干渉の原則を厳密に守るであろう。われわれはまた他国もそうするよう

に期待する。

われわれは特に隣接諸国どの友好関係を発展させたい。こうした関係は共通

に関心ある問題を解決するにおいて，平和と安定した条件をっくり出し，協力

を推進するうえで役立つものとなろう。

V第1団地方管区士地委員会調整会議は4月22日に始まり，この日終了した。

土地委員会結成後5年半を経て初めて聞かれたとの会議には，中央土地委員会

メンパー，カチン，カヤ，コートレイ，各州およびチン特別区の各管区土地委員

会議長および書記，南部，東部，北部シャン州各管区土地委員会，アラカン，サ

ガイン，マンダレー，マグェ，ペグー，イラワジ，テナセリム，ラングーンの各

管区土地委員会の議長および書記が出席した。

会議閉幕にあたり，中央土地委員会 TinSoe大佐は，現在の土地草命におい

て土地委員会が演ずる重要な役割を強調するとともに，これらの委員会を組織す

るに際し，最より質を重視するように主張した。

また同じく MaungKyaw大佐は，土地委員会の四つの主な機能は，土地争議

の解決，農業生産の増大，農業の近代化，農村経済と社会福祉の増進にあると述

べた。

25日 Vネ・ウィン議長一行はマレーシアの保養地カメロン高原を訪ずれた。なおラ

ザ、ク副首相が同行し，ラーマン首相も後刻その地に到着した。

26日 Vネ・ウィン議長らはカメロン高原で，ラザ、ク副首相らとゴノレフを楽しんだ。

V中央人民労働者評議会第 1回会議は明日ラングーンで聞かれる。

中央人民労働者評議会は 471名のメンパーからなり，そのうち 314名は各郡単

位で選出されており， 157名は草命評議会により任命される。メンパーは同評議

会執行委員会の議長，副議長2名，書記1名，副書記1名を選出し，その選出後

革命評議会任命の副書記が発表される。これをもって中央人民労働者評議会の成

立が宣言されることになる。

その後同執行委員会の29名の委員の選出と，財政委員会の11名の委員の選出が

行なわれる。

なおこの日，第1回会議のための準備会が政府側関係者，各代表を集めて Ky-

aikkasanグランドで行なわれた。

27日 Vカメロン高原：ネ・ウィン議長とラーマン首相，ラザク副首相は 2日聞にわ

たる休養期間中，非公式の話合いを行なった。ネ・ヴィン議長はピノレマの国内情
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勢，特に反乱対策問題について説明したといわれる。また英軍撤退後の地域防衛

問題についても話し合われたといわれる。

V第 l回中央人民労働者評議会会議聞く一一会議は1400人以上の労働者代表，

オフ、ずーパー，農民代表などの出席の下に Kyaikkasanグランドの会議ホールで

聞かれた。

会議は中央人民労働者評議会議長として，社会主義計画党中央組織委員会労働

者問題書記である MaungShwe大佐（労働・工業相〉を選出した。また副議長

には，港湾労働局監督 UAung HmiとChauk人民石油産業会計官UBa Nyein 

が選ばれた。書記長には計画党中央組織委労働者問題担当副書記 KoGyi少佐，

副書記にトングー鉄道輸送マネージャー U Ohn Khinが選出され，政府任命の

副書記には計画党中央組織委労働者問題担当 ThaNoe少佐が就任した。

また計画党地方幹部， 国営工業幹部を中心と 29人の中央執行委員が選出され

た。また財政委員会も選出された。

f Padaung：夜，当地の Okpo面lj郡区の Bonkhindan村が50人以上の反乱軍に

襲撃され，村にあった国民登録カードが全部焼かれた。

なおこの日の朝，一群の反乱軍が Taungupの国営林業局キャンプを攻撃，象

7頭と労働者用配給物資を奪った。

28日 Vネ・ウィン議長一行は，シンガポール，マレーシア訪問を終えて帰国した。

V中央人民労働者評議会会議第2日一一この日の会議では MaungShwe議長

（労働・工業相〉からこの会議の意義についての演説が行なわれ，また中央人民労

働者評議会の組織問題についての執行委員会報告が， 評議会副書記の ThaNoe 

少佐，同書記長 KoGyi少佐から発表された。

報告はピノレマの労働者の状態を歴史的に回顧した後で，革命政府の労働政策の

成果を説明して次のように述べている。

社会主義計画党の下における労働者の究極的目標は，①労働者が熱烈に社会

主義秩序建設に参加すること，③党の指導の下に労働者が団結して生産に参加

すること，③社会主義経済制度建設のために工業労働者と農業労働者が相互の

利益のために働くこと，④労働者自身が単なる賃金労働者から自身で社会主義

経済を建設する労働者にみずからを変えていくこと，⑤社会主義生産の全分野

において社会主義国家の法律にもとづいて自分自身を管理すること，である。

1964年 Chaukでの労働者の日式典において，労働者の基本的権利義務法草

案と人民労働者評議会結成規則草案が労働者代表により承認された。その後，
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草命評議会は労働者の基本的権利義務法を公布し，それは1964年5月1日付で実

施された。人民労働者評議会結成規則は1964年12月18日に公布された。

全部で・19回にわたり開かれた労働者問題コースには 403人の婦人を含め5896

人の労働者が出席した。

1966～67年の前半期に， 49ヵ郡に人民労働者評議会結成のための基本組織が

設立された。後半期にはさらに63ヵ郡に設立された。

郡人民労働者評議会の適正な運営のために開かれた六つの運営研修コースに

529人の幹部が出席した。 1967～68年の前半期に51ヵ郡で基本札織が結成され

た。 62ヵ郡に郡人民労働者評議会が結成された。

革命評議会が主催した第1回の労働者集会は1963年にラングーンで聞かれて

いる。 1964年の労働者・セミナーは Chaukで開かれ， 1965年セミナーは RASU

で，集会はラングーンで行なわれた。 1966年， 1967年にはセミナーと集会はラ

ングーンで行なわれた。

なおこの日，この報告について討議が行なわれた。

29日 Vネ・ウィン議長は，中央人民労働者評議会に出席，労働問題を解決するため

の団結と集団的な指導の必要を強調する演説を行なった。

なお会議は執行委提出の紙織報告，および合同調整審査委員会提出の合同調整

局に関する報告と指令草案を満場一致承認した。

30日 V第 l回中央人民労働者評議会会議終了一一この日は労働者の権利，規律，福

祉などについて討議が行なわれラ 中央人民労働者評議会副議長 U Ba Nyeinの

閉会演説をもって終了した。

Vネ・ウィン議長夫妻は，第1田中央人民労働者評議会会議代表， 1968年労働

者の日集会参加者など 2千人以上を招き，夕食会を行なった。

f Kyαuktaga: 29日深夜 200人以上の KNDO反乱軍とやはり 200人以上の支援

者連がこの町に東方から侵入，商業局繊維製品倉庫，人民商店2ヵ所，政府金庫

のある人民警察署，軍キャンプを攻撃した。攻撃は三つのグループに分かれて行

なわれ，第 1グループは Shwegyin地区指導者 SawKya Nge, Bo La Y aung 

に指揮され繊維倉鹿，人民商店から25万チャット以上の繊維製品などを奪った。

他の2グループは警察と軍キャンプを攻撃したが，攻略できなかった。彼等は午

前 1時半頃撤退した。

円
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ネ・ウィン議長はこの月の10日，英国のロンドンに静養のため出発，その

まま滞在をつづけている。ネ・ワイン議長はこの 2ヵ月，インド訪問，マレ

ーシア・シンガポーノレ訪問と精力的に海外に出かけ，ピノレマの今後の新しい

方向を模索してきた。今回のロンドン訪問は彼が毎年のように行なう恒例の

静養旅行といわれ，別にこの旅がピノレマ外交の新展開と結びつくといった観

測はなされてはいない。

しかし最近のピノレマ政情の複雑な動きを背景とするとき，ネ・ウィンの不

在はピノレマ内政の今後の展開にかなり大きな意義をもつものとなるかもしれ

ない。

反乱軍の活動がますます激化しているという情況は明白である。今月の政

府機関紙発表だけでも，ペグーなどの下ピルマの拠点地域をつなぐ幹線鉄道

の爆破事件が末遂を含めて 6件もあり，この他小さな町や村の政府物資配給

所が掠奪されたり，農協や土地委員会の地方幹部が殺害されたりする事件は

後をたたない。勿論共産党のねらいは流通の混乱と，政府の手による農民組

織化の妨害にあることはいうまでもない。

さてこうした情況は政府をして，従来の国内政策の機械的な継続だけでは

事態を決して解決することができないとの認識をますます深めさせるものと

いえる。そして最近のオン・ジー准将ら自由主義派旧政党指導者の大量釈放

と，先月のマンダレーを中心に実行に移されはじめた，かの政府の社会主義

政策の象徴ともいえた「人民商店」制度の廃止の動き，さらにオン・ジー氏

らと近い立場にあるとみられるチョー・ソー内務相が最近，数ヵ月間の沈黙

を破って，政府内で指導的役割を演じはじめたこと，などの諸々の徴候から

判断すれば，政府は従来の社会主義路線の行詰りを， “自由化”路線の導入

によって切り抜けようとする新政策を，すでに採用したとの感をうける。勿

論まだこの自由化が，ネ・ウィン社会主義の本質的特徴たる経済の国営化路
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線の全面的修正にまで行きつくことになるのか否かについてはまだ確実なこ

とはいえない。しかし，何か相当大きな路線変更が迫っていることだけは恐

らく疑えないと思われる。

そしてネ・ウィン議長の外遊はそれがこの重要な国内情勢の最中に行なわ

れるだけに一層注目されるのである。彼はすでに基本路線の変更を承認し，

実施は部下に委せることとしたのであろうか。あるいは問題の決着が彼の留

守中の力関係の動きによって決められることになるのであろうか。

さてこうした微妙なピルマ情勢のなかで，今月はさらに注目される動きが

みられる。それは1963年 9月以来駐ピノレマ米国大使で、あったパイロード氏の

辞任がワシントンから発表されたことである。同氏の辞任は個人的なものと

されている。また同じ時期にアメリカ政府がピノレマ以外の数ヵ国の大使を最

近更迭しているので，いわば定期移動と考えられないこともない。

しかし金問題，ベトナム戦争の処理に苦しむアメリカがいまひとつのアジ

アの問題国ピルマに駐留する大使を変更せしめたことは，現在アメリカがそ

の世界政策再検討を行なっているだけに，対ピノレマ政策の再検討をももたら

すかもしれず，この意味で今後のアメリカのピノレマ政策の推移は大いに注目

されるべきであるといえる。

なお今月，ピノレマの西南部アラカン地方にサイクロンとそれによる津波の

大被害があり，アチャブの町なども大打撃をうけた。政府はアラカン人もピ

ノレマ人の兄弟とのスローガンのもとに，積極的な救援キャンベーンを行なっ

ている。それでなくても難問山積みのピノレマにとって，まったく不幸な天災

であった。

4月
30日 Vモスクワ： U Ba Saw大使はコスイギン首相と会談した。なお同大使はまも

なく駐英大使に転出する。

5 月
l 日 , 1968年度労働者の日集会はランゲーン郊外チャイカサン・グラウンドに中央
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人民労働者評議会メンバーを始めランゲーン市民，学生など総計13万人以上が参

加して挙行された。

またこの日全国の町々でも労働者の日集会が開かれた。主な町々での公表され

た労働者集会への参加人員数は次の通りである。

マンダレー（不、明〕，ヘンザ、ダ C1万〉，トングー（4000），パセイン C1万），

Kyauktan (1000). Thazi (3000), タウンジー（5000), プローム（不明〉，

Sagaing (3000〕， I:(awa(1000〕， Shwegyin(800), Zeyawaddy (5000〕，タヴ

ォイ（5000), Loibw (500〕，ノξーアン（5000), Kyaukse (3600), ノξコッ

ク（9300），メチラ（5000), Thonze (8000〕， Hlegu(3000), Taungdwingyi 

(3000〕，ベグー〔1万）， Minhla (1500），モールメイン（ 3万）， Zigon (3000)0 

vネ・ウイン議長は労働者の日集会に向けてメッセージを送ったが，そのなか

で今や完成した人民労働者評議会は，白からの手で労働者を組織し，もって次の

目的の実現に努力すべきであると述べた。すなわち，労働者評議会とそのメンバ

ーは，次のとおり。

① 国家の利益に貢献しているという自覚のもとに国の生産力向上に資すべ

きである。

③ 人民労働者評議会における組織的義務を遂行すべきである。

③ 自分遠の団結に努めるとともに，農民を含む労働者達と協力せねばなら

ない。

④ 永久に団結し，強い生産的な，組織的な力とならねばならない。

⑤ 労働人民と手をつなぎ，強い組織の力をもって内外の危険から国家を防

衛せねばならない。

V 中央人民労働者評議会議長 Maung Shwe大佐（労働相）は，ランゲーンの労

働者の日集会で、演説L，あらゆる段階における労働者評議会組織の拡大（現在郡

レベルでは全体の%に結成L 労働生産力の増大， 規律の向上，労働者の福祉向

上などの必要を強調するとともに，労働者は自らを強く組織し，常に革命を意識

し，政治を意識し，軍事を意識して，内外の敵に対決せねばならないと述べた。

2 日 v中央人民労働者評議会執行委員会メンパー，同財政委員会メンパーの初顔合

せが行なわれた。

3 日 ’人民警察軍初級幹部研修コース修了式が行なわれたが，修了式で，研修の行

なわれた Phaunggyi中央人民サービス学校学長 TintLwin中佐は，彼等は法律

を尊重して，全ての労働人民のモデルとならねばならないと述べた。
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4 日 , Letpadan: Rangoon一Prome問上り夜行郵便列車を爆破するために待機し

ていた NDUF軍約50人と，情報を得て現場に到着した政府軍（第35ピノレマ連隊

と第2機甲大疎からの兵士）とが約10分間交戦， NDUF軍は逃走した。政府軍

は線路に埋められていた地雷3個を発見した。

, Pagan-r河γ3

5 日 νfyinεyanで3500人以 kの労歩働者が集まりヲ中央人民労働者評議会会議への代

表団の報告を聞いた。

v本日付の TheGuardian紙は，共産党幹部であり， 「30人の同志」の l人

であった BoYan Aungが， いかにして ThakinThan Tun一派の陰謀により

殺害されたかについての， YebawAunεKhain宮署名の詳細な記述を発表してい

る。

6 日 vペグ一発：午後7時半頃， Rangoon Martaban鉄道上の第32号鉄橋（Waw

郡の SathwagonとKyaukpon村の問）が反乱軍により爆破された。

, Taunggyi：シャンチト｜評議会議長U Tun Ayeはシャンリ＋！とカヤ州の行政・

司法］職員に対する法律再教育コースで演説し，資本家の利益に奉仕してきた古い

法律は廃止され，法津は労働者の利益となる新しいものととりかえられたと述べ，

司法関係者がこの精神のもとに行動するよう強調した。

Vペグー：ラングーン二ペグー道路上の Kyauktainggan村に夜，反乱軍約10

名と追従者約80名が侵入，農協商店を掠奪，物資l万チャットを奪い，商店を焼

き払った。

7 日 Vメサイ地区のタイ＝ピノレマ国境問題を討議するために， Kyi Maung大佐に

卒いられたピノレマ政府代表団がパンコクに出発した。一行には U Tun Shein外

務次官，北シャン州特別コミッショナ－ Ne Dun大佐，測量局長 HlaAung大

佐，内務・司法次官 HlaMaung中佐が入っている。

, 1967～68年度におけるコートレイ州の農業生産物作付計画は次の通り。（ 〉

内は1964～65年実績。

米ニ45万9449エーカー（44万6147), メイズ＝７７３エーカー（２３７），豆類ニ

5143エーカー（7726〕，落花生と唐がらし＝1976エーカー (1万7300），くわ＝

618エーカー（？），茶＝666エーカー（580），タパコ二3311エーカー（1980),

ゴム＝ 1万2133エーカー C1万1772），果実＝ 2万0413エーカー（ 2万4188)0

, Letpadan: Letpadan Tharrawaw間ローカノレ列車の運転手は， Khamozeik

とZeebyugon間で鉄道レールの一部が反乱軍により取り去られているのを発見，
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急停車したことにより大事に至らなかった。

vパンコク：ピyレマ・タイ国境問題討議開始。

8 日 ：ベグー： Nyaunglebin西地区AFPFL副委員長UAung Theinは Kyauktaga

の自宅で， 3人の武装した男達により射殺された。

f Kanyutkwin：；農業開発公社のトラックが 3人の共産軍兵士に停車させられ，

運転手は彼らによってその車に放火させられた。

9 日 Vパンコク：ピノレマ・タイ国境問題討議経了。なお両国はこの 3日間にわたる

会議で，タイにいるピノレマ人亡命者問題，密輸問題，土地所有紛争などを討議し

た。

V中央労働委員会， 労働控訴委員会， 労働小委員会は， 1966～67年度の初め

(10月 1日〉から1968年2月末までに，合計6061件の労働紛争を解決した。

そのうち中労委は 625件，控訴委は1036件，小委会は4400件を処理した。なお

未処理の紛争件数は1197件となっている。

10日 vネ・ウィン議長夫妻は BOAC機で英国に向け出発した。

11日 f The Guardian紙は， Yebaw Aung Khaing署名の，ピルマ共産党内部に

おけるタキン・タン・トンら北京派の反対派弾圧の実態、を暴露する論文を発表し

fこ。

なおこの論文中には次のような興味ある“事実”が報告されている。

Oタキン・タン・トンちは反対派を打倒するために，党規に反して中央委員会

会議を廃止した。 1967年4月278，彼等は5人のポリト・ピユーロ一員のうち 2

名を排除することに成功した。

同時に，北京ではそこに滞在している唯2人のポリト・ビューロ一員のうち，

Thakin Than Myaingは ThakinBa Thein Tinにより追放され，後に殺され

た。

01964年6月に Tharrawaddy県 Nattlain郡 Kyatnyo村附近で開かれた党中

央委会議への出席者と欠席者は次の通りであった。

出席者。 ① Thakin Than Tun，③ Y ebaw Ba Tin (Gosha!), GD Thakin 

Zin，④ Thukin Chit，⑤ Yebaw Htay，⑥ Ko Aung Gyi，⑦ Thakin Pu，⑨ 

Bo Zeya，⑨ Thakin Tin Tun，⑬ Ko Mya，⑪ Ko Soe Than。

欠席者。 ① Yebaw Toke，② Bo Myo Myint, ③ Y ebaw Tun Maung 

(Dr. Nath），④Y ebaw Kyaw Mya，⑤ Thakin Pe Tint，⑥Yebaw Tun Sein 

(Barbar），⑦ Bo Yan Aung，③ Thakin Ba Thein Tin, （北京〉，⑨ Thakin
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Than Myaing （北京〕。

しかしこの会議を実際に指導したのは，北京帰りの KoAung Gyi, Bo Zeya, 

Thakin Puであった。

0北京派はその後， YebawBa Tin, Yebaw Htayを殺害した。

01967年12月15日，タキン・タン・トンは中央委員全員に北京ラインにもとづ

く，次の事項を受け入れることを要求した。それは，①党の最新の綱領と憲章を

支持すること，②55年路線を否定すること，③中国の文化大革命で採択された決

議を支持すること，④Yebaw Ba Tin, Yebaw Htayらに反対する決議を支持す

ること，⑤農村階級路線その他の文書を支持すること，であった。この指示に反

するものは反党，平和主義者として追放されることになった。

01967年11月20日，北京派は中央キャンプで， 反 BaTin-Htay闘争終結集会

を聞き，そこで BoYan Aungを反対派として引き出し，その後彼を殺害した。

01967年12月31日，北京派は“BaTin-Htayの一味としての YanAung追放

闘争終結大会”を開き，そこで反党派残存分子として，次の地方党幹部が改めて

非難されることになった。

Yebaw Mya (U Tin U）＝ペグー山地区からの中央委員，彼は1962年党中央

委員会でタキン・タン・トン追放が画された時，中立的立場をとったと非難さ

れた。

Yebaw Tun Maung (Dr. Nath）＝北西地区からの中央委員， 彼は平和主義

者， BaTin同情者として非難された。

01968年 1月 1日から 7日にわたり，中央キャンプで ThakinZin （ポリト・

ピユーロ一員）は BaTin・Htay派残存分子排除問題について説明会を行なった。

このなかで，彼はベグ一山地区と北西地区の中央委員達を非難した。

0今年初め北京派は各地区から人員を選出し，中央キャンプに，中央マルク

ス・レーニン主義学校を設立した。 この学校の指導者には北京帰りの KoAung 

Gyi, Ko Myo Tintがなった。

0北京派は各地の地区委員会，郡委員会，村落委員会の委員，さらに一般党員

に直接手紙を出し，北京派に反対している中央委員達を各地区で下部から非難さ

せようと図った。

0デ／レタ地区の中央委員 YebawSoe Thanは，敵の攻撃をさけて県から県へ

と逃げ廻っている，たとえば第77師団がデルタで攻勢に出た時，デソレタの中央委

員や地区指導者達は何もしなかった，また彼等は敵が武装している時のみ攻撃す
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ると主張したがこれは間違いである，デルタで我々が成功していないのはその地

の指導部の責任である，などと非難されたo

l Kyauktaga: Nyaunglebin郡 Kaukkwe村附近で第57ピノレマ連隊パトローノレ

と共産党兵が衝突，共産兵1名死亡。なお共産兵は“徴税”活動に従事していたo

v政府軍第77師団の 1中隊はプロームとトングー県境附近のペグー山中で共産

兵と交戦，共産党プローム県委員会委員，同県司令官BoNyein他 4名の共産兵

を戦死させた。

なお BoNyeinは1963年の和平交渉に際し，共産党の手紙を最初に政府にとど

けた使者であった。 1964～65年は共産党中央キャンプの護衛隊長であった。

12日 Vアチャブ地区はサイクロンにより大被害をこうむった。アチャブ市は町の9

割が破壊されたとみられる。なお TinU 中央軍区司令官らはアチャブに急行し

fこ。

V中央人民労働者評議会会議代表団の報告会が， Thazi,Kawkareik, Bassein, 

Kyaukseでそれぞれ聞かれた。

'f Leweで 130人の僧侶達と住民400人以上が集会をもち，共産党のテロ活動

を非難した。

13日 Vアラカン地区救済のための特別6人委員会が結成され，議長には中央軍管区

司令官 TinU大佐が任命された。

'f Lashioで第1回民兵訓棟コース修了式が行なわれた。参加者は110人（うち

女性39人〉であった。

'f Kanyutkwin: Thanatkwin村で村長とその息子，および村の教師をしてい

るその義理の息子の 3人が， 7名の共産兵により殺された。

14 8 Vアラカン地方のサイクロンによる被害として，現在主でのところ死者800人

以上が数えられている。なお政府は全力をあげて救済につとめている。

曹アラカン地区救済復興中央委員会議長 TinU大佐は， アチャブに到着，被

害地域の視察を開始した。

'f Maubin郡 Yelai村で 3千人以上の農民，労働者，学生が集まり，反乱軍の

活動を非難した。

15自 Vパンコク：プラパー内相は，タイ・ピノレマ両国はメーサイ河付近の国境画定

について合意に達したと述べた。

T Bassein-Monywa問自動車道路の建設進む一一司Basseinから Monywaまで

Henzada, Thayetmyo, Minbu, Pakokkuを経由してのいくつかの自動車道路の
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建設がすすめられている。 Thayetmyo-Kama間（28マイル〕ではジヤンク勺レを

切り開き，非舗装道路の建設がすすんでいる。この道路には25万チャットの経費

が割り当てられている。また Thayetmyo-Minhla間（60マイノレ〉では基礎工事

は半ば終っている。経費は30万チャットである。 Minhla-Kanni間（12マイル〕

工事は20%程度進んでいる。工費は10万チャットである。

Sulegon-Seikpyu間（8マイル〉は土木工事の60%が終っている。工費は20万

チャットが割り当てられている。 Tanyaun宗一Sulegon間2マイルは半ば工事が

進んでいる。工費は5万チャット。 Seikpyu-Pakokku問45マイルで、は 6割がた

ジャングノレの切開きが終り，土木工事の45%が終った。工費は20万チャットが見

積られている。 Kanni,Min buとTanyaung間16マイルに必要な敷石の半分が獲

保された。この工事には10万チャットが割り当てられている。

なお Bassein-Henzada問， Thayetmyo-Henzada間の道路建設も進んでい

る。

16日 Vアラカンのつなみ被害は15日現在死者861, 家畜被害6000頭，村落被壊36ヵ

村，家屋破壊2000戸，同破損1万戸，政府財産の損害200万チャットに達したが，

この被害救済のため，アラカン地区救済・復興調整委員会がKyawSoe内相を議

長として活動を開始することになった。

なお現地では TinU 中央軍区司令官に卒いられたアラカン・サイクロン救済・

復興委員会が活動している。

vパンコクでタイ政府と国境問題を話しあってきたピノレマ代表団が帰国した。

17日 Vワシントン：ジョンソン大統領は Byroade現註ピルマ大使の辞任を承認し

た。理由は大使の個人的なものといわれている。

彼は 1963年9月以来！駐ピノレマ大使であった。なお後任はまだ発表されていな

'It、。

, Thaung Kyi農林相ら一行は Syriamを訪問，付近の郡当局関係者，農民ら

と農作の状況について話しあった。

T Pyu: Ye-o・Zin村で第5ピノレマ連隊ノξトロール隊は， “徴税持活動中の共産

兵2人のうち 1名を逮捕した。

vメ1レグイ東部郡のKywegu村付近での戦闘で政府軍は共産兵2名を生け捕り

にした。

18日 , Tin U中央軍区司令らはアチャブ，チャウクピュー両県の被災地を視察，救

済活動を指揮した。
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f Zigon：第92ピノレマ連隊部隊と共産軍が当地西方の Taungyadaw村で交戦，

共産兵3人が戦死した。

19日 Vアラカン地区の被害救済のための活動は，政府を中心として精力的に進めら

れ，一方全国からも救援基金が集まっている， またアメリカから AID援助とし

て毛布2万5千枚が届けられたのを始め，多くの同情が寄せられている。

20日 Vアチャプ・チャウクピュ一両県で提防16ヵ所が決壊していることが判明し

た。なおうち 8ヵ所の修復工事が進んでいる。残り 8ヵ所は雨期明けをまって始

められる。

なお今回のサイクロンで，家畜6139頭，穀物の種1371パスケットが失なわれ，

4万6900エーカーの田畑が海水により冠水し，つなみによる被害で人命1000人以

上が失なわれた。

また冠水田畑のうち 2万4500エーカーは再耕作が可能で、あり，総計アチャプと

チャワクピュ一両県で13万7100エーカーが耕作されうるものとみられている。

なお被害地域の家畜数は総計8万3700頭とみられている。

また穀物の種はまだ 1万1千ノξスケットあり耕作には不足しないとみられてい

る。政府はまた家畜を65万チャットで購入し，農民達に配分する予定である。さ

らに収穫払いで農具1万1千点を販売する計画である。

f Mogokで59人の人々が第1回民兵訓練コースを終了した。

21日 Vアチャプ： TinU 中央軍区司令官は，救済活動のために当地に到着した軍

政府関係者達に対L，アラカン地方救援のために，ネ・ウィン将軍がかつてアラ

カンを訪問した際に強調した“連邦意識”を思い起し，アラカンの人々を真の兄

弟と思って全力をつくして救援活動に努力するよう訴えた。

f Taunggyi県 Pinlaungで81人の人々が第1回民兵訓練コースを終了した。

22日 V政府は「1951年国際金融基金および銀行法」の第4と第6条を修正する革命

評議会法1968年第2号を公布した。

V今年度中に23万トン以上の肥料がラングーンに輸入され，うち18万3千トン

が6月中旬までに地方に出荷される予定である。 5月20日までに15隻の外国船が

8万5千トンの肥料をラングーンに送り込んできた。

肥料の地方輸送を担当している中央活動調整委員会はそのための各種の輸送手

段を準備している。肥料は船舶から直接内陸・沿岸輸送船，汽車， トラックに積

みこまれている。また民間のトラックもチャーターされている。 5月21日にはラ

ングーンおよび地方のトラック所有者およびその支店員，代理人らが自発的に肥
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料の地方輸送を申し出てきた。そして地方への輸送はすでに開始された。

Vカヤ州の1967～68年度農業生産物作付目標は次の通り。 （単位，エーカー）

米＝ 3万6949，麦二887，とうもろこし＝2205，立類＝927，落花生＝4070,

ごま＝2474，たまねぎ，ガーリツク，唐がらし， ポテト＝634, 野菜＝1295,

ピルマたばこ＝520，くわ＝5550

おお1963～64年度の数字は以下の通りであった。

米＝ 3万3750，麦＝66，とうもろとし＝1377, 豆類＝657, 落花生＝4175,

ごま＝2753，玉ねぎ，ガーリック，唐がらし，ポテト＝534，野菜＝914，ピル

マたばと二500。

また前年の1966/67年度には米＝ 3万3521エーカーが植え付けられた。

，ソ連から 2名のジャーナリスト，モスクワ放送の Govski氏と雑誌編集長の

Berejkov氏が2週間の予定でラングーンに到着した。

23日 Vラングーン＝タジー上り客車が Pyuと Nyaungbintha聞で地雷にふれ，先

頭の自動装甲車が軽度の損害をうけた。

Pyu駐屯第3カチン・ライフノレ， Nyaungbintha駐屯第5ピルマ連隊， Kan-

yutkwinからの第1チン・ライフルの各部隊からの兵士がかけつけ，残されてい

た地雷2個を取り除いた。

Vペグー：ここから10マイルの Ze-nyaungbingyi村の施薬所に約 10人の反乱

兵が侵入，薬品全部を掠奪した。

25日 V五つの軍管区司令部のそれぞれで、現役研修コースが終了した。

中央軍区司令部での修了式では TinU司令官が演説し， 民兵隊の結成の意義

について強調した。

, Putaoで第3回民兵訓練コース修了式が行なわれた。研修者は 59名であっ

た。

26日 , Taikkyi郡 Okkan村の農民評議会，労働者評議会，農協，土地委員会の各

メンパー，教員，学生を含む1500人以上の人々は集会を聞き，反乱軍の残虐行為

特に 5月22日の Panbindan村での農協議長兼農民評議会書記USein Maung殺

害を非難した。

, Bassein東部地区の Shanywa村人民警察軍は KNDO反乱軍の指導者Mahn

Ba Winを射殺した。

27日 , Thaung Kyi農林相はアチャプを訪問， TinU 大佐とともに被害地域を視

察した。なおラングーンなど各地ではアラカン救済のために，労働者が無償労働
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を行なうなどして資金作りが積極的に行なわれている。

Vアチャプ発：午前3時頃 Myaungbweに約 130名の共産軍（BoHla Tun 

BawとBoMe指揮）が侵入，人民警察所を攻略し，警官2名を殺し，農協商店

と商業局倉庫を掠奪して去った。

28日 Vモスクワ： U Ba Saw駐ソ大使はソ連最高会議民族評議会議長 JustasPa-

leckis氏を訪問した。

, Ingabu郡 Pyanchihlaおよび付近の村々の住民1千人以上は Pyanchihla村

で集会を聞き共産党反乱軍の残虐行為，特に TinAungに卒いられた共産兵が5

月24日岡村の農協書記兼土地委員会員 U Sein Maungを殺害したことを非難し

た。

Vメノレグイ：当地の第17ピノレマ連隊に， 共産党反乱軍の郡オルグ SeinThan 

と3人の仲間が，同党の郡委員 SoeLwin，オルグの ThanYuらを殺したうえ

投降してきた。彼等は同時に共産党に捕われていた20名以上の村人を釈放し同行

した。なお彼等は“北京帰り”の路線に反対して投降したという。

Vペグー：午後10時45分頃当地北方でマンダレ一発ラングーン行き列車が地雷

にふれ，先行中のディーぜノレ装甲車に乗っていた警官3名が死亡， 3名が負傷，

運転手が負傷した。

, Loikaw: Hpasaung郡 Papu村付近で第54ピノレマ連隊兵とカヤ反乱分子が約

15分交戦，反乱分子1名が逮捕された。

29日 , Thaung Kyi農林相は TinU 大佐らとアチャブでの木材商店などを視察し

た後ラングーンに帰った。

Vベグー：夜間当地北方のラングーン＝マンダレー鉄道の.Shwehle駅がKND

O反乱軍により焼き打ちされた。なお駅助役が連れ去られた。

, Thaton：政府軍は Mayangon村で、徴税活動中の KNDO“第2旅団”所属の

兵士と交戦， l人を戦死させたo

, Lewe郡 Sanwahaung村と付近の村民600人は，仏教と民衆の生活に対する

共産党反乱軍の犯罪を非難する集会を聞いた。

, Chauk発：当地の労働者達， 持に月収200チャット以下の低所得労働者達

は必需品の値上りに苦しんでいる。当地の主要消費物資の価格は次の通り。 （単

位，チャット）

ngasein/emata米＝3.75～4.25(pyi当りλ ガピコ 8～10(viss当り〉，魚

ソース＝2.50C 1びん〉，塩ニ 4(viss），砂糖二7～8(viss），純クリーム練乳

n
Y
 

5
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= s C 1カン〉， 脱脂練乳＝ 3～3.25C 1カン〉，“ラクトーゲン”＝20～21(1 

カン），小麦粉＝4.50(vi日仏ごま食用油＝10.50(viss），落花生食用油ニ9.50

～10 (viss），石けん＝40pyas ( 1コ〕，糸＝ 3～4(1巻〉，男物良質ロンジ一

二 20～22, 男物ロンジー＝ 9～10，鳥肉＝ 7 (viss), ぶた肉（骨っき〕＝ 7

(viss），ぶた肉＝ 8 (viss），マトンニ4.50～5(viss), ngamyin （魚〕：10～12

(viss〕， ggyinC魚〉ニ10～12(viss〕，その他魚＝ 8～9〔viss), コーヒーある

いは紅茶1ばし、＝35～40pyas0 

30日 f Yegyi：早朝，パセイン＝へンザダ鉄道の KamanksuとDaikpyet駅間の第

59号鉄橋でパトローノレの装甲ディーゼノレ車が地雷にふれ，転ぶくした。負傷者は

なかった。

▼ペグー郡Payagyi開発キャンプで第１６回トラクター運転手研修コース修了式

が行なわれた。研修者は llO名であった。

vラングーンの有名な Sharnie菓子店とオリエント・レストランは本日政府の

監督の下に営業を再開した。なお同店はさる 3月以来閉ざされていた。

Vミチナ：午後 10時頃 Myogonyaung映画館から出てくる群集に手投弾が投

げられ， 41人が負傷，うち10人が重傷を負った。なお手投弾は中国製で，投げた

のは KIA反乱分子と報じられている。

31日 V政府はラングーンで人民木材商店を通ずる堅木材販売制度を 5月10日付で変

更することにしたが，それによれば新しい販売方式は次の通りとなる。

新制度の目的は政府木材局（STB）の木材が不正直な商店経営者を通じてヤ

ミ市場に流れるのを妨止することにある。従来人民木材商店経営者は，その一

存で任意の需要者に10立方米までの堅木材を統制価格で販売することを認めら

れていた。しかしこの場合しばしば商店主は統制価格で販売せず，正直な消費

者は木材を手に入れることができないという事態が起った。

5月10日からすべての木材商店は任意に木材を販売する権限を停止させられ

た。すなわち木材商店は STB堅木材配給部の小地区副監督官により購入する

ことを認められた木材を配分するセンターとしての役割のみを演ずることにな

るわけである。

堅木材を本当に買いたい消費者はいまや， 小地区 SAC（治安行政委〉によ

り承認された申請書を，その役割がいまでは木材販売に最終権限をもっ副監督

官にその申請書を伝達することのみになっている商店責任者に送付すればよい

のである。
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5月31日，堅木材配給部当局は，なおも政府のヤミ対策をサボタージュせん

としている若干の木材商店従業者がいると警告を発した。いくつかの場合申請

書が副監督官のデスクに到着するのに不必要に遅れている。また消費者は木材

販売を許可する命令がきていないとか，との木材は販売用ではないとかいわれ

る。

しかし当局は新制度がヤミ商人に効果があるものと楽観している。より多く

の消費者が時間と労力を節約してその需要を充している。

また5月10日以来，ラングーンの26の木材商店に堅木を十分供給しておくた

めの努力がなされている。しかし 1日に 5～25トンの地方からのラングーンへ

の木材の到着状況では不十分である。これは鉄道施設の不備による。 STBは

目下この点について鉄道当局と話し合っている。

V北部チン高原の Tiddimと Falamの町が夜，十分な装備をもったミゾ族武装

部隊により同時に攻撃された。

Tiddimでは約 200人が町を完全に占領，警官隊，民間防衛隊は降伏した。ミゾ

部隊は町の金庫から50万チャットを奪い，商業局倉底，町の商店は掠奪された。

政府役場は放火された。 Kalemyoからピノレマ軍がかけつけたがミゾ部隊は死者

1名を残し，去った後であった。ピノレマ側警官1名が軽傷，民間人の死傷はなか

った。

同時刻に Falamに入ったー隊も金庫，商業局倉庫，商店を略奪した。警官1

名死亡。なおこうした攻撃は史上最初である。

T Kawkareik: Kya-in警察署からパトロール出動中の警官6名がKNDO反乱

軍に攻撃され，警官1名，反徒1名死亡。

T Pyapon県で反乱軍鎮圧作戦を行なっていた政府軍第98ピノレマー連隊は， 5月

中に，反乱軍との交戦で軽機1' ライフル9' ステンガン l, 手投弾2，弾丸

273発を捕かくした。

V中央労働委員会は 5月に74件の労働紛争を処理した。また労働控訴委員会は

83件を処理，ラングーン労働小委員会は64件，地方の労働小委員会は34件を処理

した。

司ム氏
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6月1日，インデ、ィラ・ガンジー・インド首相がインドへの帰途ラング｝

ン空港に約1時間立ち寄った際，ピノレマ側からティン・べ准将，サン・ユ准

将，チヨー・ソ一大佐らの要人が出迎え，空港で昼食をともにしつつ会談し

た。

このやや大げさすぎる同首相への歓迎は，実は，その前日，チン高原のイ

ンド国境に近い町，ティディムとファラムが，十分な装備をもっミゾ族部隊

に同時に攻撃，占領されるという，ピルマ史上かつてない大事件が起ったこ

とと直接関係していたものとみられる。

アッサムにおけるナガ族，ミゾ族反乱に悩まされるインド指導者と，辺境

におけるナガ，ミゾ，チン，カチン，シャン，カレンなどの反乱軍と悪戦苦

闘をつづけるピノレマ政府指導層との話合いは，勿論，協力して共同の敵に対

決しようという結論をえたであろうが，その実行は極めて容易ならぬことは

いうまでもないであろう。

しかもピノレマ政府は，いまや辺境のみならず，首都ラング｝ンからほど遠

からぬ，ペグー県，プローム県， トングー県などの中央部における共産反乱

の激化にますます悩まされている。

6月25日，ペグー県知事は命令を発し，住民が，午後6時から，午前6時

までの間，鉄道線路を横断したり，線路に近づいたりすることを禁止した。

この命令の目的が今年に入って続発している共産ゲリラによる列車爆破事

件を防止せんとするものであることはいうまでもない。先月の5月に未遂を

含めて 6件に達した鉄道爆破事件は， 6月に入ってもつづいた。

5日にはマンダレ一発ラングーン行列車が爆破され，乗客14人が死亡， 17

人が負傷した。 21日には，タジ一発ラングーン行列車の装甲護送車が爆破さ

れ，兵士2名，運転手が死亡した。

共産軍の活動は勿論鉄道爆破のみではない。 2日にはラングーンzマンダ
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レー鉄道上のペグー県ニャウンルーピン町の一角が共産軍に占拠され，物資

を奪われているし， 7日にデルタのボガーノレ町の一角が同様に占拠された。

28日には同じデルタで客船が45分間にわたり銃撃され，海兵1名が戦死， 2

名が負傷している。

このほか農村部では村々における政府協力者へのテロ，農協への攻撃など

は依然としてつづいている。

さてこうして激化する反乱活動への対策が，いまやますます焦眉の急とな

っている一方，政府は少なくとも軍事的にはがっちり確保している主な大・

中の都市部の住民に対して，やはり懸案の流通機構の改善をともなう消費物

資供給の確保という課題をも解決することを迫られている。

政府はすでに「人民商店J制度を廃止して消費者協同組合制度を導入する

という方向を打ち出している。しかしこれはまだ全国的には実施するに至っ

ていない。昨年のいまごろ緊急事態としてひき起された米不足は，目下硲と

ころまだ伝えられていない。とはいえこれは決して政府の流通政策が改善さ

れたからだとはいえそうもない。恐らくヤミ取引がこれまであまり強く取り

締られていないので，ヤミ物資の形で米が動いていることが危機を回避させ

ている最大の理由とも思われる。もっとも政府はヤミ米取締り方針を打ち出

しているが，その場合でもヤミ米貯蔵者達に自発的に米を売り出させること

を意図したかなり穏やかな方策しかとられていない。それに今年はアジアで

は米がだぶっき気味なので，密輸に廻る米が少ない筈なので，ヤミ米が都市

部に流れこむ割合が昨年より増加しているとみられることも，米不足の回避

に役立つたかもしれない。

さてこうした状況のなかで 6月30日，ネ・ウィン議長は長かったロンドン

滞在を終え帰国した。しかし同議長の今後解決すべき諸問題は上述のごとく

山積みしている。しかもウー・ヌー前首相と彼の旧閣僚達はラングーン各地

を歩き廻っているし，マンダレーでは，久々に労働者のストライキが発生し

た。動静の伝えられないオン・ジ一元准将らの動きとともに，都市部におけ

る政府批判勢力の動向も注目されてきているのである。
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6 月
1 日 インドのインディラ・ガンジ一首相はマレーシアなど訪問の帰途ラングーン空

港に 1時間立ち寄った。同首相は空港で TinPe 准将， SanYu准将， ThanSein大

佐， KyawSoe大佐， MaungWin大佐， UThi Han外相らと昼食をともにした。

vラングーンの食品価格など上昇一一本日の食品価格は2週間前に比して上昇

しているo 魚，ガピー，干魚，ポテト，玉ねぎ，唐がらしなどは Viss当たり 1～

5チャット上昇した。

値上りの理由は地方からの入荷が減少していることと，卸商が所得税を恐れて

営業を停止しているためといわれる。卸商は郡商業局と SACにその名称を登録

せねばならない。また店の移動も許可を得ねばならない。所得税はこれらの許可

をもとに，推定された利益に課される。

防水用品は買うことができない。建築資材は手に入れることが極めて困難であ

り，人々はちょっとした修理もできない。木材のストックをもっている者達は，

それで家具を製造し，非常な高値で売っている。

6フィート× 3フィートのテーブルは100から150チャット，戸だなは300～500

チャットである。くぎ， CIシート，セメント袋は公定の 3倍で売られている。

ヤミ商人達はその商売中心地をオンサン市場の西地区に移し，スポーツシャツ，

ナイロンジャケット，パティック，ポールペン，万年筆，時計，薬品，電池，陶

器，シャツなどを売っている。彼等は市のマーケット内で営業しているわけであ

るが，当局は彼等を追い出そうとはしていないし，また家賃を支払うことも求め

られていない。

本日の小売価格は次の通り（Viss当たりチャット）ーーとり肉ニ11，あひる肉＝

12，脂肪なし豚肉＝12，脂肪づき豚肉＝10，牛肉（骨なし） = 8，牛肉（骨っき）＝

7，マトン（骨なし） =11，マトン（骨づき） =10,Nyamyin=l5, Ngagyi/Ngakhu= 

14，かき（大型） =14，かき（小型） = 12, Ngathalauk= 8, Ngagyiと Ngathan-

laitoe=9, Ngazinyaing=6, Ngaphaichit=l5, Ngayanニ 10,Cathapaung = 10, 

Ngathanpar= 10，乾そう Ngayan（大） =30，同小＝25，乾そう Ngakunshut=l3,

Ngabokechauk（骨なし） =36，同骨っき＝20，同骨のみ＝15, Abyaichaukニ10,

乾そう小魚＝14，塩づけNgakhu=15，塩づけ Ngathalauk=6，乾そうえび（大）

ニ45，同小ニ35，えびガピー（良質） = 8，えびガピー＝ 6，魚ガピー（良質） = 6' 
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魚ガピー＝ 5，あひる卵（4コ） =l.20，鶏卵（4コ） =l.40，食用油＝10，玉ねぎ

（大）ニ 3，同小＝ 2，ガリク（single pods)= 12，ガリク（multiplepods)= 4，ひよ

こ豆＝3.5,Pesingon= 5, Penilay= 6，ポテト（大） = 4，同小＝ 3，唐がらし

（短） =15，同（長） =12，塩＝ 3，魚ソース二 6，しよう油透明＝1.50，同（濃）＝

2.50，豆製そうめん＝19，米そうめん二 8，うどん（25Tical束）＝ 3，練乳＝4,

純ミノレク＝ 6, “ラクトーゲン”（2.5ポンドかん） =25，同（ 1ポンドかん） =12, 

“huyechun”2 Y2かん＝20，“オーパノレティン”泌ポンドかん＝20，味の素（小袋）

=3，セイロン茶（ 1ポンド） = 7，ピノレマ茶＝ 5，“ShweChinthe”コーヒー（ 1ポ

ンド） = 7，さごやし＝ 6，ココナットニ1.50,iJ>糖二 6, Kyaukphayonyo=9, 

“Lux”石けん（ 1コ） =l.50，炭酸石けん（ 1コ） =l.50，“Sunlight”石けん（ 1 

本）= 5' 
ゲ一ト”歯みがき粉（大）二10，‘‘BPI，，歯みがき粉＝3，“SupperQuinl♂バーカ

ーインク（2オンス）= 4，“パイロット・インク”＝ 2，‘＇70’clck”かみそりこ 10 

2 日 Vベゲ一発：午前2時頃，ランゲーン北方約 100マイルのランゲーン＝マンダ

レー鉄道上の Nyaunglebinの町の一角に60人のピルマ共産党軍とそれに卒いられ

た60人の農民が侵入，私営の倉庫から綿製品，綿糸などを奪って去った。共産軍

は Tantaya精米所の警察派出所を攻撃，精米所倉庫に放火，そして Chanmya

Thasi地区の五つの織物工場から1800チャットの綿製品，綿糸を奪った。共産軍

は約1時間半町に入り，その間政府軍と交戦，大被害を受けて去ったという。な

お政府側に被害はなかった。

V第4商業公社は国産酒の生産低下のため，ラングーン市内の50のうち12の国

産酒販売小売店を閉鎖した。

v商業局が貸付けている織糸で操業している 135の手動織機工場経営者は，第

5商業公社に対し，彼等への織賃の支払いが4ヵ月も遅れ，労働者に賃金を支払

うこともできなくなっていることについて苦情を申し立てた。

3 日 Vウー・ヌー前首相らは前日にひきつづきアラカン救済のための募金をランゲ

ーン市内の AFP凡街と Kandαwgαlαyで行なった。ウー・ヌーに同行したのは

Thakin Tin, U Kyin, U Thwin, U Maung Maung, Thakin Pan Myaingらであった。

V ミチナ県 Lawkhaung地区で政府軍の 1分隊はカチン独立軍（KIA）“第2

旅団”の ZokDaing大尉に卒いられた約35人のカチン独立軍と交戦， KIA兵9

人を殺した。

Vカチン州、lSumprabum計画党支部は会合を聞き，同地で民兵隊を設立するこ
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とを決めた。

T Mohnyinで2000人以上の住民が集まり，ミチナでの反乱軍の手投弾による

映画観客負傷事件を非難した。

4 日 Vウー・ヌー前首相らはラングーンの Bahan地区でアラカン救済基金集めを

行なった。

同行者は ThakinTin, U Win, U Thwin, U Kyin, Thakin Pan Myaing, U Than Sein, 

U Maung Maung, Bo Khin Mau時 Gale,U Law Yone, U Tun Sheinらであった。

v政府は南シャン州の Kokangと Waの両地区の住民に対し，麻薬（けし〉

栽培を今年から禁じる旨の印刷物（ビノレマ語，シャン語，中国語〉を配布してい

る。

T Mogokで大衆集会が聞かれ， 5月30日のミチナでの映画館観客へ反乱軍が

手投弾を投げた事件を非難した。

5 日 Vペグ一発：ランゲーンニマンダレー鉄道の上り客車が Shwehlayと Payagyi

駅間で午後11時25分，地雷により爆破され，乗客14人が死亡， 17人が負傷した。

ピノレマ共産党軍は爆破後列車に接近したが，政府軍第90ピノレマ連隊と増援の第

30ピノレマ連隊，および警察隊により撃退された。

T Aunglan発： Hsinchidaingと Ma・u・hl王on村間で、乗合ノξスが共産ゲリラに

より銃撃され，警官2名が死亡，乗客1名が死に， 3名が負傷した。

Vウー・ヌー前首相一行は Ngadatkyi街でアラカン救済基金募金活動を行な

っfこO

V第1商業公社（農産品〉監督官 SanWin中佐に卒いられた貿易使節団がソ

連，東独，英国，メキシコ，米国，日本，シンガポーノレ，マレーシア訪問のため

出発した。

v南東軍区司令官 MaungLwin大佐らの一行は，バーアンでコートレイ州評

議会メンパーと会談，また農民評議会員，村落評議会員らとも話し合った。

' 5月22日以来ピノレマ各地を視察していたソ連ジャーナリスト帰国。

6 日 ロンドン：ネ・ウィン議長はウィルソン英首相と昼食をともにし，アジア情勢

一般について意見を交換した。

Vモスクワ： SanWin中佐に卒いられたピノレマ貿易使節団が到着した。

vウー・ヌー前首相一行は Kyaikkasanと Goodli妊e地区でアラカン救済基

金集めを行なった。同行者は ThakinTin, U Rashid, U Thwin, U Than Sein, 

U Kyin, Thakin Pan Myaing, U Maung Maungらであった。

Q
d
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v国産酒不足の原因は，精糖工場からの糖みつの供給が不足しているため，ピ

ノレマ製薬工業（BPI）によるアルコーノレ生産が低下していることにあるという。

BPIのアルコール部門では，ここ数週間精糖工場からの糖みつの供給が止ってい

る。そのため BPIは国産酒の生産を日産4000ガロンから1000ガロンに落した。

凪崖酒は従来もち米，あるいは普通の米からつくられていたが，昨年の米不足

以来，糖みつを使っている。精糖工場は操業シーズンが終りに近づいているので

副産物を大量にもっているといわれるが，貨車不足で運び出せないという。

Vカチン州評議会 U Dingra Tang議長は， Mohnyin郡の HelonAungmya 

村・， Ka山村の村民500人以上と会合し，経済，社会福祉問題などを話し合った。

T Bassein: Athok郡の Seiktha村で徴税活動中の KNDO兵5名が Athok

の第36ピノレマ連隊ノfトローノレに攻撃され， 3名が戦死したo

v関係当局よりの報告によれば，アラカン復興作業は約1割が達成されたとい

フ。

7 日 Vウー・ヌー前首相一行はラングーンの Yankin地区でアラカン救済基金募金

活動を行なった。同行者は U Thwin, U Kyin, U Raschid, Thakin Tin, Tha-

kin Pan Myaing, U Than Sein, U Maung Maungらと附近の住民約60名であ

った。

’Bogale : NDUFの ChitLayに卒いられた約80人の反乱軍が夜間町の郊外に侵

入，人民商店3店から物資を掠奪した。なお政府軍は反乱軍と約30分交戦し，反

乱軍を負傷者を連れて逃亡，政府軍兵士2名が軽傷を負った。

T Kyangin: Thebyu・Gyogon村の土地委員会書記が， 2名の共産兵に連行さ

れ殺された。

T Tangyang：政府軍（第33ピノレマ連隊），党，行政関係者は Wa族の Lwan-

maw民兵隊指導者 U Hkun Sarらと会談し，この地域での Wa族民兵隊設立

促進について検討した。

V本日付の外貨保有高は，政府保有が10億637万7765チャット，ピノレマ銀行保有

が7億1911万6026Cうち金3億9000万〉チャットであるO

なお本日終る 1週間の流通貨幣量は19億3077万4164チャットであった。

8 日 Vメイミヨー郡地区司令官 HkunNawng大佐は，メイミヨー＝セダワ鉄道ラ

インの鉄道労働者，兵士，警官達と会い，乗客を危険から守る問題について話し

合った。

V ミチナで2500人以上の労働者，教師，学生らが集会を聞き， 5月30日の映画
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館観客への反乱分子のテロ行為を非難した。

vベグ一発：先週，ピノレマ共産党兵士2名が Intagaw地区で軍隊から弾薬を

買おうとして第 105軽歩兵連隊により逮捕された。彼等は共産党 KyiHlaing隊

に属していた。なお彼等は小銃弾50発を 400チャットで買おうとしていた。

V教育と衛生問題について研究するため英国と西ドイツを訪問していたラーハ

ン教育・厚生相，帰国o

v中国赤十字はアラカン救済基金として 1万元をピノレマ赤十字に送った。

, Shwegyin: Pyuntaza警察管区の Thaunggyi村の小学校に午前11時頃共産

兵が現われ，学校閉鎖を命じ，教員は明日学校にくれば殺害すると告げて去った。

, Tiddim：政府は当地で今後3ヵ月分の米，塩，ガピー，ミノレク，砂糖を阻給

している。なお米の配給は政府役人には 1人当たり月間3～6pyis，その他の人

人には 3～5pyisである。

9 日 Vウー・ヌー前首相一行はラングーンの Dagon地区でアラカン救済基金募集

活動を行なった。同行者は U Thwin, Thakin Pan Myaing, U Maung Maunε， 

U Than Seinと附近の住民約70人であった。

, Toungoo発：政府軍は Thandaung郡 Kyauktaga村附近の海抜 1640フィ

ートの Nanwintet高地にある NDUF軍キャンプを占領した。このキャンプは

Bo Ba Hanと MaungNgai軍の司令部であった。

, Pyapon：共産党軍は夕刻， Thameinhtaw村の Ngagyiyo運河で U Tin U 

経営の漁業施設を破壊し，労働者監督1名を負傷させた。

V本日付けの‘＇ TheGuardian”紙は「農業機械化Jについて社説をかかげてい

るが，そのなかでトラクターの普及状況について次のように述べている。

1962年末には 500台以上のトラクターが農民により所有され，一方農業・村落

開発公社（ARDC）は335台を保有し， 12万7300エーカーを耕作した。 1962～63年

度中には， トラクター台数は2324台になった。革命政府の登場後，その数は上昇

し， 1965～66年度には4486台に達し， 1966～67年度には5388台となり，そのうち

4511台が農業用， 877台が非農業用であった。

1966～67年度にARDCは1万1222人の従業員（トラクター運転手7736人，機械

工1912人， トラクター・ステーション監督官463人，本部員1111人）をもった。同

年度，これらのトラクターは90万2200農業時間と45万1100道路時間，都合 135万

3300時間稼動した。トラクター 1台当たりの稼動時間は300時間で， 200農業時間

と，100道路時聞からなっていた。これらのトラクターは68万2000エーカーの土地
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で働いた。平均 151エーカーである。トラクター 1台当たりの収益は1647チヤツ

ト，合計742万7700チャットであった。一方総支出は4344万9600チャット， 1台当

たり9632チャットであった。

とのことはトラクターはその収支を償うために年平均600農業時間稼動せねば

ならないということである。

10日 V北西軍区司令官 SeinMya大佐は Kyaukseを訪問，地方政府当局者と会談

したo

TU  Ba Saw駐ソ大使はその任を終え，モスクワを出発したo

T Hkamtiで最初の民兵訓練コースが聞かれた。

vパーアン郡の第11旅団で、聞かれた集会で，コートレイ州評議会議長 SawHla 

Tunf士，農業開発のためには，軍事，政治，経済，社会福祉，行政の五つの戦線

で同時的な活動がなされねばならないと述べた。

T Lasio北県で作戦中の第9ピルマ連隊のー隊は， Konglong村附近で9日夕刻

から10日朝まで，約 150人の共産軍と交戦，共産兵7名を殺し，中国製軽機3丁

を捕かくした。

v中国国境附近の Kutkaiと Kyukok地区をパトロール中の第4カチン・ライ

フルのー隊は朝，反乱軍と衝突，反乱軍8人を殺し，中国製軽機関銃数丁を捕か

くした。

T Ela：当地の住民2000人以上は集会を聞き，反乱軍のテロ活動を非難すると

ともに，民兵隊結成を要求した。

T Ponnagyun発：約5日前， NyoTha Aungに卒いられた“赤い力”をもっ

20人の 1隊と共産党兵30名が Thayetcho村に入り，村の長老4人を連れ去った。

なお“赤い力”とは，共産党より農村地帯でやや金持の連中から掠奪すること

を認められている人々のことである。

v北部チン地区で作戦中の政府軍は，インド国境から15マイルの Hsimok村で

キャンプ中の KyawHko Kin Gorに卒いられた約100人のミゾ族部隊と交戦，

15人を殺した。

T Falamの住民2000人以上は集会を聞き，ミゾ族の攻撃を非難したo

vミチナ専門学校で民兵隊訓練コースが始まった。

11日 Vウー・ヌー前首相一行はラングーンの下町でアラカン救済基金集めを行なっ

た。同行者は U Thwin, U Raschid, U Win, Thakin Pan Myaing, U Than 

Sein, Pagan U Ba Gyan, U Kyin, U Maung Maung, U Law Y one，および

一（ 96 ）一 ハu
q
L
 



ピ／レマ（ 6月〉

附近の住民約80人であった。

T Paung：南東軍区副司令 HlaTin中佐らは当地で農業問題について郡関係

者と話し合った。

T Lashio県 Namtu北方， Mong-dotで，有名なシャン独立軍指導者 MαingHkwan 

（あるいは SaiNyunt）に卒いられた80名のシャン独立軍と政府軍が交戦，独立軍

5人が戦死， 15人が負傷した。

12日 Vモンスーン期農業融資一一国家農業銀行はすでにその地方支店に対し融資を

与えるよう指示を出し，そして中央治安行政委（SAC）も地方 SACに対し， 8

月末までに融資を行なうよう指示した。

農家当たりの融資額は平等な配分を保証するために最高500チャッに決められ

ている。融資は各農家の品種別耕作エーカー数に応じて支払われる。すなわち，

米はエーカー当たり25チャット，綿花20チヤツト，ポテト75チャット，玉ねぎ75

チャット，ピノレマたばこ60チャット，唐がらし50チャット，ケナフあるいはジュ

ート 20チャット，とうもろこし，マッペ，大豆， Pedisein,Pelun, bocatepe, 

suntani, suntapyar, pegyi, pekya, pebyugale, pesingon，バター豆， peyin，ひよ

こ豆， penauk各10チャットである。

融資は集団保証制で村落農業銀行，あるいは銀行のない場合には村落農協，あ

るいは銀行，農協のない場合には村落土地委員会に配分される。

融資は昨年の融資に関する責任を達成した農民達，および新しい農業銀行を設

立した農民達に対し支払われる。

なお12日には， Kyaukchaung村で4人の農民に 1万2525チャットの耕作融資が

支払われた。彼等は前年の融資を完済しており，今期の融資を全国で最初に受け

取る人々となったo なお政府当局者はとの村の農民に対して，前年まではエーカ

ー当たり 6チャットしか融資しなかったが，今回は45チャットを与えると説明し

fこ。

Vウー・ヌー前首相はラングーン西地区でアラカン救済基金集めを行なった。

同行者には U Thwin, U Win, U Aye Maung, Mahn Ba Saing, U Than 

Sein, U Maung Maung, Daw Ma Yi, U Tin Kyiらが含まれていた。

T Tiddim：北西軍区司令官 SeinMya大佐らは当地を訪ずれ，町の長老達に

ミゾ族の攻撃を繰り返えさないと約束した。

T Thaton県 Theinzeik村区29ヵ村の農民2000人以上は Winpa村に集まり，

KNDO反乱軍のテロ活動を非難した。
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V東独文化使節団， 2週間の予定で訪問。

13日 Vピノレマ駐在中国大使館は， ピルマ外務省に覚書を手渡し， ピルマ政府が不法

に逮捕した愛国華僑の国外追放を発表したことに抗議した。

Vウー・ヌー前首相らはラング｝ンの中国人街でアラカン救済基金募集活動を

行なった。

T Kyaukpadaung：当地の高校に1500人以上の学生，教員，労働者，農民が集

まり，反乱軍のテロ活動を非難した。

T Danubyu：警官隊は10人の KNDO兵と 1時間にわたり Hpoyaw附近で交

戦し， KNDO兵 1名を殺した。

V協同組合局はラングーンを含む全国での都市部消費者協同組合の結成を進め

ている。

郡協同組合局は日下，郡 SACと協力して各管区内の人口と人民商店数を集計

している。同時にこのセンサス集計を行なうチームは，協同組合結成についての

世論，大衆が結成される協同組合に拠出しうる基金の額，協同組合の取り扱う商

品の種類について調査している。

これらの調査の結果は，協同組合局に今月末までに提出される。協同組合局は

適当な準備を整えた後，都市協同組合結成について発表し，それより協同組合が

結成されることになる。

村落協同組合（農業および多目的協同組合）はこの都市協同組合の結成により

影響をうけない。

なお1963年には9216の村落協同組合， 748の消費者協同組合， 87の工業協同組

合， 224の郡協同組合， 924の一般協同組合があった。

1967年には郡と消費者協同組合は廃止されていて， 20の工業協同組合，537の一

般協同組合， 1万2459の村落協同組合があった。なお今年，村落協同組合は 1万

3245となった。

’メイミヨー郡区司令官 HkunNawng大佐は Nawnghkioを訪問， Gokteik

およびピノレマ本部と北シャンとの境界地区の道路，鉄道の治安について関係者と

話し合った。

14日 ’人民労働者評議会中央執行委員会第2回会議は MaungShwe大佐を議長と

し，地方代表をも集めて聞かれた。

会議では組織，生産，規律，福祉の各小委員会が結成された。

なお第1固執行委は5月30日， 31日両日聞かれている。
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' （北京発新華社＝中国通信）『タイ人民の声』放送は， “タノム集団とネ・ウ

イン集団は先月会議を聞き，共同して両国の人民草命武装勢力を弾圧することを

決めた。黒い会議は，双方の軍隊・警察が「掃討Jのため相手方の国境2キロま

で入ることに同意し，また蒋匪賊残存部隊が両国の人民武装勢力弾圧に加わるこ

とを認めた”と述べた。

T The Working People's Dailyによれば，政府の農業融資に関する農民の未

返済金残高は， 1964年までに 1億6700万チャット， 1966年には2億9900万チャッ

ト， 1968年3月には 3億8700万チャットに達じているという。

なお最近の年間融資額は4億チャットである。

Vラングーン管区の家畜飼育業者数は 1月の7599から 6月初めに8368に増加し

た。

それとともに，にわとり数は77万9358羽から81万0818羽に，牛は 1万4962頭か

1万5549頭に，水牛は5451頭から5732頭に，豚は 3方8456から10万4012頭に増加

した。

なおラングーン管区の家畜数は全国の約半分を占めるといわれている。

Vウー・ヌー前首相一行はラングーンの北 Okkalapaでアラカン募金を行なっ

た。同行者には U Thwin, U Win, U Than Sein, U Par, Daw Tin Tin, U 

Aung Myint, U Ba Hla, Bo Than Myint, Thakin Pan Myaingらであった。

V東ベルリン：ピノレマの SanWin中佐に卒いられた経済使節団は目下東独訪

問中である。

T Loikaw：政府軍第54ピルマ連隊員と警察隊員は，市場で情報を集めていた

共産党員3名を逮捕した。彼等は， NandaMyint （作家，前ラングーン・デイリ

｝記者，南シャン州北インレーの作戦・組織責任者）， Ko Ohn (Pinlaung郡

Saga村の党組織責任者，僧侶の姿をしていた〉と， PanMyaing (Ko Ohnの

仲間）であった。

T Kalemyo発： Tardan村の Lushai族2000人以上は集会を聞き，ミゾ族の

Falam, Tiddim攻撃を非難した。

T Madayaとその附近の住民4000人以上は集会をもち，反乱軍の活動を非難し

た。

15日 V今年用モンスーン農業融資として 6月 13日以来 Shwebo県 Ye-U郡の

Myogyi, Kontha, Ywamithaの各村で13万2775チャットが支払われた。

Myogyi村では262人の農民が5万2400チヤツトを受け取り，Kontha村では108
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人が2万1550チャットを， Ywamitha村は 5万8825チャットを受け取った。支払

いは10チームにより各農家で行なわれた。

Vラングーン管区では，人民商店と商業局倉庫の在庫調査を行なうための移動

調査班が来月より活動を始める。

' Yαwnghwe郡 lnle地区の機織業者連の窮状一一同地域には約l万の大小の機

織業者がいる。 3年前には，全ての業者は繊維計画局から原料を支給され，完成

品は村落農協を通じて集められていた。しかし機織業者のなかに与えられた原料

分より少なく完成品を提出するものがu、ることがわかったため，この制度は廃止

された。

そのかわり，全業者は計画局に登録し，その場合，以前に支給された原料分の

完成品を提出することが登録条件とされた。この時，金持の業者はヤミ市からそ

の完成品を速やかに買い戻し，当局に提出し，登録をすませることができた。し

かし貧しい業者はそうすることができず，その多くは登録することができなかっ

Tこ。

いまや約5000の小業者は金持業者の一種の下請となり，徹底的に搾取されてい

る。小業者のなかには原料を求めて Thazi,Meiktila, Hanza, Thedaw, Wund-

winあたりまで出かけている。売るときも，彼等はヤミ市で売らねばならない。

かくして彼等は，絶えまない貧困と，強制された不法行為，金持の搾取のなかで

働らかねばならない。

彼等のなかには労働者評議会がこの問題を解決してくれることを望んでいるも

のもいる。

V トーング一発：共産党兵が Swa西方の政府木材切出し所で象4頭を殺した。

16日 V本日のうンゲーンの主要食品価格は次の通り。（単位，チャット／viss)

とり肉＝ 8，あひるニ10，豚肉（脂肪なし） =10，豚肉（脂肪づき）＝ 8，牛肉（骨

なし）＝7，牛肉（骨っき）＝6，マトン（骨なし） =10，マトン（骨っき） =8，食用油

=9.50，玉ねぎ（大） =1.50，玉ねぎ（小）＝1.25，ガリク＝ 8～12，ひよこ豆二

3.50，ポテト（大）＝2，ポテト（小） =1.50，唐がらし（短） =15，唐がらし（長）二

12.50，塩＝3，魚ソース＝ 6，しょうゆ＝ 2～3，豆製そうめん＝19，米そうめん＝

6, うどん（25tical束）＝3, ミルク＝4～6，セイロン茶＝7（ポンド当たり），ピノレマ

茶＝1. 50 (lOticals），砂糖＝ 7。

なお男物ロンジー＝28（人民商店で12），女物ロンジ－＝15（人民商店で4.90),

ロシア・シャツ＝ 8 （人民商店で1.65），色物テトロン＝24（人民商店で8.25)
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T Zigon: Taundwingyiの米価は高騰し，しばしば50チャット／パスケットに

達し，プロームでは27チャット，一方 Gyobingaukでは 14チャットとなってい

る。このため老いも若きも人々は競ってヤミ米運びに従事している。鉄道警察官

や鉄道員，郵便局員までこれに巻き込まれている。ヤミ取引に従事しているもの

の数が極めて多いので，彼等は取締官に暴力で抵抗することさえある。

なお米は当地および Nattalin,Gyobingaukなどから，夜間ラングーン発列車

を利用して運ばれているという。

Vカチン州評議会員 U Tun Yinらは，ミチナ県明Taingmawで地域当局者

と治安，経済などを話し合った。

T Pakokku県 Gangaw郡 Kyawyi警察所に，赤旗共産党中央委員 Mya

Kyaw Gyi （女性〉と 4人の党員が投降してきた。

T Hkamtiで約500人が集まり，反乱軍の活動を非難した。

T Homalin (Sagaing県）発：当地の農民達は不作による米不足に苦しみ，飯

米にすら事かく有様である。そして家畜と米を交換することのみならず，子供を

米と交換した例すら報じられている。

17日 Vマンダレー：“トIago”葉巻たばこ工場チェーンの18の工場のうち16工場の労

働者が， 1時間半の座り込みストライキを行なった。

彼等はこの工場チェーンがまもなく合併されることになり，その場合彼等の諸

権利が失なわれることになることを恐れている。

v今朝，マンダレー市全域でビルマ共産党を非難し，人々に反乱軍の脅威を排

除することを呼びかけるポスターが現われた。ポスターは市の北部，第84番街，

Myetpayat地区で特に多くみられた。

T Ngaputaw：第38ピノレマ連隊攻撃隊は Myauntmya郡 Hlaingbone村付近の

NDUF軍の隠、れ家を攻撃したが，反乱軍は抗戦せず逃げた。

vウー・ヌー前首相らは南 Okkalapaでアラカン救済基金集めを行なった。同

行者は ThakinTin, U Thwin, U Raschid, Thakin Pan Myaing, U Than 

Sein,. U Maung Maung, Thakin Chitらであった。

T Paung：政府軍第24ピノレマ連隊部隊は，投降者の情報により KNDO反乱軍

の隠れ家を攻撃，反乱軍2名を殺した。

' 6月末，あるいは7月初めに，中央商業局で郡商業局マネージャー調整会議

が聞かれる予定である。議題には，規制によってひき起される遅れ，商品の動き

についての障害，倉庫での保管上の問題，商業局と消費者委員会の関係，商業局
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雇用者の汚職，生産の動向などが含まれるという。

Vタヴォイ発： Maung叩 e-Shaung,Zaha, Hsinseik, W aikyunの各村人は目

下，共産党とその分派の BaYi，“Tiger”Chit Tin, Tin Ngweらに率いられた

グループの双方から“税金”を課されて苦しんでいる。

従来は農民達はその土地の一部を共産党のために耕作することでよかった。し

かし昨年来， BaYiとChitTinの分派グループがYepyuとこの郡内のいくつか

の村で暴れている。彼等は TinNgweグループと結びつき， Maung-me-Shaung

村までの農民から“税金”を取り立てた。彼等は共産党とさえ，その領域を通過

せんとして衝突した。

今年彼等はより大胆となり，日seinseik,W aikyunの各村まで活動を拡大した。

彼等は農民に税金を支払わずして，土地で働くことを許さないといっている。

政府軍は日下彼等を掃討中である。

, Sandoway: Gwa郡 Taingkyo村に情報を集めにいった警官が共産党兵4人

に殺された。

, Matupi：当地の住民1千人以上は集会を聞き，ミゾ反乱軍を非難した。また

第 1回民兵訓練コースが開始された。

18日 Vウー・ヌー前首相らは Kemmendineでアラカン救済基金集めを行なった。

同行者は ThakinTin, U Th win, U Than Sein, U Win, Thakin Pan Myaing, 

U Mya Maungらであった。

, Waw：：本郡の Nyaungshekha警察管区の Sabai村治安委議長は6月14日夜

反乱軍に殺されたが，本日その葬儀に 2千人以上の人々が集まり反乱軍の行動を

非難した。

19日 , Zalun郡治安行政委議長 SawLwin大尉，党支部書記兼農業銀行マネージ

ャ U Hla Kyiらの一行は， Zawgyikwin,Phetthaung, Zedikwin各村の農家に

モンスーン耕作融資を支給した。 3ヵ村で 264人の農民に 7万チャット以上が支

払われた。

Vカチン州評議会員 U Tun Yinらは Mogaungで村落農協員， 土地委員会

代表らを集めて，治安問題などを話し合った。

T Tiddimで，岡市と附近の16ヵ村からの住民1600人以上が集まり，ミゾ族反

乱軍を非難した。

20日 Vマンダレ一発：マンダレー郡区労働者評議会議長U Hlaは“Naga”葉巻た

ばこ工場労働者のスト問題について労働者評議会第9基本単位（“Naga”葉巻た
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ばこ工場〉メンパーと会見した。

同工場の労働者は17日につづき， 18日もストライキを行なった。

同議長は社会主義計画党支部で労働者代表と会い，労働者の権利は労働者評議

会を通じて表明されうるので，ストライキは不要だと述べた。同議長は合併によ

り影響をうける 4千人の労働者が不利益をうけぬような措置をすでに講じたと述

べた。“Naga”葉巻たばこ工場の所有者 DawU も同席した。

この日の午前中，約180人のタパコ混合部門の労働者が同情ストを行なったo

vウー・ヌー前首相らの集めたアラカン救済基金の一部が，中央治安行政委の

アラカン救済委に U Kyin, U Thwin, U Aung Gyiらによって手渡されたが，

これでワー・ヌーらの集めた基金は7万2555チヤツトとなった。

T Thaziの農業銀行は， 97人の農民に 2万8225チャットの耕作融資を行なっ

た。

Thaziの農民達は，米作地5319エ｝カーに対L,, 1万3275チヤツト，唐がらし

畑100エーカーに対し5000チャット，綿花5エーカーに対し 100チャットを受け

取った。また Minhla村の農民は米作地394エーカーに対し， 9850チャットを受

け取った。

Vラングーン＝Kandonkani道路建設計画のヒ。ャポンニデダィエ間， Henzada

=Myanaung道路， BasseinニYe-U道路計画の Bassein-Athok聞の建設が進展

しているという。

21日 T Pyu：夜，ラングーンニThazi上り列車を護っていた武装装甲車がKywebweと

Bambweqon駅間で爆破され，運転手 1名，兵士2名が死亡，武器類が反乱軍に奪

われた。

T Zigon発：全国最高の犯罪発生率で有名な北タラワジ県は，ビルマ新年以降

著しく平和になった。

とれは4月23日から30日の間地方警察が行なった“YeAung”犯罪鎮圧運動に

より，30人以上の容疑者と多数の無免許火器が押収されたことによるものである。

1月以来現在まで記録された犯罪数は，わずか90件で，うちわけは殺人27，強

盗42であった。警察の取締りと，軍の反乱軍鎮圧活動の結果，この県の犯罪と反

乱活動が減少したわけである。

北タラワジ県の Gyobingauk,Taungbopyaung, Nattalin, Zigon, Tapunの各

郡で過去3年間に起こった，殺人，集団強盗，窃盗，辻強盗，ゅうかい，夜盗，

家畜どろぼう，暴行を含む主な犯罪総数は 869件であった。
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統計によれば， 1965年には総件数226件，うち殺人60件，強盗66件， 1966年に

は総件数250件，うち殺人81件，強盗73件， 1967年には総件数304件，うち殺人

90件，強盗68件であった。

今年の半年間では，件数はわずか90件で，ゅうかい，夜盗はなかった。

vウー・ヌー前首相一行は Thaketa地区でアラカン救済基金集めを行なった。

同行者は， U Win, U Kyin, U Thwin, Daw Mya Yi, U Law Y one, U Than 

Sein, Pagan U Ba Gyan, Thakin Pan Myaing, Bo Duwa Zaw Naing Aung 

らであった。

Vマンダレー：“Naga”葉巻たばこ工場労働者は職場に復帰した。

f San Yu准将， SeinWin准将， ThaungTin准将らは，建設中の Sinmalaik

ドックを視察した。

V商業公社 No.1 （農産品〉は全土にわたり， 3千トンの食用油の配給を開始

した。ラングーン管区には 1千トン，マンダレー，ザ、ガイン，マグウエの各管区，

カチン，カヤ，シャンの各州、lには各々 150トンが送られる。他の地方は必要に応

じて配分する。

Vシャン州評議会議長U Tun AyeはHsipawを視察した。

f Kyonpyaw：共産兵約15人が Thabyayngu村に侵入，村人 KoPo Myaing 

を殺した。

V トングー県 Kyaukkyi郡 Nathankwin村にカレン反乱軍が侵入，発電機（約

2千チャット〉を破壊した。

22日 vイラワジ管区において，社会主義建設促進法にもとづく，米隠匿者摘発が進

められている。このヤミ商人退治の開始以来，従来より多くの米が毎日政府の米

買付所にもたらされるようになった。

今年2月，商業省はヤミ取締り強化令を発し， 5月17日からイラワジ管区治安

行政委は米のヤミ取引摘発を開始した。

それ以来，パセイン県，ヘンザダ県，ミヤウンミヤ県，モーピン県，ピャポン

県で，より多くの米が米買付所にもたらされることになった。

町で非農民が米を貯蔵しているとの情報が入ると，当局は彼等に特定期日内に

最寄りの買付所に米を売却するよう警告した。この場合同時に，買付所は何も質

問せずに米を買いうけるよう指示された。

この指示以来，パセイン市では 1千人以上の人々が10万パスケット以上の米を

貯蔵していたとの報告が入った。これについて，管区治安行政委は県治安委を招
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き，パセイン県治安委議長に，他へのみせしめとして約10人の米隠匿者に対して

行動を起こす権限を与えた。

県治安委はこれにもとづき郡治安委に指示し， 5月17日より捜索が開始された。

情報では，商人達は各々 100パスケット以上の米をもっているとのことであっ

たが，実際に発見されたところでは，何人かは 100パスケット以下を保有してい

た。これは彼等がすでにヤミに流したか，隠したかしたことによるものである。

摘発された10人の商人について裁判が行なわれているが，いままでに4人に判

決が下されたにすぎ、ない。

ピャポン県では治安委は七つの捜索隊を作り，隠匿者3人が発見された。

, Zigon郡の Shwekyopin,Mawyat, Kunphyuの各村の農民に耕作融資が支

払われた。融資チームは 214人の農民に4万4475チャットを支払った。

, Henzada郡で Chaungphyar村の 170人の農民に彼等の家々で，総額4万

1225チャットの耕作融資が支払われた。

T Taikkyi郡 Gyobinlaha村の農民は毎年の農業融資を返済したので，郡治安

行政委議長率いるチームから今年最初の農業融資を受け取った。 1378エーカーを

耕作する農民131人に 3万4450チャットが支払われた。

, Tavoy：県治安行政委議長 SoeMyint中佐が明らかにしたところによれば，

ピノレマ共産党反乱軍はさる 5月中に非協力的な一般人18人を殺し民家16戸を焼打

ちLTこという。

なお政府軍はこの間反乱軍と交戦できなかったが，それは反乱軍が， “軍がい

ない時は恐れるな，軍が近づけば姿を消せ，軍が遠ざかれば姿を現わせ”という

戦術を用いて，軍との正面作戦をさけているためである。

村人達は民兵隊設立を要求している。

, Paukkhaung：夕刻 Dhammathaw村に約15人の共産党兵が侵入，協同組合

店を掠奪し，村人に対し，村落治安委，土地委員会，協同組合，教師は妨害物で

あり，排除されねばならない，その関係者は命を失なうことになろうと述べた。

彼等はまた Gan-itkon村にも侵入した。

, Lashio郡で 6月18日から 6月22日までに， 4万4300チャットの農業融資が

支払われた。

T Karmaingで283人が出席し，第89ピノレマ連隊が行なった，第2回民兵訓練

コースが終了した。

, Bhamo県 Shweguで600人以上の住民が集まり，反乱軍を非難した。
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T Kyaikmaraw：第32ピノレマ連隊攻撃隊は KNDO軍と交戦， KNDO兵4名

を逮捕，タイ製火器などを押収した。

V東独文化使節団はどノレマ訪問を終え，カンボジアへ向った。

23日 V“人民商店”の看板がラングーンの Pabedan,Latha, Kyauktada地区で，国

有商店と商業局が長い間商店としては使用していない諸施設からはずされつつあ

る。

1964年 3月19日に国有化された企業および商店のいくつかは居住のための家と

しても使われ，その占有者は固有化ののちにもそこで住みつづけることを認めら

れていた。これらの商店と企業の資産は売却されたが， “人民商店”の看板は残

されていた。

しかしこうした非営業“人民商店”の居住者達は，その公的な看板に隠れて，

統制および非統制の商品を取り一扱って営業をはじめた。ラングーンに地方からや

ってくる人々はそれらを本当の人民商店と誤解して，ヤミ価格で物資をそこから

買っていた。

そこで本日からこれらの施設から看板がおろされることになったわけで、ある。

しかし看板がはずされることは，それらの商店や建物が非固有化されることでは

ないという。

T Thaton t この県の農民違は，今年も米不足が起こることを見越して昨年必要

分以上に飯米を貯えていたが，いまや新しい収穫が近づいてきたので，政府に対

し直ちに余剰の米を売却したいと希望し，県治安行政委に許可を申請してきた。

昨年の収穫期に政府米買付所に 239万9084パスケットの米を売却したこれらの

農民達は，次の収獲までの 5ヵ月分の飯米分，農業経費分の米を除いて，飯米100

パスケットについて20パスケットずつの余剰があることがわかったという。この

県の農民達の米のストックは約150万ノξスケットである。

最近行なわれた会合で，県治安行政委議長 KhinNyein中佐は農民達に対し，

県治安委のみならず， ARDC（農業開発公社〉，警察，軍隊は，政府により多く

米を売りたいという，農民の意志を達成するために協力するだろうと述べた。彼

は，たとえ昨年米不足を恐れて米の一部を隠したとしても，いま正直に販売を申

し出た農民達を称賛した。

彼は飯米の精米と，余剰米を政府に売却するときに今年の農業融資をうけとれ

るようにすることに協力すると述べた。またこの会合で， ARDCがより多くの

精米所を聞き，農民が漸次その飯米を精米できるようにすることが決った。昨年
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12月以来は，農民は県内の村々のローテーション制度で現在ある精米所で精米せ

ねばならなかった。

この会合で治安委議長は米を隠しているヤミ商人，農民でないのに米をもって

いるものに対しては法によって処罰すると述べた。このため，この県からの県外

への米の不法な輸送は厳しく取り締まられ，政府捜索隊が，道路と鉄道を厳しく

監視することになるという。

同時に政府は，毎月，大人6pyis，子供3pyisの米の定期配給はつづ、ける。

民兵隊はまた軍と協力し，米作期の治安確保にあたる。

V康良煙，北朝鮮最高人民会議常任委副委員長に率いられた北鮮代表団がラン

ゲーンに到着した。

康良短団長は空港でのステートメントで要旨次のように述べた。

ピノレマ人民は，帝国主義と植民地主義に対するねばり強い闘争により自由と独

立をかちとり，今日，ネ・ワイン議長指導の下に，帝国主義的植民地支配の諸結

果を廃止し，民族経済と民族文化を建設するための積極的な闘争を行なっている。

朝鮮人民はピノレマ人民が帝国主義，植民地主義に反対し，主権のある独立した

国家を建設するための闘いにおいて達成した輝かしい成功を喜び，あたたかく歓

迎する。

朝鮮人民とピノレマ人民は共同の敵たる帝国主義と植民地主義に反対し，平和，

独立，社会進歩をめざす闘いにおいて互いに密接に結ぼれている。

われわれは今日貴国を訪問し，ピノレマ人民が達成した諸成果を直接見聞するこ

とを喜びに思うものである。

Vウー・ヌー前首相らはラングーンの45番街から51番街でアラカン救済金集め

を千？なった。 SawSan Po Thin, U Aye Maung, U Win, U Thwin, U Than 

Sein, Thakin Pan Myaing, U Maung Maungらが同行した。

T Thongwa：先週， Ladonbaw村で KNDO“第1旅団”のための“税金”集

めに協力していた男3人と女1人が Thongwa警察に逮捕された。

vベグーで約5千人の集会が開かれ，反乱軍の 6月5日夜の列車爆破事件を非

難した。

Vマンダレ－： 4千人の労働者が HemaMala街で集会を聞き，反乱軍の活動

を非難した。

T Kyaukseで1千人以上の労働者が集まり反乱軍活動を非難した。

T Tiddim郡のチン族約1千人が集会を開き， ミゾ反乱軍の活動を非難した。
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24日 V康良煙氏に率いられた北鮮代表は，外務省で TinPe准将， SanYu准将，

U Thi Han外相らと会談した。

vウー・ヌー前首相らはラングーンの Pazundaung地区でアラカン救済金集め

を行なった。同行者は SawSan Po Thin, U Kyin, U Thwin, Thakin Pan 

Myaing, Mahn Ba Saing, U Than Sein, U Maung Maungらであった。

f Mindonで民兵隊訓練コースが79人の青年を集めて開始された。

T Ye-U高等学校は， 1千人以上の学生に対する軍事訓練コースをはじめたo

v南東軍区副司令 KhinZa Mon大佐は， Pa-an郡 Kayar-atwin村の民兵隊

に火器を提供した。

Vムー川開発計画のためのフィージピリティ調査が終了した。

25日 Vワー・ヌー前首相らは Thingangyun地区などで基金集めを行なった。 Saw

San Po Thin, U Law Y one, U Than Sein, Thakin Chitらが同行した。

V北鮮使節団はマンダレー，サガインを訪問した。

f Thonze: Min AungとNandaに率いられた15人の NDUF兵が Okpo郡

Seikkyiの村人達の購入切符を破り，村人に人民商店から物を買わぬよう警告し

た。

f Mindat：約1千人の Kanpetlet村と附近の住民は集会を聞き，ミゾ族反乱

軍を非難した。

Vチン特別区のチン族2千人以上が Thuklaiで集会を聞き，ミゾ反乱軍の活動

を非難した。

Vモーノレメイン発：テナセリウム管区の今年の米作付面積は88万9450エーカー

となる予定である。 これは昨年より 8844エーカー増である。なお県別うちわけ

は，モールメイン県＝34万7450エ｝カー，タトン県＝33万3300，タグォイ県＝10

万8000エーカー，メルグィ県＝10万0700エーカーである。

落花生の耕作面積は昨年の5000エーカーから7000エーカーに増加する。これは

メノレグィ県ではじめて落花生が植えられることによる。

26日 Vロンドン：ネ・ウィン議長はラーマン・マレーシア首相と会談した。

V北鮮代表団は上ピノレマ訪問を終えラングーンに帰った。

Vタヴォイ： Yebon村附近で政府軍に護衛された輸送車隊とパス 4台に乗っ

てきた KNDO（カレン〉部隊員とが衝突，約1時間交戦し，政府兵3名死亡，

民間人2名死亡， KNDO兵5名が死亡した。

V労働者評議会のピルマ鉄道本部基本単位の初会合が聞かれた。
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27日 Vワシントン： UHla Maung新駐米大使はジョンソン大統領に信任状を提出し

た。なおジョンソン大統領はこの際次のように述べた。

わが国とピノレマとの関係は相互の友好と尊敬により特徴づけられている。私

は貴大使の仕事がこれらの関係を維持，強化するうえで役立つものと確信して

いる。そしてこのために，私は米国政府が全面的な協力をすることを保証するo

v北鮮使節団はシリアムの石油精製所を視察した。

T Kyauktada郡の人民労働者評議会の第3基本単位（会計局〉，第四基本単位

（人民 Bawdwin工業）の初会合が聞かれた。

V東部軍区司令官 AungPe大佐はロイコーの Mobyeダムを視察した。

V赤旗共産党の中央委員 AungSeinら10名が第87ピノレマ連隊に投降した。

' 6月20日から27日までに Paungde郡の1245人の農民に21万0340チャットの

農業融資が支払われた。

28日 Vベグ一発：ペグー県知事は6月25日付で，午後6時から午前6まで，住民が

鉄道線路に近づいたり，横断したりすることを禁止する命令を出した。なお村や

町の中の場合は除かれる。

V園内水運局所属の客船（Bassein発ラングーン行）が Myαu刊 myα 出発後45分

の午後9時40分頃，数回にわたり反乱軍から銃撃され，護衛の海兵隊員 l名が死

亡， 2名が負傷乗客数名が負傷した。

V北鮮代表団はピノレマ輸出入公社を訪問した。

Vウー・ヌー前首相らはラングーンの Dawbonでアラカン救済基金集めを行な

った。

同行者は， U Than, Saw San Po Thin, Thakin Pan Myaing, U Than Sein, 

U Kyin, Thakin Chit (Dedaye), Thakin Chit (Y andoon), Thakin Ba Hone 

らであった。

V北西軍区司令官 SanKyi大佐は Myaungmyaを訪問，地方当局者らと農業

問題などについて8時間にわたり話しあった。

T Loikaw：カヤ州評議会第16回会議が聞かれ，予算などを討議した。

T Prome: 当地の刑務所で政治犯らが暴動を起こし， 警官隊，軍隊が出動し

た。囚人数名，看守4人が負傷した。

T Kyaukmeの第22ピノレマ連隊にシャン反乱兵4名が投降した。

29日 v北鮮使節団はピノレマ訪問を終え，シンガポールに向け出発した。

Vウー・ヌー前首相らは Dallahで基金集めを行なった。同行者は SawSan 
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Po Thin, U Kyin, Thakin Pan Myaing, Thakin Ba Hone, U Than Seinち

であったo

l Hsipaw: Nanyoko村付近で軍・警攻撃隊とシャン反乱軍が交戦，シャン兵

3名が死亡した。

Vマンダレー市第7区の住民5千人以上は集会を聞き，反乱軍の活動を非難し

た。

, Salin郡26ヵ村の 5千人以上の農民は集会を聞き，反乱軍の活動を非難した。

30日 Vネ・ウィン議長夫妻帰国。

vラングーンの Kyauktade,Pabedan, Latha, Lanmadawの各地区の商店から

“人民商店”の看板が降され，その地区では政府の商活動は停止した。

これらの商店はかつて私企業であり，国有化されて，人民商店とされていたも

のである。これらの店では国有化された商品が売り切れた後，閉店していた。し

かし多くの店では前商店の家族はそこに居住することを許され，彼等は人民商店

の看板のもとに自身の商売を行なっていた。今回看板の降ろされたのはこれらの

商店からである。

看板がはずされたことは，しかし，これらの店が商店主に返還されたことを意

味しない。誰に家賃を支払うべきか一一一政府か，現在の居住者か，は目下検討さ

れている。

国家住宅局は閉鎖された店のいくつかを接収し，新しい借家人に貸し出したo

vラングーンの中央野外バザーでヤミ商人の取締りが行なわれ，商人16人が逮

補された。

vベグー： Phadoの第57ピノレマ連隊に，郡 KNDO軍事指導者 KyawMyaing 

が投降した。彼は Thazi郡 Nyaungein村出身の農民で， 1961年に地下に入札

1966年頃，郡の軍事指揮官になったという。彼は KNDOが農民から米を掠奪す

るのに反対して投降を決意したという。

なお数日前に， ピノレマ共産軍 MyaHtutグノレープの ThanAungが Phadoの

同部隊に投降したという。

l Thongwa：この郡では過去6ヵ月間重大犯罪がなかった。

1966年には14件， 1967年には16件の重大犯罪があった。

vウー・ヌー前首相一行は Ponnagonなどで基金集めを行なった。同行者は

Thakin Pan Myaing, U Th win, U Kyin, Saw San Po Thin, Saw Ta Mala 

Tu, U Than Sein, U Maung Maung, Thakin Chit (Y andoon), Duwa Zaw 
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Naing Aung, U Khin Maung Layらであった。

V中央労働委員会は 6月中に61件の紛争を処理した。労働控訴委は70件，ラン

グーンの労働小委員会は54件を処理した。

' 6月24日から30日までに Ingabu郡の69ヵ村区の1215人の農民に27万5075チ

ヤツトの農業融資が支払われた。

Vチン特別区，カチン州での道路の修理，拡張が進められている。

チン特別区では， FortWhite=Longban=Falam間， FortWhite=Tiddim, 

Haka=Matupi, Ye-U=Kalewa=Fort White=Falam間， Falam二日aka聞など

で、工事が行なわれ，カチン州では， ミチナニサンプラポン＝フ。タオ間，マンダレ

ー＝ラシオ＝ミチナ間で行なわれている。
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ピ Jl, マ

1 日 T Tharrawaddy県知事は県民に対し，午後6時から午前5時半までの間，鉄道

路線に近づくことを禁ずる命令を出した。なお踏切り，駅構内，村や町の中は除

かれる。

vウー・ヌー前首相らはラングーンの Tamwe地区でアラカン救済基金集めを

行なった。

Saw San Po Thin, U Thwin, U Kyin, Thakin Pan Myaing, U Than 

Sein, Thakin Thein Aung, Bahan U Khin Maung Layらが同行した。

v北西軍区副司令官 VanKulh大佐はチン特別区の Hakaを訪問，政府関係者

らと治安問題などを話しあった。 UHsan Ko Lianチン評議会議長も同席したo

, Kutkaiの第45ピルマ連隊内で、民兵訓練コース修了式が行なわれた。

, Kyaukpadaunε：Myingyan県で最近殺害された6人の農民の家族に救済物

資が支給された。

農民達は Kyaukpon村， Byisi司in村， Hsagyin村， Laybin村， Gaungye村の

もので，共産党の OhnHla, Peking Tun Minに率いられた反乱軍に殺されたo

T Hmawbi県農業銀行は，先月中に同県の農民に総額45万3700チャットの農業

融資を支払った。

郡別の融資をうけた村数は次の通り。 Taikkyi郡41, Hmawbi郡32,Insein地

区9, Hlegu郡 3, Htantabin郡 10 

2 日 Vベグ一発：政府軍は Daiku東のシッタン川流域から MyatHtutに率いられた

共産軍約80名を掃討した。彼等は Thaton県に逃れた。

すなわち，政府軍は 6月12日夜共産軍の隠れ家を攻撃，共産軍は5名の死者を

残し逃走した。

6月19日の攻撃では鉄道爆破用の爆発物を捕かくした。 MyatHtutらは Tha開

ton県に逃れた。

6月27日政府軍は西部 Daikuで3ヵ所の共産軍拠点を攻撃した。

これらの攻撃で共産党の HlaHtayともう 1名が死亡した。また共産党県支部
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と25の建物が破壊された。

また共産党本部とベグー県共産党キャンプとの連絡が切断された。政府軍は目

下共産軍県指導者 SawAungらのグノレーフ。を追っている。

f Tharrawaddy県 Zeebyugonの第1ピノレマ連隊に KyawAye (Kyaw Soe) 

と SawLwinグノレープの反乱軍兵4人が投降してきた。

f Letpadan: Zigonの第88連隊に力レン反乱軍（KNU）兵4人が投降した。なお

政府軍はしetpadanとTharrawaddy西部で KyawSoe派 KNU軍掃討作戦を行なっ

ている。

f Zigon発：本郡のベグ一山系とイラワジ川の聞にあったビルマ共産軍基地が，

6月 1日から開始された政府軍の掃討作戦により一掃された。

この間の衝突で共産兵30人が戦死， 40人が投降，兵器100点以上が押収された。

共産軍の活動は昨年10月にはじまった。彼等は村々から中核メンパーを集め，

軍に対抗させた。しかし共産軍は政府軍の攻撃で敗退し， 20年以上統治した村か

らさえ撤退した。

, Putaoでカチン反乱軍，共産軍を非難する集会が2千人を集めて開かれたo

vウー・ヌー前首相らは Thirikhewa街などでアラカン基金集めを行なった。

同行者は ThakinTin, U Raschid, Saw San Po Tin, U Win, U Th win, 

U Kyin, Thakin Pan Myaing, Mahn Ba Saingらであった。

v内陸水運局の持船76隻のうち33隻が修理を待って運航を停止している。この

ためいくつかの航路が長期間欠航している。

すなわち， Bogale--Kungyangon間は1968年 2月以来， Bogale--Hlaingbon間

は1964年12月来， Myaungmya Einme聞は1964年 2月来， Henzada---Kanaun伝

聞は 1967年 4月来欠航している。またラングーン－Prome問は 6航海から 3航

海に， Yandoon -Bogale間， Bassein--Labutta間， Myaungmya--Moulmeingun

間は 2隻が l隻になった。

3 日 vウー・ヌー前首相らは Sangyaungでアラカン基金集めを行なった。同行者

は SawSan Po Thin, U Win, U Thwin, Thakin Pan Myaing, Thakin Tun 

Sein, Thakin Ba Hone, U Than Sein, U Maung Maung, U Kyaw ¥V ai, 

Thakin Chit (Dedaye), Thakin Chit (Yandoon), Duwa Zaw Naing Aungら。

V人民電気機械工場は目下商業公社第14（電気製品〉のために2700台のラジオ

を組み立てている。

, Wal王ema郡の 3ヵ村で， 390人の農民が耕作する4744エ←カーの米作地に対
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L, 11方8600チャットの農業融資が行なわれた。支払いは移動融資班により各農

家でなされた。

, Kawhmu (Hanthawaddy西部）：当郡の商業公社 No.1購入センターは5月

20日から 6月30日までに，農民の備蓄米2万2762パスケットを購入した。なお各

農民は 100パスケットにつき60チャット分の商品をセンターから購入することを

認められている。

Vモーノレメイン発：本郡内には 1574人の家畜飼育業者が登録されており， 牛

7189頭，水牛99頭，山羊431頭，豚 4397頭，にわとり 3万3867羽，あひる 5万

1977羽，が烏125羽，七面鳥33羽がおり，これは昨年に比して大幅な増加で、ある。

また象1頭，馬58頭がいる。

, Mogokで集会が開かれ，反乱軍が最近土地委員の Lisu族の男を殺害したの

を非難した。

4 日 T Pyu発： トングー県知事は県内の Kanyutkwin郡 KwinChoungから Yedαshe

郡 Yeniに至る全鉄道線路沿いに午後6時から午前6時まで戒厳令をひくことを

布告した。

v北西軍管区本部で SeinMya司令官， MyoMyint農業局長らが出席して，

Sagaing県， Monywa県， Shwebo県の治安，行政，経済問題調整委員会が聞か

れた。

, Ye: Koe司my村の農協メンパーで，人民労働者評議会員，政府捜索隊員の男

が10人のカレン反乱兵に殺された。

vウー・ヌー前首相らはスル・パゴダ，野外市場附近でアラカン救済企募集を

行なった。 U Rashid, U Thwin, U Kyin, Thak!n Pan Myaing, Saw San Pho 

Thin, U Law Yone, Bohmu Tin Kyi (Sagaing), Thakin Chit (Yandoon), 

Thakin Chit (Dedaye), U Kyaw Sein, U Kyaw Waiらが同行した。

5 日 , Tavoy発：本県の四つの郡の139の農協のうち目下活動しているのは約50に

すぎない。これは共産軍の脅威のためである。

すなわち Tavoy郡では21農協のうち 8, Thayetchaung郡では43のうち 9'

Launglon郡では40のうち 1が活動しているにすぎない。しかしYebyu郡では35

の全てが活動しているO

このため農民は物資を買うことができず，彼等は米を購入センターに売った時

にのみ物資を手に入れられる状態である。

v中央軍区副司令官 ZawWin中佐らはベグー県の各郡を視察しているが，こ
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ピノレマ（ 7月〉

の日 Daik-Uを訪問，治安問題などを地方当局者と話しあった。

T Myaungmya: Khalaukthaik村氏兵隊指導者が政府軍兵士に変装した共産兵

にさそい出されて殺された。

T Taunggy発： Kengtung県 Mongphyatの郡 SACにシャン反乱兵15人が投

降した。

Vウー・ヌー前首相らは Kamayutでアラカン救済基金集めを行なった。

Thakin Tin, U Raschid, Saw San Po Thin, Thakin Pan Myaing, U Twin, 

Bohmu Tin Kyi, U Than Sein, Thakin Chit (Y andoon), Thakin Ba Honeら

が同行した。

なお U Thwin, U Kyin, U Aung Gyiらは中央治安行政委に集められた基

金を手渡した。

6 日 T Hmawbi県知事は県民に対し，午後6時から午前5時 30分まで鉄道線路に近

づくことを禁示する命令を出した。

T Taunggyi---Kengtung自動車道路のサノレウィーンJI［にかかる Takaw橋の完

成式が行なわれた。

T Penwegon : Magyibin村の村人達は徴税にきた共産兵3人を殺した。 3人

はそれぞれ共産党の武器生産オルグ，政治オノレク＼分隊長であったという。

7 日 ，ゥー・ヌー前首相らはラングーンのアーロン地区でアラカン基金集めを行な

った。

Thakin Tin, Daw Mya Yi, Saw San Po Thin, U Thwin, U Kyin, Thakin 

Pan Myaing, Dedaye Thakin Chit, Thakin Thein Aung, U Than Sein, 

Bo Duwa Zaw Naing Aung, U Kyaw羽Teらが同行した。

T Katha県 Kawlinの政府職員400人が第 1回民兵訓練を終えた。

T Mergui: Tavoy沖で2隻のスクーナーが反乱軍により積荷を奪われた。

Vモーノレメイン発：モーノレメイン郡と Kyaikmaraw郡の農民達は30万9625チ

ヤツトに達する農業融資金を完済した。

なお今モンスーン期融資金203万2325チャットが6月26日から 7月7日までの

間にモーノレメイン県6ヵ郡で、支払われた。

8 日 vウー・ヌー前首相らはラングーンのアーロン地区でアラカン基金集めを行な

った。

Thakin Tin, Saw San Po Thin, U Thwin, U Kyin, Thakin Pan Myaing, 

Dr. U Aye MaunιU Than Sein, Thakin Chit (Dedaye), Thakin Chit (Yan-
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doon）らが同行した。

V人民石油産業総支配人 U Aung KhinはChaukの10の人民労働者評議会基

本単位メンパーを集め， Chank油田の石油生産増強を訴えた。

9 日 T Waso満月祭。

10日 T Kyauktaga発：本郡西部の農民達は前週ピルマ共産党の“赤い力”の災害に

抵抗して戦かった。

“赤い力”，赤旗共産主義者により自由に 3人まで反乱軍を支持しない人を殺

し，農民の財産を掠奪することを認められた地方のならずものに与えられる指令

はこの郡の農村でテロ活動を行なってきた。

最近 Magyibin村の77人の農民が死の脅威のために無理矢理に反乱軍に加わら

せられた。彼等は政府軍と完全に接触を断ち，町から離れているように命じられ

た。さらに政府軍と戦うことも要求された。

それより前，共産兵は政府支配下の村々の長老達を殺害した。そして彼等は富

農達の米，家畜，その他の財産を徴発した。いまや彼等は全農村社会に脅威のマ

ントを投げかけている。土地は没収され，家は焼かれた。家畜も連れ去られた。

農民達は，その仲間の村人達が反乱軍の誘惑に乗っていくのをみて，この彼等

のなかの最新の“赤い力”の災いに抵抗することを決めた。 7月3日Kinman-in

と Khin-in -gyi村の農民達はこん棒と山刀で武装して， Khinthan村の共産軍キ

ャンプを攻撃し，共産兵3人を捕えた。

7月7日， Magyibin村の農民は団結して 3人の“赤い力”に反抗，彼等を

Penwegon警察につき出した。

7月8日，前の Kinmon-inと Khin-in・gyiの農民は Thuhtagyi村を攻撃，

Maung Maungグループの共産兵2人を殺した。

農民達はいま政府に対し，共産軍の報復に抵抗するために彼等を民兵隊に組織

するよう求めているo

’Kangyidaung発：：7月6日，カレン反乱軍は Ywe,luzu, Padaukpinの各村の土

地委員会委員，協同組合委員らを Alanlay村附近に集め， 14時間にわたり“洗脳”

した。土地委員達は，農民からエーカー当り 3チャットの“税金”を集めてもっ

てくるようにいわれた。また彼等はその仕事を継続することについて警告をうけ

fこO

なお 2人の土地委員は反乱軍に“担保”として 425チャットを取られた。また

すでに反乱軍の命にしたがわなーかった者は“罰”として， 700チャットずつもっ
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てくるようにといわれた。

V南ベトナム議会代表団ラングーン訪問。

Vミチナ： Namtiの政府軍にカレン独立軍の ZawHtu派兵士 12人が投降し

た。彼等は最新式の自動小銃，毛語録などをもってU、た。

1 1日 , Kyauktan発： Hanthawaddy西部地区での政府軍の作戦に追われて，赤旗

共産党兵達は，同県の東部に入り，農民から資金を徴発している。

y lngalm : Daibokekwin村区土地委員会書記， lngabu郡カレン文化連盟書

記のカレン人， SawTha Sein (Htanbingon村居住）は， KNDO軍に 7月9日

に野良仕事中に捕えられ， 7月11日， Kalosein漁場で殺された。

y Loikaw：この町で政府職員と部外者との聞の米の配給量に差があることが

問題となっている。

すなわち政府職員の場合，月，大人40カン，小供16カンの割合で，所属省ごと

に配給がある。しかし部外者は人民商店で大人26カン，小供12カンの配給がある

にすぎない。ヤミ値は高く，この地方産の米でも，市場で、はバスケット当り 16チ

ヤツトもする。

Vマンダレー：当地の28石けん工場のうち， 23工場が，綿実油とぬか油不足の

ため操業を停止した。操業中の 5工場でも，うち 3工場は操業率を落しており，

2工場では原料のストックは2ヵ月分しかない。

管区工業監督委員会は7月5日に石けん工場主達と会談した。製造業者逮は彼

等が損失をこうむりつつあると訴えた。彼等の工場は原料不足により十分操業で

きなかった。原料価格は上昇したが，商業局は工場からの石けん購入価格を引き

上げなかった。そこで工場主達は監督委員会が許可すれば，工場を閉鎖したいと

述べた。

管区工業監督委員会書記 U Han Seinは，製造業者に対し， 小工場を合併し

て工場を再組織する計画がある旨つげた。

七つの工場が監督委員会に情況を説明した後工場を閉ざし，労働者は法定の給

料を支払って解雇した。

七つの大工場のうち， 3工場は操業をつづける意向で、あるが，他の 4工場は当

局が許可すれば閉鎖したいといっている。

Vパセイン発： Ngaputaw郡の12ヵ村の農民達は先月の KNUP（カレン民族

統一党〉指導者からの指令を拒否した。

指令は村人達に対L,, KNUP軍に各々 2,3人ずつの村人を送り，そして「軍」
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に1戸当たり 3パスケットの米，村毎に銃3丁と弾丸を供給するよう命じたもの

であった。

村人達は集まって相談し，その指令を返上することを決め，反乱軍に代表2名

を派遣した。反乱軍はこの回答に満足せず，直接村々にやってきたが，戸jじ答え

をえた。そこで反乱軍はさきの指令を撤回する新しい指令を出した。

村人達はまた，反乱軍の指令に反して商業局の品物を取引きすることによって

反乱軍を公然と無視している。

vベグー： Penwegon西地区の軍警ノミトロール隊は Thanpayakhon村附近で

Tin Kyanと KyawSheinに率いられた19人の共産ゲリラと交戦， 3人を倒し

fこ。

なおこの日 Pyunta東の Kamaphayonの村々を約100人の共産部隊が通ったと

いう報告が Daik-U警察にあった。

V南東軍管区での道路網整備状況時 Hlaing bwe――

修理が終了。 Naunglon--Pain一 an道路の4分の 3の舗装と Mudon－一－Myawad-

dy道a路の改修工事が終了。 Kya-in-Seikkyi=Maithayaw道路と PapunニKama-

moung道路の修理の約半分が完了。 この他にラングーンニモーノレメイン間道路

の改修が進んでいる。

13日 f Thaung Kyi農相は中央政治学校の第10回農氏問題研修コースで，農民を組織

する場合に強制的なやり方ではなしもっと説得的なやり方で行なうよう要請す

るとともに， 1967年 3月2日から始められた農業評議会下部組織の結成について，

現在までに郡単位評議会が 107，郡単位組織委員会が27，末端の基本単位が4341

結成されたことを明らかにし，郡の 3分の 2に評議会が結成されれば中央農民評

議会を結成すると述べた。

vワー・ヌー前首相らは Mayoe街などでアラカン救済基金集めを行なったo

v南ベトナム議会使節団帰国の途に。

Vパセイン：警察軍は Ngapudaw郡の Mayankwin村てう徴税活動中の共産

兵の 1隊と交戦， l名を殺したo

vパセイン： Labutta人民警察隊は Nayyapyanchi村で，ビノレマ共産党メンバ

-2人を，さる 5月15日に Ah-htet-pyun村農協を掠奪した罪で逮捕した。なお

彼等は BoHan KywayとBoMyint Maungに率いられたピノレマ共産軍約60人

の部隊に属してし、た。

14日 vラングーン：先月一・掃された Latha, Pabedan, Pansodan地区のヤミ市場l
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は，オン・サン・マーケットの西側に復活している。

ヤミ商人達は少量の人民商店取扱い品目の他に，絹のスポーツシャツ，エアー

パッグ，ボールペン，テトロン，サングラス，ガスライター，ハンドバッグ，化

粧品などを売っている。彼等はまたその場で品物を買い入れることもしている。

乾そう物のポテト，玉ねぎ，唐がらし，豆類の価格は先月は供給が多かったた

め低下したが，また上昇しはじめた。商人達によれば，上ピノレマからの品物は，

洪水による輸送の混乱，治安上の理由による鉄道，道路の夜間輸送の制限により，

ラングーンへの到着が減少している。商人は，先月物価が安かったので売おしみ

をしていたが，いまも物価上昇を期待して売りひかえている。

食糧価格は低下した。チキン，豚肉，牛肉，羊肉は viss当たり 1あるいは 2

チャット低下した。

水・海産物はデノレタからの大量入荷のため，統制価格を下廻った。えび価格は

3万5000vissが昨日ラングーンに入荷したので， viss当たり 4チャット（統制価

格より 2.5チャット安）となり，小型かきは5チャット（統制より 2チャット安〉

となった。そして入荷分のうち 5000vissはマンダレーとプロームに再出荷され

TこO

人民商店は米，塩，練乳，婦人傘の自由販売を行なっている。男物傘はない。

パン，ケーキ，菓子類は“ Shamie”などで売られているが，長い行列がみら

れ，ヤミ商人がその近くで活躍している。

郡区商業局員，治安局員，地区委員などはいくつかの地区で，配給手帳を検査

しているが，これは l家族が何冊かの手帳をもっていたりするためである。

主な品目の価格は次の通り。（viss当たりチャット〉

チキン＝ 8，あひる肉＝ 8，豚肉（脂肪なし） =10，豚肉（脂肪づき） = 8，牛

肉（骨なし）ニ 8，牛肉（骨っき） = 6，マトン（骨なし） =10，マトン（骨っき）＝

8，かき（大型）10，かき（小型） = 6，乾そう小魚＝15，干えび（大） =40，干え

び、（小） =38，えびガピ｝（上質） = 8，同＝ 6，魚ガピー（上）ニ 6，同＝ 5，鶏

卵（3コ） =1.40，あひる卵（3コ） =1.10，食用油＝9.50，玉ねぎ（大） =3.00, 

同（小） =1.50，ポテト（大） =2.00，ポテト（小） =1.50，乾そう唐がちし＝12,

塩＝ 3，練乳2.5仏説糖＝ 5，石けん類＝1.00～4，歯みがきニ120

15日 Vラングーンの Sanchaung地区の人民商店のいくつかに対する消費者委員会

が，消費者の意向にもとづいて改選された。消費者達は商店の配分に二つかそれ

以上の委員会がまき込まれるという情況にあきあきしていた。この情況は，最近
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の人民商店の合併の結果，多くの消費者委員会がその管轄地区内の商店がなくな

るという結果が生じてきたためで、ある。そして委員会同志で人民商店の奪い合い

的情況が発生していた。

, Paungde：この郡の4000以上の織機と4000人以上の織工達は，商業局用のか

や，ロンジー，タオルなどの生産のために完全稼動の状況にある。

1967/68年度せんい生産計画によれば， Paungde郡は， かや＝759万2990ヤー

ド，男物ロンジー＝72万5560枚，小供用ロンゾー＝ 5万9100枚， markin=107万

0648ヤード，タオノレ＝ 4万枚を造ることになっている。

これらの原料となる 200万ポンドの織糸はずでに到着した。

郡内の村々には31の協同組合の監督の下に4188台の手動織機があり，町には町

の労働者評議会の監督下に84台の動力織機がある。 6月末までの 9ヵ月間に，郡

全体で，かや＝ 482万5890ヤード，男物ロンジー＝69万5793枚，子供用ロンジー

=5万8633枚， markin=57万4540ヤード，タオノレ＝ 1万7252枚が生産された。

昨年度の製品をも含めて，今年部外に出荷された製品は，かや二 450万ヤード

以上，男物ロンジーニ約70万枚， 子供用ロンジー＝13万枚以上， markin=46万

ヤード，タオノレ＝ 3万枚以上となった。

v中央軍区司令官 TinU 大佐はタラワジー県治安行政委員，商業公社第1,

農業，協同組合関係者らと，農業問題などについて会談した。

V南西軍区司令官 SanKyi大佐らは， Kyaunggonに到着，現地当局者らと会

談した。

Vモーノレメインニイエ鉄道の Kalawthaw駅と Kwanhlar駅間の二つの鉄橋の

完戎式が行なわれた。二つの鉄橋は 1966年 1月と， 1967年 1月に工事が始めら

れ，総工費170万チャットで，このほど完成した。従来は仮橋が使われていた。

, Zeyawaddy : トングー県作戦責任者 BoSoe Maungに率いられたピノレマ共

産軍約70人が， トングー南部の Yoma丘りようにある政府林業局木材切出し場

〈労働者約500人〉を包囲，林業局員2人を殺し，労働者に対し政府のために働

らけば殺すと警告した。このため労働者は象100頭以上をつれたまま逃走したo

, Pantanaw: Bawaing村で 23ヵ村の村人2千人以上が集まり，反乱軍が同村

治安委兼農協の委員を殺害したことを非難した。

16日 Vマングレー県経済コントローノレ委員会議長U Htawng Chin Htang, ミンジ

ャン県経済コントローノレ委議長 U Win Maungらは， Pagan, Nyaung-U に到

着，卸売取引について地区当局と商人達と話し合った。
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彼等は卸売商人として登録するための手続について説明するとともに，地方の

生産状況を知るために毎月取引内容を明らかにするよう強調した。

vウー・ヌ一夫人らのグノレープは MingalaTaungnyun地区で基金集めを行

なった。

。Raschid Sao San Po Thin U 羽Tin,U Thwin U Than Sein, Thakin 

Pan Myaingちが同行した。

T Kalemyo：本郡の37ヵ村の農民1253人はモンスーン期融資として26万6475チ

ヤツトを融資チームから受け取った。なお融資を受け取ったものは，収穫後にそ

の返済を行なわねばならない。

vペグ一発：投降者の明らかにしたととろによれば，本郡西部の共産党軍事作

戦責任者 KyeeMaungは， 民衆からの税金を着服した罪で， 6月，郡共産党指

導者 U Hla Aungの命により処刑されたといわれる。

T Kyaukpadaungで第1回民兵訓練コースが 200人を集めて聞かれた。

, Henzada県lngabu郡16ヵ村の村人1500人以上は lngyingon村に集まり，反

乱軍のテロ活動を非難した。

17日 , Zigon：今月初めかち毎日 5千ノミスケットの割で総計95万パスケットの余剰

の飯米が農民によって売却された。

この異例のモンスーン最中の米の販売量は去る 4月に農民が政府に売却した90

万パスケットを越えている。

なお農民達は販売を行なうについて郡区治安委，党支部，郡商業局の協力を得

たが，その際商業局から50種類の品物を買うことができた。商品の購入手続は，

たとえば米 300パスケットにつき，ラジオ受信機1台などの形で，自転車，ロン

ジー，副食品，農具なcが売られた。

V トングー：：本郡の52ヵ村の 699人の農民は融資チームかち 7月2日以来13万

1125チャットの農業融資を受け取った。

なおこの郡の農民達は昨年受け取った融資金15万2995チャットのうち， 15方

2750チャットを返済した。

V中央土地委員会はこのほど下部の各土地委員会に指示し，休閑地を払い下げ

る場合，真の耕作者の手に土地が渡るよう厳格な手続にもとづいて業務を実施す

る上う命じた。

T Tin U 中央軍区司令官はフ。ロームに到着， 地域当局者と米の集荷， 両日分な

どについて話し合った。
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T Shwegyin：第57ピノレマ連隊攻撃部隊は前夜から行軍し，早朝当地南西方の

ジャングル地帯にあるピノレマ共産軍キャンプ（AungGyi指揮）を攻撃，共産兵

12名を殺した。

V東独教育使節団， 11日間の訪問予定で到着。

18日 Vイラワジ管区治安行政委員会議長 SanKyi大佐は管区内の牛，水牛を確保

するために， 6月，行政命令により，管区内の県，郡，村区間の役畜家畜移動に

制限を課した。

命令によれば，牛の管区外への移動は治安行政委の特別許可を必要とする。ラ

ングーン向けの肉用の牛の移動は郡区治安行政委の許可を必要とする。老齢，傷

病で完全に使えなくなった牛，水牛は郡治安委の許可を得て移動させることがで

きる。

罰則は 6ヵ月以下の禁回，または 200チャット以下の罰金である。

T Twante：第50ピルマ連隊の 1中隊は， Tawgyidanの森の赤旗共産党県司令

部を攻撃， BoL un Khaing指揮下の約70人の共産側と90分にわたり交戦， 2名

を殺し，婦人数名を捕えた。

Vモーピン発：県内4郡で最近漁業ライセンスに対する競売が行なわれ，多数

の入札者があり，予想以上の収益があった。

Maubin郡の23漁場について4万4475チャット， Pantanaw郡の87漁場につい

て15万1160チャット， Yandoon郡の15漁場について 1万9450チャット， Danubyu

郡41漁場について 4万7375チャットの収益があった。

今後まもなく Moubin郡の56漁場， Pantanaw郡の76漁場， Yandoonの32漁

場， Danubyuの37漁場について入札が募集される。

vウー・ヌーらの一行はシュエタゴン通りなどで基金集めを行なったo

vシンガポーノレ： SanWin中位に率いられたピノレマ貿易使節団訪問。

19日 v殉難者の目。ネ・ワイン議長らが出席して記念式典が行なわれた。

20日 , Letpadan : 4人の共産兵が本郡の Zibyukon当局に投降した。彼等は政府

軍の反乱軍拠点たる Tharrawaw地区に対する攻勢の結果投降を決めたが，投降

するか否かについて，共産軍の SanWinグノレープと対立， 6月17日には本郡の

Alamngoon村で， 6月30日には Tharrawaddy県 Minhla郡内で，それぞれ相

互に戦かったという。

T Minhla (Tharrawadcly県）．カレン民族連盟（KNU）軍の郡オノレグが， Min-

hla郡党議長に投降した。彼は Inseinの Htantabin郡出身，投降時，重病であ

つ剖qhM 
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り直ちに病院に送られた。

vベグー：第30ピノレマ連隊攻撃隊は， Phaclo人民警察所管区の Okpo村から

1マイノレの地点で共産兵と交戦， 5人を殺し， 2人を捕えた。

Vクアラルンプール：ピルマ貿易使節団訪問。

21日 v中央商業局は，月給200-10-300チャットから600-40800チャットのグレード

6と7の従業員400人をラングーンから地方の県のポストに移動させることにし

た。なおこのため何人かが辞職した。

これらの人々は商業公社，商業局職員， “待機員”などである。商業局は25万

人以上の従業員をもっており，常に仕事場のない人々が多数いる。

T Dallah：当地の第1米購入センターではこの収穫期に入ってから80万パスケ

ット以上のもみ米を買い付けた。買付けはなおも続いている。

去年は，米の買付けは 6月に入って減少した。この購入センターには Hantha・

waclcly県東部の村々から米が集まっている。

T Tamu郡 Hkampat村でチン， ルセー，ピノレマ人ら 3400人が集会を開き，

ミゾ反乱軍を非難した。

22日 Vペグ一発： 6月の第2週から東部および西部 Daik・U郡で第30ピノレマ連｜誌に

より，共産軍掃討作戦が行なわれた。

6月21日，政府軍は MyatHtut指揮の共産軍と東部 Daik・Uで交戦， 5人を

殺した。

6月27日，西 Daik・Uでの 3方面作戦で，政府軍は共産軍基地を攻略，郡オノレ

グ SawAungらの共産兵を敗走させ， 2人を殺し，小火器2，パラック25棟を

捕かくした。

7月20日，政府軍は西 Daik・Uの OkpoとKyoKyaung村の問で共産軍県司

令官 MaungNgaiに率いられたグループと交戦， 3人を殺した。

7月21日，政府軍は Kyan・u・khin附近で SoeAung, Myot Htutに率いられ

た約70人の共産部隊と交戦， 4人を殺し，重傷者5人を捕えた。

T Thazi郡の6500人以上の織工達は，商業局用に製造した80万枚以上のロンジ

ーに対する工賃 120方チャット以上を没収され，また規格外の製品を納入したと

して約500万チャットに達する罰金を支払わされようとしている。

Thazi郡には80ヵ村に約6500台の手動織機があり， 36の協同組合に組織されて

おり，組合は商業局から織糸を受けとり，織工達に配分している。組合は毘分し

た織糸10ポンドにつき 10pyas，製造されたロンジー 1点毎に 4pyasの手数料を
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とり，製品を商業局に渡す。

1967/68年度せんい計画で，協同組合は 1968年6月末までに 120万枚以上のロ

ンジーを商業局に納入した。しかしこのうち80万枚が規格外と判定され，織工達

は契約によりロンジー 1枚毎に6.19チャットの罰金を支払うよう命じられ，加工

賃， I枚につき1.55チャット，を没収されることになった。

そこで各協同組合代表8名がラングーンにきて，商業公社第5（せんしつ当局

者らと会談し，この結果， Thazi商業局マネジャーが直ちにラングーンに呼びょ

せられることになった。

T Myingyanの第56ピノレマ連隊で95人を集めて 1ヵ月間の民兵訓練コースが聞

かれた。

Vコートレイリ十日平議会議長 SawHla Tun は Pa-anでイ十倣府職員達に対し演

説し，政府の開発計画に住民を参加させるためには，強制ではなく，住民にその

利益を自覚するようにさせなければならないと述べた。

なおこの会合は，治安，経済，行政，教育，衛生などを討議した。

23日 v南東軍区司令官 MaungLwin大佐は， Tavoy県 Hayetchaung郡 Kyau・

l王chaung村とその附近の村人2000人以上の集まりに出席し，共産反乱，民兵隊設

立などについて話L,－合った。

Vウー・ヌー前首相・行は Kyaukkonでアラカン救済金集めを行なった。

Thakin Tin, Daw Mya Yi, Saw San Po Thin, Thakin Pan Myaing, U 

Than Sein, U Raschid, Duwa Zaw Naing Aungらが同行した。

T Kwingauk （へンザダ県〉発：との地方では洪水を利用してヤミ商人達が商

品を夜昼どなく小船やポートで運んでいるという。

v第 1商業公社議長 SanWin中佐らの貿易使節閏は，ソ連，東独，英国，メ

キシコ，米国，日本，シンガポーノレ3 マレーシアを訪問した後帰国した。

T Pa-an発：第77ピルマ連隊部隊は最近本郡のサノレウイ｝ン西地区で BoMoe 

グループの KNDO兵の 1隊と交戦， 3人を倒した。

24日 TU  Po Kun新駐ソ大使はモスクワに向け出発した。

T Meiktila郡の 867人の農民に対し， 14万7145チャットの農業融資が，農民達

の村々で支払われた。融資はすでに過去の融資を返済したものに対してのみ行な

われた。

T Thazi君［Sの6千人以上の織工達は政府に規格外品を納入したとして罰せられ

ようとしていたが，これが誤解にもとづくものと判札所定の加工賃を受けとれ
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ることになった。

vパセイン発： 1週間前，パセイン西部郡 Hpo-maung-chaing村附近で“ア

ラカン民族解放軍”兵士2名が第 1チン・ライフル分遣隊により射殺された。同

解放軍は民族民主統一戦線に加わっているといわれる。

, The Working Peopんな Daily(8. 1）への投書から一一拝啓，共産主義者に

より殺された2人の林業局員（WPD23 7 68）は彼等に殺された唯一の人々では

ない。 Bogoneの老人 U Chit KhaingとSu-tatの他の 2人もまた毛沢東バッジ

をつけた共産主義者に殺されている。

昨夜共産主義者達は Sinzeikまで行き， そこから東北に向い Paya・hna-suに

行き，そこで協同組合店を掠奪したという。

軍はわれわれの村を武装する意図をもっているという。共産主義者はそれを知

ッているO そして彼等は武器をもっていると思われそうな者全員を連れ去り，殺

害すると脅かしている。政府のために水牛で木材を運んでいる TunYinとかい

う男が，共産主義者の殺害すべき者のリストの第 3番目にのっているということ

は公然の秘密となっている。

いま次のことが提案されている。

軍本部と無線，電話連絡を維持すること。

村に軍が駐屯すべきこと，警察ではない。

村に，東西南北から，同じように武装した人員を配置し，互いに常時，即刻

連絡がとれるようにすること。

村の要請により，あらゆる援助と支持が軍本部より直ちになされること。

村から 2時間毎に電話，無線により軍本部に連絡をすること。

古い，使いものにならない武器を支給しないこと。共産主義者はよく訓練さ

れ，武装している。村人はそうではない。

ごうまんさや“命令主義”を全くなくした，絶対的な信頼と協力が必要である。

2人の林業局員を共産主義者が殺した理由は，軍の協力で林業局を通し政府が

トングー西の村々から没収した多量の木材からえた何千万チャットもの金で，共

産主義者は大きな損害を受けたからであり，彼等は通報者の血を求めているので

ある。 トングー， 1968年7月24日 U Sann 

25日 Vラングーンの Pabedan地区捜索隊は，オンサン・マーケット，野外マーケ

ツトでヤミ商人の取締りを行なった。 14人が逮捕された。

Vモー／レメイン発：当市域の私営精米工場，製材工場は， 1965年以来総額6万
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チャット以上の税金を滞納しているととが判った。

市当局は第1商業公社と悶家木材局に対し，精米，製材料金支払い分から税金

分を差し引くよう要請した。

精米工場の滞納分は次の通り。（単位，チャット） Dhadha (3420. 5), Zabu Aye 

(2548. 4), U Kyin Chan (7 422), U Khin Maung Gyi (2778), Burmese Maritime 

Trading Co. (8785）。

製材工場では， Ali Ahmad (8591), Swami (3714), Ludu (9829), Burmese 

Maritime Trading Co. (5856), U Kyin Chin (1398）。

26日v T Tin U 中央軍区司令官は， Syriamを訪問，政府関係者に対L，農民に対

しその余剰米を政府に売らせるよう説得し， 12月に新米が収獲されれば旧米の買

い入れを行なわない旨説明するよう要望した。

また精米所に“飯米”をもってきて精米しにくる人々は必ずしも全員が正直な

人ではなく，なかには“飯米”といって精米させ，それをヤミ市で売却するもの

もいると述べたc

T Pyu発：第 48ピル？連隊と Bawdigon警察の連合攻撃隊は， Oktwin郡

Band liwegon西5マイルのペグー山系のジャングノレ中にあった共産軍訓練キャン

プ（TunTin, Aung l'vTyint指揮）に奇襲攻撃をかけ，共産兵3人を殺し， 30の

小屋を焼き払った。

Vヘンザダ県北部の Kywetkyunsu村で， Kyaukyai, Thaiyo, Chinbo, Ky-

wetkyun, Kyunhtaik, Kyun-u, Seikthaからの民兵隊員800人以上が集まった。

この会合で7月25日，軍警攻撃隊が，共産軍の BoTawの部隊を Ma・u・khon

村で敗走させたことが報告された。

T Hmawbi県 Tantabin郡 Bawle村農協商店が BoTin指揮の約30人の

KNUP兵（カレン民族統一党〉に掠奪された。彼等は4隻のボートでYandoon

郡 Chaungwa村の方向に去った。

, Ye: Bo Hla Shwe Hpawに率いられた約30人の KNDO兵が Lamaing村

軍・警察駐屯所を攻撃したが，約1時間交戦後，死者 1名を出して撤退した。

T Kyaunggon （へンザダ県〉：；農業融資を受け取ったばかりの農民達が村のト

ランプ詐欺師達の犠牲になりつつある。

本部の多くの村々には 1から 3軒のギャンプノレ屋があり，店先には警官にそな

えて歩しょうが立っている。 Shwekanyin村だけでも 3軒ある。 トランプ詐欺師

達は融資をうけた連中を飲み屋にさそい， “運だめし”をすすめ，結局それに応
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じた連中はさいふを空にさせられるわけである。

27日 vラングーンの Keromendineで、の漁業関係労働者の集会で，魚の小売価格が

中間商人によりつり上げられていることが指摘された。

すなわち，魚百日給センターでは， くじ引きで、小売業者に配分されるが， くじに

もれた多くの商人は，当たった業者から高い値をつけて魚を買い取り，それに自

分の利益をつけて小売しているということである。

f Kyaukse県 Myittha郡5ヵ村の農民は郡人民農民評議会への代表を選出し

TこO

28日 f Tin U 中央軍区司令官はアチャプを訪れ， アラカン管区治安委関係者らと

会談，アラカン救済基金は全額，厳密にアラカン復興のために支出されると述べ

Tこo

Vウー・ヌー前首相ちは KabaAyeパゴダでアラカン基金寄贈者らに対する

献酒式を行なった。

U Thein Maung, U Aye Maung, U Win, U Kyin, U Thwin, Thakin Pan 

Myaing, Thakin Tin, U Than Seinらが出席した。

' 7月16日から27日の問に， Wakema郡の70ヵ村の1819人のジユ｝ト栽培農

民に18万6115チャットの農業融資がなされた。対象面積は3722エーカーであっ

た。

Taikkyi郡でも 942人のジュート農民に対し7月22日から27日の聞に 9万チャ

ット以上が支払われた。すなわち36ヵ村， 1027.25エーカーに対し，エーカー当

たり50チャットが融資された。

f Moulmeingyun対岸の MingalanyuntとAungyadanaの精米工場が反乱軍

に焼き打ちされた。

29日 Vマングレーで、北西軍区治安行政委会議が聞かれた。主に経済開発問題が論じ

られたo

f Maubin県の KinwagyiMayanかんがい用水路を視察中の農業開発公社職

員が反乱軍に射殺された。

Vパンコク：タイ警察はパンコク近くで多量の武器，弾薬を運んでいた車を発

見，運んでいた男2人を逮捕したが，彼等はカチン族であることがわかった。

T Kin-U郡人民農民評議会執行委員会が選出された。党支部員，政府関係者，

および郡内72ヵ村からの代表100人が到着した。

30日 T Ayadaw郡人民農民評議会は第1回会議で執行委員会を選出した。党支部
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員，治安委員，農民が出席した。

, Shwegyin：約30人の KNDO兵が Salu運河近くのキャンプで第57ピノレマ

連隊部隊の奇襲攻撃をうけ，約40分交戦，死者1名を出し逃走した。掠奪品多数

が没収された。

, Kyaukpadaungで211人の政府職員に対する第 1回民兵訓練コース終了式が

行なわれた。

, Paungde：：本郡の 150ヵ村， 6783人の農民に7月20日から29日までに 117万

3770チャットの農業融資が支払われた。

なお本郡の貸出中の融資残額405万6571ヤットのうち， 360万2659チャットが

返済された。

31日 Vイラワジ河の洪水により，モーピン県の Tawa-Palet-Kokkowa堤防の Bodi

と Hlaing村間が決裂し，堤防南の水田1000エーカー以上，ラングーン＝ヤンド

ーン高速道路の背後の水田1600エーカー以上が冠水した。高速道路は 120フィー

トが流された。

モーピン県内には総延長100マイノレ以上の堤防があり， 7万エーカー以上の豊

かな水田が洪水から保護されている。

vデノレタ地域で洪水防止と塩害防止のために2800万チャット以上の資金で三つ

の大規模計画が進められている。 25万エーカーが利益を受けるものとみられてい

る。

第 lの計画は Hanthawaddy県 Kungyangon郡での Mokekyun計画で， 2

万エーカーの土地を塩害から守ることを目的とし， 260万チャットの資金で1966

/67年度に開始され， Letkhokkon;f寸から Kawdin村までの 9万6千フィート，

Thayetaw村から Tawkhalu村への 1万1千フィートの提防がすでに建造され

た。 1969/70年度に完成予定。

第2の計画は Thongwa島洪水防止計画で5万エーカーをイラワジJI[の洪水か

ら守ることを目的とし800万チャットで1974/75年度に完成予定。予備調査終了。

第3計画は Yandoon島洪水防止計画で、17万7千エーカーをイラワジ川の洪水

から守ることを目的とし， 1981/82年度を目標とし 1800万チャットが予定されて

いる。

v林業局はラングーンで毎月 600万本以上の薪と 8万袋以上の炭を， 13のセン

ターと 900以上の登録代理店を通じて販売しているO

私営許可証所有者により， Labutta,Myaungmya, Moulmeingyun, Bogale，そ
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の他のデノレタ各地で、生産される薪と炭は林業局により買い上げられる。

薪は 100本当たり2.10チャットで仲介入に売られ，彼等はそれを2.50チャット

で売却する。

炭は 1袋当たり 10.38チャットで仲介入に売られ，彼等は 11.40チヤツトでそ

れを販売する。

1966/67年度には， 1億2千万本以上のまきと 85万袋以上の炭がラングーン内

で売られた。

l Tharrawaddy発：第35ピルマ連隊の部隊は LetpadanとGyobingauk開高

速道路東方のベグ一山系のふもと地帯で掃討作戦を進めているが， 7月31日，有

名な共産党軍女性指導者 No帽talonSein （あるいは MaSein Win）のキャンプ

を攻略した。

キャンフ。にいた約50名の共産兵は若干抵抗した後， 2人の死者を残して撤退し

た。

この地域は反乱活動の温床であり，この基地から KNDOや共産軍がしばしば

県内の鉄道に地雷をしかけていた。

2目前，この地区での別の衝突の際，大量の武器弾薬が捕かくされた。 KNDO

の郡委員会レJベルの指導者SawShwe Htooは Okpoから南10マイルの Alansu

村で射殺された。

また7月29日には，軍は KNDOの KyawWinに率いられた別のグループと

交戦し， 1名を倒した。彼等は食糧，医薬などの倉庫を守っていた。
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反乱諸勢力の活動はいよいよピルマ中心部において，各地域中心聞を結ぶ

「線」の維持すら危機に陥らせるほどのものとなってきたようである。

6月25日付でペグー県知事が全住民に対し，午後6時から午前6時までの

問，鉄道線路に近づいたり，横断したりすることを禁止する命令を出したの

に始まり，同様の命令が， 7月 1日にはタラワジ｝県に， 7月4日にはトン

グー県， 6日にはマウピ県に出された。

これらの諸県は首都ラング｝ンに近接し，そこを走る鉄道はラングーンと

マンダレーを中心とするピ、ノレマ中央部を結ぶうえで極めて重要な役割を果し

ている。そして，しかも，今年に入って繰り返し共産勢力によりこの鉄道路

線上で貨車，客車が地雷その他を使った待伏せ攻撃をうけたことが，これら

の命令の根拠となったことはいうまでもなかろう。

政府はこれらの命令に加えて，鉄道ダイヤを一部変更し，夜行列車を昼間

にできるだけ走らす措置をとったり，また沿線において共産キャンプに対す

る掃討作戦を強化した。そうした措置のためか， 8月には共産軍による列車

襲撃事件は報じられていない。しかし，共産軍は決して掃討されたわけでは

なく，これらの措置だけで鉄道の安全が確保されたとはいえそうもない。

しかも，ピノレマ政府にとって，いわゆる「線」の確保は次第に容易な仕事

ではなくなってきている。すなわち，鉄道と並んで，あるいは地方によって

は鉄道以上に重要な輸送手段で、ある内陸水運網が重大なピンチに直面してい

ることが指摘されねばならない。

7月初めに明らかにされたところによれば，内陸水運局の持船76隻のうち

33「隻が修理を待って運航を停止しているということである。そのためいくつ

かの航路は長期間欠航となり，またある場合には航海数の削減が行なわれて

いる。修理の遅れは，部品の不足，修理技術者の不足などによるものと思わ

れるので，早急には解決しないであろう Q したがって，この内陸用船舶の不
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足は，共産軍が内航船を時々襲撃するという問題を別にしても，ピノレマの輸

送網をマヒさせることにすらなりかねないものとして真剣な対策が講じられ

るべきである。

なお鉄道輸送に関してつけ加えるならば，ピノレマ鉄道は戦前客車958輔を

保有していたが，現在では 675輔しかなく，機関車，貨車数も戦前を下廻っ

ているということである。

さて次に注目されるのは工業の動向である。

8月3日に明らかにされたところによれば，政府は私営工業企業を工業計

画対象企業と対象外企業とに分けることにし，原料品は対象企業にのみ配分

され，対象外企業は閉鎖され，労働者は必要ならば対象企業に配転されるこ

とになるという。

6月にマンダレーの葉巻工場の合併にともなう労働者のスト騒ぎがあって

以来注目されてきたピ、ノレマ工業のなり行きは， 7月に入って，マンダレーの

石けん工場28のうち， 23工場が原料不足で操業を停止したことが報じられ，

8月にはラング｝ンの中小工場地帯で、小規模工場の22%が原料，と部品の不足

で操業を停止， 1113人が失業したことが伝えられるに及んでいよいよその深

刻さを増してきたものとみられる。

ピノレマの工業界における原料，部品の不足は， ピノレマ経済全体の実状から

すれば早急に解決されることは期待できない。したがって今後もこうした原

料，部品不足からの操業停止はつづくものとみなければならない。

それ故に， 8月3日に明らかとなった政府の新工業政策は，こうしたピノレ

マ工業の苦境を背景として考えれば重大な意味をもつものといえよう。

すなわち政府は，工業を「計画対象企業」とそうでないものとに分け，対

象企業のみに優遇措置を講じ，そうでないものは切り捨てていくという，生

産総量の低下を前提としたうえでの一種の「傾斜生産方式Jを導入したわけ

である。現在のところ，われわれはこの対象企業の指定がどういう規準で行

なわれるのかについて知らない。一体誰が生き残ることになるのかは，将来

のピノレマの政治・経済に重大な結果を及ぼすことはいうまでもない。しかし

いずれにしても非常に多くの労働者が再び『ピルマ社会主義建設への過渡期

の苦しみ』を耐え忍ばねばならなくなることはいうまでもなかろう。
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8 月
1 日 V政府軍は lngabu郡 KanpeThetl叩 ipyin村で TinShwe Gyee指揮の共産兵の

一隊を攻撃し， TinShwe Gyee以下14人の共産兵を殺した。

T Namtu: Bawdwin鉱山で1179人の労働者への給与15万3896チヤツトが支払われ

ようとした時，労働者にまぎれ込んでいた KIA兵5人が，警官 1名を殺し，現金

袋を奪って逃走せんとした。彼等は Namtu河で準備されていた2隻のいかだに

他の仲間と乗って去ろうとした。しかし追いついた警察，軍隊の発砲により 7名

が射たれ河中に落ち， 2人が対岸に逃れた。現金は政府側が奪回した。

v政府軍は Tharrawaddy県東部のベグ一山系ふもとの KNU軍キャンブ。を

攻撃し， 45分間交戦， KNU県委員 PharLu Gyi （あるいは AungPwint）と

その娘を殺した。

vペグー当地の Zaygyiマーケットの肉屋は7月29日以来，市当局の設定した

価格で肉を売ることができないとして閉店している。

このため市場の魚屋では魚の値段が急上昇している。一方肉屋はヤミ市に行き

そこでプレミアム付きで肉を売っている。

2 日 T Henzada郡の Kywetkyun,Kyunhtaik, Kyun-U, Pauktaw, Dahka, Kya-

ukyai, Chinbo, Nandawkyunの各村人は， 20年にわたる共産支配から解放され

て，政府に対し，民兵隊結成の希望を表明した。

T Pa-an君$Htone-ain村民兵隊に KhinZar Mon，南東軍区副司令から武器が

渡された。

T Bhamo県 Shweguで60人の政府機関員に対L,41日間の予定で民兵訓練コ

｝スが開かれた。

T Kanbauk：この町周辺農村の村人や農協員達は，反乱軍が7月26日以来Tavoy

と Yeをむすぶ YeニTαvoy自動車道路を閉鎖したために， Tavoyや Yephyuで

立往生している。

協同組合商店の商品は枯渇し，米価は2.5から 3チャット（pyiあたり）になっ

7こ。

新聞は Kanbaukニ Tavoyパス線の終着駅にとまっている。

なお幾人かの人々が Tavoyから牛車でたどりついた。彼等は政府がこの道路
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の再開に全力をつくしているといっている。

Vニュー・デリー：インド政府はナガ族がピノレマ領を経て中国に入るのを妨ぐ

ため，東北インドのピ／レマ国境を封鎖すると発表した。

3 日 V私営工業企業は工業計画対象企業と対象外企業とのこつのグループに分けら

れることになった。

そして将来原料品は計画対象企業にのみ配分され，‘対象外企業は緊要な場合に

のみ配分されることになる。対象外企業は閉鎖されることになり，労働者は必要

ならば計画対象企業に配転されよう。

この措置にもとづき， ShweHti石けん工場， Madha石けん工場， Panli石け

んに場， TieLie石けん工場， TinHone石けん工場，一一一それぞれラングーン

の Mayangon,Kamayut, Blair沼地区にある一一ーは計画対象工場とされ， Daw

Hnin石けん工場，じhitKyi Yay石けん工場， KyanGwan石けん工場， Lie

Hue石けん工場は対象外とされた。

その他の工業も同様に二つのグループに分けられた。

可 2人のアメリ力のジャーナリスト〔BaltimoreSterの AdamClymer氏，

Globe 1¥lf ailと WashingtonStarの VanPraagh氏〉がビルマ政府機関紙編集

者らと会談した。

T Prome：当県の二つの刑務所と 10の警察留置所は，定員の 2倍以上の人員を

つめこみ， トラブルが断えないため，ニつの委員会がこの問題を検討するために

任命された。

T Pwinhyu: Than Maungに率いられた共産兵が Kyaukzu村・に入り，前共

産党員で1958年に政府に投降した U Hmat Gyi (40才〉を連れ出して殺害，さ

らに村長宅，土地委員会議長宅から現金，物資を掠奪したo

, Lashio : Munaing村の民兵24人に政府から武器が支給されたo

T Matupiで第3回民兵訓練コースが終った。

T Kanyutkwin: Ngasein米がノミスケット当り 7チャット， Kaukkyi米が8チ

ヤツトで売られているが，なかなか買い手がなく，米のストックは次の収穫まで

持ちそうである。

4 日 ，ラングーン市場小売価格一一（viss当りチャット〉

とり肉二9.00，あひる肉＝8.00，豚肉（脂肪なし）＝9.00，豚肉（脂肪づき〉ニ

8.00，牛肉（骨なし）＝9.00，牛肉（骨っき）＝8.00，マトン（骨なし）＝10.00,

マトン〈骨っき）＝8.00，かきく大〕＝8.00，かき（小）ニ 5.00, Ngamyinニ13.00,
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Ngathalauk = 6. 00, Ngapheニ10.00, 乾そう小魚二15.00，えびペーストニ 6～

8.00，魚ベースト二 4～6.00，卵（ 3コ）二1.20，玉ねぎ＝1.50～2.00，ポテト

=1.50～2.00，唐がらし＝ 8～10.00，塩＝3.00，食用油ニ8.00，練乳＝2.00,

ピノレマ茶 (10ticals〕二2.00, コノレゲート歯みがき＝12.00。

v革命政府は農地開拓計画に精力的にとりくみ，これまでに 160万エーカーの

放棄されていた土地を開一拓した。しかしそのうち 140万エーカーの土地が農民に

利用されているだけであることがわかった。 Hanthawaddy県のみで 17；エーカ

ーの土地が放置されている。

したがって政府は将来，農民から新たに運河，夕、‘ム，足防を築いてくれるよう

という要求があっても，農民が具体的に開発された土地を利用するという保証を

しないかぎり，そうした要求に応じないことにした。農民達は既に開拓されてい

る土地を十分に利用するよう要請されることになろう。

T Pyu発： Oktwin君I)Bannwegon西方，ペグ一山系ふもとで20人の共産兵

と，第3カチンライフノレ連隊部隊とが交戦，共産兵4人が戦死。

T Kyauktaga：本部西部で活動していた反乱軍は軍と協力した五つの村の民兵

隊に追われて逃走したが，彼等はしかし遠方のペグー山系ふもとの村人達を苦し

めている。

そこで村人達は Per即 時on,Tawkywe-in，および当地に避難してきた。 Than-

pya, Ye-aye, Zalokgyiの各村の全村人が村を捨てた。また村のー々の僧侶達も

ネ・ワインの支持者で，社会に害を与えるものとして追われてきている。

, Myingyanで第 1回民兵訓練終了式が行なわれた。 95人が訓練を終った。

, Minhla （「rhayet県）: Sinbyukan村の農民で 6ヵ月前共産軍に雇われ，コッ

クをしていた男が投降してきた。彼は武器を持つことは許されなかったという o

T Pyu: Thaungpu村に，共産兵約20人（オノレグ Aungh と作戦指揮官 Aung

Myintが率いる〉が入札政府に情報を提供した14才の少年を射殺した。

T (The Working PeoρLe's Daily報道員）：ラングーン二マンダレー鉄道 Kya・

uktagaと Penwegon聞の西方，ベグ一山系ふもとの農村地帯は政府が民兵隊運動

を始めたことに大いに感謝している。いまや村人は民兵隊が常時監視しているた

めに，平和に生活し，働くことができる。

この地域で解放された村々は， Khintha,Khinkanlan, Gyobinyo, Magyibin, 

Sanwinmyaungである。最初オノレグ達が民兵隊のアイデアをもち込んだ時，多

くの村人は懐疑的であった。

$
lム4

 

り
白 、、t

’’F5
 

q
u
 

y『
ふ

〆
’
t
、、



ピ ルマ（ 8月〉

「われわれの竹くぎや山刀で彼等の鉄砲にどうやって対抗するのかね」という

のが誰もがする質問であった。彼等は団結が力を意味するとは単純に思うことは

できなかった。しかも彼等は単独で行動しようとはしなかった。政府軍は彼等の

援助が求められればいつでもかけつけてくるであろう。しかし単純な村－人達を説

得し，確信させるのは忍耐のいることであった。

しかし農民達が，彼等が民兵隊の効果を疑ったことは間違いだったと悟るのに

長くはかからなかった。とがった竹棒と山刀は，彼等自身の救済への確信ととも

に使われる時，反乱軍の鉄砲と同様に有効でありえた。一度ならず彼等は反乱軍

の徴税者を追い出したり，私刑に処した。政府軍は報復に対して弱い共同体を守

り，援助をするために手のとどく範囲にいた。

最近彼等はもうひとつの立派な勝利を納めた。 7月21日，共産党郡委員 Hla

Myint, Tun Myint；が中核分子のー隊を率いて，挑戦的な Khinkanlanの村人

達から税金をとるためにやってきた。一度彼等が村の領域内に入ると村人達は警

報を鳴らし，一隊を追い立てた。しかし反乱軍は鉄砲を乱射してかろうじて逃走

した。

怒った村人達は今度はそんなに簡単に強盗団を逃がすつもりはなかった。彼等

は最寄りの軍ノfトローノレに行き，逃げていく反乱軍の後を追った。驚いたことに

彼等は共産軍のジャングノレの隠れ家にたどりついた。そしてそこから反乱軍を追

い立てた。歓声を上げた村落民兵隊員は，放棄されたキャンプから奪った武器，

弾薬をもって帰った。

奪った武器のなかには奇妙な形の重火器があった。村人の幾人かは，かってい

ろいろな不正な目的で村にやってきた反乱兵の肩にそれがかつがれていたのを思

い出した。村人達は共産兵がその武器が中国製対空銃だといっていたと述べた。

しかし現在その同じ火器は，政府軍により，ジャングノレのなかで反乱軍により

造られた“Partygun”であると確認された。

' 7月中に各種労働委員会は， 226件の労働紛争を処理した。すなわち中央労

働委員会は63件，労働控訴委員会は50件，ラングーン労働小委員会は64件，県労

働小委員会は49件であった。

5 日 T Taunggyiで政府職員に対する第 1回民兵訓練コース終了式が行なわれた。

, Thanbyuzayat郡 Kyonkadat村の民兵隊に第31ピノレマ連隊から武器が支給

された。

6 日 Vウー・チーハン外相はユネスコ主催アジア開発のための科学技術応用につい
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ての閣僚級会議出席のためにニューデリーに出発した。なお会議は 9日から20日

まで聞かれる。

T Gyobinga叫王：本郡西部の農民達は毎日2000から5000パスケットの米を当地

の購入センターに売りにきている。

農民達は共産軍の指令で米を政府に売れなかったが， 6月に政府軍が共産軍を

ペグー山系深く追い込んだため，政府軍保護下に入り，米を売ることができるよ

うになった。

V政府は，第7旅団司令官 KhinOhn中佐を 5月15日付でカチン州評議会員

に任命した。 HtinKy担w 大佐の後任である。

, Maubin：政府軍攻撃隊は Gadetyonsu村で NDUF兵と交戦， 2人を殺し

た。村ー人2人が死亡，政府兵2人が負傷した。

Vランゲーン管区では最近犯罪が急増している。ラングーン市では 8月5日ま

での 1週間に， 7件の重大犯罪， 5件の家宅侵入， 73件の窃盗を含む 132件の犯

罪が発生した。

T Namtu Bawdwin鉱山で新しい亜鉛精練工場が操業を開始した。年間4万トン

以上の鉛，国鉛を処理しうる。なお既存のー丁‘場は年間16万トン以上を処理するこ

とができた。

この新設備の完成により年間20万トンの鉱石を処理することが可能となり，亜

鉛 1万1500トン，銀96万8000オンス，銅200トン，ニッケノレ120トン，アンチモン

含有鉛400トン，鉛 1万2300トンの生産が見込まれている。

1967/68年度に Bawdwin鉱山は， 16万トンの鉱石を処理し，亜鉛7500トン，

銀78万オンス，銅 140トン，ニッケノレ100トン，アンチモン含有鉛280トン，鉛1

万2300トンを生産した。

7 日 Vメノレグイ発：共産軍“徴税”員 1名が当地の第17ピノレマ連隊の KyawKha-

ing 中佐の下に最近投降した。

T Insein: Hmawbi県3ヵ郡のジュート栽培農民は ARDCからジュート予約

売渡しを行ない前渡し金11万3450チャットを受け取った。

8 日 T Myitkyinaふ1mprabum-Putao道路（218マイノレ〉の修復工事が終了した。

V ビ、ノレスイラン両国は大使級の外交関係を樹立することを決めた。

夕日 T Sagaing県の Tanm=Kalewa間91マイノレの道路は雨期に入って状況が悪化

し，パスで12時間かかる。

, Yamethin；政府職員ら106名に対する 3週間の民兵訓練A コースが終った。こ
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れまで 284人が訓練を受けた。

V ミチナ高等学校学生に対する第 1問民兵訓練コースが終了した。

10日 f Tharrawaddy県 Okpo部で活動している共産軍県コミッサ－ Kya Chitグ

ノレープの 1人が Shweho県 Wetlet郡治安委に投降した。彼は最近政府軍に上

りOkpo君IS作戦指揮官 AungBwintが殺された後投降したという。

f Tin U 中央軍区司令官はアラカン救済運動の経過について記者会見を行な

ったが，そのなかで中央治安行政委 SoeMyint中佐が明らかにしたところによ

れば，アラカン救済のために内外から’寄せられた基金は7月末までに総額411;j 

9070チャットに達した。

f Putao （カチン州、l〕発：第46ピ／レマ連隊の MiShi Naw大尉以下の政府チ

ームは7月25日から 8月 4日の問に MachamBaw郡の Inlanga-I-Itangasu合

併村を訪問，農業開発，治安，民兵隊問題などを話し合った。

f Than}Jyuzayat発．当地に駐屯する第31ピノレマ連隊兵土が営んで、いる向助農

園26エーカーは兵土の家族達の家計の助けとなって好評である。米，野菜，家畜

飼育などがなされている。

f Bassein：第：－mピノレマ連隊の分隊と民兵隊は Ngaputaw部 Tazin只yun村付

近で共産兵 1名を殺した。

11日 f Letpadan : Minhlaからの警察隊は Nyaungbintha村附近で只anWin, 

Ye Lwin, Min Htuらに率いられた20人の共産兵と交戦した。

f Myaungmyaで政府職員55人が第 1同民兵訓練コースを終えた。

，政府ば設立を予定している人民銀行のための理事会メンバーを仔：命した。議

長には U Kyaw Nyeinが選ばれた。

なお同銀行法(1967）は 8Jl 9日付で発効し，国内外におけるチャット貨の強化，

経済開発の調整などを目的としている。

12日 f Paungde：反乱軍の呼びかけで NDUFと行動をともにしていた25人の

Shwelay Taugnyo村の村人が合法生活に復帰した。

f Thegon発：第53ピルマ連隊部隊は Pa<ligonから 1マイノレの村・にいた共産

兵グノレープを攻撃した。

共産党県委員会の BoChitsayaに率いられた8人の共産兵は， 8月10日，

Padigonから 6マイノレの Shwepandawと Indaing1王on村の問の丘りょう地帯の

隠れ家から政府軍に追われ， 11日には再び Kannasint村で政府軍と交戦， Bo 

Chitsayaは戦死した。また 3人の共産兵も戦死し 1名が逮捕された。 12日には残
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りの 3人が本郡の Pantin村で、投降した。

V人民石油産業は，主にろうそく製造業者向けの下級ろうの生産を今月から停

止し，輸出向きfの高級ろうの生産のみを行なうことにした。

人民石油産業は現在在庫．分のろうを販売しつづけているが，最近17のろうそく

製造業者は’常業をやめた。理由は従来トン当たり 135iチャットだった“ろう”が

1553チャットに値上がりし，それに諸経費を加えるとろうそくトン当たり2100チ

ヤツトとなる。しかし販売価格は2250チャットに押えられ，しかもトン当たり 330

チャットの税金を課されるので，結局赤字となるわけである。

なおラングーン管｜又には約200のろうそく製造業者があり，そのうち60が外国

人系であるか，ピノレマ人を妻とする外国人経営である。後者のグループは資本も

多く，新優先順位制度の Fで現在も人民石油産業からろうを買い入れている。

人民石油産業はこれまで毎年 l万トンの原料ろうを企業家に販売してきた。

, Zigon：本部では昨年は米がパスケット当たり 50～70チャットで売ちれたに

もかかわらずう今年は 6チャットでも買い手がなし、情況である。

なおIHIまでに本郡の第 1商業局倉庫には 107万1813パスケットの米が買い付

けられた。農民達はまだ販売をつづけている。農民達は３００バスケットにつきラ

ジオ 1f1が交換できるということでもその余剰米の販売を促進させている。

13日 , Myitnge鉄道工場で初めて客車の製造が行なわれた。 1967／侃年度中に15

f1の製造が予定されている。

なおピルマ鉄道は戦前958輔の客車を所有していたが，現在では 675輔をもっ

にすぎない。しかし旅客数は戦前の1800万人から， 1963/64年には4500万人，

1964/65年には5200万人， 1965/66年には5700万人， 1966/67年には6000万人に

達した。また機関車，貨車の数も戦前を下廻っている。

, Yandoo口君＼）45ヵ村のうち43ヵ村の水田 3万丈一カー以上が冠水したが， う

ち6700.:r－ーカーが被害をうけた。

T Myaungmya : Kyagan村警察所に 3人の共産兵が投降した。彼等はそれぞ

れ，戦闘オルグ，郡オルグ，土地配分官であった。

, Ngaputaw：：本郡の Hpyin-yegyaw村‘に共産兵のグループが入り，村落治安

委書記を殺した。

14日 Vラングーンで聞かれた農民評議会代表業務調整会談で， ThaungKyi農業

相は， 1967年の農民のHから1968年 8月12日まで、に，124の郡区農民評議会， 33の

耶l又組織委員会， 5:(l4の村落農民評議会が設立されたと述べた。
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なおこの会談は5日間の予定で， 146ヵ郡からの農民評議会代表，中央農民評

議会代表をはじめ，政府関係者らが出席している。

, Loilern県 Mongshuで SaiPang Maiに率いられた200人以上のシャン反

乱軍と家族，総計365人の集団投降式があった。第99ピノレマ連隊司令官兼県治安

委員会議長 TunMyint少佐らが出席した。

, Wakema : KNU郡委員 MahnSayehpeikに率し、られた約10人の兵士と政

府軍第93ピノレマ連隊と Lantharnine村民兵隊との混成部隊とが Padaukkon村附

近で交戦， KNU兵3人が死亡した。

, Kyauktan郡では洪水で本郡の50万エーカーの水田のうち， 2万エーカーが

被害をうけた。

15日 Vペグ一発： Mamauk警察駐屯所の警官の夫人達7人が8月10日から民兵訓

練を受けているo

, Pyu : Aung Peと TinAungに率いられた共産兵が Zikhon村から農民

親子を連れ出し，射殺した。

16日 v農民評議会業務調整会議第3日の討議での主な発言は次の通り。

U Chit Hlaing, Budalin：家畜の無差別な屠殺を禁じるために，無責任な許

可証保持者を罰すべきである。

U Saw Lwin, Myinrnu：家畜泥棒が多い。 Katha県境では密輸が多い。村落

治安委，土地委員，銀行委員，協同組合員らで民兵隊を結成すべきである。

Ba Kyi, Shwegu：農民評議会選挙がモンスーン耕作期とぶつかると困難が多

＂、。

U Ohn Maung, Mohnyin：商業局配分の農機具は質が悪い。砂糖きびの生産

は目標を越えたが，大部分がダメになった。

U Phaw Yan Karn Twai, Mansi : 反乱軍は麻薬栽培を奨励し， Mansiでは

ケシ栽培は4千エーカーを越えた。反乱軍は麻薬を国境を越えて，武器と取引き

している。

U Shwe Wun, Hsipaw：言語問題のために，農民評議会結成が困難にぶつか

っている。

U Mya Maung, Nawngkhio: 土地法はシャン語にほんやくされるべきだ。

米が不足している。

U Sai Non Taung, Mongsat: 農民評議会規則は少数民族の言葉に訳される

べきだ。
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U Than Tun, Pindaya：農民評議会の結成は，適切な指示の不足，文具の不

足などのために遅れている。

U Myint Swe, Loikaw：われわれの地方は政治的に非常に遅れている。住民

の85%が文盲である。しかも各種の組織，政府機関の調整が不足している。

U Saw Wun, Kawkaraik：農民は耕作よりヤミ取引に熱心である。土地の治

安行政委議長は30もの異なった委員会の長をしている。反乱軍は辺境では村の協

同組合とともに好きなことをしている。

U Ohn Hket, Chaungzon：農民評議会の結成は政府代表の任命が遅れている

ので遅れている。反乱軍の脅威も原因である。結成のためデモやアジは農民のヒ

マな時にやるべきである。 Kawthaungなどの地域ではタイ語を話す民衆の組織

化について考慮が払われるべきである。

U Ba Shin, Thaton : 漁業労働者は搾取者や資本家に頼らねばならない。当

局は彼等を搾取者の影響から解放すべきである。

T Tharrawaddy県 Okpo郡 Tet-swe村の民兵隊員457人は，反乱軍掃討作戦

を行ない， Kyee-don-le村附近， KyuakWa-daw村附近， Theyagon村附近で

合計7戸の反乱軍の建物を焼き払った。

, Dallah : Twante郡の Pyawbwegyi村米買付センターで 1日で、10万ノミスケ

ット以上の買付けがなされた。

また Kamaung}II岸の ShweMyinmo精米所の買付センターは前年は30万パ

スケットを買い付けたが，今年は現在までに80万パスケット以上を買い付けた。

なお農民はセンターで 180チャットまでの物品の購入を認められている。

v政府警察軍は Mogok郡 Namkaung村で反乱兵6人を逮捕した。

T Paungcle郡 Phayaで 1千人以上の農民が集まり，反乱軍のテロ活動を非難

した。

T Natmaul王： Phetaw村治安行政委員が共産兵のグループに殺された。

' 8月16日現在の外貨保有高は，政府保有が10億0980万0794チャット，ピルマ

銀行保有が7億1995万4368チャット（うち 3億9000万チャットが金）となってい

る。なおこの日までの 1週間の流通通貨量は18億1129万1405チャットである。

17日 V農民評議会業務調整会議第4日の各代表の発言要旨は次の通り。

U Hoke Swan, Paung : 管区内には若干の政府経営家畜飼育場があるが，人

人は商業ベースでの家畜飼育には興味をもっていない。政府牧場も労働者の不熱

心のために発展しなかった。政府は漁業ライセンスを耕作に影響のない地域にの
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み与えるべきである。

塩の太陽熱に上る生産は好まれていない。なぜなら粗い塩ができるからであ

る。塩業のために輸送の改善が望まれる。

土地委員会は再組織さるべきである。管区レベルのものは廃止さるべきであ

るO 協同組合は満足すべき状態にはない。郡協同組合が設立されるべきで，現存

のものは再組織さるべきである。

U Ba U, Tavoy：学校を増設すべきである。当局の許1iJがあれば，農民評議

会が学校建設資金を集めるだろう。民兵隊は大至急結成さるべきである。

lJ Hla Shwe, Henzacla：いくつかの村落治安行政委，土地委員会，協同組台

は農民評議会にしっと心をもっているので，政府は組織聞の理解を深めるようす

べきである。治安に第 1の優先順位が与えられねばならない。

U Khin Nyun, Einme: 2種類の漁民がいる。ひとつは海水漁民で彼等は組

織化が困難である。淡水漁民で、は出来高制のものの生活水準は非常に低い。彼等

の生活向上を助けてやれるならば，その組織化は容易である。農民評議会内での

漁民について明確な規定がなされるべきである。

U Than Saung, Myaun 

者が不足しているO 少数の農－民が融資を返済できなかつたために，全村が被害を

うけねばならない。融資を返済した個々の農民は新たに融資をろけることができ

ねばならない。

トラクダーやポンプ。の数は多いけれども，ポンプの半数は故障してし、る。 トごヲ

クターを移動させるのに困難がある。なぜならランチが不足しているからであるの

その結果，ジュート作付が低下した。

U Maung l¥1yint, Pantanaw: 土地紛争が農民評議会により解決できれば上い

ことである。地主連は米作地を，バナナ，ココナットなどを植えることにより果

樹園にしてしまった。反乱軍もまた農民を強制して同じことをさせようとして

いる。その結果，米の作付地は減少している。家吾飼料や薬が容易に手に入るよ

うにすべきである。

若干の漁場は国有化されるべきである。そこで働いている漁民はひきつづき働

くことを認められるべきである。いくつかの漁場は協同組台的に運営されるべき

である。

U Soe AunιMyaungmya: 農村健康センターはもっとスタッフと薬をもつ

べきである。家庭用薬は村’レベルに届くべきである。
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民兵隊は大至急、結成され，武装化されるべきである。

U Hla Kyaw, Rathedau時：農民評議会はいくつかの場所では結成されたが，

他の場所では組織委員会すらできていないところがある。組織委員会は非常に大

きな個人的危険を冒して評議会設立のために働いている。

U Ba Pe, Manaun兵： アチャブ県の農業の75パーセントがサイクロンで破壊

された。

Manau叩（Cheduha）では小作問題は非常に少ない。しかし相互の了解による

県民間の土地の売買，移動は若干ある。もし彼等が適宜処罰されれば，こうした

憤行はなくなろう。アラカン地方は本f¥'-500万 vi回わ臨を生産する予定であるが，

労働者が不足している。

U Ko Lay, Sancloway : 治安はまだあまり上くない。犯人の不明の殺人がし、

くつかある。チッタゴ、ンへの密輸は停止させられるべきである。民兵隊は前一ちに

設立されるべきである。

U Tun AunιHtantabin：選挙後10「1内に村落農民評議会を結成せよという

規定は交通の不便な場所では困難がある。士地記録局は川により侵しょくされた

水田を調杢せよとの農民の要求に田容を与えていない。

U Sein HlainιPegu：村内の他の組織は農民評議会に〕I：しし、態度をとってし、

ない。

U Ba Tun, Y cdashc：われわれの7KIIIは：豊かなシッタン何谷にあるが，生産

増強計画は，農民がその計画の意義を理解しないこと， トップと下部との密接な

連絡のないこと，関係役人がオフィスにしがみついて現場にこないこと，のため

に成功していない。この地域の多くの農民達は尿素肥料を農作に使うかわりに，

それからアルコールを造っている。若干の農業労働者達は肥料かむつくった洞で

十分楽しんでいる。

わが県におけるトラクターの状態をみてもらいたい。それを監督するために治

安行政委と土地委員会員を含む委員会が結成されるべき時である。農民と漁民の

仕事の性質は矛盾しているので，両者の利害の調整が必要である。

一家族当たり 2::r＿ーカーの割当は明らかに生活には不十分であり，農民が処女

地を開拓することを許されるべきである。

U Thaung Shwe, Shwedaung：地主や資本家の代理人が多くのj：地委民会に

浸透し，役人の気に入られているものもある。農民評議会民はあらゆるレベルの

土地委員会に合まれるべきである。
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U Tin Hla, Thongwa : Thongwaと Kayan両郡の農民達は元手なしに豚，

にわとり，あひる飼育に入ったために，資本家や外国人飼育業者のために働かね

ばならなくなっている。小規模飼育の農民は大きな飼育業者のようには十分な飼

料をうることができない。漁民達がかんがい施設を破壊している場合がある。

村落協同組合の 7割はショッキングな状態にある。正直な人々をこれらの協同

組合の中心ポストにおくべきである。

U Aung Soe, Minhla：政府は生活の向上に全力をつくしているけれども，そ

れは反乱軍，強盗，犯罪人からの安全が守られねば意味がない。農民評議会は農

民がこうした破壊分子に対抗するよう武装行動に農民を組織化すべきである。

T Syτiam: San Yu准将， SeinMya大佐（北西軍区司令官）， Maung Lwin 

大佐（南東軍医司令官〕， U Tun Ayeシャン州評議会議長， U Ding Ra Tang 

カチン州評議会議長， SawHla Tunコートレイ州評議会議長， U A Mya Lay 

カヤ州評議会議長， U Hsan Ko Lianチン問題評議会議長， U Kyaw Zawシ

ャン州評議会員らは Syriamの人民石油産業精油所を視察した。

T Paun停le: 30人の女性を含む約200人の NDUFのー隊がここから23＂＇＜＇.イノレ

東の Theingon村に入り，村・人を強制的に集会に集め，さらに協同組合から米，

塩，食用油などを奪って去った。

T Wakema: Lan-thamaingと Laykyay村の民兵はボートで、パトロールrp,

共産党の地区指導者 I人を捕えた。

TU  Tun Yinカチン州評議会員らは Mogaungを視察した。

, Kyaiklatで第1同民兵訓練コース終了式が行なわれた。 54人が卒業した。

18日 V農民評議会業務調整会議終了。最終日は政府当局者から問題点に対する同答

がなされた。また ThaungKyi農相は 1969年の農民セミナーまでに農民評議会

の結成を達成するよう呼びかけた。

, Myaungmya：政府軍は Einme郡 Khaunglankongyi村に隠れていた約400

人の KNDO反乱軍を攻撃， 6人を殺したo

, Myaungmya : Einme近くの Khaunglangyi村で今朝，第11ビソレマ連隊兵

士と KhinMaung Layと BoSaw Hlaのグ、ノレープの KNDO兵が約1時間交

戦， KNDO兵3人が死亡，また村人3人が死んだ。

vウー・チーハン外相はニューデリーでのユネスコ会議から帰国した。

19日 T Kamayut （ラングーン） : Hlaing地区の小規模工場のうち22%が原料と部
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品の不足で操業を停止し， 2万8378人の労働者のうち1113人が失業状態となった。

なお影響をうけた企業数は56で，うち 3企業は国営企業であり，それらのうちに

は国家工業生産計画の対象外企業がある。

V中央軍区司令部で聞かれた会議で， TinU 司令官は，｜司管区内での米の買

付量はこれまでで，昨年の総買付量を越えたと述べた。

, Shwegyin：共産党ペグ一山系管区司令部書記であった KoMyint Lwinが

第57ピノレマ連隊に投降した。

なお彼によればプロームとタラワジー両県では北京帰りの TunNyeinらが支

西己権をもっているという。

f Maubin : Maubinと Twanteの郡境の Momakhaクリーク入口で漁業局の

舟に来った政府軍第27ピルマ連隊のー隊が反乱軍に攻撃され， 1名が死亡，反乱

軍 2名が死んだ。

20日 f Wakema: 20日夜， 9時頃約80人のKNDO兵（KyiShwin指揮）が3手に

分れでこの町に侵入，政府軍，警官隊と交戦しながら，政府物資倉庫から約5万

チャットの物資を奪って去った。 KNDO兵2人が死んだ。

21日 Vラングーンの Pabedan警察はヤミ商人23人を逮捕した。

f Kengtung地方で活動していたシャン反乱兵74人が第41チン・ライフノレの

Kattaungキャンプに投降した。なお彼等は HkunNang Yi, Hkun Sai Nuに

率いられていたo

, Ye；当地と Tavoy間道路沿いの Yabu村‘で， KNDO兵（BoSwami，グ

ループ所属〉が共産党の SayaPyuグノレープの兵士3人を殺した。

f Kunlong: Kunlong-Sinkaing自動車道路上の民兵隊拠点に約300人の共産

兵（SueWin Shan, Phone Kya Phoo指揮）が攻撃を仕かけたが，援助にきた

政府軍に攻撃され， SueWin Shanら16名が死んだ。

22日 Vネ・ウィン議長， MaungShwe工業・労働相， HlaPhoneラングーン地区

司令官らはラングーン市内の Shamie製菓などを 1時間にわたり視察した。

vピノレマ政府は声明を発表し，チェコ領内からの全占領軍の撤退を要求したo

f Hmawbi県 Htantabinの第91ピノレマ連隊に ThaChoの反乱グループの 1

人が投降した。

f Kyonpyaw郡 Magyigon”thongwa村の民兵隊は村の近くで反乱軍と約15分

交戦し，武器若干を奪ったo

f Waw: Shwegyin郡 ShanzuZalokgyibankyaungの共産党の隠れ家が軍に
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攻撃され，共産兵1名が死んだ。

, Moulmein発： Mudonの第32ピノレマ連隊にモン反乱兵 1名が投降した。

23日 Vマンダレー管区とザガイン管区の経済情況調整のための会議がマンダレーの

北西軍区司令部で、聞かれた。 SeinMya軍区司令官らが出席した。

, Ye ；共産軍の BoTin Ngwe, Bo Kyar Gyi, Bo Ba Yiの各グノレープが

Kanhauk, Michaunglaung, Michaung-aing, Chaungson, Hnankyaiの各村々で

活動し，村－人から各々1000チャットを要求しているという。

24日 T Pyuの人民労働者評議会と第5ピノレマ連隊に率いられた労働者逮と Pyuと

Nyaungliintha問の11ヵ村の村人は，ラングーンニマンダレー鉄道沿いの茂みを

切り払った。

, Pyapon：第98ピノレマ連隊兵令土と民兵隊員らは Iくyaunggon村付近で KNDO

兵と交戦，女性 l名を捕え，武器若干を奪った。村人3人が死んだ。

, Mindon：当地から15マイルの地点で軍は MoeWaiグループの共産兵と交

戦し，婦人 2人を殺した。

, Natmau1王に 4千人以上の住民が集まり，共産党のテロ活動を非難した。

25日 , Promc：軍・警攻撃隊は Shwedaung君1;Kyauk-ein村南 1マイルの共産兵

キャンプを攻撃， 3人を殺したo

, Pyu：当地南西4マイルの Zahaクリーク北で、警察ノ汁、 pーノレは共産兵と交

戦， 6人を殺した。

26日 , Zalun：夜10時半頃， Daunggyiに約20人の反乱兵が侵入L，三つの精米工

場を焼打ちし，協同組合店の物資を奪った。

, Pwipbyu: Pwinl：〕yu警察は ThagayaとKanni村の問のジャングノレtflの共

産兵キャンプを攻撃， 45分間交戦し共産兵1名を殺した。

v統計によれば， 1949年から1968年8月20日までに合計6万0172人の外国人が

ピノレマ国籍を申請し，政府は4万3997人（男 3万4612，女9385）に市民証を発行

した。

27日 , Pyapon発：海産物監督委員会は本郡内の16人の漁業権保有者達に対し10万

チャット以上の融資を返済しなかった罪で、訴えようとしている。 1964年から1966

年までに19万1426.86チャットが融資されたが，昨年の 9月までに 3万2335.22チ

ヤツトが返済されたにすぎない。また昨年 1];3920チャットの新規融資が漁業労

働者に支払われたが，うち7565チャットが返済されたにすぎない。

28日 v農林省と協同組合省は，農業開発公社（ARDC）のトラクター 3千台以上を
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分割払いで村落農業協同組合に販売しようと計画しているO

ARDCは村落農協にトラクター運転手を一定期間実費で提供し，その問に協

同組合は育－年達をトラクター運転訓練学校に送ることになる。

なお農林次官 TinSoe大佐はこの措置を促進するため， 26,271::lとShweLo,

Myitthaを訪問した。

T Tin U rj-1央軍区司令官トングー訪問。

v南東軍区司令官 MaungLwin大佐は Kyaikhtoを訪問した。

T Penwegon：第57ピ、ルマ連隊兵士は Nanwinpyaung村で共産兵キャンプを

攻撃， 3人を殺したo

T Pegu；軍・警攻撃隊は＿Htandawgyi地区の共産キャンプを攻撃，反乱兵2

人を殺した。なおそのうち 1人は元第 108特‘殊部隊兵士であった。

T Pa-an発：前週，第77t:＇＇ノレマ連隊攻撃隊はサノレウィーン西方で KNDO兵士

と交戦， 3人を殺したo

T ShweLoで民兵コース終了式が行なわれた。 98人が訓練をうけた。

29日 v韓国経済使節団到着。

T Magwc管区経済調整会議が SeinMya北西軍区司令官主催により Chauk

で聞かれた。主に農業，流通問題が討議された。

T Kyonpyaw；約40人の NDUF兵（TunKyaing, Mahn Kyauk, Tin Nyun 

指揮〉はイ丸 Ahthau昭村区内の協同組合を掠奪， Kanyinsainε 協同組合議長と

Pagyihla 協同組合副議長を殺した。

30日 V中央軍医司令官 TinU大佐はベグー県で地方当局者逮と米の流通問題につ

いて話し合った。ベグー県知事 U Htwang Hrnung，ベグー管区協同組合担当官

U Tin Aung，ベグー県治安行政委議長 SocThein少位らが出席した。

地方当局者達は，今年の米の民付目標は達成され，農民連は今も H々 米を売り

にきていると述べた。

Tin U 大佐は，米の市況が思く，農民連は100バスケット当り 240チヤツトで

米を売らねばならなくなっていると指摘した。農民達は今やストック分が無に帰

さぬよう町々に売りに殺到している。したがって第 I商業公社は交通事情（水運〉

の悪化する来月までに，農民から 100バスケット当り 358チヤツトで米を買い付

けるよう最善をつくすよう，と彼は述べたo

v陣国経済使節団は貿易・協同組合相 TinPe准将，情報文化相 ThaungDan 

准将，鉱山相 ThaungTin准将，ウー・チーハン外相らと会談したQ
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31日 , Bassen；当地を出発した民間の船が Thebyngyikyun付近で約50人の NDU

F兵により両岸から射撃され，乗客5人が負傷，兵士1名が負傷した。

, Tharrawaddy: 43人からなる Tharrawaw警察部隊は Tharrawa南方で約

40人の KNU兵（KhinTun, Kya Lay, Saw Lwin, Kyaw Aye指揮）と 1時

間にわたり交戦し，警官2名が戦死， 1名負傷，民間人1名負傷。

v韓国経済使節団ニューデリーへ。
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ピノレマ共産党議長タキン・タン・トンの死が報じられている。彼は 9月24

日ベグー山中で部下の 1人に射殺されたという。殺害者は共産党デルタ地方

軍の分隊長であり，殺害後政府側に投降し，事件の経過を明らかにした。

彼の自供によれば，彼は 8月30日に反党活動の罪で処刑されたといわれる

ピJレマ共産党デ、ノレタ・ピユーローのボ・トン・ニイエンの部下で，その処刑

への報復としてタキン・タン・トンを殺害したという。タキン・タン・トン

の死はまだ公式に確認されてはいない。しかしこの事件はピノレマ共産党がか

かえている組織的弱点の大きさをいみじくも暴露したといえよう。

事件の契機となったのはボ・トン・エイエンの処刑である。彼はいわゆる

北京帰りであり，修正主義者として処刑されたといわれるゴーシヤノレ，ボ・

ヤン・オンらの追求に活躍し，その功でタキン・タン・トンにより，イラワ

ジ・デノレタにおける共産党勢力の強化のために派遣されたといわれる。しか

し彼は，そのデソレタでの解放闘争においてタキン・タン・トンと意見が異な

り結局党中央を無視した独立王国をデルタで作り上げようとしたかどで処刑

された。ビノレマにとってイラワジ・デルタの重要性はいうまでもない。ピル

マ共産党が全国的支配権を確立せんとするならば，ピルマの輸出米の中心産

地であるその地方の農民達の間に信望をえなければならない。

しかし，イラワジ・デルタの農民の掌握はピルマ共産党にとって極めてや

っかいな問題を含んでいる。それはその地の農民の半数，あるいはそれ以上

がカレン人農民であるということである。ピlレマ人とカレン人との聞の人種

的立感情は伝統的なものであり，両者はなかなか融和しにくい。そしてこの

事は，主にピノレマ人を主体とするピノレマ共産党指導部にとってデルタの掌握

を困難にさせる大きな要因と思われる。

勿論共産党はここ数年来民族民主統一戦線（NDUF）を結成，そのなかでカ

レン人武装組織と緊密な協力関係を維持してきた。そして主としてカレン人
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部隊の活躍により，デ〉レタにおけるネ・ウィン政府の米の集荷活動その他の

農業施策は大きな妨害をうけたのである。

しかしカレン人武装組織の強力さは，逆に一方においてデノレタにおけるビ

ノレマ共産党独自の組織作り，戦闘の組織化を困難にしているといえよう。

このことは恐らくピノレマ共産党指導部にとって大し、に荷がゆい状態で、あろ

う。同時に，党中央からテソレタに派遣される共産党指導員の仕事を容易なら

ざるものにしている。彼等は党中央とデノレタの現実との板ばさみに悩むこと

になる。そして時として党中央からその能力を批判されることにもなる。

現に今年の初め，デソレタの党中央委員ソータンは党中央でその敗北主義的

戦術を非難されたといわれる。こうした諸点から考えれば，先のボ・トン・

ニイェンがデソレタで党中央の意図を実施できず，結局中央を無視していると

受け取られるような行動をとるに至ったことも理解できぬことではない。

こうした意味で、ボ・トン・ニイエンの処刑はピノレマ共産党の組織の抱える

大きな問題点のひとつを明るみに出したものといえよう。また同時に，彼が

処刑されたといわれることは，ピノレマ共産党の組織におけるもうひとつの問

題点を提出したものといえよう。それは処刑という事自体に関わるものであ

る。ピノレマ共産党はすで、に，ゴーシャノレ，イエボー・ティ，ボ・ヤン・オン

らの古くからの中央委員を処刑した口また最近ではボ・トン・ニイエンの他

に， 1963年に地下に入った当時の学生運動のトップ指導者ら数名が処刑され

た。理由はいずれも修正主義的平和路線を唱えたことにあるといわれている。

ここで問題となるのは，たとへ政策論争において多数派を形成できなかっ

たからといって，少数派が簡単に処刑されてしまうことを許すような党の体

質が，果して真の，彼等のいうマノレクスコレーニンニ毛沢東主義の党にふさ

わしいか否かということであろう。理論的純粋性を守ることと，党員相互間

の人間的，同志的結び、っきによる党の拡大化とのいずれを重視するかは難か

しい問題ではあるけれども，党中央の権威が暴力によってしか守れないとし

たら，その党は決して人民大衆の利益を代表することはできないであろう。

その意味でタキン・タン・トンの死が，伝えられるように，血で血を洗う党

内抗争の結果であるとしたら，ビノレマ共産党はその結果を甘んじて受けとめ

ざるをえないであろう。
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9 月
1 日 vラングーンの Kamayut地区労働者評議会書記 U Aung Myat Kyawが明

らかにしたところによれば，監督委員会により運営されている同地区内の工業諸

企業の生産は改善されていないという。

一方同地区内の私企業の工業生産は低下した。｜司書記は，私企業経営者は労働

者の社会福祉に興味をもたず，手11{閏のみ追求し，機械を修理しようとしないと非

難した。これらの企業には，メリヤスくつ下工場，ナイロンボタン工場，下着工

場，歯みがき粉工場などが含まれる。

これらの企業家は労働者－を分裂させ，原料を商業局からごまかして多く受けと

りヤミ市に流しているという。

同書記はまた官僚主義者が彼等の権威が失なわれるのを恐れて労働者評議会の

結成を妨げていると述べた。

Vランゲーンの商品市況： Mingaladonと Thigangyunの労働者地区ではグ

ループ購入チームが編成されたため，魚や肉などは市場より 2～3チャット安く

手に入るようになっている。

市当局は豚肉の不正販売を取り締っている。またオンサン市場，野外市場では

ヤミ商人の逮捕が行なわれたので， そこにはヤミ商人はいなくなった。 Shamie

Cafeと People’sPatisserie前には職業的行列屋が過去2週間にわたり密集して

いる。

シャンチI'!，カチン州からのりんごは高値で，上物は10～12チャットもする。ま

た私営の店にしかない。

本日の主な品物の価格は次の通り。（viss当たりチャット）

とり肉＝8，あひる肉＝7，豚肉（脂肪づき）＝8，同（脂肪なし） =10，牛肉（骨っ

き）＝8，半肉（骨なし）＝9，マトン（骨っき）＝8，マトン（骨なし） =10，かき（大）

ニ14, Ngakhuコ 12, Ngathalauk=S，乾そう小魚＝15，乾そうえび二40～45,

えびペーストニ6～8，卵（4コ）ニ1.65，食用油ニ9，玉ねぎ＝2～2.50，ガーリツ

クニ10～12，ポテト＝1.5～1.8，塩＝3, ピノレマ茶（lOticals)= 1. 50, コノレゲート

歯みがきこ120

Vモーノレメイン発：最新の統計によれば，家畜飼育業では私企業部門のほうが

優勢であるQ
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ピ ルマ（ 9月〕

本郡内には政府，協同組合，私企業部門で合計，鶏1万7065羽，あひる3831羽，

豚1931匹，山羊1644匹，牛8187頭，水牛470頭，馬830頭，羊19匹がいる。

政府部門は鶏46羽，豚210匹，牛17頭をもち，協同組合は鶏3709羽，あひる1132

羽，豚874匹，山羊365匹，牛82頭をもっ。

私企業は鶏1万3310羽，あひる2199羽，豚874匹，山羊1279匹，羊19匹，牛8088

頭，水牛470頭，馬830頭をもっている。

f Pyu：共産車 TunLinグルーフ。の女性2人が Oktwinの党支部に投降し

た。彼等はトングー県 Htantabin郡 Gwaygyi村出身で 3ヵ月前に地下に入り，

ベグ一山系中の MinYaungと KyawHmweのキャンフ。にいたが，キャンプ

が，攻撃され仲間とはなれたので投降した。

2 日 V道路輸送局は今会計年度において 7月までに，全国で 190万トン以上の基本

物資の輸送を行なヮ／二。

なおこれまでの実績は次の通り。

1963 64年度ニ30万トン， 1964-65年度＝84万トン， 1965-66年度＝135万トン，

1966-67年度＝159万トンO

f Pyapon発：本郡内の24の精米工場のうち 9工場の21人の労働者が8月10日

に発表された精米労働者のため最低賃金令により月82チャットをうることができ

るようになった。

最低賃銀令は 8月19日に修正されたが，修正条項によれば1日21トン以上の精

米能力のある工場の労働者の賃金が引き揚げられることになる。本郡内の24工場

のうち 9工場がこの条項に合致している。

f Kyaukpadaung：軍警攻撃隊は午前5時頃， Kyaukoh村南2マイルの地点

で約50人の共産兵と 1時間に豆り交戦，共産党メティラ県指導者 HlaTheinら

5名を殺した。

f Myaungmya：第93ピソレマ連隊部隊は当地より 4マイノレの Kanchaung村附

近で約50人の KNDO兵と交戦，兵士 1名と KNDOの BoBantoliの妻を殺

した。

T Bilin：第77ピノレマ連隊攻撃隊は当地から東10マイルのKwingale村で、KNDO

兵と交戦， TunMyintグループの兵士2名を殺した。

T Akyab：：夜，共産軍 BoNi Thanちが Thetkebyin村に入札農協の資金

400チヤツトと鉄砲4丁を奪って去った。鉄砲は土地委員会副議長，村落治安委

員，および他の 2人の村人のものであった。
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3 日V 中央労働委員会の編成替えが行なわれ，MaungShwe工業・労働相が議長，

中央治安行政委員会副議長 MaungKyaw大性が副議長に任命された。

T 8月中に中央労働委員会，労働控訴委員会，ラングーン労働小委員会，県労

働小委員会により 173件の労働紛争が処理された。

そのうち中労委は28件，労働控訴委は55件，ラングーン小委は32件，県小委は

58件を処理した。

T 81名のシャン反乱軍兵士が Kengtungの第4チンライフノレ部隊に投降したo

T Pa-an発：最近 Kamawkazaing丘りょう附近で、政府軍第77師団パトロール

l哉と， KNDO兵とが交戦， KNDOの“大尉” SawJoe Pyuら3人が殺され

fこ。

4 日 vビルマ政府は駐ピルマ新アメリ力大使として， ArthurWilliam Hummel Jr.氏

の任命を承認した。

Hummel氏は1920年中悶で、生まれる。シカゴ大学卒業。 1950年11月に国務省入

り。 1952年8月から1955年3月まで香港で広報文化局長および米総領事館領事，

1955年4月から1957年9月まで東京の米大使館広報文化局次長。 1957年9月から

1960年7月までラングーンの米大使館広報文化局長。 1963年に米国務省教育文化

担当次官補に任命されたが，それまでの問，ワシントンの U.S. Information 

Agency, Voice of Americaの副局長であった。

1965年8月，台北の米大使館副大使に任命され，現在に至る。

T Ye発：カレン軍と共産軍により交通を断ち切られている Ye-Tavoy道路沿

いの村々は経済的な打撃に苦しんでいる。行政センターから相当離れている

Kyaukkadin, Y abu, Mayanchaungなどの村々では，村人は商人からパスケッ

ト当たり40～50チャットで米を買っている。治安のよい地区では米価はヤミ値で

24チャットである。

T Ye ：政府軍に護衛された 3台のパスが7月26日以来初めて Tavoyから到着

した。なお Ye=Tavoy道路は7月以来 BoTin Ngwe, Ko Kyar Gyi, Bo Ba 

Yiに率いられた共産軍により封鎖されていた。

T Akyah：政府軍第20ピノレマ連隊部隊は早朝 Tawpyachaung,Yahatauug, 

Khamidawsa各村附近のジャングノレ中で開かれていたピノレマ共産党アラカン管

区“司令官会議円場を攻撃約 1時間交戦し，地区共産軍指導員4人を含む8人を

殺した。

T 4日夜， 7人の KIA兵が Namtuの人民 Bawdwin工業の倉庫に入り，守

ウ

t
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衛を脅かして，英文タイプ5，ピルマ語タイプI，計算機6を奪い， Namla運

河沿いに他の 8人の KIA兵とともに去った。

, Tada-U郡44ヵ村の農民2187人は前年の農業融資を返済したために， 8月末

までに，総額33万8420チャットの新規融資を受け取った。

, Chaungzon: 42の村落銀行を通して本郡内の 5902人の農民に対し148万回25

チャットのモンスーン農業融資が支払われた。

v中央労働者評議会議長 Mau昭 Shwe大佐は，ラングーン地区の労働者評議

会代表を集めて演説し，あらゆる段階における妨害者達の活動のために，労働者

評議会の結成は予期した成果を納めていず，諸条件は不安定であると述べた。

5 日 Vベゲー： 6月25日以来，鉄道線沿いに布かれていた夜間外出禁止令は解除さ

れたo

vトンゲー県内の鉄道線沿いに布かれていた夜間外出禁止令は解除された。

なおプローム県，マウピ県内でも同様の禁止令は解除された。

Vタラワジー：本県内の鉄道線路沿いに布かれていた夜間外出禁止令は解除さ

れた。

, Tatkon：本部で砂糖きび農民から砂糖きびの予約買付けがトン当たり 10チ

ヤツトで始められた。今年は3420人以上の農民が約9千工ーカーの砂糖きびを作

付けしている。

l Ye ：本郡ではこれまでの融資を返済した 1927人の農民に対L, 8月末まで

に52万5450チャットの融資が支払われた。なお 160万チャットの融資が予定され

ていたが，多くの農民が旧融資を返済していないために，予定額のκが支払われ

たにすぎない。

, Thonze：警官に率いられた村人達がLetpadan郡 Zeebyugon警察管区の

Pauktawzu村の農家にいた KNDO兵9人のグノレーフ。を奇襲攻撃し， 2人を殺

し2人を捕えた。

l Kanyutkwin：早朝60人の共産兵と KNDO兵が Gyogon村の民兵隊指導者

と前村長を連れ去り， Tawgywein附近で、殺した。

, Ponnagyun：白からを“農民軍門と称していた AunεTunThaに率いら

れた反乱軍兵4人が第20ピルマ連隊に投降した。

, Kawkareik: Kyondoニ Kawkareik問自動車道路沿いで活動していた， KN

DOの BoAung Peグループの兵士2人が第97ピノレマ連隊に投降した。

6 日 v第I商業公社（農産物〕は煙車の登録代理商を通じる販売を中止し，自由販
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売を行なうことに決めた。

すなわち小売商で、も消費者でも， 50チャット分以上の煙草を一時に買う者は卸

売価格で販売される。このため大衆の便宜のために卸売所が増設される。煙草は

屋台，喫茶店，ホテノレ，クラブ，人民食品店などで、小売される。

従来の整録代理商は廃止されるが，彼等は煙草を向 Fl，な量だけ買い，小売する

ことを認められる。

T Zeyawaddy：米価が下落し， Ngasein米はパスケット当たり 6チャット，

Kaukl王yi米は10チャット， ngakywe米は12チャットとなった。これは政府小売

価格を下廻っている。

なお昨年は米価がパスケット当たり 100チャットに達したことがあった。

7 日 T Ponnagyun：朝5時頃 Yahattaung村附近で共産兵と政府軍第 20ピノレマ連

隊兵とが交戦，共産党県軍事指導者 TunHla Aungら4人が殺された。

Vタラワジー：本郡の Paul王tawsu村に“徴税”にきていたKNDO兵10人が，

たまたま村にいた警官と村・人数名から不意打ち攻撃を受け， 2人が死亡， 2人が

捕われた。

T 1968年6月の統計によれば，ラングーン市の人口は1G97i5797人で，ろ "t,2才

以下が9万7089人， 2才から12才が49万7808人， 12才以上llO万人となってし、る。

8 日 T 34ヵ郡の 120ヵ所の国営工場および企業で合同協議委員会が結成されようと

している。

これら 110以 tに達するであろう委員会は8万4260人の労働者を代表するもの

となろう。すなわち各地I叉別の労働者数の内訳は次の通りとなる。

東マンダレー郡医＝3641人， 西マンダレー郡ニ2237, Amarapura郡＝1747,

Pyinmana君日こ1978, メティラ君［5ニ2713, Chaulζ 君［5土 2616, Y enangyaung君日＝

IG28, Thayet郡＝837, Kalewa郡＝695, Mogaung郡＝695,Namtu郡＝6200,

Loikaw君日＝478, Bilin君日＝1083, Moulmein郡ニ362, Akyah君日＝666, Syr-

iam郡＝ 1955, Pyu郡＝1451, Toungoo郡＝10130

Insein=7646, Mayangon=2076, Hlaing=lS,091, Mingaladon=1528, Ah聞

lone=2995，北 Okkalapa二 177, Sangyaung二 524, Dallaニ 1813, Pazundaung 

= 166, Kemmendine=377, Bahan=259, Botataung=9677, Thingangyun= 

559, Taungnyun二4976, Dawbon二1152，ラングーン港区二30290

なお第 1段階として政府官庁にはこの委員会は設置されない。

9 日 T 7月2日から 8月末までに， Twante郡で62万5800チヤツトの農業融資が，
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40ヵ村の1663人の農民の 2万5032エーカーに対して支払われた。

Vプローム県 Wettigan,Thegon, Paungdale, Hmawza各村のジユ｝ト農民

に対し， 9月 6, 7日の両日9400チャットの融資が支払われた。 21ヵ村 149人が

エーカー当たり50チャットの融資を自分達の家で受け取った。

Vモーノレメイン： Mudon郡 Kama-wet丘りょう近くの Kamawでモン反乱

軍と政府軍が交戦，モン兵1名が死んだ。

T Pa-an：警察隊と Wetkyi村民兵隊はThitphyu村で KNDO兵と交戦し，

Wetkyiや Mikaren村附近で著名な KNDOの BoBa Maungを殺した。

10日 V人民警察軍副長官 U Thanは，警察は1964年10月以来“人民警察”の名を

もっているが，警察はあらゆる意味でまだ真にその名に値いするものとはなって

いない，と述べ，警察がその印象を改める努力をするよう呼びかけた。

Vピノレマのゴム生産：ピノレマには合計21万5千エーカー以上のゴム・プランテ

ーションがあり，生ゴム 1万5千トン以上を生産している。

このうち毎年1万トン以上が輸出され， 3千万チャットをかせいでいる。

テナセリウム管区にはゴム・プランテーションが17万5426エーカー，アラカン

管区には58エーカー，ベグー管区に 2万4151エーカー，イラワジ管区に 202エー

カー，コートレイ州に 1万3510エーカー，カチン州に97エーカーがある。

T Kalemyoと Tamu郡の農民で前年の農業融資を返済した人々は， 8月末ま

でに， 3万0134エーカーに対し75万3350チャットの農業融資を受け取った。

1 1日 1968年度補正予算が決定した。

追加交付金 “名目”交付金

資本支出

閣僚評議会と議長官房 K 369,460 K 10 

s情 幸良 K 120,500 K 30 

教 手円伝 K 315,000 K 70 

社会サービス K 101,900 K 10 

農業・林業 K 75,000 K 10 

土地固有化 K 207,950 K 30 

輸送・通信 K 163,940 K 30 

公共事業・住宅 K 162,500 K 20 

財 務 K 2,500 K 10 

投 資
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国際金融機関へと，これらの
機開発行債券へとの投資

資 本支出

コートレイ州

経常 支 出

人民真珠漁業局

資本支出

Botataung Daily紙

スポーツ・体育教育委

ドック労働局

人民真珠漁業局

内陸水運局

ピノレマ・ファイブ・スター・ライン

人民借款会社

現金支出

工業開発公社

人民 Bawdwin工業

ピ／レマ（ 9月〉

K 90,867,000 K90,867 ,000 

K 92,385,750 K90,867 ,220 

K 170,000 K 100,000 

K 781,500 K 20 

K 92,000 K 10 

K 1,108,600 K 60 

K 8,300 K 10 

K 1,522,700 K 10 

K 1,171,210 K 30 

K 364,000 K 10 

I三 113,400 K 10 

K 1,595,210 K 20 

K 273,120 K 10 

小計 K 7,030,040 K 190 

合計 K99,585,790 

Vモーノレメイン：本県の 6ヵ郡の農民の大部分は過去3年間の農業融資金を殆

んど返済した。

本県の農民達は1965年度の469万4525チャットの融資金の 90.3%, 1966年度分

314万6650チャットの98.21%, 1967年度分354万8680チャットの99%を返済した。

今年は総額380万7600チャットが支払われた。 8月31日までに，モーノレメイン

郡は20万9300チャット， Kyaikmaraw郡は16万8900チャット， Chaungzon郡は

148万5825チャット， Thanbyuzayat郡は17万0825チャット， Mudon郡は124万

7300チャット， Ye郡は52万5450チャットを受け取った。

, Pyapon発：：本県の米の買付量は 9月10日まで、に1050万パスケットを越えた

が，これは前年の最高買入れ量を20万ノミスケット上廻っている。

v政府企業における合同協議委員会結成のための組織員訓練コースが労働局で
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開かれた。労働局員ら33名が出席している。

T Thazi：政府軍は Phanu村附近で， 1963年に NDUFに参加し，南シャン

州境附近で、活動していた元政治家 Yebaw Thi Hanを逮捕した。

12日 T 10月から12月の 3ヵ月間に合同協議委員会が結成される予定の全国 110ヵエ

業企業のなかには工業省管轄下の次の29の工場が含まれている。 （カッコ内は労

働者数〉

マンダレー：人民かん詰製造工場（212），人民醸造所（309),

ピンマナ：ピンマナ製糖工場 (1418),

メティラ郡：せんい諸工場（2098),

Thayetセメント工場（837〕，

Mogaung郡： Namti製糖工場（695),

Loikaw郡：大理石工場（100），パノレーチャン発電所（378〕，

Biln製糖工場（806〕，

Zeyawaddy製糖工場（11f)l),

トングー ESB(lll), 

ピルマ製薬（BPI)(1690〕，

ラングーン近辺： Ywama製鉄所（1512），レンガ・タイル工場（474），ボンベ

イ・ピソレマ・コンクリート製品工場（121〕，以J-.Y wama, I nsein ; Y wama • 

Insein ESB (349），人民機械工場II(302），人民せんい工場町（267〕，人民捺染工

場（331），以上 Thamaing；ジュート工場（6141〕， 紡績工場（3076〕，人民タ

パコ工業 IおよびII(1165），人民機械工場 I(496），人民石けん工場（340），化

学工業（329〕，以上 Hlainε 地区；人民せんい工場（661），ルlingaladon地l天；人

民セメント工場およびプラスチックー仁場 (177），北 Okkalapa；人民せんい工場

V (232〕， Thingangyun.

V公共事業・住宅相 SeinWin准将，工業相 MaungShwe大｛お農林相

Thaung Kyi大佐らは Loikawに到着， Mohyeダム建築地点を視察した。

, Loikawで同郡区の労働者評議会員，農民評議員会民の集会が聞かれ，Maung

Shwe大佐， SeinWin准：11,Thaung Kyi大佐らが山席した。

Thaung Kyi大佐は，中央農民評議会は恐らく，全国の郡区の 3分の 2以上に

基本単位および郡単位の農民評議会が結成される1969年には設けられよう，と述

T Tin U中：！た軍医司令官はアラカン復興状況視察のため，アチャプに到若した。
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' 6～8月の聞にラングーン管区の18ヵ村の 1万3千エーカー以上の水田に対

し30万チャット以上の農業融資が支払われた。

またマウピ県の54ヵ村の農業銀行は4万0792エーカーに対し 294万チャットを

支払った。

T W akema : Lanthamaing村の民兵隊は第93ピルマ連隊兵とともに， Kanau・

ngkwin村附近で MahnPha Layに率いられた KNDOグループと交戦， 1

名を殺したo

v北京：ピルマ共産党中央代表団は， 「偉大な中国のフ。ロレタリア文化大革命

の新たな偉大な勝利を最も熱烈に祝賀する」と題する声明を発表した。

13日 V情報省管轄下の七つの新聞社・印刷所が12月までに合同協議委員会が結成さ

れる llOの政府企業中に含まれているO

すなわち， Sanchaungの SarpayBeikman, Pazun<laungの Mirror紙， Bo-

tataungの中央印刷所， Bahanの同支所，および LokethaPyithu Nezin紙，

The Guardian幸氏， The Vanguard市民である。

, Dallah：ラングーン管区司令官 HlaPhone大佐らは叶地および Seikl王yi司

Kanau昭 to地医の治安関係施設，部隊を視察したo

, Minhla: Tnl)okkon村の村氏は KNDOの徴税良2人を攻撃， 1人を殺し

fこ。

14日 Vラングーン市 Thamaingにある人民機械工場 I(People’s Engineerin只 I)

は現在25種類以上の品目を生産している。

すなわち， kokkoの種の破砕器，貯水タンク掃除器，灯心切断器，ケロシン・

ストープ，ガス・ストーブ，粗糖製造用釜，病院用キャビネット， タール製練

器，ジュート工場および紡績工場用機械部品，ごみ集め用一輪車，港で使用する

米袋用トロッコ，農業用すき，汽車の制動用ブロック，建築用鉄製腕木，電報用

ポーノレ，山形鉄，計量器箱，内燃機関用点火装置，ごみ箱，士壌検査器，その他。

これまで政府各部局よりの受注は，ケロシン・ストーブ1万8千ヲ鉄製キャビ

ネット183，金庫87，現金箱1898，一輪車1689，米袋用トロッコ156，すき 2万，

汽車用制動ブロック1736，山形鉄5万フィート，電報用ポーノレ9千，計量器箱

4713，点火装置27万4155，ごみ箱1035，郵便ポストllO，土壌検査器2330

, Yaw時 hwe:Inleの織物工達は196768年度の第5商業公社への紺，綿織物

の納入計画の90%をすで、に達成した。

第5商業公社は絹糸と綿糸を供給し，織工達から22万3470の男物綿ロンジー，
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38万4670の婦人物綿ロンジー， 43万3080の子供用綿ロンジー， 2万3400のパンコ

ク・ロンジー， 7万8880の半絹ロンジー， 1万7280の Zinmeロンジー， 45万

0530ヤードのシャツ地， 6万ヤードの markin,19万4312の粗製シャン・バッグ，

17万の刺しゅう入りシャン・パッグを受け取る予定であった。

若干の織物工達はすでに割当を達成したので，今年度中に10万パッグ以上を他

の郡区のために生産するという。

V トングー：：本県内6ヵ郡とコートレイ州内の 1ヵ郡の農民6200人以上は5万

5900エーカーに対し農業融資金 139万8千チャットを受け取った。郡別内訳は次

の通り。（単位，チャット）

本県の， Yedashe=49万8000, Toungoo=31万2000, Tantabin= 14万6000,

Oktwin=17万3000, Pyu = 26万3000, Kyaukkyi = 3000，コートレイ州の Than司

daungニ 1600。

T Ponnagyun：アラカン管区副軍事指揮者であった共産軍の HlaTun Baw 

は， 9月9日の Yahattaungにおける政府軍との交戦で受けた負傷がもとで

Chaungpyaキャンプで死亡したといわれる。

なお 9月13日第20ピルマ連隊攻撃隊は Sinthay村附近で， Chaungpyaに向う

共産軍の軍医ら 6人のグループを攻撃，軍医と他の 2人を殺した。

T Thaton：第24ピルマ連隊攻撃隊は Paung郡， Chaun只村附近で KNDO兵

と交戦， 1人を殺し， I人を逮捕した。

T Kyaikto郡 Malokchaung村‘の民兵隊に第96ピノレマ連隊の大隊司令官 Sein

Hla少佐から武器が支給された。

15日 Vラングーンの小売市場の情況：肉類の価格には変化はなく，肉類のヤミ商人

は無免許と殺が摘発されてから姿を消した。基本的商品に対する直接グループ買

入れが広まっている。 Kyauktada,Pabedan, Kemmendi ne地区などにはそうし

たチームが各戸から 5～50チャットの基金を集めて作られている。

昨日 Kemmendineで17人のヤミ商人が逮捕され，本日の市場は食料店を除き

殆んどの店が閉店した。

“Cre日t”万年筆は人民商店では10.5チャットであるが，ヤミ市では20～25チャ

ットする。人民商店で1.30チャットのポールペンはヤミ市で 3チャットするの

シャン外l，カチン州からのりんご，なしの入荷は減少した。レモンは 100コ当

たり25チャット，モールメイン産リンチーは50コ当たり 4チャット，100コ当たり

7チャットで大量に売られている。

一（ 160）ー ---234ー



ピノレマ（ 9月〉

人民商店は過去2週間に男用傘を売り出したが数は少なく，ヤミ市では 1本23

チャットする。人民商店は今月婦人用ロンジー，男用下級ロンジーを売り出した。

T Htaukkyanの約100人の織物工達は第5商業公社（せんい製品〉に対L，彼

等が供給したシャン・バッグに対する代金40万チャット以上の支払いを要求して

いる。

未払金は1966年と1967年に納入したパッグの一部と今年5月に納入したバッグ

全部に対するものである。なお公社により“t巨否”されて没収されたバッグの代

金は含まれていない。

織物工達は未払い，不払いにより転業しなければならなくなったものもいると

いっている。

Htaukl王yanはシャン・パックを造る織物工の共同体で 941の織機をもってい

る。 4千人以上の人々がそれによって生計をたてている。

1966年までは仕事は順調であった。その年彼等は彼等が受け取った織糸に対し

11万2752チャット分のバッグを第5商業公社に納入した。それは全部チェックさ

れ受納された。しかし支払いがなされる時になって彼等はそのうち20%(2万2400

チャット〉がカットされているのに気p付いた。

1967年に彼等は 3回にわたり合計12万4459パッグを供給した。第 1回は18万9

千チャット分であったが，その半分の代金が差し引かれた。第2四分は5万4千

チャット分の20%が，第3四分は 8万 1千チャットの半分が差し引かれた。その

年だけでは万5800チャットが差し引かれた。

1968年は織糸4万ポンドを受け取り， 9万以上のバッグを 5月までに納入した。

しかしこれまで全く支払いを受けず，織糸もそれ以上与えられていない。バッグ

は1コ2.70チャットで合意ができているので， 9万バッグで24万3千チャットと

なり， 1966年以来の未払金は40万チャットを越えているという。

このほかに“拒否”されたパッグがあり，それは没収されて支払われない。

T Maung Shwe中央労働者評議会議長は，中央労働者評議会執行委員会とラン

グーン地区の六つの郡区労働者評議会員との会合に出席し，結成の予定されてい

る合同協議委員会について次のように述べた。

合同協議委員会の機能は国営企業および私企業において経営者側と労働者との

関係を調整することである。現在上から課せられているいろいろの事は労働者と

話し合つてのち行なわれるようになろう。したがって労働者は合同協議委への代

表を慎重に選出せねばならない。代表は経営，生産および計画達成に対する責任
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を分つだけの資格をもっていなければならない。

, Thazi：本郡内の 5770以上の手動織機と 100以上の動力織機は来会計年度に

144万の男物ロンジー， 46万3320の女物ロンジー， markin 98万2600ヤ－ lご，雲斉

布38万4032ヤードを生産する予定である。

第5商業公社は必要織糸167万0726ポンドのうち 8万4千ポンドを配給Lた。

V トングー： 196768年度中に県内 6ヵ郡で40以上の農村開発計画が完成した。

それらは学校，井戸，貯水タンク，運河しゅんせつ，道路，橋などである。政府

は農村開発基金から19万1050チャットを支出，住民は現金および労働力で4万

4200チャット分を提供した。また司令官から l万6300チャットが！？寄贈された。

Vモーノレメイン：モン反乱軍 AhBawグループの 7人の兵士が Kyaikmaraw

1m治安委に投降した。

, Ngaputaw: Kanyinchaung村の300人以上の民兵隊が約40人の共産軍に攻撃

され，救援にきた政府軍，警察隊らと民兵隊は同村西方で交戦，共産兵1名を殺

し，他を撃退した。

V第57ピノレマ連隊攻撃隊は Peinzalol王国16マイノレの Gwegon村で約20人の

NDUF部隊を攻撃，県情報将校の地位にあった MaungMaungを殺した。

, Bassein : Ngaputaw郡 Hainggyi地区の Kanyinchaungと Kondangyi村a

の民兵隊は， Mezali村にきて食事の支給を要求してきた MyaLayに率いられ

た約40人の共産兵を攻撃， 1人を殺した。

16日 V日本政府は1963年に発効した日本・ビルマ経済協力協定にもとづき，今年86

億8163万円（2411万5638ドル〉相当の商品・サービスをピルマに供与することに

合意した。これは同協定の4月からはじまる第4年度分である。

Vモーノレメイン： Chaungzon郡の織物工達は第5商業公社より受け取った綿

糸にもとづく 1967-68年度分の生産計画を完了した。

Chaungzonとその他12ヵ村以上の織工村は 27万5550の男用ロンジー， 47万の

女用ロンジー， 6万の子供用ロンジー， 14万の粗製ロンジーを生産した。

1968--69年度分の綿糸もすで、に本郡商業公社事務所に到着している。

, Insein：本県内4ヵ郡で本年度中に七つの農村開発計画が完成した。政府は

21万 7千チャットを支出，住民は現金と労働力で2万 1千チャット相当分を提供

した。

17日 Vかつての AFPFL内閣の閣僚であった ThakinSan Myintは記者会見を行

ない，現政府を無条件で支持すると述べ，いまや内外の共同の敵に対決するため
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にすべての愛国者は団結すべきだと語った。

T Pyapon二Dedaye問自動車道路計両の今年度分の90%が終了した。この道路

は Dallah→Kanbai→Kyungyangon→Dedaye中 yapon－》Kanonkaniを結ぶ道路

の一部となる。

またラングーンぃ－，Yandon－→Pantanaw→Bassein，および I3assein・Athok聞の

自動車道路建設も進行している。

T Henzada県6ヵ郡の 2万9325人の農民は 8月末までに26万1016エーカーの

土地に対し 652万5400チャット分のモンスーン農業融資を受け取った。羽・1s別内訳

は次の通り。

Zalun部二11:3万6750チャット。 Henzaclatn5ニ95万9475, Lemyethna部ニ29万

6575, Ingaliu郡ニ136万5775, Myanaung郡ニ226万0200, Kyangin郡二50万

66250 

T Letpadan：本部内の米の買付量；は，目標の 160万パスケットを 5万1268パス

ケット上廻った。

T Thayetmyo：郡内 6ヵ郡の農民は現在までに農業融資56万6780チャットを

受け取った。

T Maubin：本部内で 3人の漁業ライセンス保持者を含む 6人が NDUF協力者

として逮捕された。

18日 T 1968年度司令官会議が聞かれ，革命評議会員，閣僚，司令官達が出席した。

席上ネ・ウイン議長は反乱の鎮圧，国家の政治・経済・社会の再建のために全労

働者の協力をえて努力するようにと述べた。

v中央労働者評議会執行委員会とラングーン管区数ヵ郡区の労働者評議会員の

会合における諸発言から。

Thaketa郡区の U Thaung Nyunは私企業における組織化が遅れていること

を指摘，これは雇用が不安定であり，給与が不規則であるためで、あると述べた。

Dawbon郡区の U Tun Sheinはドック労働者の組織化が不十分であると述

べ，労働者の地位（正規雇用と臨時〉が未決定であると指摘。

Botataungの U Hla Theinは，人民石油産業における石油類の浪費，ピノレ

マ・ファイプ・スター・ラインにおける水夫の雇用者としての地位の不安定の弊

害を指摘した。

Dawbonの U Kyawは， Dawbon ドックでは商船局の船舶380隻，その他の

部局の船500隻を修理し，また造船も行なっているが，総支出500万～750万テャ
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ツトのうち， 80%が外貨で、支払われていると述べた。

Taungnyunの U Tin Maungは国営および私営工業の生産が不満足な状態

にあるとし，その原因は経営の不手際，原料不足，機械部品不足，価格の不安定

にあると述べた。また鉄道は360以上の機関車をもっていたが，現在200台が運行

しているにすぎないと指摘した。また90万チャットもする機関車が20チャットの

部品がないために運行を停止している例があると述べた。

vラングーン管区の 1968-69年度のせんい生産計画がせんい計画委員会で，第

5商業公社議長 U Tun Linらが出席して聞かれた。

会議は 1968-69年度の Inseinと Mingaladon地区の織物工達への糸の配分割

当を承認した。

Mingalaclon地区は， 12万4170ポンドを受け取りシャン・パッグ30万を生産す

る。 Insein工業協同組合は4万6944ポンドを受け取り 11万3420の袋を生産し，ま

た3万9416ポンドの粗製糸を受け取って， 7万1200の女用ロンジーを生産する。

Phawtanの織物工達は5万2391ポンドの糸で12万6580の袋を生産し， 5万8460ポ

ンドの糸で女物ロンジー10万5600を生産する。

19日 v全国司令官会議第2日は，反乱軍対策，全国的な民兵隊結成策などについて

検討したo

vラングーン管区内郡労働者評議会員と中央労働者評議会との会合で，郡区代

表らは，官僚的役人達が彼等が評議会員に選ばれなかった場合に，評議会員を配

転したりして評議会の結成を遅らしていること，また原料不足から多くの企業が

マヒしていること，さらに官庁の規律が低下し，昼食なしの 9時30分から 4時ま

での勤務時聞がまもられなくなっていることなどについて苦情を述べた。

T Paungcle: 1968-69年度の本郡内の 4800の手動織機と84の動力織機に対する

生産割当が決まった。

すなわち， markin114万0362ヤード，かや 764万6800ヤード，男物綿ロンジ－

65万5720点，子供用綿ロンジー 3万7500点であり，必要な糸の量は年間203万0282

ポンドであり，うち30万ポンドがすでに商業局事務所に到着している。

V トングー県ベゲー山中のビルマ共産党本部と中央マルクス・レーニン主義訓

練学校が政府軍第77師団部隊により占領された。

その際， 共産党地域委員 BoSein Lwin, 県書記 WinAung, 県委員 Hla

Myintら12名が殺された。また1966～68年のタキン・タン・トンの日記を含めた

重要ドキュメントが押収された。
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なお第77師団，第88師団は目下，大衆の協力をえて，ベグ一山中で掃討作戦を

行なっている。

, Yedashi：第48ピノレマ連隊部隊は，トングー県Htantabin郡 Thabyenyunt村

附近で TunLin指揮の約30人の共産兵と交戦， 3人を殺したo

vベグー県 Peinzalokの近くの Gwegon村で第57ピノレマ連隊兵は NDUF兵

と交戦， 1名を殺した。

20日 v全国軍司令官会議第3日は，反乱軍対策について討議した。

v外資獲得局長 U Paw Theinに率いられた買付使節団が2週間の予定でイ

ンドに出発した。

, Toungooで Toungoo郡と Oktwin郡の 18の砂糖きび農民協同組合に対

し， 1968-69年度砂糖きび栽培融資17万5980チャットが支払われた。

, Mergui : Kyaiywa警察駐屯所の警官12名は村の協同組合から物資を購入し

て駐屯所に帰る途中， TunKyiと TunLwinに率いれた 50人以上の共産兵の

待伏せ攻撃を受け，駐屯所司令ら 3人の警官が死亡した。

21日 Vネ・ウイン議長は軍司令官会議最終日にあたり演説し，要旨次のように述べ

た。

O民兵隊については多くが論じられた。そのうち可能な提案については実行さ

れるべきである。しかし，あるもの，たとえば民兵隊に退役軍人を任命するとい

う提案は慎重にとりあっかわれねばならない。退役軍人で任期を終えて退役した

ものは問題はないが，もはや充分の貢献ができないものもいるからである。

またF武器が反乱分子の手に渡らないようにするための措置が十分講じられなけ

ればならない。

0（ヨーロッパ近代史における軍の役割，特にナポレオンの軍事独裁にふれて）

～われわれはナポレオンのようであってはならない。われわれは国家の福祉のた

めに働らかねばならない。われわれは目下権力をもっている。それをわれわれの

利己的な目的に使つてはならない。この権力を人民の手に再び与えることはわれ

われの責任である。われわれはわが手に権力をもちつづけたいという欲撃を押え

ねばならない。…われわれは国家のために働らきつづけねばならないだろう。わ

れわれが去る時，他のものがわれわれの場所を占めるだろう。私についていえば

私はあまり長く指導権をとりつづけたくない。もしわれわれが指導権をとらなけ

れば，他のものがとるだろう。国家の政治を指導するものは，混乱が起らないよ

うに配慮せねばならない。
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0（戦後20年余にわたるピノレマ軍の活動を概観した後）～われわれはわが手に閏

家の運命を握っているρ われわれは国家を崩壊から救うために権力を獲得したと

主張している。ここに出席しているすべての司令官達は軍事の他に経済，杜会，

行政の責

うけたO しかしわれわれはわれわれ自身が権力により腐敗することを許しではな

ちなし、。

0政治について述べたい。政治は人民のものである。 1962年の司令官会議でわ

れわれは政党の必要J性について討議した。従来の政治家達を党に入れるか否かが

問題になったとき，ある者は，従来の政治家は信頼できないと主張した。それは

根拠のないことではない。私もそうした疑いをもっていた。しかしわれわれは彼

等の仕事をみて，信頼できるものは受け入れることに決めた。

われわれは政治を独占することはできない。それは人民のものである。政治家

一古いものも新しいものも，軍人，公務員，すべてが政治に参加せねばならない。

それだけでなく，人民，農民，労働者，知識人も参加せねばならない。政治家を

かつてわれわれと彼等との関係でそうであったように，きっぱりと区別してしま

う必要はない。政治家に対するこのドグマ的態度はいつかわれわれにはね返って

くるかもしれない。われわれは今や政治家である。もし政治家がよくないのであ

れば，われわれもよくないことになる0 •• 

われわれは政治家を一般的に非難することをやめねばならない。 i91Jえ悪い政治

家であったとしても，改めたものは受け入れられねばならない。もし諸君が国家

的責任を独占するならば諸君は君主になってしまう。 “軍人が政治の何を知って

いるか”といった見方は，偏見ではあるが，完全に不正確なものとはいえない。

（…そしてネ・ワイン議長は，政、治家も軍人も互いの不信感をとり除いて協力す

ることの必要について述べた。〉

21日 V政府は1968-69年度予算案，ならびに 196-68年度の主な経済活動指標を発表

した。

1967-68 1968-69 （見通し）

（単位 10万チャット）

国民生産 101,147 110,631 

サービス 32,168 33,310 

商 業 35,135 40,758 

168,450 184,699 
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マイナス〉 生産に使用された分 70,304 77,897 
一一一一一一一一一一一一一

98,146 106,802 

輸 入 10,635 10,200 

輸 5,347 7,899 

可処分部分 103,434 109,102 

消 費 89,052 96,126 

投 資 9,635 11,225 

〉ミ ツ ク 十4,747 +1,752 

1人当たり生産 K638 K685 

胃 所 得 K392 K404 

" 投資 K 37 K 42 

，， 消 費 K337 K356 

人口 （千人） 26,389 26,980 

。予算の主な内訳 （単位 1000チャット）

歳 入 歳 出

1967 68 （改訂見積）1968-69 1967 68 （改訂見積） 1968-69 

経常勘定 6,939,012 7,656,883 6,358,830 6,968,998 

資本勘定 111 558 691,240 856,582 

投資勘定 21,996 1,310 

借 款及利子 2,864 870 85,963 109,943 

寄 附 金 22,116 34,596 

借款および前貸金 365,367 412,587 357,410 409,735 

公共貯蓄 39,974 45,396 31,317 34,740 

7,347,328 8,116,294 7,568,872 8,415,904 

マりイで賄ナわスれ〉外る支貨受出額取
225,900 185,343 

1コ" 五十 7,347,328 8,116,294 7,342,972 8,230,561 

一一一一一

超過額／不足額 十4,356 -114,267 

政府発表によれば，不足額は，輸出見通しを低く押えたことと国内産業に必要

な基本物資の輸入が継続するとの見通しから起ったものである。不足額は政府手
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持の公債類の売却，輸出の増進，外国からの借款によりまかなわれる。 1967-68

年度に導入された新税は1968-69年度は廃止される。

経常および財政収入

生産と消費への課税

所得と財産への課税

同有財産使用税

財産売却，サービスへの報酬

その他受取り，罰金，没収

譲渡所得

防衛所得

台計

資本収入

財産売却

解散団体の保留資金

口ヘ内
訳
の

内

科

九

尚

児

－R
1
 

課

税

税

税

税

料

じ

税

課

税

の

I
・

、

の

へ

入

引

石

〈

へ

費

費

許

宝

送

産

得

硝

出

取

入

営

財

産

輸

消

商

関

輪

国

輸

得

所

生

所

（単位 1000チャット）

1967-68 （改訂見積） 1968-69 

730,699 

563,360 

104,792 

92,810 

7,501 

7 

3,360 

1,502,829 

643,578 

527,824 

109,173 

101,241 

7,378 

4 

3,660 

1,392,858 

3 

100 

103 

2 

550 

552 

156,133 

42,095 

235,457 

260,514 

18,500 

17,000 

1,000 

160,575 

44,210 

110,671 

290,592 

19,500 

17,000 

1,000 

563,360 527,824 

。ネ・ウイン革命評議会議長は 196869会計年度に対する次の予算支出を承認

した。 9月11日に輩命評議会に上り可決された1968年財政支出権限法はまた大蔵

省が 196869会計年度内に60億チャットまでの借入れを行なう権限を与えた。

支出内訳は次の通り。（単位，チャット）
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農 林 90,225,200

土地悶有化 20,683,030 

工業 2,586,130

鉱業 193,200

運輸通信 70,511,820 

公共事業，住宅 63,697,950 

財務 75,773,380

通商 3,118,980

協同組合 6,952,850 

年金，下賜金 54,836,900 

下賜金，一時払年金 18,400,000 

チン問題 11,564,100 

借款返済と利子 79,725,260 

献金 34,595,610

借款J前貸金 44,249,040 

1,687,528,550 

jレビ

56,493,990 

10,763,400 

129,052,180 

28,095,620 

28,289,240 

405,200 

15,044,950 

13,400,100 

5,144,460 

531,300,000 

246,895,320 

89,468,500 

3,553,790 

2,456,300 

3,621,510 

1,482,110 

1,439,420 

革命評議会

一

房

省

報

法

化

録

務

両

防

育

健

働

化

祉

興

題

官

登
長

民

計

福

復

同

議

務

主

国

’

家

会

済

教

閑

民

内

内

情

司

民

移

外

国

国

教

保

労

文

社

救

宗

カヤ州、iコートレイ州

362,100 428,540 

280,360 558,620 

88,750 281,700 

1,271,440 4,966,810 

875,980 1,679,480 

25,290 87,840 

1,500 

カチンチト1

671,890 

964,360 

453,330 

5,991,960 

3,856,760 

54,900 

シャン州

539,390 

2,478,740 

448,840 

11,701,030 

7,101,310 

145,960 

13,580 

10,180 

336,630 

1,951,820 

267,920 

82,000 

95,000 

4,413,230 10,760,120 

6,504,539,000 

72,682,000 

74,800 

1,370,100 

35,910 

20,000 

7，。。。

19,310 

160,800 

3,182,770 

447,260 

275,000 

100,000 

3,900 

16,182,240 

49,520 

233,000 

4,726,500 

365,380 

608,000 

150,000 

16,000 

28,563,670 

金

会

政

報

育

健

化

済

題

送

木

政

治

牌

仔

日

リ

即

時

手

議

R

’
一
流

評

教

金

金

返

日
勿
持
派

州

民

情

教

保

文

救

ん

一

市

輪

土

財

年

刊

儲

全 公社，局

全地方基金
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vウー・チ｝ハン外相らは国連総会出席のため出発したo

vウー・チーハン外相訪日。

Vニューヨークで聞かれた国連社会福祉問題閣僚会議に出席したMaungLwin 

社会福祉相が帰国した。

T Tavoy県 Kanbauk附近で TinNgwe指揮の共産兵グループが Merguiに

向かう木材をつんだスクーナ船を攻撃，放火し焼き払った。

22日 T Monyo: タラワジ県内の皮乱活動の大部分が第 77ピルマ連隊により排除さ

れた後，政府は過去反乱軍の手で苦しめられていた村人達に対し，広汎な社会福

祉運動を推進している。

Okpo, Gyobingauk, Zigon, Nattalin, Monyo各部の村人達は，去る 3月以来

反乱軍の攻撃の矢面に立ってぎた。政府軍が反乱軍を排除し，村人を定着させた

ために，村人の余剰米が政府に売られるようになった。

9月19日までに 1万0519パスケットの余剰米が買い付けられた。 9月18日から

政府は，党員を村に送り衛生而の運動を進めている。

軍の作戦により約700人の共産党中核分子が県下から排除された。

23 B T Pa-an発：コートレイ地域の反乱軍の聞でコートレイ民族統一党（KNUP）議

長， 同党中央委員会員の MahnBa Zanが辞任したことを告げるパンフレットが

回覧されている。

1968年6月15日付で、辞任したとの発表のなかで， MahnBa Zanはその理由は

述べず，後刻適当な時に理由を説明するといっているO

彼によれば，彼は1967年以来辞任を考えており，いまや KNUPとの一ー切の関

係を断ったと述べている。彼は，しかし， KNUPから身を引いても，民族民主

主義カレン族の進歩のための草命活動をつづけ，帝国主義，専制，大国主義に対

して闘かうと述べた。

Mahn Ba Zanは1963年 MoossoKawkasa Saw Hunter Tha Hmweのカレ

ン草命評議会から分裂，同年後半 KNUP代表を率いて革命評議会との和平交渉

を行なった。

地下に帰った後，約1年コートレイ地区で、活動。その後 BoMyaグループと

分裂，ベグー山系側カミらは追放された。

V第 3田社会主議計画党セミナーが聞かれた。午前の会合でネ・ウィン議長が

演説，次に SanYu准将， ThanSein大佐が政治報告を行なった。 TinPe准

将は午後の会合を司会した。ネ・ウィン議長の演説は要旨次の通りである。

一（ 170）ー -244-



ピルマ（ 9月〉

0党員には旧政党メンパーと政党歴のないものとがいる。！日政党メンパーの

間には過去のいきさつから意見の対立や不一致がみられる。しかし同一党員に

なった以上そうした対立はすでさるべきである。

0党員は党の政治路線のワクの中で行動すべきである。また党内民主主義を

発展させねばならない。党のパックボーンとして労働者と農民の組織がある。

しかしそれは十分発展していない。たとえば農民はその代表を組織の利芹のた

めよりも，血縁とか義理で選んでいる。

大衆は多目的農協やその他の村落協同組合，都市消費協同組合の指導者を選

ぶ権利をもち，代表達は自身の問題を処理している。これらは社会民主主義の

実際的訓練である。我々はできるだけ大衆を教育し，民主的権力が彼等に返さ

れた時，それを適当に使えるようにしなければならない。

0経済についていえば，生産はまだ満足すべきものではない。

工業は私企業と国営があるQ 私企業の生産低下は所有者の怠慢と不正直，原

料不足などによる。国営企業の場合は，原料の発注が十分充たされないことと

サポタージュが原因である。原料を十分に供給することは農業にかかっている。

大量の農産物があれば多くの外貨をかせぐことができるO そうすれば工業用原

料を買うことができる。しかし目下農業生産はなおも低下している。

土地の配分についていえば，われわれは農地を農業労働者に割当ててきた。

しかし彼等は農具をもたず，年の終りまで、食っていける米もなく，種をまく費

用ももっていない。その結果，彼等は効果的に土地を耕作することはできず，

したがって生産は低下することになった。

生産を上昇させるために，より多くの土地を，現に所有している土地の他に

さらに耕作する能力をもっ農民に配分すべきである。

生産を上昇させるために，われわれは余った土地をすでに十分自立している

農民達に配分するだろう。それは川に雨を降らすようなものであり，すでに豊

かなものを富ませることになる。こうした情況をくいとめるためには，農業労

働者に土地だけではなし土地を耕作するためのその他の必需品をも与えるこ

とが望ましい。しかしこれはとても困難なことである。

ベグー県での Amaraの村造りの経験がある。われわれは農民をその村に移

住させ，土地を与え，借款，家，家畜，種，飯米までも与えた。しかし失敗だ

った。その責任は農民にある。恐らく計画責任者にも一部の責任はあろう。

したがって党員が現場に行き農民に降した計nmがうまくいってないことがわ
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かれば，すぐ報告してもらいたい。われわれは修正する。

0かつて1930年代以降， 50～60%の農民は土地をもたず，地主に搾取されて

いた。しかし現在は農民の情況は改善された。

土地は配分され，耕作融資をうけとっている。彼等は相当の金をもっている。

恐らくこのことは農民が仕事に集中しない理由のひとつであろう。現在まで彼

等に貸付けられている資金は相当なものであるO 昨年来貸付金の返済に力を注

いだのでその額は少なくなったが，なおも大量の負債が残されている。

農民が働らかないもうひとつの理由はマーケッティングの問題である。農民

が彼等が望むものをうることができないので働らかないというのは真実でない

かもしれない。

ある者は農民は社会主義を好まないので働らかないというが，これは社会主

義を好まない者の議論である。なぜならタイ国でも米の生産は低下しているの

であるから。

0植民地時代，農民は地租を毎年2月15日までに支払わねばならなかった。

いくつかの地方では，地租を支払えなかった農民の土地は没収され競売された。

また米の市場は， SteelBrothers, Bulloch Brothers, Ellerman’s Arakanな

どの 3～4の英系米取引会社により独占されていた。資本家を代表する政府

は，米価が低下する収穫期に地租を取り立てた。農民は安く米を売らざるをえ

なかった。

しかし現在では農民は望む時に米を売ることができる。望む時に地租を払う

ことができる。－

大部分の農民は正直である。しかし若干の地主，村の有力者は多くの混乱を

ひき起している。たとえばある農民は治安委議長に大量の米を自家用米の名目

で精米する許可を求め，とがめられると，自分の米をどうしようと自由だと反

論した。私が上ピルマにいった時，ある村の有力者が地租や村の問題を好きな

ようにしている例を聞いた。誰もそれにふれようとせず，軍人達もどうしてよ

いかわからなかった。その後彼は逮捕された。

0次にわれわれを最も苦しめている商品流通問題を話したい。現在の流通制

度は，しばらく前に比してほんのちょっとよくなっただけである。

町の消費者は適当な消費者委員会メンパーを選ぶのに失敗した時，今後の問

題の困難さをしるようになった。

どうすればよいか。われわれは協同組合を設立することにより改善をなしと
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げるよう努力するだろう。村々では多目的農協が設立され，自己資金で、商品の

購入，販売を行なった。

町では，われわれは協同組合を設立し，国営商店の数を減らしていくだろう。

全ての国営商店を縮小するわけではない。協同組合がとりあっかうことのでき

ない，薬のような品物がある。協同組合のための計画は目下つくられつつある。

将来，生産者協同組合も設立されるだろう。消費協同組合と生産者協同組合

は仲介なしに直接取引ができる。なを 4～5人の人間による協同組合は認めら

れないだろう。

v第11商業公社議長MinMaung中佐に率いられた経済使節団が北鮮の平壌に

到着した。

24日 Vウー・ティーハン外相は東京で三木外相と会談したが，その結果，①日本か

らピルマに対し， 3000万ドルの円借款を供与する，②供与の条件は 3.5%, 5年

据置き後15年払いとする，ことに原則的に合意をみた。

10月に東京で専門家会議を聞き，細目をつめ年内に交換公文に調印，明年度か

ら実施される予定である。なお日本がこれまでに年利 3.5%という低利の円借款

を供与したのは，韓国，台湾，インドネシアのみであるO

日本はピノレマに対しすで、に 2億ドルの賠償を支払い，さらに昭和40年4月から

総額1億4千万ドル（12年間〉の無償経済協力を実施している。ピルマ政府は，

この無償経済協力でトラック・パス，小型トラック・軽四輪乗用車，家庭電気器

具，農機具の 4工場を建設しているが，この 4工場の設備を拡充，これら製品の

国産化率をに引き上げる（現在30%）ため，わが国に対し，追加融資を希望，昨

年9月，佐藤首相がピノレマを訪問したさい，金利3.5%で総額4千万ドノレの円借

款を正式に申し入れていた。これに対し日本は総額3千万ドル，金利4～4.5% 

を主張し話合いがつかなかった。

実施細目は専門家会議で決まるが，日本側としては，明年度以降年平均1千万

ドルずつ 3年間に供与したい意向である。 （読売）

V最近ペゲー山中の共産党司令部で第77歩兵師団が捕かくした文書によれば，

タキン・タン・トンは，“常勝司令官”の名をもっ BoTun Nyein （あるいは Bohmu

Kyaw Thα）｝ 北京で訓練をうく と，やはり北京帰りの TunShein （あるいは

Sayagyi Pe Nyein〕を処刑した。

Bo Tun Nyeinはタキン・タン・トンのために Goshal,Bo Yan Aungの追

放，処刑に活躍したといわれる。その後，タキン・タン・トンは彼に“赤い力建
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設”の仕事を委ねたが，両者の問に軍事戦略をめぐって対立が発生した。

タキン・タン・トンは BoTun Nyeinがライバノレの中央司令部を設立し，修

正主義的計画を作り，党と軍隊を破壊し，革命戦争を中止し，分派主義に陥いっ

たと非難した。また BoTun Nyeinが権力狂，機会主義者，セックス狂， Ii革

命，修正主義者であると非難した。

タキン・タン・トンはうまく BoTun Nyeinを呼びょせ， 1968年8月7日に

中央司令部で逮捕した。 8月15日， BoTun Nyeinは中央建設委員を解任され，

党員を除名された。彼の頭には“55年ラインの追従者”と書いた帽子がかぶせら

れた。首から“議長への反対者”，“中央委員会への反対者”と書いたプラカード

がつりさげられた。

Bo Tun Nyeinは1968年8月30日午前11時30分， デルタ地方の分隊指揮官

Nyu日 Nyunにより処刑された。北京帰りの，ベグー山管区委員会員の BoNyo 

Aung （あるいは KhiuGyi）と KoThetが処刑を監督した。

それからまもなく KoTun Sheinが逮捕され， Bo Tun Nyeinと共謀の罪

で， 9月R日に処刑された。

Bo Tun Nyein ( 48才〉は Myingyan生れ， ピノレマ防衛軍（BDA）で軍曹であっ

た。 1947年ピノレマ共産党 Myingyan本部の軍事・政治訓練学校の校長となった。

1948年，共産党第H師団で BoArlawakaの下で指揮官として働らく。

1953年，他のメンバーとともに中国に行く。中国行の前に結婚， 2児をもうけ

る。中国でも結婚した。 1963年，本命評議会との平和交渉のため，他のメンバー

らと帰国。交渉決裂後，中央マルクス・レ｝ニン学校の軍事科学の教官となる。

Ko Tun Shein ( 45才）はマンダレー県 Singu郡 Htongyi村生れ。マンダレー

の Kelly高校の第10stan山rdを修了，ラングーン大学第 IScを終える。 1945

年，医学を学ぶためカノレカッタに行く。 1948年までカルカッタのピルマ人協会で、

活動。 1949年，地下の学生連盟より，フ。ラハの国際学生会議代表に選ばる。 1950

年9月頃中国に入る。 1951年北京での世界平和会議に出席。 1963年，和平交渉の

ためにピノレマに帰る。処刑されるまでは，共産党中央医学校責任者。

25日 V社会主義計両党セミナーでの地方代議員からの発言の主要なものは次の通

り。

0軍人党員には中央集権主義と命令主義との区別のつかないものがいるO 政

治的主導力を欠く。人民への信頼が弱い。

公務員党員には党の根本原則への尊敬がなく，不活発なものがいる。素直か
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つ大胆な見通しがなく，仲間の党員との話合いを欠き，外部者と無責任な話を

している。インテリの誇りをみせようとし，機会主義者的であり，集団的指揮

に参加しようとしない。

農民，労働者党員は正直でよく働らく。しかしその階級的自覚にもかかわら

ず，イデオロギー的，政治的確信が弱い。

旧政党党員が過去の経験を過大評価したり，同時に過去の失敗を意識して劣

等感をもっている。過去の政治路線を復活させようとしているとの疑いをもた

れることを恐れて，自分の見解を党に伝えようとしない。

学生から直接党員になったものは未経験で，理論を強調しすぎる。

辺境地区からの党員は狭い人種的見通しをもっている。

V最近ペゲ一山中の共産党司令部で捕かくされた文書から，さらに 5名の青年，

学生党員が処刑されたことが明らかとなった。

彼等は SoeWin 〔男lj名 TunKyaw ), Kyaw Khin （別名 KyawYin, Po Tho), Tun 

Thein （別名 BaThan), Khin Win （別名 KyawSoe), Aung Thein Naing （別名 Tin

Han）である。

Soe Win, Tun TheinはG月初日に逮捕され，他はsn1日に逮捕された。

彼等は TunSheinグループであり，中央委の指導に反対し，党と草命を破壊

しようとした，反草命，修正主義者であるとして，北京帰りの YehawSheinと

Yebaw Gyiに率いられた委員会により有罪を宣告された。

タキン・タン・トンのメモと YebawB乱 ChitHla (Tavoy l県Thayetchaun只

郡共産党書記で当時1{1央マルクス・レーニン主義学校に出席〉のメモは，タキン・

タン・トンはこれらの学生の，革命は学生により指導されねばならないという確

信を打破するために処刑したことを示している。これらの学生はそれまでタキ

ン・タン・トンのペットであり，彼は学生遠の養父であった。

彼第の経歴は次の通り。

Soe Win ：マンダレーの Ludu紙経営者 U Hlaの息子。 26才。 1958年マ

ングレーの StPeter’s Schoolからラングーン大学に入る。学生運動家。 19日

～62年，学生統一一戦線（SUF）執行委員。 1963年の和平交渉決裂後地下に入る o

Y ebaw Htay, Gosha！らの追放に活躍。常に，必要ならば“資本家”の両親を

殺すと公言していたという。

Kyaw Khin: 29才。 Minbya,Bwailai村生れ。 1958年ラングーン大学に入る。

後マンダレ一大学に移り，学生指導者となる。 1963年9月21日，学生統一戦線
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議長に選ばる。地下に入る。彼は彼の兄弟の政府軍大佐を激しく非難していた。

Thein Tun: Pyapon, Auktwin出身。 31才ぐらい。 1956年にラングーン大学

に入る。 1963年学生統一戦線の書記となる。和平交渉中学生を組織，地下に入

る。

Khin Win: Pegu, Thanatpin 出身， 25才。 1960年10月から 1964年10月まで

ラングーンで，政府住宅局下級公務員として働らく。その開成人大学に入札

学生運動に加わる。 1963年反政府運動に入る。秘密結社（無産革命戦線）を作

り，共産党に加盟。 1964年10月3日，地下に入る。 1964年12月8日， Daiku郡

共産党に入り， 1965年3月8日 Pegu県共産党に移る。

Aung Thein Naing: ラングーン出身， 30才。 1955年にラングーン大学に入

るO 1958年学生戦線に入札“Oway”の編集長となる。 1962cf:p結婚し，ハンガ

リ一大使館に勤務。すでに処刑された BoYan Aungは彼のおばの夫， 1963

年和平交渉決裂後地下に入り，党本部で働らく。

26日 vピルマ共産党議長タキン・タン・トン殺害さる。

タキン・タン・トンは9月24日午後5時20分， 「共産党デルタ地方軍」の副分

隊長 LoneTaik （別名 KyonTaik, Maung Mya）により射殺されたと， 26日記者会

見を行なった MaungMya自身が明らかにした。

Maung Myaはチン特別医 Mindat郡 Kyunnan村由身。 1963年政府軍に入

り， 1966年 Henzadaの第51ピノレマ連隊から脱走，共産軍に投じた。

1967年まで Kyanginの共産兵と活動，それから本部に70%名の仲間とともに

学習に呼ばれた。

“私は共産主義者の目的を真に信じていたので、彼等に加わった’：“しかしタキ

ン・タン・トンがあまりにも多く血の粛静を行なったので彼を殺すようになった”

と彼は述べた。

彼は1968年9月24日午後5時20分，第77歩兵師団と第88歩兵師団の追求を逃れ

て130人のタキン・タン・トンの本部員が山中のスロープにキャンプしている際，

タキン・タン・トンが用便のため一人になったところを狙撃した。

MaunεMyaによれば，本部は 9月17日第77歩兵師団により包囲されたが，

タキン・タン・トンはかろうじて脱出した。その時デルタ地方軍兵士（4個分隊〉

は本部から 600ヤードの地点でキャンプしていたが， TunNyeinの部下であっ

たため全員武装解除されていた。すなわちデルタ軍が本部軍に合流した時の指揮

は TunNyeinがとっていた。 MaungMyaはデノレタ軍の全員がその指導者と同
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じ運命をたどると信じ，その前にタキン・タン・トンを殺そうと決めた。

彼は誰が TunNyein派で，誰がそうでないかを問われた時， 自分は反 Tun

Nyeinであると名乗った。それはタン・トンを殺す計画をねるために時をかせぐ

ためで、あった。

第77歩兵師団に攻撃された時，タン・トンは44丁のライフルを返してくれた。

われわれは4個分隊，約 100人であった。

タン・トンらは9月19日以来，何も食べていず，彼の 3人のガードは弱り，彼

が射たれた時は眠っていたという。

Maung Myaは翌日 Kywebweの第77歩兵師司令部に投降した。 26日政府軍

は彼と殺害現場に行き，彼の隠したライフル，現場の血こん，薬品などを発見し

7こ。

なお MaungMyaによれば， 彼の指揮官 BoTun Nyeinの意図は，敵から

は逃れ，政府との和平を図りながら，同時に人民戦争の基盤をきづいていくとい

うことであったという。この点で TunNyeinは学生指導者と合意に達し，党本

部を攻撃する計画さえもっていたという。

V社会主義計画党セミナーでは， 11グループ。に分れてピノレマ経済の各側面につ

いての討議が行なわれた。主な論旨は次の通り。

農業生産について。生産増強には健全な土地制度が必要である。政府は小

作・地主制を廃止する法律を公布したが，いくつかの土地委員会は期待通りの

働らきをしなかったO たとえば地主側の人物が委員のなかにいたりする。

また士地委員会は村落レベノレ，郡レベノレ，県レベノレとあるが，郡レベルは目

下有名無実である。これを県レベノレを廃止し，村落と郡の土地委員会を強化す

るようにすべきである。

工業について。生産が思うように増加しないのは私企業があるからである。

国有化を継続的に続け，私企業はその間協同組合化されるべきである。また私

企業と国営企業との聞の調整もスムーズにいっていない。

流通について。重点は農村におかれるべきである。町の人民商店は協同組合

に置きかえられるべきである。

27日 v社会主義計画党第 3回セミナー終了。終了式で、演説したネ・ウィン議長は次

の点を明らかにした。

0政府が逮捕していた旧政治家一ーその大多数は旧連合党員， AFPFL党員，

（少数の NUF員が含まれている〉であるーーを釈放した時，わが党員の間に
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懸念を生じさせた。彼等はそれは党が右寄りになることを意味するのではない

かと考えた。

この懸念は政府が党員に事前に相談せず釈放を行なったことからでている。

しかしわれわれはピノレマ社会主義への道を採択した。そしてわれわれはその原

則のワクを越えたことは何事も行なわないであろう。この原則を修正する必要

があれば，われわれは党員達と相談した後それを行なうであろう。

われわれが最初に彼等を逮捕せねばならなかったのは，もしそうしなければ、，

彼等がわれわれの仕事を妨げるだろうからである。ある者は武器さえ集めてい

たのである。

しかしいまや我々は強力となった。したがって彼等を釈放したのである。そ

の多くは右派の人々であった。なぜなら当時世界の右派の国々はそれら自体困

難に陥っていたからである。すなわち，たとえ彼等が援助を求めても，それら

の国々は援助をする用意がなかったからである。また実際彼等は何も実行でき

ないと考えられたかちである。

はっきりさせたいことは，われわれは彼等の政策を好むから釈放したのでは

ないということである。

0なお同議長は演説の後半の大部分をピルマの独立運動の教訓にあて，団結

の必要性を強調Lた。

V人民 Bawdwin産業の工場と居住区を守るために各 12名からなる 14の防衛

グループが組織された。

Vパナナ価格低落。パナナは今年豊作で， Maubin郡， Kawhmu郡から大量；

入荷があり，ラングーンのパナナ卸売価格は，従来の 100ふさ当り 150～180チャ

ットから25～80チャットに低下した。

, Mindat （南チン高原）：第3回民兵訓練コース終了式が行なわれた。 97人参

加。

28日 'Ky山 ktaga発： KNUP（コートレイ民族統一党〉は脱退した前議長で NDUF議

長である MahnBa Zanを，修正主義者として非難するパンフレットを回覧して

いる。パンフレットはトングー県 KyaukI王yi郡のいくつかの地域とペグー県東

Kyauktaga郡のシッタンJll沿いの村々で配布されている。

伝えられるところによれば， MahnBa Zanはモーノレメイン地区の KNDO指

導者 BoMyaの軍と合流し，新党を結成したという。

パンフレットによれば， MahnBa Zanは昨年6月に開かれた KNUP中央委
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員会には健康上の理由をあげて出席せず，自己の見解を述べた文書を提出した。

その文書は中央委によれば，党路線に反し，修正主義の特徴を帯びていたという。

中央委員会は MahnBa Zanに彼等と理論的な討議を行なうよう申し入れた。

Mahn Ba Zanはそれに回答せず，結局議長を止め，同時に党からも脱退した。

彼は昨年6月21Fl, KNDO指導者 BoMyaと組んですf組織の結成を開始し

たO

パンフレットは MahnBa Zanの行動は党とカレン人民の利益を裏切り，脱退

のすべての結果は彼の責任であると述べているO

パンフレットには KNU中央委員会，カレン人民解放軍司令部の署名がある o

T Insein発： Taikkyi郡 Tawlati村の警察駐屯所が BoAungと BoPu指

揮の約30人の KNU兵に攻撃され，警官1名死亡，精米工場が焼打ちされた。

T Akyab発：最近，第20ピノレマ連隊攻撃隊は Ponnagyun郡共産党 Wayintha

キャンプを攻撃，共産兵8人を殺した。このキャンプは共産党中央委員 Yebaw

Kyaw Myaのベース・キャンプであった。

T Myanaungで、民兵訓練コース終了式が行なわれた。 71名参加。第51ピノレマ

連隊が指導。

29日 T Namtuの人民 Bawdwin産業の来年度の生産目標は以下の通り。 （カッコ

内は1967～68年度＝実積）

銀＝96万8000オンス（78万〕，亜鉛ニ 1万 1000トン（7500トン〕，鉛＝ l万

2300トン（8500トン〉。

T Zeyawaddy: Toungoo南， Oktwin,Kywebwe, Nyaungchidauk, Zeyawad-

dy, Pyuの各部内の農民達は，ベグ一山での第77，第88歩兵師の共産軍掃討作

戦に協力している。

彼等は軍需品を運んだり，元の共産党マルクス・レーニン訓練学校，党本部の

場所でのヘリコプタ一発着場建設に協力した。

30日 v政府は10月1日より輸入製品に対する関税を引き下げると発表した。下げ幅

は10%から20%が多く，なかには 100%に達する品目もある。なお石油類は除か

れている。

T Pa-an発： Hlaingbweと Shwegun地区で配布されているパンフレットに

よれば， MahnBa Zanは最近アラカン人民解放戦線と共同声明を発表したとい

フ。
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国民への報告 1967-68年度（要旨〕

I 農業生産

第 1表耕作面積 （単位 1,000エーカ｝〉

1966-67 1967-68 19計68-69 
（画）

穀 類 13,662 13,461 13,942 

旦 類 1,764 1,616 1,761 

油脂作物 3,059 3,328 3,554 

せんい作物 565 623 669 

その他工業用作物 441 436 423 

タパコ，びんろう実他 254 239 201 

香 京ヰ 190 201 233 

その他食用作物 851 861 687 

薬用作物 4 7 6 

非食用作物 614 595 599 

メ口〉、 21,404 21,367 22,075 

第2表収 穫 高 （単位 1,000チャット〉

1966-67 1967-68 1968　　　
穀 類 1,198,720 1,464,891 1,557,787 

R 類 107,322 111,597 125,753 

油脂作物 545,833 700,731 701,518 

せんい作物 45,728 60,692 66,765 

その他工業用作物 131,327 130,572 131,685 

タバコ，びんろう実他 158,798 167,588 138,226 

香 キヰ 85,258 108,361 117,430 

その他食用作物 247,319 282,047 245,429 

薬用作物 16,612 29,071 24,918 

非食用作物 220,522 253,163 265,122 

メ口入 2,757,439 3,308,713 3,374,633 

耕作面積はひきつづき低下傾向にある。農業融資金返済は， 1964年発行分は好調で
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あるが，それ以前の分は不満足である。

化学肥料の配分は1967-68年度は前年の 4倍に達した。

E 水産・畜産

第 3表肉類，水産物生産高 （単位 1,000チャット〉

1966-67 1967-68 1968　　

牛 肉 316,292 327,589 343,665 

羊 肉 21,582 21,906 22,233 

豚 肉 73,967 86,687 102,539 

皮 草 590 599 608 

鶏，あひる 158,351 171,431 186,432 

魚 154,895 174,889 187,886 

貝 類 68 65 52 

真 珠 3,500 1,000 

ま ゆ 28 391 3,061 

ムi::t、 計 729,273 783,557 847,476 

家畜頭数は増加している。飼料の増配のために特別の措置がとられている。海産物

の増加のために，魚の養殖，漁船用エンジン，漁綱の販売，深海漁業用トロール船の

買入れ，などの措置がとちれた。

E 林業生産

チ

EよS己V 木

チーク

堅 木

ま き

炭

竹

と

Cutch 

樹

亜

ク

材

担

柱

木

皮

麻

う

第4表林業生産高 （単位 1,000チャット〉

1966-67 1967-68 t推68－計65
54,189 85,500 91,844 

64,251 81,896 85,828 

960 1,330 1,177 

13,010 15,926 17,080 

118,573 138,790 147,021 

8,310 12,554 11,617 

76,825 75,251 83,945 

4,528 4,564 5,030 

600 675 720 

1,296 1,350 1,350 

151 192 198 
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びゃくだん 196 225 90 

ゴ ム 740 286 294 

Thanatkha 622 640 640 

しょうずく 79 98 75 

Ka町rin樹肥 3 3 3 

Pine樹 130 1,008 1,230 

ふきわら 35,650 36,460 35　　,420 

Tai （染 料） 47 50 10 

はちみつ 50 45 45 

蜜 ろ つ 29 24 24 

Guano 105 75 77 

ら ん 11 þÿ�3�90�0� 48 

Serpenlina 8 32 32 

ム口、 380,774 457,670 484,455 

堅木材の生産は改善しつつあるが，チークの生産は減少している。炭の生産は上下

しているが，まきは増加している。竹，かやの生産も増加している。

W 鉱業生産

第5表鉱業生産高 （単位 1,000チャット）

1966-67 1967-68 1968　　　
ひ す v、 2 3 115 

宝 石 ‘〉 4 

金，銀，亜鉛，銅，ニッケノレ，精製鋼

antomonium 24,450 32,274 35,000 

鉛 告主 351 390 390 

錫 5,288 4,676 9,131 

ウノレプラム鉱 1,708 2,913 2,592 

錫・ワノレプラム混合鉱 80 193 165 

混合錫・ウノレプラム 2,162 902 6,029 

石 炭 1,498 805 4,354 

耐火粘土粉 891 660 600 

白色耐火粘土 208 193 215 

壁CIC入ー 母 204 s:> 260 
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里： 宮古

二酸化マンガン

重 日日日 :f.:i" 

ほたる石

Bentonite 

二f:-1 」〉ーー つ

Selpspar 

黄 オコ

u 管=・ ；百

酸 化 鉄（赤色）

酸 f巳 鉄（黄色）

石

石 lJ乙 :ti 

砂

原 油

主仁』1 

41 

1:36 

750 

42 

51 

149 

28 

29,650 

7,980 

3,260 

52,331 

134,262 
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132 160 

180 210 

806 847 

67 97 

60 60 

288 539 

65 112 

15 

29 29 

20 40 

10 20 

25,224 35,839 

10,320 11,260 

2,520 3,580 

54,441 67,766 

137,284 179,429 

新油田の発見により，原油の生産は増加した。 1968-69年度には自給が達成されるこ

とが望まれる。石炭生産は増加したが，国内需要に充たない。銀と銅の生産が除々に

低下しているのは，鉱石の品位が低下しているためで、ある。その他の金属の生産低下

は，鉱山が十分稼動していないためである。

V 工業生産

第6表工業生産高 （単位 1,000チャット）

1966-67 1967-68 
1968-69 
（推計）

〔食 料〕 2,259,086 2,767,116 2,978,484 

米 1,295,828 1,538,123 1,648,312 

麦 70,353 36,548 65,431 

エジプト豆• Pesingon 16,210 35,333 36,451 

食 用 油 169,935 406,208 384,520 

ぬ カミ 油 10,915 15,661 22,980 

里子 菜 油 2,080 2,550 3,315 

マーガリン 77 120 900 

会ノlヒ、 29,765 28,618 29,765 
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コーヒー 5,551 6,033 8,430 

砂糖・糖みつ 68,328 79,216 78,426 

slab糖・粗糖 70,345 63,801 60,463 

甘 菓 子 20,473 8,059 19,800 

ノ、。 ン 類 35,848 :30,516 67,793 

め ん 類 11,183 9,786 14,013 

tJ、 ん 詰 1,618 1,654 2,214 

旦 菓 子 18,524 21,906 24,745 

ミノレク製品 10,544 6,097 15,952 

魚類製品 223,239 231,462 231,860 

塩 11,032 11,539 13,977 

その他食糧製品 10,715 13,812 18,091 

非アルコール飲料 9,732 8,891 12,480 

泊晶 主頁 26,378 26,965 30,440 

7j( 4,382 5,576 9,028 

紙巻タバコ 54,817 61,536 63,277 

葉 巻 79,550 116,080 114,580 

葉タパコ 1,664 1,026 2,241 

〔せんい製品〕 630,647 661,490 788,329 

綿 304,889 269,977 318,207 

品目 8,650 9,052 9,398 

fコ』 成 39,240 71,188 83,456 

プリント・染色 17,744 54,390 66,262 

洋 口ロ口 ま貰 44,868 45,159 50,019 

仕 立 物 151,104 151,314 193,593 

く つ下類 46,458 40,878 44,272 

帽 子 類 1,389 867 1,902 

傘 16,305 18,665 21,220 

〔建築用材〕 301,083 305,577 358,911 

レンガ・タイノレ 9,350 8,243 10,406 

セメ ン ト 13,911 20,130 23,430 

石 灰 7,745 6,040 6,750 
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陶 磁 若E 4,717 3,429 5,993 

大理石加工品 235 311 383 

木 材 151,854 148,358 180,373 

会r』主」唱

p日F、ー 49,560 48,372 57,880 

その他木製品 63,711 70,694 73,696 

〔日 用 品〕 146,337 144,523 170,032 

石 け ／ν 40,930 42,627 50,738 

洗 斉lj 186 511 548 

ろ フ そ く 16,803 20,936 15,311 

マ ツ チ 13,494 14,400 14,400 

プラスチック 18,144 8,133 13,228 

一般的化学製品 13,837 9,857 15,530 

薬 口ロ口 42,943 48,059 60,277 

〔家庭用品〕 10,435 11,451 17,697 

化学製品 6,444 7,672 12,035 

紙 製 lロtr! 1,464 1,382 1,372 

皮 1,100 978 2,616 

ガラス器具 1,427 1,419 1,674 

本 43,469 55,338 57,785 

j::[J }pリ 物 42,926 54,838 56,785 

ま な 板 543 500 1,000 

〔原料加工〕 168,011 177,637 197,291 

綿 繰 り 43,662 49,183 54,582 

キ方 高責 35,609 45,709 48,482 

ズ ツ ク 51,296 46,071 46,071 

ロ フ 6,760 11,104 9,804 

皮なめし 4,684 5,125 7,467 

紙・ボーノレ紙 220 1,103 

コゃ ム 6,132 2,993 4,302 

タノミコ乾そう 15,080 11,984 17,185 

工業用化学加工 3,888 5,248 8,295 

〔鉱 物〕 370,053 386,795 485,258 
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石油精製 289,010 303,477 378,514 

アノレミニュウム 10,770 14,876 13,609 

ドラムかん，かん 20,376 13,761 17,957 

鉄 精 f車 12,668 12,968 28,785 

製 鋼 25,178 29,581 29,630 

章夫 ョ： 業 12,051 12,132 16,762 

〔農 機 具〕 2,263 36,065 56,223 

〔産業用機械3 343 5,063 5,501 

〔輸 送〕 50,805 94,660 150,492 

自 重）］ 車 21,452 58,107 112,803 

その他車 22,413 23,804 25,773 

造 船 6,940 12,749 11,916 

〔 電機製品〕 25,002 35,974 80,504 

〔工業用加工〕 116,365 100,272 10] ,973 

金 力日 ］二 98,773 84,207 84,207 

宝石加工 1,172 1,500 1,500 

修l 理 8,333 8,768 9,082 

そ の 他 8,087 5,797 7,184 

I口'>,,, 4,123,899 4,781,961 5,448,479 

電力事情 1966-・67 1967-68 

発電能力（単位 1,000キロワット） 193.50 196.33 

利用可能企業用電力（単位1,000キロワットアワー｝J 89.00 

発 電 量 387,400 409,200 

消費電力量 276,750 290,940 

ラングーン 187,530 196,940 

地 方 89,200 94,000 

公共事業

道路建設 1966-67 
1967-68 
（マイル）

連邦ハイウェー 2,452 2,452 

高速道路 5,411 5,411 

ムι1、 7 ,86:1 7,863 
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公共建築 1966-67 1967-68 
(10万チャット）

工場，倉庫 630 406 

学 校，病院 310 159 

f生 所 1m 93 

日： 宅 576 447 

1入-1 1,619 1,105 
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ビ jし マ

0今月の動向は担当者の都合により次号に掲載いたします。

1 日 T ARDC〔農業開発公社）は 9月末までに全国で， 1300万vissのジュートを買

い付・けた。

Mauhin県では 170万vissが買い付けられたが，県内の 2万エーカ｝のジュー

ト作付地から今後120万vissが買い付けられると予想されている。なお昨年同期

の買付量は 120万 vissであった。また Kyaukse,Y amethin, Thayet, Prome, 

Tharrawaddy, Hmawbi, Toungoo, Pegu, Henzada, Myaungmya, Pyapon, 

Basseinでも買付けは好調である。

T Bassein : Bassein東部郡と Myaungmya県の問で活動している KNDOの

Ban Do Leeグループの兵士が Bassein東部郡警察に投降した。

3 日 V中央労働委員会，労働控訴委員会，地方労働小委員会は 9月中に 126件の労

働紛争を解決した。中央労働小委は65件の労使紛争を取り扱い10件が解決した。

労働控訴委は 117件を取り扱い50件が解決した。ラングーン労働小委は 104件を

取り扱い48件を解決させたσ 地方の労働小委は 125を取り扱い18件が解決した。

T Kyauktaga：本郡ではこの冬，約5500エーカーの落花生が作付けられる予定

である。郡農業局は種落花生をエーカー当り 6パスケットずつ，バスケット当り

10チャットで配給する。農民は米の収穫後作付を行ない，政府に kaing当り 24

バスケット，エーカー当り 16パスケットを売却する予定である。

T Myanaungの Pyithaya油田近くの Daungkya村で人民石油産業労働者が

反乱軍に攻撃され， 8人が死亡， 6人が負傷した。

T Pa-an ：コ｝トレイ州のサノレウィーン川西岸で活動しているカレン反乱軍内

に，先に追放された“司令官” TunMyintの後継者任命をめぐって対立が生じ

ているという。 TunMyintは戦死した LinHtinの後継者であったが， 3ヵ月

前，襲撃したランチ内に仲間の重要人物の妻子が乗っていたことから失脚，逮捕

されたという。後継者として争っているのは， BohmuShamin と BoKyaw 

Hoeである。 BohmuShaminは.f部からはそのごう慢さのために嫌われている

が，指導部からは“先任者”であるとして好意をもたれているQ しかし，下部は

Q
d
 

噌
E
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Bo Kyaw Hoeを“司令官”として望んでいる。

観測筋は武力衝突すら予想しているo

, Tharrawaddy；反乱軍 SawAung Theinグノレープの兵土3人が第35ピノレマ

連隊に投降した。

, Mindon：第44ピノレマ連隊攻撃隊は Thamin』kadok村西方の共産党郡区委員

Kyin Maungのキャンプを攻撃，重大な損害を与えた。

4 日 干ベグー： Waw郡 Hteintabin村で共産党オルグが通報によりかけつけた第

30ピノレマ連隊のー隊により射殺された。

T Ngaputaw：本郡の Payahla-thayetkoni寸の良夫2人が丘りょうの竹を切り

に行く途中共産兵に殺された。

5 日 Vネ・ウィン議長は 9月30日以来中央ピノレマの視察旅行を行ない， 5日ラング

ーンに帰着した。ネ・ウィン議長には ThaungTin鉱山相， SeinWin公共事

業相， ThaungKyi農林相らが同行した。

ネ・ワイン議長らは 9月30日 Meiktilaに到着， SeinMya北西軍区司令のHi

迎えを受けた。一行は同地のせんい工場を訪問，労働者評議会員と 2時間話し合

った。午後は同部区農民評議会員と会談した。

10月 i日，一行は陸路 Paganに向い，途中 Mo凶 aingダムを視察，かんがい

局員と 1時間話し合った。また Kyetmouktaungダムを視察，農民代表，党，治

安委関係者らと 1時間半にわたり討論した。同夜は Nyaung心に宿泊， 10月2

日朝，イラワジ河対岸の Kyunchaungを訪問，建築中の肥料工場を視察した。

一行はランチで Kyunchaungから Chaukに行き，石油地区を視察。 Ir司タ，

人民石油産業関係者，労働者一評議会員らと話し合った。

10月3日朝， Chaukのガス井を見，陸路 Saleに向った。 Saleで建築中の肥

料工場を視察，ランチで Malunに向った。

Malunではトラクター・ステーションを観察， Thayetmyoにli'iJった。｜司地で

は中央軍区司令官 TinU 大佐の出迎えを受けた。

10月4日朝， Thayetmyoでセメント工場を視察，次に Sintaiの農機具工場を

視察，その後 Promeに入った。同地で宿泊， 5日朝ラングーンに帰った。

T Pa-an: Papun郡 Kataingti警察駐屯所の警官4名がパトローノレ中 KNDO

に攻撃され，戦死したo

vマンダレー： Shwepyaせんし、工場の 22：）人の労働者は， 1967,68年度の生

産割当を超過達成したので， 1ヵ月分のボーナスと 6r i問の有給休u肢を得ること
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になった。彼等は18万6902枚の毛布と10万ヤードのマーキン布分の原糸から，毛

布204枚，マーキン布269;1'ヤードを超過生産し，浪費を防いだという。

6 日 T Myaungmya：第93ピノレマ連隊攻撃隊と， Einme郡 Chaungyi村民兵隊は

KNDO軍と交戦， 7人を殺したo

T Pa引 1:Zathapyin郡の民兵隊がパトローノレ中，モン反乱兵に攻撃され， 村

人 1人を失った。

7 日 V新駐ピノレマ米国大使 Hummel氏，ラングーンに到着。

T Henzada: Yelethaung村で KNDO兵力2徴税にくるとの情報により待ち伏

せた Henzada警察ノfトローノレ隊と Tharrawaddy県の KhinTunグループの

KNDO兵が交戦， KNDO兵2人が死んだ。

T Matupi郡 Wail王00村‘で43人が第9回民兵訓練コースを終了した。

8 日 T Yenangyaung油田の人民石油産業の4千人以上の労働者は10月3日， Shw-

epyitha油田から Myanaungの Kogweに向う労働者達が反乱軍に攻撃され，

8人が死亡， 6人が負傷した事件について，反乱軍を非難する集会をもヮた。

T Waw：第30ピノレマ連隊分遣隊は Kapin村で共産兵 1：：：￥，を殺し， 7名を逮捕

した。

T Myingyanの第56ピルマ連隊で・78人が参加する第2回民兵訓練コース（ 2週

間〕開会式が行なわれた。

T Mudon：本郡には9135台の手動織機があり， 1967-68会計年庄工は，各種ロ

ンジー 380万点を生産した。また本部の多目的農協は，同年度中に33万5千点以

上のシャン・バッグを製造した。郡商業局は 9月末までに，ロンジ〕 370万点，

シャン・バッグ28万3千点を全国の 300ヵ郡に配給した。

9 日 T Briobanc：オーストラリア政府からビルマ政府に対する 100万オーストヲリ

ア・ドルにのぼる鉄道車輔贈与の第 1陣の船積み準備がすすめられている。

10月末にはボギー車10車両， 11月中旬にはボギー車200車両がラングーン到着する

予定である。なおこの 210輔は30万オーストラリア・ドノレに相当する。

T Ye: Zibyuthaung 漁業協同組合（155の漁業チームを編成）の1000人以上の

漁民たちは1968-69年度漁業シーズンー融資36万4760チャットを受け取った。同時

に11万8923チャット相当のナイロン漁網を受け取った。

T Pegu: Waw郡Myitkyo響察管区の Letpan村に共産兵の 1隊が入り，村

人 1人を殺した。

T Myanaungで5千人以上の労働者， 農民が集まり， 最近の反乱軍による本
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郡 Daunggya村での石油労働者殺害を非難した。

10日 ' 中央治安行政委員会は地方支部に対し，冬期作物用農業融資支給の準備を行

なうよう指示した。

指示によれば，融資は冬期作物を作付しようとする農民 1人当り最高 500チャ

ツトまで支払われる。融資は農村銀行，それがない場合は村落農協，両者ともに

ない場合には土地委員会を通じて支払われる。

また融資は従来の農業融資金をすべて返済した農民にのみ支払われる。

さらに融資は連帯保証制にもとづき支払われる。保証人は昨年も保証人となっ

たもので，しかもすべての融資を返済したものでなければならない。

自己の融資は返済したが，自己が属する村全体として未返済金がある場合，そ

の農民は融資を受けとれる。

, Padaung：夜， Htonbo小郡区の Pyingyi村に約15～20人の共産兵が入り，

3人の村人を連れ出し，うち 1人を殺して去った。

T Shwegyin: Thanzeik村に10人の武装兵が入り，村人 1人を殺した。

T Kyaukpadaung：郡内14ヵ村の村人1500人以上は集会を開き，共産軍のテロ

活動を非難した。 Monankyin村の農民 U Lun Maungは民兵隊の結成を強調，

Kyaukchaw村の MaOhn Theinは最近共産兵が同地域で農民9人を殺害した

ことを非難した。

Vカチン州評議会議長 U Ding Ra Tangら一行は Putaoに到着，地方当局

者と会談した。

l 1日 T Hummel新米国大使信任状提出。

, Manbin：本郡および Danubyu,Pantanw, Yandoonの各郡でのジュート収

穫は好調で，現在までに Maubin県の農業開発公社買付所は200万ポンドのジュ

ートを買い付けた。

, Mudon: Kyaikmaraw郡で第 32ピノレマ連隊のー中隊は， KNDO議長 Bo

Saw Tunの右腕といわれ， Chaunghnahkwaと Kyaikmaraw地区で活動して

いた指導者 SawKyuを生捕りにした。

f Pegu : Phado警察署の西6マイルの Kyachaung村に共産兵が入り， 3人

の村‘人を殺し，家に放火した。

Vラングーンの北 Okkalapaで Maul】in郡の KNDOの BoTun Kyineグ

ループに属する男が逮捕された。

12日 vラングーンの Botataungl也｜互の1らi叫営企業に合同協議委員会が結成された。
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各委員会は経営者側代表3人，労働者代表6人からなっている。

, Twante発：情報によれば Mokkyun戦闘地区では KyawPe, Bo Moe, 

Aung Kyiに率いられた赤旗共産党が活動しているという。

Moulmein: Kyaikmaraw郡 Taungale村附近で政府軍は KNDOのSawTun 

の右腕といわれる SawKyuを逮捕した。

,,, 」－ －《円ハ官＂＇ r A 『ー、L..，，，，＿，，手L斗グ予守、 .H：』L 「プー刊日空庁、目、広庁、‘7-_-,-1,,>l.lリ斜ι弘？？キL
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するテロ事件を非難した。

13日 , Henzacla県 Lemyethnaで第 1[DJ民兵訓練コース終了式が行なわれた。

, Pakokku県 Pauk郡治安委に赤旗共産党のタキン・ソーの養子 HlaKaung 

ら4人が投降した。

14日 , Tin U r!J央軍医司令官は Tharrawaddyに到着，地方当局者と米の買付け，

商品配給問題などを討議した。

, U Ding Ra Tanカチン州評議会議長は， Putao県 Machambaw郡を訪問，

地方当局者と治安，経済問題などを討議した。

, Y edashe: Zayatkyi警察に共産軍 TunLinグループの兵士2人を投降した。

15日 Vネ・ウィン議長は西独への公式訪問に出発した。 MaungShwe工業相らが

同行したo

, Namtu：人民 Baudwin産業は1968～69会計年度の鉱石採掘高を20万トンに

決めた。これは前年度を 5万トン上廻っている。

前年度は15万 3885トンの鉱石が採掘され，鉛9300トン，アンチモン含有鉛279

トン，銅 151トン，ニッケル 114トン，亜鉛8223トン，銀80万1045オンスが生産

されfこ。

, Thanbyuzayat: Moulmei口－Yeニ鉄道の Karopiで350フィートの鉄橋開通式

が行なわれた。総工費 100万チャット。

16日 v国家計画省の備品管理委員会は，政府関係の全部局に対し，所有する車が故

障中のもののリストを提出するよう命じた。同委員会は故障の程度に応じてでき

るだけ修理を行なう方針である。

V ウー・チーハン外相ら国連から帰国。

17日 vポン：ネ・ワイン議長一行は西独訪問のため当地に到着， リュプケ大統領，

キージンガ一首相らの出迎えを受けた。またこの日，西独政府主催昼食会に出席

した。

V中央商業局は郡，県の全支局に対L，その売れ残りのストックを今月末まで
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ピルマ（10月〉

に品目別に各商業公社に返却するよう命じた。

中央商業局はこうして集まった物資の再配分を行なう計画である。

T Kyaunggon: Talokkonと Magyibin村の問の多目的農協所有の Nyaung-

chedauk漁場で夜間，約20人の NDUF兵が夜警の漁業労働者を攻撃， 5人を殺

したo

T Y onhlutkyun多目的農協の620人のメンバーは冬期作融資として 1Jj8335チ

ヤットを受け取った。

彼等は mayin595エーカー， pelun357エーカー， sultani:nエーカー，メイズ

30エーカー，パージニア・タバコ65エーカー，唐がらし 8エーカー，玉ねぎ19コ二

一カーを作付する。

18日 Vポン：ネ・ウィン議長はキージンガ一首相と約 1時間会談した。

Vモスクワ：： UPo Kun駐ソ大使はソ連邦最高会議民族会議議長Paleskisと

会見した。

19日 Vネ・ウィン議長一行はミュンヘンを訪問した。

v政府に投降した：1人の元学生共産党員ば記者会見で次のように述べた。

3人は KoChit Kyi （元ラングーン，国立技術高校生〉， Ko Thein Aung 

（元 Tamwe高校生〕， KoMin Han （元 Theinbyuカレッジ生）である ρ

Ko Chit Kyiは1963年に学生騒動で逮捕され， 1964年5月釈放， しかし1964

年9月に再逮捕。 1967年2月に地下に入る。 KoThein Aungは1966年7月に地

下に入り， KoMin Hanは8月に地下に入った。

Ko Chit Kyiによれば，彼は最初マルクス・レーニン主義学校に入り，次にデ

yレタの Thabaung郡で働いた。 1967年9月，政府軍がデノレタで攻勢に出た際，

共産党管区司令部の管区委員 SoeThan, Bo Thaw, Ko Ba Swe Layらはアラ

ヤンの Bawmi地区に移動した。

Soe Thanが中央委員会に出席している間， BoThawに率いられたグループ

は SoeThanを修正主義者と規定，彼に死刑の判決を下した。

Ko Chit Kyiはその決議を中央にもっていこうとしたが，行けず，その手紙を

トングー県党書記 BoMin Aungに送った。そして中央委員会もまた SoeThan 

を処刑することを決めたという。

Ko Chit Kyiによれば，学生グノレーフ。は党の指導部，特にその綱領，政策，生

活態度に批判的であった。多くの指導者はその子供を町の学校にやっていた。指

導者達はまた学生逮をねたみ，農民グループを学生に対立させた。
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Ko Thein Aungによれば，彼は Promeで政治委員 BoThein Tunと Salai

Tha U に率いられた“第2無敵中隊”で働いた。その際政府軍と衝突すれば，

共産軍は常に逃げてし、た。一方共産党指導部は特権階級化していた。しかも彼等

はインテリは修正；主義者で尊敬する必要はないと言っていた。

Ko Min I-Ianによれば，教育ある者とそうでない者との問に敵対意識があり，

特権は常に無教育者に与えられていたという。

なおラングーン管区党書記 TunMaung (TL日1 Myint）は Gosha！らの追放に

活躍したが， “第 1無敵中隊”の分隊長 MaungNyuntらに殺されたという。

T Thaung Kyi農相は，現在までに郡区レベルの農民評議会が 188設立（うち

37はti"!）区組織委〉されており， 12月までに 219が設立される予定で，そうなれば

企部区の%に農民評議会が設立されたことになるので，来年3月の農民のHに，

11，央農民評議会が設置されることになろうと述べた。

v午前 1時頃， ChitHtu, Aung Soe, Tun Sheinに率いられた約25人の共産

兵が町の東の Shwelinyen精米所に接近したが，警察パトローノレと海軍ポートに

より撃退された。

T Boεale：警察ノ什、ローノレ・ポートは Chaungpyauk運河で6人の共産兵と交

戦，部寸ノレグの学生党員 TinOlmら2人を殺した。

T ¥iVaw：軍ノミトロール｜涼は MoeNet村伊附近で‘共産党オルグ 1人を殺した。

また Minywa村の村人は NgaKywe Gyiグノレープの TinAunε を捕えたo

vインド・ピJレマ国境問題会談に出席するインド代表団がラングーンに到着し

7こO

20日 Vネ・ウィン議長‘イ子は 3日間にわたる丙独訪問を終え， ミュンヘンを出発，

オーストリアのウィーンに到着‘した。当地に 2週間，私的な資格で滞在する。

vピノレマ・インド国境委員会聞く。

'10月17日に政府軍第77師に投降したピノレマ共産党の“北京帰り”の BoTin 

Sheinは，党内の対立について次のように述べた。

彼は1953年9月北京に訓練生の第3陣として派遣された。彼はThakinThan 

Myaing, Bo Zeya, Thakin Puおよび8人の中国人と同行した。彼等は昆明で

Bo Tun Nyein, Ko Myo Tinに会った。彼は1954年から56年まで訓練学校に

出席した。

彼等は学校で ThakinThan Myaingを長とする管理委員会を設立したが，

その時から分裂がはじまった。委員会は BoTin Htut, Bo Saw Naung, Ko 
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ピルマ（10月〉

Chit Tin, Ko Mya Thaung, Ko Kyaw Dinを妨害者と決議，党から追放し

た。その後， ThakinThan Myaingに率いられた 1グループは ThakinPu, 

Bo Zeya, Ko Chit Maung, Bo Ne Winを攻撃した。最近処刑された BoTun 

Nyeinと KoTun Sheinは当時 ThakinThan Myaingの支持者であった。

Bo Tin Shein, Thakin Pu, Ko Khin Gyi, Aung Nyein, Chit Maung, Ko 

Aung Gyi, Maung Nyoは1963年7月ピノレマに帰った。 BoZeyaを含む第2

陣は2週間後に帰国した。第3陣の ThakinBa Thein Tinらは 9月に帰っ

た。

彼等は政府と和平を結ぶ意図はなかった。しかLピルマに帰る機会をつかん

だ。交渉が決裂したのは当然だった。

Thakin Ba Thein Tinは交渉決裂後北京に帰った。

Bo Tin Shein自身は1965年以来投降まで，共産党 Tharrawaddy県委員，

県軍事指導者であった。

彼によれば，県組織と中央との連絡は極めて困難であったという。彼は Tha-

kin Than Tunの死をラジオで知った。 ThakinThan Tunの息子・の Maung

Maungは，彼の率いる“第1無敵中隊”にいたが，その報にもあまり動かさ

れたようにみえなかったという。

また YebawHtay, Goshal, Bo Yan Aungの死を聞いた時，彼等は最初そ

れを信じなかった。しかし後に党のブレティンで確認した。

彼は自分にも死刑の判決が出たことを知った。そこで投降した。

なお彼によれば，共産党の最も強い地域はデルタで，約500人がいる。ベグ

一山系には 300人，テナセリウムには70人，その他の県には各30～50人がいる

という。

また90人以上の党員が中国に滞在中で， 56人が中国人婦人と結婚した。ピノレ

マに帰った27人のうち， 5人が戦死， 2人が党本部で処刑， 1人（婦人〕が政

府軍に捕われ，彼を含む2人が投降した。

戦死したものは ThanWin （管区委員〉， Bohmu San Pc （管区委員〕，

Maung Ko （県委員， Bo Puとともに殺さる〉， Ko Si （管区委員〕， Bo Ze 

Ya （中央委員〕。処刑者は BoTun Nyein, Bo Tun Shein0 

Bo Tin Sheinは Aunglanniyo郡， Thambulla村出身。第9学年まで学

び， 1948年， 14才で革命に参加。 1950年には“人民軍”第 1師団第2旅団第5

大隊第 1中隊の曹長となった。 1952年，第1管区＂ Linyon”Rear司令部参謀
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長となり，“Ma-thane-lone，，地区（Mandalay,Myingyan, Meiktila県の交わ

る三角地点）で戦闘を指揮。

1952年の間， Ma-thane-lone地区から政府軍に追われた後，北方司令部の士

官学校教官，シャン州詰i庫区行政将校，後に Shwebo,Monywa, Sagaing 3県

の合同軍事司令官となった。

1953年 9月に中国見明に派遣。

1956年に昆明にピルマ政府領事館ができて以来，四川省重慶に移る。 1960年

まで北京から来た党員らとマルクス・レーニン学校で学ぶ。当時の仲間には，

Ko Chit Maung （殺害さる）， Bo Than Lwin （在北京， KoYin Kaung), 

Bo Ba Myun:i., Bo Ba Phyu, Ko Nyo, Ko Thet Tin （投降〕， MaTin Way 

(Ko Thet Tinの妻，逮捕）がいた。

1963年から1963年まで同省の電動機工場で働く，工場マネージャーとなる。

1963年 7月11日， ThakinBa Thein Tinの指示でピノレマに帰る。

1963年11月14日， 和平交渉決裂後， Thitngoketoキャンプから Kywedegyi

キャンプ。に移った党本部に帰り，外国との通信部門の暗号部長となる。 1965年

1月15日以来， Tharrawaddy県党委員，県軍事司令官。

21日 T 1f1央労働者評議会第2同セミナー開会式で発表された中央労働者評議会執行

委員会報告は次の諸点を明らかにしている。

01968年9月初日までに，君I$区労働者評議会が 180ヵ郡に，同組織委員会が

70ヵ郡に設立された。残りの61ヵ村・では労働者数も少ないのでペンディングと

なっている。

２５０ヵ郡の対象労働者数は１４５万６０７２人である。

0工業生産は前年度，ある部門では上昇し，他では低下した。低下の原因は

原料不足にあるO 多くの工業企業が閉鎖されたしかし登録されていない小企業

は増加し，計画的生産を妨げてし、る。若干の労働者の生産能力は非労働時間中

に別の場所で働くために低下している。これも生産低下の原因となっており，

また浪費，不規律もその原因となっている。

生産の増加は，生産制度の計画化，改苦zによりもたらされた。

0政府は1968年 1月から 7月までに 2万2779人の生産労働者に職を与えた。

しかし国民所得は停滞的で，農村の生活条件は不安定であれ都市の教育ある

者への雇用機会は少なく失業が増加している。

0国営企業労働者と私企業労働者の問の権利に大きな差がある。
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22日 ' 中央労働者評議会セミナー第2日での主な発言は次の通り。

U Kyaw Sein, マンダレー西部：国営企業の生産は大むね良好で、あるが，

協同組合部門では，低 Fぎみである。私企業部門の生産低下は大きかった。原

因は原料不足，原料到着時点の不規則ふ経営者の不正直，利己心，労働者が

社会主義経済制度を理解していないことなどである。

U Shwe Daung, Myingyan：労働者に規律をもたせることが重要である O

U Sein Maung, Thayetmyo：管：＠l者層が労働者が評議会活動に加わろうと

するのを妨害する場合がある。

U Hla Sein, Chaul王： Chauk人民石油産業が生産J持加のために要する資材，

原料を利用しうるようにしてもらいたい。不十分な輸送，過度の中央集権，経

営の側に政府が注目しすぎること，などが主な生産低ドの原因である。おI］意を

促進し，｛亭年を60才まで引きあげることは，生産増加に役立とう。

U Win MaunιYinm:ttJin：組織の直面する困難は，管理者層，資本家の妨

害，商品不足，労働者の無理解，農民評議会の構成の欠陥などである。

U Tun Shein, Kan l凶 lu：工業生産は，たとえば，たばこ，石けん，せんい，

染料，傘，マッチなど，全部氏下している。原閃は原料不足，不卜分な経常で

ある。

U Kyaw Thein, Namtu：人民 Bawclwin産業での評議会は，労働者の配転

などで発展を妨げられている。

この地方の生産は低下している。鉱山が古くなりすぎていること，努力の不

足，労働者内部の不統一、労働者と管理職との聞に理解がないことなどが原閃

である。

U Thaung, Lawksauk：労働者の組織化には反乱軍鎮圧が必要である。民兵

隊の結成が大至急望まれる。生産は原料不足で低下している。

T Myingyanの第56ピノレマ連隊で、第2凹民兵訓練コース終r式が行なわれたO

一（198）一 -228-



ピ ル マ （10月〉

ピ Jし マ

010, 11月の動向は担当者の都合により次号に掲載いたします。

10月
20日 , Mohnyin西部で第86ピノレマ連隊により開始された作戦で， 反乱軍4人が殺

されfこo

, Kyaunggon: Balikwin村で村落土地委員会議長が共産軍の MyaMaung, 

AunεMinらによって殺された。

22日 , Bassein：本県5ヵ郡の12の ARDC（農業開発公社）センターはこれまでに

48万7086vissのジュートを買い付けた。なお1968-69年度の生産高は60万vissと

見積られている。

v孔1auhin: Thaung Tin准将（副参謀長海軍）は当地の海兵隊基地を視察

した。

, Henzadaで68人の民兵隊員に武器が支給された。

23日 vウィーン：ネ・ウィン首相は FranzJonasオーストリア大統領と会談した。

v中央労働者評議会セミナー第3日での主な発言は次の通り。

U Min Thein, Bilin：製材所や窯業経営者は労働者に不払い労働を強いてい

る。また労働者に分割統治を行なっている。反乱軍の脅威が原料不足の主な原因

である。民兵隊の結成が必要である。国営企業と商業局企業の規律がゆるんでい

る。

U Tin Shwe, Myanaunε：原料不足の原因は私企業家が西日給の原料をヤミに

；市していることにある。

U Sein Maung, Cheduba：アラカン地方での物価高は，内陸水運局の船舶が

故障で不足していることにも大きな原因がある。

U Tun Lin, Twante：私企業の生産低下は原料不足と経営者の無関心， 労働

者が機械を正しく取り扱わないことなどによる。経営者のなかには配分された部

品をヤミに流すものがいる。

生産低下のもうひとつの理由は労働者にとって雇用が不安定であること，所得

と支出の聞に差がありすぎることのために仕事をやる気がなくなること，などで
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ある。

U Khin Mg Win, Minhla：商業局関係をはじめ，労働者の規律が上下を問わ

ず低下している。

U Than Soe, Okkalapa（ラングーン〉：生産の増減は原料と政府の管理にかか

っている。政府任命役人が企業家のかいらいとなって，その不正を正そうとしな

い場合がある。

U Ohn Shwe, Botataung （ラングーン〕：生産低下の原因には，物価高のため

労働者が仕事時間外にアノレパイトをして，正規の仕事の能率が低下するととにも

ある。

T Loikaw：政府警察軍は Hpruso郡で ShweAyeに率いられたカヤ反乱軍

と交戦， 1人を殺し， 5人を逮捕した。

24日 v中央労働者評議会セミナー第4日は，労働者に対する福祉施設，研修，教育

などの諸問題を討議した。

v公共事業公社は，その日雇いの大工，左官などの職人に対し，彼等がその職

業に必要とする道具類を直接購入することを認めることにした。しかし現実に常

に使用しているかどうかについては常時検査が行なわれるο なお従来は毎H仕事

後道具を返却せねばならなかった。

T Thaung Kyi農林相らは Hmawbi郡で“ yagaw”米の耕作状況を視察し

た。

T Pa-an ：当地で 1万人以上の人々が集まり，最近Papun郡 Hlwasin村でカ

レン人一家が KNDOにより皆殺しにされた事件を非難した。

この事件とは， Papun郡で活動している BoMyaグループ。の一員が指揮者を

殺したため，仲間によりその家族とともに報復として殺されたものである。

25 8 V中央労働者評議会セミナー終了。

vピノレマ国鉄が鉄道復線化と新 Kyaukpadaung=Chauk鉄道建設用に輸入し

たアメリカ製プノレドーザー 2台，地ならし機6機が到着した。

Vモーノレメイン：当地では四つの工場で毎日 6万4200ポンドの氷が作られてい

る。このうち 1万～ 1万2千ポンドは淡水魚会社に， 2万～ 2万5千ポンドはト

ロール船向けに， 2万3千～ 2万6千ポンドは一般消費用に使われている。

T Sandoway：第55ピノレマ連隊は Pazunpyechaung附近で共産兵と交戦，共産

党県議長 OhnThwin他 1名を殺した。

26日 v中央軍区司令官 TinU 大佐らはペグー県 Kawa郡 山alay村で附近の27
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ヵ村の村氏代表300人と話し合い，政府に対してのみ米を売ることの重要性につ

いて説明した。

27日 vラングーンの小売食品市況－10月中旬以来魚類の価格は低下した。 Ngagyi,

Ngakhuは viss当り 10チヤットから 6チャットに，かきは12から 6チャットに

値下りした。 このためとり肉，あひる肉，豚肉，マトン，牛肉の価格も viss当

りl～2チャット低予ドしfこ。乾そう魚，えびの価格は半減した。しかし食用油は

9.50から10.50に値上りした。玉ねぎは viss当り 1チャット，唐がらしは2チャ

ツトそれぞれ値上りした。

V農業局の調査によれば，全国の 1265万0020エーカーの可耕地のうち， 155万

3250エーカーが“yagyaw”米の作付に適しているという。

内訳は， Sagaing管区25万5000エーカー， Mandalay管区24万4000, Magwe 

管区 12万， Pegu西管区BO万5350, Pegu東管区18万6000，ラングーン管区3000,

Tenasserim管区1万， Irrawaddy管区36万6900, Arakan管区 7000, Kaw-

thoolei管区1万5000，上 Chindwin5000，北Shan州1万1000，南Shan州、l1万

7000，カチン川18000となっている。

次の耕作期には全国で 100万エーカーに“ yagyaw”米の作付が予定されてい

る。

内訳は， Sagaing管区 18万エーカー， Mandalay管区 18万， Magwe管区8

万， Pegu両管区16万， Pegu東管区18万，ラングーン管区1000, T enasserim管

Fζ2000, Irrawaddy管R<:20万， Aral王an管医 1000, Kawthoolei管区 1000，上

Chindwin管医1000，北シャン川15000，南シャン州7000，カチンチト12000。

, Pantanaw：夜約30人の KNU兵（MahnShar Lar, Myet Khon指揮〉が

Wetchaung村を包囲し， そのうち 5人が村に入り，土地委員会議長，協同組合

書記，委員の 3人の村の有力者を連れ出し，村の外で殺害した。

28日 T Tin U 中央軍区司令官らはアチャブで， 地方当局と米の買付，輸送，配給

などについて討議した。

T Letpa巾n：共産党 NyoTunグ、ノレープの KhinMaungが当地治安委に投降

した。

Vモスクワ； UPo Kun駐ソ大使はソ連邦最高会議議長 I.Spiridonov氏をク

レムリンに言方問した。

29日 , Kyaikto郡治安行政委当局は20年にわたって反乱軍の支配下にあった同郡の

Pyinkadokon, Kanni, Maiyongyi, Kadaingdut, Peinnegonの各村・に対して，政
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治，経済，福祉に関する話合いを行ない，開発キャンペーンを行なっている。な

お村人達は民兵隊の結成を要求している。

T Tin U中央軍区司令官らは Maungdawで，地方当局と政治，経済，社会問

題について討議した。

30日 Vカチン州評議会議長 U Ding Ra Tangらの一行は最近， Waingmaw郡の

Washaungダム附近の村々を視察した。

T Lashio （北シャン州）： 中国国境の Kokang郡 Shinhtan村から 167家族

973人の Lisu族の人々が，反乱軍 FongKyan-shinグノレーフ。の圧迫を逃れて当

地にきた。

31日 政府商業省の通達によれば， 11月 1日より第 I商業公社は新米の買付を開始し

買上げ価格は昨年と同様であるということである。

1 1月

なお昨年の価格は次の通り。（各46ポンド入り 100パスケット当り。第 I商業公

社精米センター及び倉庫での買上げ価格〉

Emata米 : K378, K398, K408の3種類

Ngasein米： K358, K373, K378 11 

Kyaukhnyin米： K348, K358, K378 " 

Ngakywe米： K433, K448, K458 グ

Meedon米： K373, K388, K393 グ

なお移動，あるいは野外買付所で買い上げる場合，そこから精米センター，倉

庫への運賃が差し引かれる。また不純物がある場合も値引きされる。

1965-66，および1966-67年度の買付けは4期（11月 1日から 1月1513, 1月16

日から 2月15日， 2月16日から 3月31日， 4月1日以降〉に分けて行なわれ，第

I期米の買上げ価格が最も高かった。しかし昨年からこの制度は廃止された。

v北西軍区司令官SeinMya大佐らはマンダレーで会合し，米の買付け方策に

ついて討議した。

T Ye：昨日 BoHla Shweに率いられた147人の KNDO兵が本部 Hangan村

に入ったが， 31日朝政府軍第31ピノレマ連隊と交戦， 1人の死者を出し撤退した。

T Paungde発： Chepin村に入った TinHlaingに率いられた約70人の共産兵

と政府第92連隊および民兵隊が交戦，共産兵1人が死んだ。

1 日 V政府は農業銀行を通し，資格ある農民に対し lエーカー当り 10チヤツトの割

で収穫期融資金を支給する。融資は12月31日までに県および郡治安行政委の責任
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で支払われる。

収穫期融資金は1968年度モンスーン耕作融資と同様の面積に対し支払われる。

各県に割り当てられた融資金は県内の各郡に分配されるが，他県への移動は許

されない。

耕作融資に適用された連帯保証制は収穫期融資にも適用されるO 融資は村落銀

行，協同組合，土地委員会を通じて支払われる。融資の最高額は 1人当り 200チ

ヤツトである。

1968年モンスーン期耕作融資を受ける資格のあった新旧両村落銀行メンバーは

収穫期融資を受け取れる。しかし！日および新融資金の分割払いを正しく行なって

いる者， 1967年融資金を返済したものに限られる。 1964年から1966年の聞に政府

の予約買付金を受け取ったものは，現物あるいは現金で負債を完済していなけれ

v::fならない。

v商業省通達によれば，次の各郡で生産される砂糖きびは農業開発公社（AR

DC）によってのみ買い付けられるという。すなわち，

Sagaing管区一Katha県 Inclaw郡

Mandalay管区一Yamethin県 Tatkon,Pyinmana, Lewe各郡

Pe記u管区 Pegu県Nyaunglebin,Kyauktaga各部， Toun只00県Toungoo,

Yedashe, Kyaukkyi, Pyu, Oktwin, Htantabinの各郡

Tenasserim管区一Thaton県 Thaton,Paung, Kyaikto, Bilinの各郡， Mo-

ulmein県Moulmein郡

Kawthoolei管区－Pa-an県 Pa嶋田1郡

Kachin州 Myitkyina県 Myitkyina,Mogaung, Mohnyinの各郡。

T Pyinmana製糖工場は今シーズンの操業を開始した。来年5月15日までの

174日（4176時間）に19万2838袋の砂糖生産が見込まれている。

T Paungde：本郡ではこの収穫期に yagyaw米20万ノミスケット， emata米300

万パスケットを収穫すると見積られている。今年の総作付面積は43ヵ村で， 7万

0175エーカーである。

yagyaw米は5000ヱーカー以上に作付けられる計画で、あったが，実積はJ592エ

ーカであり，エーカー当り80～85パスケットの収穫が見込まれている。

T Pantanaw: Gayetkyaw村協同組合副議長で士地委員の U Po Chan Gyiは

約10人の NDUF兵により自宅で射殺された。

T Kanbauk, Tavoy県： MaungHsoeに率いられた7人の反乱軍が Eindaraja
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村協同組合議長を射殺した。

T Kengtung：第4チン・ライフノレ部隊ノfトローノレは Naungkham村・で休息rp

の中国人およびシャン族の３９人の反乱軍を奇襲，全員を逮捕した。

2 日 vネ・ウィン議長夫妻は西独訪問旅行から帰国した。

T Pa山郡 Yepya警察に赤旗共産党中央委戦闘指揮員クラスの YanAungと

部下4人が投降。

3 B Vラングーン市 Thamaingにある人民せんい工場第 Iおよび第Eでは，従来

アメリカと中国から供給されていた機械部品2000点以上が不足しているという。

両国からは今年初め部品の供給がで、きなくなったとの通告があったという。第 I

工場は建設以来17年，第Hは14年である。

なお両工場は昨年1150万ポンドの紡糸を生産した。これは目標を若干下廻って

U、る。

今年は紡糸1200万ポンド，織物1200ヤードの生産目標が立てられている。

, Myaungmya：近くの Ywathit村で村人の 1人を連れ出そうとした 3人の反

乱軍兵の 1人が村人の兄に殺された。

4 日 , Kyaunggon発： Bassein--Rangoon自動車道路計画の一部をなすKyaunggon

:Pantanaw間道路建設が，反乱軍の妨害にもかかわらず進展している。

1963年にスタートし， 1967-68年度末主でに 8マイノレがタールほそうされち þÿÿ�

マイルの砂利びき道路がつくられた。

5 日 , Kalewa炭鉱で合同協議委員会が結成された。

6 日 V運送調整委員会第2＠］セミナーで ThanSein運輸通信相は，運送調整委員

会は将来消費物資の運送の他に，輸出入物資の運送をも取り扱うことになろうと

述べた。

なお同委員会は 5～ 6年前に結成された。

またU Tha Kyaw運輸通信次官は，同委員会に他の政府各省からの代表も加

え，その力を強めるよう述べた。彼はさらに，運送には悶有の車ができるだけ使

用されるべきだと強調，移動途中で物資のなくなることを怖れて政府の車を使い

たがらない部局があると指摘した。

, Pegu発：西 Daikuのペグ一山中に隠れている共産兵が附近の村・人を脅かし

ている。村人は政府に米を売らぬようにいわれている。

11月1日夜， Nghetthai 1，王pauk村協同組合書記 MaungHlaは自宅に協同組合

の物資を隠しているとして殺害された。共産兵が彼の遺体を放置するよう命じ，
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警察が埋葬した。

同夜 Thabyaydan村の KoOhn Maungも同じ理由で殺されたが，その遺体

はまだ放置されている。

, Tharrawaddy郡 Athaway村で午前5時頃から第35ピノレマ連隊は SewMya 

Thein, Mahn Tha Sein, Khin Tun, Saw Thein Peに率いられた KNDO兵

と1時間半にわたり交戦， 4人を殺したo

T L shio: Koka時地方の約 700の民兵隊員に対する訓練コース終了式が行な

われfこO

7 日 v第2回運送調整委員会セミナー第2日は，政府各部局からの運送に対する要

室が出された。

第5商業公社（せんい〕供給・販売部マネージャー MaungThwin少佐は，

同公社は今年度2万5514.43トンの紡糸，糸，ロープと 1万7768.67トンの織物，

2万5513.06トンの既成服の生産目標を立ててし、るが， これの輸送に困難が予想

されると述べた。

ピノレマ輸出入公社（MEIC＝第22公社〕輸出部マネージャー TheinMyaing少

佐は，｜司公社は輸送上大きな困難は感じていないと述べたが，輸送中の物資に対

する破損について警告した。

POl （人民石油産業）の精油部門マネージャー U Tin Maunε は， POIは原

油と機械部品の輸送に鉄道と船を使う， 19侃昨年度は原油の船積みに困難はな

かったと述べた。しかし将来の増産に対してより多くの輸送力が必要であると述

べた。また現在 Akyめから積み出されている KyaukpyuとSandowayのケロ

シン油と石油製品については，将来 Kyauk1】yu,Sandowayに倉庫，桟橋を建設

することが考慮されていると述べた。

鉱物地質調査局マネージャー U Kyaw Aungは，同公社は特にいうべきこと

はないと語っfこ。

公共事業公社と人民採石公社の U Than Tinは前年，貨車不足で花こう岩の

輸送がスローダウンされたと述べた。

工業開発公社の副理事長 U Sein Lwin Saiは昨年， 70万トンの砂糖と 3万ト

ンの糖みつが大きな困難はなく輸送されたと述べた。また現在ピノレマ製薬，ジュ

ート工場， レンガ・タイノレ工場，製鉄工場，ガラス工場，肥料工場に対し同公社

が機械を送っていると語った。

農林業部門について U Aung Chein次官補は，大旨問題はないが，たとえば

-217-- 一（205）一



ピルマ（11月〉

ARDC （農業開発公社）は時として道路輸送局のトラックを利用するに際し連絡

がうまくいかぬことがあったり，また木材の輸送に困難を感じることがあると述

べた。

第12商業公社（自動車部品）の OhnKhin大尉は輸入部品は管区経済委員会

により各県に配分されるが，その効率化が望まれると述べた。

第13商業公社（機械及び部品〕は，農具などが必要のない地域に送られてくる

ことがしばしばあると警告した。

T Shwebo：本県8ヵ郡の農民はモンスーン期に作付された“ yagyaw”米9

万エーカーから約500万パスケットを収穫することを期待している。そのうち第

I商業公社に 430万バスケットが売り渡される見込みである。

一方的万ヱーカーの Kaukkyi米は 1千万パスケットの収穫が見込まれ，政府

は300万パスケットを購入する予定である。

なお本県には24の協同組合と39の第 I商業公社米買付センターがある。

8 日 V運送調整委員会セミナー終了。

なお内降水運局の U Maung Maung副長官は，昨年同水運局は 168万3000ト

ンの物資と，乗客1133万5000人を運んだことを明らかにした。

またピルマ国鉄副運送局長の U Pe Nyunは， 前年 Kadokと Pyuntaza問

16%＇マイノレが復線化され，今年は Tawuiと Kanyutkwin問 26Xマイノレが復線

化される， また Kyaukpadaungニ Chauk新線は 1969-70年度に完成する予定で

Kyaukpadaungニ Gwaigyo問9マイノレが昨年度に完成したこと， また鉄道レイ

ノレ2万4000トンが今年度輸入される必要があることを明らかにした。

, Moulmein発：ラングーン＝Moulmein鉄道の Thaton駅近くで，午前5時

頃列車が地雷にふれ，装甲列車が脱線した。地雷は KNDOによるものとみられ

ている。

, Moulmein：本県の121の製塩工場のうち， 90に対し 72万0700チャットの融

資金が支払われた。融資は旧融資を全額返済したものに対して行なわれた。半額

以上返済したものは，おって考慮されるo

v小学校生徒数は 196263年度から 1967-68年度までの5ヵ年間に174万6214人

から 279万 1190人に増加した。同期間に 983の小学校が新設され， 学校数は 1

万3284から 1万4267に増加した。

T Bassein発： Ngaputaw郡 Kyaukchaung村に1000人以上の政府軍関係者，

村人が集まり，反乱軍による先月の氏兵隊指導者 U Tun Shein殺害に抗議し
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fこ0

9 日 V政府軍第77師団の 1中隊は， 11月8日， Pyu郡西のベグ一山中のビルマ共産

党中央医学校を攻撃，共産党医学校委員 TinAung，“中隊長” KyawMin，医学生

ら9人を殺した。そして11月夕日午前，医学校から逃亡した共産党員を追せき

中，ビルマ共産党中央委員で，ピルマ共産党創立メンバーの一人で、ある， Dr.Nag 

（別名 TunMαung, U Hie〕他 1名を射殺した。

Dr. Nagはベンガノレ人で1917年生れ，ラングーン医学専門学校卒。 1948年地下

に入り，党中央委員となる。 1950年，共産党の医療部門の責任者となり， 1956年

北西管区議長となる。 1967年 12月 Setoktaraから党本部に召還さる。その際

Gosha！の死を知り， 涙し，そのためタキン・タン・トンら北京派から自己批判

をせまられたといわれる。 1968年初め，さきに処刑された TunSheinとともに

中央共産党医学校の責任者となる。彼は TunNyeinの追放に積極的に加わった

といわれる。

Tin Aung （別名 I-IlaSaung, Aung Thein Tun〕は1933年， Dedaye郡 Leik.

kyun村に生れる。 1952年ラングーン大学に入り，地下共産党員の学生達と接触。

1955-56年には積極分子となる。 1962年ラングーン医学専門学校からマンダレー

医学専門学校に移り， 1963-64年のマンダレ一大学生のアジテーションに参加，

“人民委員会”メンパーとなる。 1964年3月，ラングーンから地下に入る。デノレ

タ地区共産党に参加。デルタで党のイデオロギー・コースに出席。 1965年 Zigon

の Kwinsanにあった共産党本部に行き， 1966年5月中央マルクス・レーニン主

義学校第2回コースに出席。党中央医学校教官となる。

T Chaul王の人民石油産業の八つの労働者評議会（基本単位〉にそれぞれ合同協

議委員会が結成された。

T Taunggyiでコロンボフ。ラン援助による工業高校の開校式が行なわれた。

U Tun Ayeシャン州評議会議長，東部軍区司令AungPe大佐らが出席した。

v中学・高校生徒数一一中学生は 1962-63年度は 651校 19万2871人であったが

1967-68年度は 878校 48万8648人となった。高校生は 1962-63年度が8万2182

人， 1967-68年度は 9万7658人である。高校数は 322校から 519校となった。

教師の数は， 1962-63年には八つの教員訓練専門学校から 2975人が卒業したが

1967-68年は10の教員学校から3230人が卒業した。

農業学校については， 196263年度は 5校で506人の学生， 196768年度は10校

で876人である。
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工業高校については， 1962-63年は 8校2034人で， 1967-68年は10校， 3151人と

なっている。

大学生レベルでは，学生数は 1962-1963年の l万5671人から 1967-68年は 3万

2039人に増加した。

, Shwegun: KNDOの BaAyeグルーフ。の 1人が第 28ゼノレマ連隊に投降し

fこO

10日 , Henzada県 Shwegyin両9マイノレ地点で人民石油産業の Shwepyitha油田

が新たに聞かれ，記念式が行なわれた。 1968-69年度中に70万ドラムかんの生産

が見込まれている。

▼農村衛生センター数―――――１９６２－６３年の４９１から１９６７ 68年にはnnに増加，治療

を受けたものは15万7705人から506万1257人に増加した。

, Pa-an発： BoMya派のカレン軍は Hlaingbwe郡の Seinda,Htawpwai, 

Takwetpo, N awtawその他の村々に対し，各村から 3人ずつの村人の“徴兵”

あるいは3500チャットの現金を要求している。村々は要求に抗して自衛の構えを

みせているという。

, Pa-an ：先週，カレン反乱軍 BoMyaとManBa Zanの部下約50人が町は

ずれに入り，高校生3人と農園看守 1人を連れ出した。

11日 v第88師の 1中隊は Minbu県 Setoktara郡 Mandattaing村で反乱軍郡オノレ

グ ThaYanを殺した。

12日 V運送調整委員会の 1967-68年度の活動一一① 74万2千トンの砂糖きびを六

つの砂糖工場に運搬した。すなわち Pyinmana製糖工場に20万1404トン， Zeya-

waddy工場に22万5073トン， Bilin工場に 7万4795トン， Namti工場に14万7364

トン， Hsamaw工場に 6万1121トン， Inle工場に 3353トンである。また糖みつ

を Pyinmana工場から7367トン， Zeyawaddyから 1万932トン， Bilinから3960

トン， Sahmawから2836トン， Namtiから6619トン， Inleから155トン，それぞ

れ醸造所まで運んだ。

② 輸入物資1052トンをピノレマ染料工場に， 2800トンを人民石けん工場に，

206トンを人民プラスチック工場に，また輸入品 1900万チャット相当をピノレマ製

薬に， 165万チャット相当をジュート工場に， 2万9000トンを製鉄工場に運んだ。

③ 450トンの工業用粘土を Shwedaungから， 400トンを Minhlaから，それ

ぞれ Danyingonのレンガ・タイノレ工場に運び， Kalewa炭4500トン， Thayetmyo

のセメント14万1956トンを運び，また Thayetmyoのセメント工場に燃料用油
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2378トンを運んだ。

④ その他建築中のガラス工場，肥料工場，ぬか油工場用の資材も運ばれた。

13日 Vイラワジ管区内 5県にある ARDC（農業開発公社）の 49ヵ所の買付センタ

ーは，今年初めから605万7320viss〔989万0310チャット〉のジュートの買付を行

なった。

うちわけは， Bassein県 53万0910viss, Myaungmya県 242万7521viss, 

Maubin県 216万0660viss, Henzada県86万4330viss, Pyapon県7万3900viss 

となっている。このうち18万8386vissがラングーンに送られた。

vソ連サーカス団到着。 11月15日から25日までラングーンで公演する。

14日 , Shwebo：第 I商業公社は本県8ヵ部でメイズをバスケット当り 4チャット

で買い付けてし、る。これまでに Kanbalu部で5万2327バスケット， Tantse郡で

2万0744パスケットが買い付けられた。さらに 2万バスケット以上の買付が見込

まれている。

, Moulmeingyun: KNDOの BoPyooグノレープの 1人が郡治安委に投降し

たυ

, Yekyi: 第18ビノレマ連隊パトローノレは Tuntani附近で KNDO兵1名を倒

した。

15日 v商業省は昨年からもち越されている旧米の買付価格を 100バスケットにつき

58チャットずつ引き下げると発表した。

Emata米 : K 320, K 340, K 350の3種類

Ngasein米： K300, K315, K320 11 

Kaukhnyin米： K290, K300, K320 グ

Ngakywe米： K375, K 390, K 400 グ

Meedon米： K315, K330, K335 グ

vビルマ国鉄新建設計画状況一一一肥料工場とガラス工場が建設中であるChauk

油田地区と Kyaukpadaungを結ぶ鉄道は， Kyaukpadaungから Gwaigyoまで

の9マイノレが完成。 1962年にスタートした同線は来会計年度中に完成する。

ラングーンニマンダレー鉄道のラングーンニKyungon間 123マイノレの復線化

は完成した。

Mogaungと Myitkyina鉄道の60ポンド・レイノレは4.5マイルにわたり 75ポン

ド・レイノレに置きかえられた。今年度中に80マイノレが置きかえられるり

MoulmeinニYe鉄道の第75,77, 106の各鉄橋は再整備され，開通した。
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1964 65年度から工事のはじまった Myohaungの操車場は昨年完成した。

V国鉄 Moulmein=Ye鉄道は196768年度に乗客245万を運び，売上げ729万

チャットを上げた。貨物は21万4468トンで，売上げは 394万チャットであった。

前年と比較して，乗客輸送の売上げは増加し，貨物は低下した。

Vピノレマ政府とアノレジエリア政府は，大使級の外交関係を樹立することに合意

した。

f 1968年9月19日にペグ一山中のピルマ共産党本部が，政府軍に攻略されて以

来，共産党ベグ一山管区から76人の共産党員が政府側に投降した。そのなかの主

なものは次の通り。

Bohmu Aung Hlu →ベグー県共産党委員， Nyaunglebin郡共産党議長。

1946年入党， 1948年地下に入る。 “人民解放軍”政治委員。 1951年，共産党第

3管区本部政治委員。 1955年，ペグー県軍事評議会書記。ベグー県 NDUF委

員。 1968年1月，共産党本部マルクス・レーニン主義学校第3コースに出席。

1968年4月4日，本部が攻撃され， BoZeyaが戦死した際，タキン・タン・ト

ンとともにトングーに逃れる。 Bo Tun Nyeinらの追放運動に参加。 9月19

日，本部が攻略された後， ThakinZin, Thakin puにより新しい任務を与えら

れる。しかしその後投降。

Maung Wun-Zigon郡委員，郡ゲリラ戦指揮者。 1949/50年共産党に参

加。ラングーンへの使者。

この他に共産党青年指導者， SaeLin, Ma Khin Pyoneらも逮捕された。

なお共産党ペグー山管区にはペグー， トングー，タラワジー，プロームの各県と

Thayet県東部が含まれる。

f Minhla発：第44ピノレマ連隊ノfトローノレは Minhla郡 Thayet,Shantutgyi村

で， Bo Ye Dinに卒いられた共産兵のー隊と交戦，キャンフ。を破壊した。

f Mindon：第44ピノレマ連隊は Minhla郡 Paytaw村近くのジャングノレで Ye

Dinに率いられた共産兵と交戦， 5人を倒した。

16日 , Kyaunggon発：本郡の反乱軍テロ地帯からの逃れてきた人々によれば，こ

れまでに20人以上の土地委員などの村の有力者が殺害されたとし、う。殺害された

ものの家族ば報復を恐れて，報告をしていないという。

一方政府軍は， ThanShein, Mya Maung, Sein Aung Min, Tun Kyi, Pha 

Thaiらの反乱兵を追っている。

f Kutkaiに2000人以上の住民が集まり， 11月11日に Kutkai=Monpaw道路

一（210）ー つ】qG
 

つh
H



ピルマ（11月〉

で反乱軍の地雷でパスが爆破され，乗客11名（子供4人〉が死亡した事件に抗議

した。

f Kyaukta伊： Thahtaygyiwathitの第57ピノレマ連隊の前進基地に17人の共産

分子（男 8人，女8人，子供1人）が投降した。

f Letpadan発：ベグ一山系で昼夜をわかたず政府軍の共産軍に対する攻勢が

つづいているが， Ye-ngan村に12人の共産兵が現われ，過去2日間何も食べてい

ないといって村人に食糧を求めたが，拒否され，村から追われたという事件があ

っfこo

vシャン州評議会議長 U Tun Ayeらの一行はカチン州 Myitkyinaを訪問し

fこO

17日 , Kya叫王taga：共産党中央医学校学生ら共産党員10人が投降した。

f Akyab発：午前3時頃共産党県戦闘指揮者 HlaTun Bawに率いられた約

60人の共産兵が Zetitaungの警察署を攻撃，警官1名を負傷させ，警官の息子l

人を死亡させたが， 1時間後に撃退された。

f Muse= Namkham道路の Saikhaung附近の村人 1000人以上は， 11月14日

夜反乱軍に破壊された橋を修理した。

18日 v中央治安行政委員会で地方代表らを集めて聞かれた，農業開発と畜産振興計

画検討のための会議で明らかにされたところによれば，政府は 1962-63年度から

1967 68年度の聞に，農村開発計画に7200万チャット以上を支出した。 196768年

度には，協同組合計画，土地再開発，工業，通信，水道，学校ラ病院建設，斉産

などに対し，ラングーンを除く全国で800万チャット以上が支出された。

V第77師第6大隊の 1中隊はペグー山中で共産党の中央医学校委員 BoHtin 

Kyawと2人の女子医学生を逮捕した。

またこの日，ベグー県 Penwegonでラングーン行ノミス内で 3人の共産党女子

医学生が逮捕された。

彼等はさきに処刑された TunShein攻撃に最も積極的な役割を果したとみら

れている。彼等の略歴は次の通り。

Bo Htin Kyaw-1965年に中央医学校設立に参加，それまでトングー県共産

党医務官。

Ma Lay Nwe Nattalin国立高校生で1966年に地下に入る。

Ma Lay Myint-Nattalinから MaLay Nweとともに地下に入る。 1967年

11月プローム県に移り，そこから中央医学校に派遣。
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Ma Kyin Hla-Zigon郡共産党委員会一議長の MaungSu夫人。

Ma Ni Paukhaung郡出身， 1968年4月1日戦死したプローム県共産党委

員 BoThan Na ung夫人。

Ma Than N we-Thayet県共産党委員 KoMyint Naingの娘。

19日 Vピルマ政府は声明を発表し，その領海を海岸から12海里とすると宣言した。

vペグー発：第 I商業公社は本県でこの収穫期に3000万ノミスケット以上の米を

買い付ける予定である。県内各郡にある66の買付センターではすでに 1万0500パ

スケットが買い付けられた。

買付センターはペグー郡に 6ヵ所， Kawa郡に 9,Thanatpin郡に 12, Waw 

郡に 6, Kyauktaga君Rに11, Daiku君Rに9, Nyaunglebin君Fに12, Shwegyin 郡

に1が開設された。

本県では95万1330ヱーカーに米が作付けられたが，そのうち93万5002エーカー

が収穫可能である。

T Kyauktaga発： 11月16日にペグー山のふもとの Kinmon-in村で逮捕された

共産党中央医学校の SanNyeinの証言によれば，彼は自身タキン・タン・トン

の看護にあたった 1人であったが，タキン・タン・トンは傷のため死んだと述べ

た。

, Pyinmana：共産党県医務官 BoKyaw Waiが投降した。彼は Zigon村出

身， 20年前に地下に入る。

, Kyonepyaw: Inye附近で昨日，衛生助手と看護婦2人が Thaphanchaung

村で BCG接種を行なっての帰途，反乱軍に止められ，衛生助手が連れ去られた

が，彼の死体が今日発見された。

T Hsipawで第 I回民兵訓練コースが聞かれた。

20日 v鉱業省セミナーで ThaungTin鉱業相は， 1966-67年度，石油を含めて 3

億7千万チャットであった鉱業生産は 1967-68年度には 4億チャットになり，

1968-69年度は 5億チャットの生産が見込まれていると述べ， さらに次のように

語った。

Henzada県の Shwepyitha油田が新しく聞かれ，現在日産1500パーレルの石

油を産出している。 Chauk,Y enangyaung, Prome, Myanaung，および Hen-

zadaの諸油田は日産 1万5千ノミーレノレの原油を産出しており， これは昨年の

23%増である。

これによりピノレマは石油を自給することができ，いまや輸入は停止された。
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年間2千万チャットの外貨が節約できることになった。

人民 Bawdwin産業では鉱石生産量はあまり低下してはいないが，鉱石の品

位が低下し，このため鉛，亜鉛，銀の生産が低下した。このため鉱石処理を25

%増強する新工場が昨年建設された。そして 1967-68年度の16万トンの鉄石採

堀を 196869年に20万トンにする計画が準備されている。また Maymyo附近

の Yadana Theingiと Reho附近の Bawsaingで新しい鉛，亜鉛鉱の開発す

る準備がなされている。

スズ，タングステンの生産は昨年大幅に低下した。これには密輸出も原因と

なっている。なおこれちの鉱物は74%が国営鉱山から， 26%が私営鉱山から産

出している。

Kalewaの石炭生産は昨年40%も低下した。

T Kyauktaga：ペグ一山ふもとの Thayetsaintと Tumaung村の民兵隊は，

共産党医学校学生4人を逮捕した。彼等は以前に逮捕された MaKyin Hlaらを

送っていった帰りであった。

21日 V政治犯62人が釈放された。その氏名は次の通り。

Thakin Tha Khin, U Kyi Maung（元大佐）， Thakin Chit Maung, Thakin 

Kyin, Bo Thi Ha, U Khin Maung Lay, U Sein Tun, Ko Tun Kyaw, U 

Po San, U Nyo Htwa, U Ba Soe, U Kyaw Tint（前議会書記）， U Tun Myint 

Kyu, U Khin Maung Lwin, U Chit Myaing, U Sein Win, Ko Kyaw Khin 

(Wethtikan), Bo Kyaing (Taunggyi), U Ba Swe Lay （元宗教相〉， Bohmu 

Tun Tin (ESB), Bo Khin Maung Nyunt, Ma Ahmar San（教師〕， TunWai 

（俳優）， Myat Lay（俳優）， Sao Tun Aye (Thamakhan), Sao Kyar Sone（前

シャン州政府書記〕， SaoKyi（元シャン州国会議員）， Sao Kun Koe（元Mong-

kong郡国会議員）， Sao Win Kyi (Pindaya), Sao Khun Aung （元シャン州

政府大臣）， Meiktila Saya Hti, Meiktila Bo Mar, U Ba Maung (Monywa), 

Ko Mya Aung (Kyauktaw), U Tun Shwe Maung (Akyab), Khin Naing 

Aung (Akyab), Maung Nyo （芸術家， Akyab), U Maung Maung (Sando・

way), U Aye Sein Aung (Rathetaung), U Sein, Tha Aye (Akyab), U Ba 

Sein (Akyab), Win Yaw (Mudon郡）， Kyin Hla （ラングーン）， U Ya Kun 

(Tavoy). 

Bo Tauk Htein (Pyinmana), Bo Thi Ha (Tatkon), U San Pyi (Mying桐

yan), U Nyunt Aung （羽Tetlet), Thakin Hla Maung (Sagaing), U Bo Ni 
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(Monywa), U Mya Maung (Monywa), U Than Tin (Monywa), U Han Tun 

(Monywa), U Ba Hmi (Monywa), U Ba Pe (Yinmabin), U Tun Pe (Mon-

ywa), U Hla Din(Monywa), U Kyait (Monywa), U Kaung Sein (Monywa), 

U Ba Hmi (Mogok), U Kyaw Din (Mandalay). 

V鉱業省セミナー第2日で人民石油産業（POI）総支配人 U Aung Khinは，

1962年に 1人当り 6ガロンであったピノレマの年間石油消費は今年は 9ガロンとな

ったと述べ，さらに次のように報告した。

わが国の石油消費はガソリン，ケロシンフディーゼソレ油などで， 1962-63年

度の総消費量は 1億3620万ガロンであった。 1967-68年度は 1億9250万ガロン

となった。 1968-69年度は 2億1960万ガロンの消費が予想されている。

ケロシンの消費は増加しており，ラングーンは月間 200万ガロン，マンダレ

ーは25万ガロン，その他の地域は 3百万ガロンである。このままでは園内供給

を上廻る可能性がある。

原油の生産は戦前 (1938～39）は日産2万2000パレノレであった。 POIは 1971

-72年にこのレベノレに生産を回復させるつもりである。

海底油田の調査は進展しており，アラカン沖は有望である。

原油生産は 1962-63年は384万ノミレノレ， 196768年は 563万パレルとなった。

1968 69年の目標は717万ノξレノレで、ある。 1969-70年は 759万バレル， 1970-71年

は799万パレルフ 1979-80年は854万パレノレが見込まれている。

固有化以前は年間約 1億4800万ガロンの原油が製精されていたが，昨年は2

億1200万ガロンであり，今年は 2億4300万ガロンが見込まれている。 Chaul王と

Syriamの精油所は75%稼動している。

昨年は原油需要の19.9%が輸入された。今年は 9.2%が輸入される。来年は

輪入の必要はない。これで1500万から3000万チャットの外貨が節約される。

パラフィンは輸出国が増加し，価格が低下している。 POIは今年460万チャ

ット相当を輸出する計画である。 1962-63年は730万チャットを輸出した。

POIの石油価格は BOC価格と同じであるが，若干の値下げは可能である。

過去5年間に POIが政府に納入した税金は 7億2000万チャットに達した。

なを POIの総労働者数は 1万3992人である。

22日 T 35人の政治犯が釈放された。その内訳は次の通り。

中央軍区： KoAye Kyaw (Akyab), Ko Shwe Win (Akyab), U Zaw Pan 

(Zigon）。
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北西軍区： BoAye Maung (Katha), U Tin Tun (Samaitkhon), U Ba Tun 

(Myingyan), U Maung Maung (Myingyan), U Khin Maung Latt (Mying-

yan), U Maung Maung (Nyaung-U), U Htein羽Tin(Kyaukp11daung), U Ko 

Lav (Kyaul王padaung),U Aingyi Maung (Kyaukpadaung), U Thi Hla (Py-

insi), U Tun Khin (Meiktila), U Sint (Meiktila), Ko Lun Byan (Mahlaing), 

Ko San Tun (Mahlaing), Ko Tin Shwe (Mahlaing), U Ba Shin (Mahlaing), 

Ko Aung Shin (Wundwin), Thakin San Myint (Pyinmana), Thakin Thein 

Maunε （Lewe), U Khin Maung Nyo (Chauk), U Pe Myint (Chau1王）。

南西軍区： U Thein Pe (Pyapon), U Aung Moe (Bassein), U Aung Win 

(Bassein), U Hla Thein (Ngathaingchaung), U Tu Tin (Kyaungon), U Than 

Nyunt (Bassein), U Tun Yin (Bassein), U Kyaw Myint (Henzada), Ah Kauk 

(Pyapon), Soe Myint (Pyapon), Ko Tin Kyi (Labutta）。

, Kyauktaga：ピノレマ共産党トングー県情報員という NyeinMaungは Thah・

taygon駅で， 第57ピノレマ連隊の前進基地のひとつに民家と間違えて入り逮捕さ

れた。彼によれば，彼のグループ。は約90人で，政府軍の攻勢を逃れて，そのうち

70人が Sittang川の東岸に渡り， KNU（カレン民族連盟）のもとに逃れた。そ

の日，彼は残りの20人と Thahtaygon近くにきて，彼は偵察に出たところだ、った

という o

v中央運送調整委員会は 1967-68年度中に，輸出用米22万1139トンを各地方か

らラングーン港へ輸送した。 4万7367トンは鉄道で， 3万6545トンは陸運局トラ

ックで， 3万2346トンは民間トラックで， 1万8830トンは国内水運局の船で，

363トンがファイブ・スター・ラインの船で， 8万5688トン’が民間船で、運ばれた。

同委員会はまた Bassein港へ米8万9124トン， Moulmein港へ4694トンの輸送

をアレンジした。

l Moubin：本郡の70以上の村落協同組合は資金を集めて，消費物資，魚類の取

引および米の買付けなどをはじめようとしている。

協同組合は，今シーズンに第 I商業公社が買付センターを開設できなかった

Sitchaung, Kywegon, Shwedaunghmaw, Layeinsu, Zayatkon, Letpangonに米

の買付センターを聞こうとしている。また上ピノレマで、物資を購入するために13人

委員会が結成された。各協同組合は300チャットずつを出して Maul】inに魚類マ

ーケット・センターを営業しようとしている。

この日 Maulヲinでは70の協同組合議長，書記らが集会を開き，これらの諸点を
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討議した。

vビルマの労働力一－1967年の労働力は1032万人で男705万人，女327万人であ

る。

うち206万人が都市労働者， 826万人が農村労働者である。全労働力の66.3%の

684万9000人が農業，漁業，林業労働者である。

第二次産業労働者は全労働力の 9.2%で93万7000人，うち 5万4000人が鉱業，

75万8000人が製造業， 11万5000人が建設業， 1万人がエネルギー産業労働者で、あ

る。

第三次産業は全労働者の24.6%で253万5000人。うち 76万6000人が商業， 30万

9000人が運輸通信業， 54万4000人がサービス，その他が91万6000人である。

全国の総人口は1967年2580万人，男1270万人，女1310万人である。

24日 v第5商業公社（せんい〉に 1967-68年度の学生用ロンジーの割当を完納でき

なかった織物業者は，今年の第 1四半期中に納入するよう求められている。

北西軍区では12ヵ郡の織物業者に対し43万0250点のロンジーが発注されたが，

l万3711点が末納で、ある。南東軍区では39万0600点の発注のうち 5万4959点が未

納である。東部軍区の Yawnghweでは10万0770点の全部が未納である。南西軍

区の 3ヵ郡では 1万1257点が未納，中央軍区の16ヵ郡では 1万1240点が未納，ラ

ング一軍区では 1]13224点の発注のうち451L長が末納である。

T Basseinのパラソノレ製造業は今年36万点のパラソノレを製造する計画である。

1965-66年は8万4000点， 1966-67年は 10万8000点， 1967-68年は 18万点が製造さ

れた。工業生産監督委員会は業者に布の配給を開始した。

一（216）一 -228-



ビ JL, マ

11月29Fl，ネ・ウィン将軍はウーヌ一元首相をはじめとする主要な旧議会

政治指導者と会談した。同将軍は彼等に対し，国内的統ーを回復するに役立

つような諸方策を立案し，さらには今後のピノレマに最も望ましい憲法の草案

をも起草することさえ意図した，ひとつの諮問委員会を設けることを明らか

にし，彼等にそのメンバーとなるよう要請した。この結果12月4日， 33人の

政治家からなる“ピノレマ共和国国内統一諮問会議”の設立が発表された。

ネ・ウィン政権の旧政治家グループに対する態度の緩和は1967年半ば頃に

はすでにはっきりとしており， 1968年11月の大量の政治解放によって極左グ

ループを除く旧政治家達の釈放もほぼ完了していた。そしてネ・ウィン将軍

自身は去る 9月21日に全軍司令官会議での演説で政治は軍が独占すべきもの

ではないこと，古い政治家もまた政治に参加する権利のあることを強調し，

近い将来に旧政治家グループが何らかの形でピノレマ政治の舞台に再登場して

くることを示唆していた。ネ・ウィン政権がこの時点において，将来何らか

の形の「民政移管」の可能性すら考えさせるような旧政治家グループの再登

用を行なったことには次のような理由が考えられる。

ひとつは依然として強力ではあるけれども，指導部が大きく動揺している

ピノレマ共産党を主力とする諸反政府軍の相対的な力の弱化という好機をとら

えて，合法舞台にある全政治勢力を統合し，一種の反共統一戦線を結成，反

政府武装勢力に対する仮借ない掃討作戦を心おきなく遂行できるための基盤

づくりに役立たせるということであろう。

第2の理由は，ネ・ウィン政権が12月16日に，ラングーンを中心として168

の私営工業企業を固有化したこと，またこれと前後して，数十の製材工場，

さらには全国の映画館を固有化したことと関係している。

すなわちネ・ウィン政権は，発足当初からの流通国有化，貿易，銀行，大

鉱工企業固有化などによってピノレマ経済に対するインド人を中心とする外国
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人支配を大きく弱めることに成功してきた。そして今回の工業企業の大量固

有化は，この方向での一応の総仕上げともいうべきものといえよう。しかし

固有化にともなう官僚的な経済運営は，ヤミの横行，工場などの生産能率の

低下，輸出の減少にともなう部品，原料輸入の減少にもとづく了‘場操業率の

低下，そして一般的な物資不足といった事態をひき起した。

こうした情況は勿論政府として立て直し策の樹立を緊急に迫るものとなっ

ている。しかし経済のピノレマ化，さらには経済の「社会主義的」運営という

基本目標を簡単に放棄して，旧体制に復帰することにより問題を解決するこ

とは政府の面白にもかかわり，とてもできることではなし、。とすれば政府は

初期の目標を最後まで追求するという姿勢をくずさず，その過程で欠陥是正

策を考え出していくしかない。このためには基本的には労働者，企業管理者

層の愛国心に訴えて，その労働意欲の高まりにまつしかない。しかしこの場

合には，軍政支配層が既に「新しい階級」すなわち「特権的新利得者集団J

として民衆に意識され始めているという状況を打破することが急務となる。

すでに各企業における合同協議会制度の導入，労働者評議会の育成，また

農民評議会の設置などによって，政府は労働者，農民に国家の運営に対する

参加者意識をもたせようと努めてきた。この意味において今回の民間政治家

グノレーフ。による諮問会議の設立は，こうした方向に向けての政府の方策のひ

とつであり，それにより国民の聞により一層同政，さらには経済運営に対す

る参加者意識をひき出そうとするものであろう。しかしヤミは依然として横

行し，物資不足がより深刻化している状況のなかで，精神的に人々をふるい

たたせるといった手段のもつ限界は容易に想像される。政府は協同組合の育

成による流通機構の国家統制の緩和や，上記の各種協議会制度の発展による

企業運営の脱官僚統制化といった方向に期待を寄せている。しかしこれまで

のところこうした制度の発展は政府の予期したほど進展していない。

そうすれば結局当面はヤミ経済が横行し，政府運営の経済部門の活動が徐

徐に低下していくといった情況がつづくのではないだろうか。そしてこうい

う情況が，一般民衆の生活悪化という形で継続すれば，それは一時政府軍の

攻勢により後退した共産勢力の復活を促進することになることはいう主でも

ない。
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11月
24日 vベグー： Daik-U郡の Ohnnc-yo漁場が BoKoとThaun日Shweに率いられ

た10人の反乱兵に攻撃され，建物を焼かれた。

26日 , Taunggyi県 Yawnghwe郡 Inleの織物業者達は，今年は綿織物よりも綿織

物に重点を置いている。 13種類の織物のうち10点は綿で， 3点が絹である。

綿織物には，マーキン布10万0600ヤード，男物ジャケット用 pinni布32万6000

ヤード，男物粗製ロンジー 5万点、，男物上質ロンジ－ 9万4000点，女物粗製ロン

ジー13万4400点，女物上質ロンジー21万点，子供用粗製ロンジー18万点，子供用

上質ロンジ－ 4万8000点，粗製シャン・バッグ23万9200点， 上質シャン・パッグ

13万5600点が含まれている。

絹織物には絹混入男物ロンジ－30万点，同女物6万2250,i／＇，＼，女物 zinmaiロン

ジー 1万8750点が含まれている。

粗製ロンジー用の糸はすでに受け取られ，生産が開始されている。

vペグ一発： SawA ung Theinに率いられた KNDO兵が Kyeinkha日yi林［ま

で3人の国営林業局労働者と象 1頭を連れ出そうとしたが， Bawni村近くで駐屯

中の第91ピノレマ連隊兵が発見，交戦となり， SawAung Theinは戦死し，労働

者 1名が救出された。しかし，他の 2名は連れ去られた。

, Paulにピノレマ共産軍 AungThanク勺レープの 4人の兵士が Yepyar警察管

｜又の Kyunyin村晶にきて，村落治安委議長 U Ba Chit；を射殺した。

l Kunlong: Hopanから 3マイルの地点で，所属不明の約100人のゲリラ隊と

第：39ピルマ連隊および Panlaw村警察隊とが，午前8時から午後 6時まで交戦し

た。ゲリラ隊は赤い星をつけたベレーをかぶっていた。ゲリラ隊は死体 1を残し

撤退，政府兵3人，警官 2人が戦死した。

v米下院の Whalen議員大－妻は 3「l聞の予定でラングーンに到者した。

27日 Vマングレーで治安行政委調整会議が聞かれ， SeinMya北両軍司令＇A'んがIL¥

IMした。

V トングー県の米作収穫予想一土地記録局の最初の収穫予想によれば，米作

付i日積は昨午・の：37万7279ヱーカーから，今年は：39万4300エーカーに増大し，収穫
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は1361万3780パスケットから1538万3530パスケットに増大することが予想されて

いる。 yagyaw米の作付は820エーカーから 1万4260エーカーに増大し，収穫高は

91万9020パスケットと予想されている。

f Pa-an ：第2カチン・ライフノレの 1中隊は Hlaingbwe郡をパトロール中，

Nga Dain広に率いられた KNDO兵約50人と交戦， 3人を倒したo

vビノレマ製薬は196768年度に 1億チャット相当の医薬品を生産した。 1961-62

年度は2千万チャット， 196263年は 4千万， 1963-64年は4千万， 1964-65年は

5千万， 196566年は 6千万， 196667年は7千万チャットであった。

同製薬は 1日2交代で2千人以上の労働者を雇用している。

vソ連赤十字代表団（団員2名〉は2週間の予定でラングーンに到着したo

vソ連サーカス団は公演を終え，インド凡向け出発した。

28日 vタキン・タン・トンの死亡確認さる一一ピノレマ共産党中央委員で， 11月22日

に政府軍に投降した KoMya （あるいは SawTun Shwe, Tin U）は，政府軍高

官をタキン・タン・トンの墓に案内し，その死体を確認させたうえ，この日，内

外記者団と会見し，ピノレマ共産党指導部の現状について次のように述べたの

党の政治路線は現実とかけはなれており，民衆の利害とは無縁であり，最J子・

マルクス＝レーニン主義の党とはいえない。党本部がキャンプするところ，血

が河となって流れる。今日の党の中心スローガンは“排除し，追放し，殺す”

ことである。

9月24日まで，タキン・タン・トンは政治局の ThakinZin, Thakin Chit, 

中央委員の AungGyi, Thakin Puに支持されてきた。

10月24日のタキン・タン・トンの死後， ThakinZinは党指導者をつぐと宣

言した。 “革命指導部”と呼ばれるものの主力は，ひと握りの青年男女であっ

て， “中核”と呼ばれているが，その実，無経験な狂信者達にすぎない。

中央委員の Dr.Nagは監視されていたが，政府軍が攻撃してきた時に殺さ

れた。

Ko Toke, Myo Myint, Soe Than （デノレタ地区〉と私は修正主義者とみな

され，過去2年間，監視下にあった。

中央委員の大多数からの中央委員会開催要求は常に却下されてきた。

タキン・タン・トンが9月24日に Mg.Myaにより射たれた時，私は中央本

部にいた。タキン・タン・トンは 5分後に死んだ。しかし，われわれは彼の死

体をそこから 1日の行程のところまで運んで埋めた。葬式の時に ThakinChit 
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は，皆んなに彼の死を極秘にするよう命じ，違反者は処刑するといった。

10月8日， ThakinZinとThakinChitに率いられた主力は，ベグー山地区

を離れた。その時，私はその地のカレンに影響力をもっているとしてそこに留

まり，カレンを組織するよう命じられた。

私はこの機会を利用し，政府軍と連絡， トングー県 Nyaungchedauk付近の

Payanashu村で第74歩兵師団第104特殊部隊に逮捕された。

U Myaの略歴

トングー県 Pyuに生る。 Pyu国立高校卒業後， Pyuの“DobamaAsiayone 

（われらピノレマ人協会〕”に加入。 1942年，日本軍占領時代，ピノレマ独立軍に入る。

1945年， トングー県レジスタンス部隊付連絡将校となる。 Thakin Than Pe, 

Thakin Tun Shwc, Thakin Zaw Tinらとゲリラを指揮。抗日戦後，英国政府

が OBEを授与するために彼をロンドンに呼んだが拒否した。

1945年からトングー県共産党書記となる。 1948年3月逮捕されたが， 1949年に

Tharrawaddy刑務所から共産党により救出さる。 1949年，共産党中央委員とな

る。 1950年，下ピノレマ地区責任者，大佐，共産党人民軍第3師団政治委員となる。

1954年，共産党下ピノレマ地区議長となり， 1955年， Minbu県 Sidoktayaでの党

中央委員会に出席。 1959年， ThakinZin, Y ebaw Htayとともに， NDUF結成

のためカレンとの統一戦線結成の仕事を担当。同時に，ベグ一山系に共産党中央

本部を設立し，党の軍事，政治，組織計画達成の責任者となる。 1963年，政府と

の和平交渉代表団員となる。 1964年， Tharrawaddy県 Nattalin郡での中央委員

会に出席。 1966年，中央マルクス・レーニン主義学校で北京帰りにより組織され

た第2回コースに出席。

T Kyounggon発： TayokkonとMagyibin村－の民兵は， 第36ピノレマ連隊から

武器を支給された。

T Pyu: Chaumggauk村付近の小屋で家族とともにいた農民が， 5人の武装し

た男に連れ出され，射殺されたo

v中央軍区司令部で TinU司令官が出席して196869年度のペグー，アラカン

両管区の建設計画を検討する会議が聞かれた。

1968-69年度，両管区では次のような計画がある。道路建設854万1000チャット，

建物建造804万1540チャット，かんがい局，堤防建設189万7880チャット， ARDC

の堤防建設 100万4100チャット，電力供給局操業用 8万3480チャット，郵便通信

80万3500チャット。
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29日 vネ・ウィン議長，旧政党指導者らと会見一 ネ・ウィン議長はラングーンで

HJ政党指導者らと会見し，政府に対し，国家の団結を達成する子段について助言

するように求めて次のように述べた。

諸君はお互いに，政治的，経済的，社会的問題および少数民族問題について，

諮問委員会のような形で討議し，政府に助言をしてもらいたい。しかし，今日

出席していられる人々の助言だけでは十分ではない。政治に関係していたさら

に多くの人々がいる。われわれは彼等の助言も聞かねばならないし，また， lVJ

言の行なえるすべての人々からも聞かねばならない。広く一般からそうした意

見を求めねばならない。

われわれが現在求めている助言は，統一を達成する手段についてのみで、はな

い，われわれは憲法をもつことさえ意図している。われわれはその憲法が，古

いものと同じであるべきか，あるいは全く新しいものであるべきか，さらには

古いものを若干修正したものであるべきかについて考えねばならない。国家を

立憲的に統治することは必要なことである。かつて避けることのできなかった

諸事件が起り，われわれはそれらの事件から多くの政治的経験を積んだ。私は

諸君がこれらの経験を教訓とし，団結して国家を建設していくよう望む。

われわれはまた，国民の助言を求めねばならない。そして，われわれが国民

とこの集まりからの助言を両方とも得た後で，われわれはもう一度会おう。わ

れわれは互いに団結して国家の将来のために話し合うことが必要である。

しかし，この過程で誤解が生じないように，こまかな諸点について注意して

おきたいυ なぜなら，現在の制度では，ピノレマ社会主義計画党以外の党は認め

られていない。したがって，われわれはあなたがたをかつて諸君が属していた

政党の代表として招いたのではない。

われわれがこうした方法を採用したのにはこつの理由がある。われわれは現

在の法律が永久に続かねばならないというのではない。この点は討議の過程で

明らかになるであろう。しかし，われわれはしばらくは極めて注意深くしてU、

なければならない。

もうひとつの理由は，今日ここに出席している人々はお互いに政治的な経験

をもっているということである。一貫して私心なく国のために働いてきた人々

がいる。若干の誤りを犯した人々もいるかもしれない。あるいは誰か間違いを

犯したものがいると考えるのはわれわれの誤りかもしれない。しかし，われわ

れは彼等の政治的伝統における愛国主義とは無関係に，相談のためにここに招
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待した。彼等はわれわれが尊重する人々である。

したがって，私は諸君が，これらの話合いの成功を妨害し，正七い貴重なア

イデアが生れるのを妨げないようにと訴えたい。私は隠さずに云いたい。どう

か，これらの話合いから政治的綱領を作り出したり，それを利用したりしない

でもらいたい。それはこれらの話合いをダメにしてしまうからである。

われわれの日々の審議内容は，公表されたり，新聞にもらされたりしてはな

らない。なぜならわれわれはどんな場合でも，すべての考え方がわかってから

国民に発表するだろうからである。多くの同意点と不同意点がありうるだろう。

しかし，われわれは国民にすべての同意点と不同意点を知らせ，国民の委託を

求めねばならない。はやまった発表がなされないようにと思って私はこのこと

について話している。私がこういうのは，我々の仕事が妨げられないようにと

思うからである。

こうした協議を組織するうえで時間をかけることはよいことであろう。徹底

的な協議に 6ヵ月をかけることが必要だと思う。この期聞が不十分ならば，時

間の延長のためにこの期間の終りに会うことになるかもしれない。しかし，こ

れは当座の考えであり，必要に応じて変更されるかもしれないの

もう一点いっておくべきことは，われわれは事前に何の連絡もなくこの会合

への招待状を出し，ある人々はここにきてからはじめて会合の目的を知ったと

いうことである。だから，ここにきている人々のなかでも，こうした協議に加

われない人がいるかもしれない。加わるか否かについて諸君は 1日の時間を与

えられるであろう。加われないものは明日，べつに理由をいうこともなく，そ

ういってくれればよい。加わるものは明日から仕事を始める準備をしておいて

もらいfこい。

最後に，私は，この会合はわが国の将来にとって極めて重要な会合であると

いっておきたい。

われわれは大多数によって求認された憲法にしたがって｜司を統治する義務が

ある。われわれは国の真の利益のために，国民の大多数の向上のために働く義

務がある。したがって，私は諸君に，この憲法を起草するにあたり，共に働い

てくれるよう訴える。

この会合に出席した政治家達の氏名は次の通り。

U Kyaw Nyein, U Kyaw Min, Bo Khin Maung Gale, Bo Khin Maung, 

Thakin Chit Maung (Widura）フ ThakinChit Maung (Myanaung), Sao Sai 
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Lone, Thakin San Myint, Duwa Zaw Rip, Duwa Zaw Lun, Thakin Tin, 

U Tin Nyun, U Htat Laing, U Tun Myint (Linkhe), U Nu, Sao Pye, Mon 

Po Cho, U Ba Swe, Bo Min Gaung, U Shwe Kyaing, Thakin Lwin, 

Thakin I-Ila Kywe, Thakin Lay Maung, U Lun Pon, Sao Wunna, Mahn 

Win Maung, P'doh We Thaw, Thakin Thin, Thakin Tha Khin, Thra Tha 

I-Ito, U Tha Tun, Bohmu Aung, Nai Aung Tun0 

なお，草命評議会メンパー， TinPe准将， SanYu准将， ThanSein大佐，

I-Ila Han大佐も同席した。

f 1668-69年度ピノレマ全国で、の農業機械化計画のために，約6千万チャットの予

算支出が決まった。内訳は次の通り。

ディーゼノレ・ポンプ二5000台（1490万チャット〉， トラクター＝2000台（2350

万テャット〕，殺虫剤噴霧器＝ 1万8000基（330万チャット），真空掃除器ニ200

台（10万チャット〉，殺虫剤噴霧用ポンプニ8000台（290万チャット〉，動力ス

キニ1000台（370万チャット〉，吹き分け機ニ2000台（210万チャット〉，ディー

ゼノレ発電器＝1000台（420万チャット）， ディーゼノレ・エンジン＝1040台（100

万チャット〉。

V トングー：第 I商業公社は1968-69年度， 750万パスケットの米を買い付ける

ことを予定している。各郡別内訳は次の通り。

Toungoo～53万ノξスケット， Yedashe～84万， Oktwin～126万， Tantabin～

105万， Pyu～232万， Kyaukl王yi～50万。

また， “yagyaw”米の買付け予定は， Toungoo～15万3千バスケット，

Yedashe～17万3千， Oktwin～18万， Tantabin～11万2千， Pyu～36万9千，

Kyaukkyi～1万3千。

なお買付センターは， Ye【lasheに7,Toungooに4,Tantabinに5,Oktwin 

に7, Pyuに8, Kyaukkyiに3，新 Thandaungに1である。

f Prome郡 Titoot村－衛生センターで， 10ヵ村の農民代表350人以上と Prome

県治安行政委議長 HlaU少佐らが会議し，農業，経済，社会，治安などについ

て討議した。

30日 v鉱山の生産状況一一④ Mergui県Bokepyin郡の Yadanabon鉱山は， 1967-

68年度にウォノレプラム 154.11トン， スズ 11.20トンを生産した。 同鉱山からは

23.49トンの金属が輸出され，外貨29万1217チャットを獲得した。 なお，労働者

250人以上，家族1000人以上が居住している。

一（224）一 -270ー



12月

ピルマ（11・12月〉

② Tavoy東方42マイルの Heinder鉱山は，1967-68年度190トンのスズを生産

し，ストックをも合わせて193.61トンが輸出され，外貨215万2431.78チャットを

獲得した。労働者600人以上，家族2千人以上が居住している。

③ カヤ州、ILoikaw県 Mawchi鉱山では， 196768年度にウオノレプラム， sex-

celite，スズが116.05トン生産され， 119.8トンが輸出され，外貨111万3523.75チ

ヤツトを獲得した。なお，労働者約100人，家族800人が住んでいる。

③ Kalewa炭鉱では， 1967-68年度9820トンの石炭が生産され， 9463トンが国

内向けに販売され， 86万9393.90チャットの売上げをあげた。

⑤南シャンチトiHeho郡 Bawsaingの鉱山では，生産が年々増加している。す

なわち， 1965-66年度は鉛鉱石409トン，鉛matte370トンが生産され， 1966-67年

度は鉛鉱石514トン，鉛 matte446トン， 1967-68年度は各々600トン， 780トンが

生産された。 196869年の生産目標は各々600トン， 800トンである。

なお，同鉱山は1964年3月に私企業により閉鎖され， 1965年4月21日，鉱業開

発公社により再開， 1967年に人民 Bawdwin産業の監督下に入った

v国家計画省は，炭とまきの消費が増大し，林業資源が荒らされている状況を

改善するため，電力とケロシン油の利用増大を検討している。

なお，炭とまきの消費は 1937～40年の 3年間の年平均644万6916トンから1948

～57年間の年平均765万6804トンに増大した。 1967-68年は 890万トン以上が消費

されfこO

T Pa-an: Kawthoolei州では， 1969年に14の道路修理，維持事業に 140万チャ

ットが支出される予定である。

1 日 vラングーンの物価一一食肉価格は過去2週間安定している。食用油は上ピル

マから落花生が大量に入荷したにも拘わらず， viss当り 10チャットから11チヤツ

トに上昇した。ひと握りの商人達が全入荷落花生を買占めて，食用油価格の低下

を妨げている。

魚は viss当り 2～3チット低下した。乾そう魚，えびも viss当り 2チャット

値下りした。玉ねぎ，ガーリック，唐がらしも viss当り 1ないし2チャット低

下した。

卸売商人や仲介入達は，政治情勢の改善とともに商品価格が徐々に低下してい

くだろうとみている。

, Pyapon発： Htitan村の ShaythoとDanaの両精米工場と米6千パスケット
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を入れた倉庫がゲリラ隊により放火された。なお，警察隊は約 1時間交戦した。

2 日 y Myaungmya：南西軍区司令官兼イラワジ管区治安行政委議長SanKyi大佐

は，本県当局者と会談し，郡区レベノレの職員達は，農民・労働者のために平和を

保証し，生産を増強するために全力をつくさねばならないと強調した。

v最初の村落協同組合米買付センターが Tho昭 wa郡 Kanmyint村‘で開設され

た。 Kanmyint,Pyinmagan, Thaik-htu-kan, Palaiなどから38人の農民が米を売

渡しにやってきたO

y Yaw時 hwe郡Ir由湖近くの Monsat村にある Inle人民製糖工場は， 196869

年度製糖シーズンの操業を開始した。 4千トンの生産が見込まれている。なお，

開業式で県治安委議長ZawBa中佐は，ピノレマの砂糖生産は不十分であり， I人

当り消費は年間6vissにすぎないとして，増産を強調したo

y Penwegon：ベグ一山系で共産兵掃討作戦をつづけている第77旅団は，

Tawgwein西の＇Thabeitcha ungkwaで共産兵のー隊と交戦， 1人を殺した。

vベグー： Daik-U郡 Thabyetan村の AyeMaungは共産党の WinHlaingら

に連れ出され，殺された。

3 日 V内陸水運局セミナー開く一一内陸水運局（IWTB）セミナーは， IWTBの1

万1200人の労働者を代表する 166人の代表を集めて開かれた。開会演説を行なっ

たSawMya Thein議長は， IWTBは現在の予算その他の制限のワクの中で全

力をあげてその能力をフルに発揮するよう努力するよう強調した。

セミナーに報告された IWTBの活動状況報告書において，次の諸点が明らかに

さ;j1,ている。

OIWTBの輸送力は1947-48年から1967-68年の20年間に，貨物で550%(380 

万トンから 1680万トン〉，旅客で 1700%(87万人から1134万人）増大した。し

かし，その輸送力は需要の60～70%である。デルタ地区だけをとってみても，

計画された8235航海中1627航海が中止され， 92万チャットの損失を招いた。

OIWTBは今日， 7187マイルの水路に 711隻の船舶〈貨物7万9203トン，旅

客4万2629人の収容力〉を運行させているO しかし，貨物，旅客の利用度，倉

庫，はとばの不足からくる貨物積降しの遅れ，水路の航行可能性，治安，船舶

の破損などの問題点のために IWTBの船舶の能力は十分発揮されていない。

これらの問題を解決するためには，商業的観点から水運問題を考えてみること，

補助施設の改善，状況の変化に応じて仕事のやり方を変化させていくことなど

が必要である。
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0船舶の故障。

1962-63 1967-68 

機械的故障 194 288 

þÿ‚5 の 故 障 3 34 

プロペラの故障 31 33 

船体の故障 4 56 

心軸の故障 26 88 

種｝ ；ノE、 45 36 

座 礁 35 14 

これらの故障の原因は，船舶の老朽化，修理時間不足，部品不足，生産され

た部品の質が悪いこと，修理の監督が不十分であること，熟練修理工の不足，

修理用機械の不十分などによるものである。

船令についていえば次の通り。

50年以上 2隻

40年以上 8 " 

30年以上 10グ

技術者の不足状況は次の通り。

上級技術者

下級技術者

特級機関室員

1級グ

2 級グ

3 級 グ

級火夫

20年以上

10年以上

必要数

20 

20 

24 

140 

163 

193 

330 

175隻

88グ

現在員

4 

7 

16 

113 

21 

256 

100 

890 517 

故障原因の第3のものは，乗組員の規律が欠けていることであるO それは責

任や規律が明確に示されておらず，また知られていないこと，指導力の不足，

環境の影響，規律を高めるための原則がないこと，労働者の権利がはっきりし

ていないこと，などによるものである。

0過去5年間の船舶修理状況。
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1963 64 

1964-65 

1965 66 

1966-67 

必要数 修理された数

897 

899 

920 

971 

481 

488 

480 

256 

1967-68 985 214 

IWTBは36の修理ドックをもつにすぎず， 315隻の機械推進船と315隻のその

他船舶という保有船舶量に対しては54のドックが少なくとも必要である。

IWTBのドックは3359人の労働者を雇用するが，その技術水準の向上が急務

である。

OIWTBは196364年度からの 5ヵ年間に580万チャット相当の各種船舶を

建造した。 196768年度末現在， 1860万チャット相当の船舶が建造中である。

これに加えて6800万チャット相当の船舶を外国に注文した。

船舶建造は1963-64年度に開始され，同年に UD型船1隻が完成した。 1964-

６５年度にはＬＣ型１隻が完成，１９６５ 66年度には LC型2隻， catamaran型2

隻， CCB型2隻が完成した。

1966 67年度は， 200トンの Moe型動力輸送船3隻， 120トンの輸送船4隻，

CCB船6隻， 100トンの CB船2隻， Myo型60トン船1隻が出来上った。

1967 68年度は， Moe型200トン船6隻， CCB船1隻， CB型 100トン船1

隻， Myo型80トン船1隻， Hnin型70トン木造船2隻， 100トン木造船2隻が

建造された。

1968年 10月 1日現在建造中のものは， Hnin型70トン木造船5隻， 100トン

CB型木造船9隻， Ngan型スクーナー 2隻，石油はしけ15隻， CB型100トン

鉄船1隻， Myo型80トン輸送船1隻， CB型250トン船5隻，引き船5隻， 700

馬力引き船1隻，石油用はしけ 1隻である。

外国に注文した船舶は次の通り。各250トン石油用はしけ 4隻，中型引き船

2隻，大型引き船8隻，各500トン石油用はしけ35隻，各100トン OF型石油用

はしけ 6隻，石油用はしけ 1隻，中型引き船2隻， 各250トン石油用はしけ 4

隻，合計62隻。

なお，セミナーでの各地域代表の主な論議内容は次の通り。

U Tun Tha （アラカン地区〉～IWTBは645隻の船舶が運行していると発表

しているが，そのなかには過去5年間運行していない船も含まれている。船の
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到着，出発時間は信頼できる時計がないために不規則になっている。少量の荷

物を非常に多くの地点で乗せるので船の輸送力が浪費されている。プイの場所

に印がないので運行に障害がある。アラカン地区では河川しゅんせつがなされ

ていない。

U Tun Aung Gyaw （アラカン地区）～アラカン地区の船の大多数は古すぎ

る。船令38年， 40年のがあり，大部分が20年以上である。アラカン・フロティ

ラ会社は1953年に固有化されたが，会社は固有化されるとしてドックを修理し

なかった。 TWTBは1961年にドックを再修理したが，船の維持に改善のあと

がみられない。引上げ船台はいま使えない。労働者は技術不足である。現職研

修が必要である。

U Thein Han （モーノレメイン地区〕～乗組員のなかには技術，経験，規律の

欠けているものがいる。そのために事故が多くなる。船が古く，河に障害が多

いのだから，乗組員はもっと注意深くせねばならない。 IWTB自身が河川し

ゅんせつを行なうべきである。同型の船が同じラインに配置されるべきである。

そうすれば部品も相互に使える。 IWTB所有の木造 CB船は，水もれのため

米を運べないが，民間 CB船は運んでいる。これは，民間船乗組員は忍耐強く

水をポンプでくみ出しているからである。

U Aung Gyi （モーノレメイン〕～いくつかの地区で、は， 利益をうることにの

み重点がおかれている。そのため，船の維持がなおざりにされている。ドック

の数，技術者数が不足している。

U Min Aun日（上ピノレマ〉～上ピノレマで、は川は浅く， 水路が変化しやすい。

そのため船はよく座礁する。この場合，多くの船がロープなど必要用具をもた

ず，そのため沈ぼっすることがある。消火施設も必要である。船のライトが弱

く座礁する場合がある。

T Waw発：午後7時10分，本郡の SatthwachonとKyaukpon駅間の第32号梧で

装甲列車がゲリラの地雷にふれ，車輔2輔が脱線した。共産ゲリラはパトローノレ

隊に攻撃をかけてきたが， 30分後に撃退された。なお， 15分前にモーノレメイン発

ラングーン行客車が通過している。

vラングーンで、北朝鮮の商品見本展が開かれた。

v各種労働委員会は， 11月中に 189件の労働紛争を処理した。うちわけは中央

労働委員会46件，労働控訴委27件，ラングーン労働小委員会23件，各地方労働小

委員会93件である。
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4 日 Vネ・ウィン議長は 33人の旧政治家からなる“ビルマ共和国国内統一諮問会

議”を設立し，ピルマの労働大衆に政治的，経済的，社会的，倫理的に役立つ国

内統ーをもたらすための方策についての考え方を提案させることにすると発表し

た。また，その提案は将来の憲法起草にも役立つことを期待されているという。

諮問会議の任期は1969年5月末までと当而予定されているの

メンバーの氏名は次の通り。

U Kyaw Nyein, U Kyaw Min, Bo Khin Maung Gale, Bo Khin Maunι 

Thakin Chit Maung (Widura), Thakin Chit Maung (Myanaung), Sao Sai 

Lon, Thakin San Myint, Duwa Zaw Lawn, Thakin Tin, U Tin Nyun, U 

Htat Hlaing, U Tun Myint (Lanεhko), U Nu, Sao Pyi, Mon Po Cho, U 

Ba Swe, Bo Min Gaung, U Shwe Kyaing, Thakin Lwin, Thakin Hla 

Kyway, Thakin Lay Maung, T J Lun Pun, Sao Wunna, Mahn Win Maunι 

P'doh Wai Thor, Thakin Thin, Thakin Tha Khin, Thra Th乱 Hto,U Tha 

Tun, Bohmu Aung, Nai Aung Tun 

Vネ・ウィン議長は布告第73号を発し， 1964年の 100チャット， 50チャット紙

幣廃止法に関する一切の罪を特赦すること，係争中の裁判は打ち切ることを宣言

した。しかし，法律自体は有効である。

, IWTBセミナー：第2日のセミナーで発表された報告書の要旨次の通り。

01960-61年から 1962-63年の 3ヵ年間， IWTBは各年400万チャット， 280

万チャット， 190万チャットの赤字を出したが，その後利益を上げはじめた。

1963-64年度は190万チャットの黒字， 196465年は 620万チャット， 1965-6frl1='・ 

は550万チャット， 1966-67年は720万チャットの黒字となった。

0ピノレマでは1852年にはじめて動力推進船が導入されたが，系統的な河川水

運は1872年イラワジ・フロティラ会社が設立されるまで始まらなかった。 1942

年，第2次大戦が始まった時，同社はその船舶を沈めるかして使用できぬよう

にした。

1945年10月 1fl，英国のピノレマ復帰後， IWTBが設立された。 1948年6月 1日

政府はイラワジ・フロティラ会社を固有化した。その当時， IWTBはイラワ

ジ・フロティラ会社から引きついだ105隻の船を含めて809隻の船を保有してい

た。イラワジ局は 568隻をもっていた。次表は次の年度における保有船舶数を

示している。

一（230）ー -276一一



動 力 自首

1948 

208 

:-326 

34 

1958 

305 

338 

79 
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1968 

340 

318 

123 

非機械推進船

t土 し け

568 722 777 

1968年9刀初日現在，保有船舶777隻のうち627隻が稼動している。

イラワジ・フロティラ会社は旅客，貨物用に84のノレートを，石油用に 3Jレー

トを運行させていた。その多くは収益の多いデソレタ地区にあった。 IWTBは旅

客，貨物用に67！レート，石油タンカー用10ノレートを開設した。

次表はイラワジ・フロティラ会社と IWTBの運行ルートの比較である。。レ

ート数〉

イラワジ・フロティラ IWT13 

T ノレ タ 60 þÿÿ�ÿ�

イラワジ本流 6 4 

Bhamo地区 5 4 

Myitkyina地医

Chinclwin ]II 5 

Moulmein地医 10 11 

Arakan地区 10 

石油ノ レー 3 10 

次表は両社の開設した港の数を示している。

イラワジ・フロティラ IWTB 

ア ノレ タ 271 136 

イ フ ワジ JII 46 53 

Bhamo地区 29 70 

Myitkyina地区 15 

Chindwin Jll 28 65 

Moulmein 地［乏 36 30 

Arakan 42 

410 411 

（河川しゅんせつ） イラワジ・フロティラは自身河川しゅんせつを行なって

いたが，その仕事は商船局に引きつがれた。
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（業務手続） IWTBはイラワジ・フロティラにより導入された諸制度を若

干修正して使用している。イラワジ・フロティラ社時代から業務マニュアノレ，

手続規則はつくられていない。

この日の主な討議内容は次の通り。

U Kyaw Yin （アラカン地区）～去る 5月のサイクロンによる被害で船が 3

隻沈み，船の4分の 1が修理中で，多くの船は老朽化している。アラカン地区

の9ノレートのうち， 2ノレートが船舶不足で閉鎖された。航海数は 3分の 1に減

少した。

U Tun Shein （モーノレメイン）～IWTBが旅客，貨物の増加に対応できない

ので，私営の船の数が増加している。また，治安も利潤低下の原因である。

U Pe Myint （マンダレー〕～上ピノレマの港のいくつかは廃止されるべきだ。

上ピノレマの積荷の多くは落花生，塩魚，米などであるから，水にふれないよう

に配慮されるべきだ。

V政府はピノレマ二インド国境画定についてコミュニケを発表し， ピノレマ＝イン

ド合同国境委員会は， 1968年12月 1日から約240マイノレにわたる国境の画定のた

めの具体的調査に入ることに合意したとのベた。

f Tavoy: Kamyawkin/Maungmagan間ノξスが Tawshe村付近で HlaPe Tha 

に率いられた共産兵に攻撃され，運転手が死亡，乗客2名負傷，パスが焼かれた。

Vモン武装部隊（BoBa Ohn指揮〉は， Pa-an県 Zathabyin郡 Kawlamu村の

土地委員，農協責任者ら 7人を連れ去った。

5 日 vネ・ウィン議長は布告を発し，ピルマの個々の人々から，ビルマの統一に役

立ち，政治的，経済的，社会的，倫理的にピルマの労働大衆に益し，ビルマ憲法

の起草にも役立つ提案を， 1969年5月31日までに，下記宛に送付するよう呼びか

けた。

Than Sein中佐

連絡官，国内統一諮問会議

16, Windermere Court, Rangoon. 

f IWTBセミナー第3日は， 労働者の規律が不十分である点について討論し

fこ。

v労働省は通達を発し，肉体労働者が運ぶ荷物の重量は，最大限 160ポンドあ

るいは44vissを越えではならないことにした。

V今年，シャン州ではオレンジ，ライムが豊作で，昨年の4倍の収穫があると
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いう。 しかし，輸送上の問題で消費需要を充すことができないという。 Hsipaw

からラングーンに到着するオレンジは， 100viss当り 250チャットで売られてい

る。昨年は100viss当り450チャットであった。現在，車輔不足で，生産者はラン

グーン行トラックを1600チャットで雇わねばならないという。しかし，荷物用ワ

ゴンなら460チャットですむ。

, Syriam発： Hanthawaddy県では，本年11月30日まで、に1100万ノミスケット以

上の米が買付けられた。これで今月中に，目標の買付量1200万バスケットが達成

される見込みであるo

, Thamaingのせんい諸工場は 1968/69年度中に紡糸 1200万ポンド，布1200万

ヤードを生産する予定である。

1967/68年度には，紡糸1150万ポンド，かなきん，フランネlレ840万ヤード，布

1570万ヤードが生産された。 1日に 3交代制で 3500人以上の労働者が働いてい

る。

, Papun：第8ピノレマ連隊ノfトローノレは，Pa-an県サJレウィーン川西岸の Kyau・

ktalone村付近で有名な KalaSein (Kayaw）に率いられた KNDO兵と交戦， 3 

人を殺したo

, Pakokku県 Myitchayの警察に共産党 BoBa Sawグループの TheinAung 

が投降。彼は 5ヵ月前に地下に入った。

6 日 v軍当局は記者団と共産党内で処刑された学生党員の親類などの一団を，元共

産党本部のあった地点一一トングー県 Kywebwe南西17マイル， トングーから25

マイルーーに案内しマルクス・レーニン主義学校のあとや学生達の墓などをみ

せた。

, IWTBセミナ｝閉会。 ThanSein 運輸相は閉会に当り演説し，全職員，労

働者が責任感を高めて働くよう要請した。

, Namti製糖工場で196869年度の操業開始式が行なわれた。本年は14万1286

トンの糖きびから13万1975袋の砂糖を生産する予定である。

, Tavoy発：過去50年間外国および私企業経営であった Kanbaul王スズ・ウォ

ノレプラム鉱山は， 今月末で Tayoy商会の採鉱ライセンスが切れるので， 1969年

1月 1日より国有化され，鉱物開発公社（MDC）の支配下に移されることになっ

た。なお，この鉱山はかつて年間300トン以上の鉱石を出していたが，現在は130

トン程度である。しかし，埋蔵量はまだ多いとみられている。約 1万人の労働者

が働いている。
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v第106特殊部隊の 1中隊は，ベグー山系でペグー山系カレン族の助力をえて，

共産党ペグー山地域オルグ TinWin, Oktwin郡共産党委員 TunChitおよび部

下8人とその子供ら13名を逮捕した。

Tin Winは ThakinThan Tunの姉妹の MaMya Winとともにベグー，1，の

カレン村・の組織化に送られていた。

共産党本部が BoZeyaの死後，ペグ一山系の西側から東側に移された時， Tin

Winは ThakinThan Tunらを彼のキャンプに連れていった。

1968年9月19日の攻撃後，彼は本部を他の場所に移す手配をせねばならなかっ

た。彼は補給を担当した。本部が攻撃された時 MaMya Winは中央マルクス・

レーニン主義学校に出席していたが，彼女は ThakinThan Tunの死後， Tin 

Winグループ。を離れ，本部の ThakinZinグループのもとにいった。

7 日 vラングーン地区で設立された62の合同協議委員会メンバーの会合が聞かれ，

Maung Shwe労相らが出席した。

この会合で MyoMyint労働次官は，合同協議会の結成の重点は，第1段階は

国営企業に，次は監督委員会が管理している企業，第3段階は有企業，最後に協

同組合などにおかれたと述べた。

vラングーンの製氷工場，炭酸水工場は， 1968-69年度中に氷7230万ポンド，

炭酸水 110万ダース（びん入り〉を製造する予定であり，これは前年実績を氷で

2670万ポンド，炭酸水で、10万ダース上廻っている。

v北西軍区画！J司令官， Magwe県治安委議長 VanKulh大佐は Pakokl札1県当

局，郡当局者と会談し，経済，社会，行政および民兵隊問題などについて討議し

fこO

T Kyaukdaga発：当地域で，今月の第 1週に合計 15人の共産党兵と家族が投

降した。うちわけは次の通り。

共産党地区指導者LetkaukKalaとその妻（12月2日）， Ma Thein Shweと

その娘， MaAye Tin, Ma Sau, Ma Ohn Kyin, Htwe Maungとその妻（12

月3日）， Khwe Pu (12月4日〕， KyawThein, Thaung Shwe, f也1名（12

月5日〉， 羽目指導者 BoOhn Thee, 他2名（12月6日）。

なお， 共産党中央医学校生 1名と地区指導者 I3oAung Hlaingは， 12月 1日

に殺された。 12月2日には TintSweが逮捕された。

, Wakema：第93ピノレマ連隊と警官隊は Zokdani村で KNDOの MarSaiグ

ループを攻撃， 2人を倒した。
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f Kyauktaga発： Phaclo両方のペグー，r，系ふもとで，第57ピノレマ連隊攻撃隊は

共産兵4人を殺した。

f Pakokl王u：赤旗共産党中央委員 YeAungら5人が Paulζ 郡で第お7ピノレマ連

隊に投降した。

f Paulに共産党県委員 AungThanらはじhetkan村で農民 KoSan Aun只を

家から連れ出し射殺した。

8 日 , Baluchaung f;f-'5 2水力発電所の設備拡張の完成とあわせて， Mobyeダム計同i

による水力発電量は 8万4千キロワットから16万8千キロワットに増大する予定

である。

Lawpita 水力発電計画の拡大に加えて，電力局は PyaungshoとMonに水力発

電所を建設するための現地調査を行なっている。

A＜力発電電力は現在，ラングーン，プローム，マンダレー，ザガイン，メイミ

ヨー，メティラ， ミンジャンに供給されている。水力発電およびディーゼル発電

により，現在， 326の町と391の村に電力が供給されている。

送電線は， Chaul王への132KVライン， Chaukから Sale,Ayaclawへの66KV

ライン， Lanywa,Thayetmyo, Aunglanmyo, Prome, Sin<leへの 66KVライン

を含めて，全国で延長されているのラングーンから Syriamへの送電線はまもな

く完成する。

f Henzada県 Lemyethnaで第2回民兵訓練コース終了式が行なわれたの

9 日 v政府はラングーン市内の映画館 Globe,Jyoti, Ritz, Royal, Thwin, Lighthouseを

固有化すると発表した。

10日 V政府はラングーンとその郊外の映画館30を固有化すると発表した。

f Maung Shwe労働相は Taunggyiで， Taunggyi,Loilem, Aungl】an,Ratsauk 

各部の労働者評議会代表， Pinclaya,Pinlaung, Sisaing, Hopong, Lechar, Nyau叩－

shweの郡労働者組織委員会代表らと会談，労働問題について話し合った。

f Maubinで岡県の各部局の活動調整会議が，南西軍医司令官 SanKyi大佐の

/:H席の下に， 3日間の予定で聞かれた。

, Hlegu：当地で，本郡10ヵ村‘の農民評議会初級委員会，士地委員会，農協，

村落治安委，党および政府部局の各代表が参加してヲ業務調整会議が行なわれた。

この会議は 2ヵ月毎に聞かれる予定で，今回が第 1回であった。なお，同様の会

議が Mokhso-nyaungbin村で 5ヵ村からの代表を集めて開かれた。

T Akyab: Al守山県で第 I商業公社はおの米同付センターを開設し，これ士
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でに，もみ米20万パスケットを買い付けた。昨年は全部で 273万パスケットが買

い付けられた。今年は350万～500万ノミスケットが見込まれている。

V共産党管区委員で， 1963年の和平交渉団員であった BoBa Nyunはp 第92ピ

ルマ連隊により，プローム県 Banbwegon村付近で逮捕された。彼は 1968年9月

以来，同地域での党生産センター責任者であった。

Do Ba NyunはBoThet Tunの兄で，共産党北西管区委員である。トングー

に生れ， 1942年，ピJレマ独立軍に参加， 1944年， MaungWin Maungとともに

インドに入り， 1945年， トングーにパラシュートで降下。第3ゼノレマ・ライフノレ

に入り， 1948年，大尉として第 1ピノレマ・ライフノレとともに地下に入る。 1949年，

反乱軍がプロームとタエトを占領した時，指揮官の 1人であった。同年“ピノレマ

革命軍”の北部管区常任司令となる。 1950年， “ピノレマ革命軍”とピノレマ共産党

とが合併した後， “第2管区”司令となる。同年，軍事と政治教育のため中国に

派遣。北京でマルクス・レーニン主義学校に出席。 1957年，共産党管区委員とな

るO 1960年，重慶の軍事アカデミーに出席o 1963年，和平交渉に参加するため Bo

Zeyaとともに帰国。 1965年， Paukkhaungに派遣， "64年路線”を県，郡委員に

教育。 1967年，フ。ローム県で共産軍司令AyeBoの死後，共産軍の再組織のため

派遣さる。 1968年6月，第2 “TaikTaing Aung”中隊司令官となり，ベグ一

山管区に派遣さる。

11日 v映画館がペグーで 5館， トングーで 3館，フロームで 4館国有化された。

’第77師第106特殊部l球は Pyu西部のべグ一山中の共産部隊隠

産党べグ一山管区委員，プローム県委員会書記 HlaKyi他 1名を殺した。

Hla Kyiはプローム県で活動した 6人の“赤い力の英雄”の最後の 1人であっ

た。彼はタキン・タン・トンに TunNyeinの処刑に立合うため呼ばれ，党本部

が9月19日に攻略された後， Pyu西部のベグ一山中で、カレン人を組織するよう派

遣された。

Hla Kyiはプローム県の生まれ， 1945年には PVOで活躍， 1947～48年に共産

党に参加し，プローム県オルグとなる。 1948年に逮捕されたが，タラワジー刑務

所が共産軍に占領された際脱出。 1954年，プローム県委員， 1955年，県共産軍の

司令となる。 1962年，プローム， トングー，タラワジ，ベグー，タエトショーの

5ヵ県代表者会議でベグ一山管区委員となる。 1964年， プロームを拠点とする

“赤い力”建設の責任をもっ 6人の“赤い力の英雄”の 1人に選ばる。 1965年，

中央マルクス・レーニン主義学校第 1回コースに/J:1席。 1966年， Paukkhaung地
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区で Kaungsi村－を北京としての“赤い力 2ヵ年計画”にもとづくテロ活動を他

の5人の“英雄”達とともに開始した。しかし，政府軍の攻勢で5人の“英雄”

達は戦死， Kaungsiは政府支配下に入った。すなわち， HlaKyiの同志達， Bo

Aye （プローム県委員）は1967年12月25日戦死， Aung Myint (Ma Mya Win 

の夫〉は1968年1月4日戦死， DawSaw Yi (Y ebaw Htayの妻〉は1968年3月

2513, Bo Than Naung （プローム県共産軍司令〉は1968年4月 1日， BoNyein 

〈プローム県共産軍司令〉は1968年5月11日，それぞれ死亡したo

, Syriam: Tin U中央軍区司令官は KyaungsuPoktoke村で， Thongwa郡

11ヵ村の初級農民評議会代表200人との会合で，中央農民評議会が結成されるこ

とによって，農民が自身で米の取引の完全な責任を引きうける機が熟すであろう

と述べた。すなわち，協同組合が集荷の責任をもち政府に売り渡すという形がと

られるということである。

なお，これより先， TinU司令官は Syriamで，ベグー管区第 I商業公社議長

らとともに県当局者と会談，米の買上げ問題を討議した。

v治安委，党支部，農業銀行員らは Wakema郡14ヵ村の 852人の農民に 6万

3940チャットの収穫融資を支給した。

12日 v政府は次の六つの私営製材所を固有化すると発表した。

Yamethin県 LeweのC Arein製材所， Prome県PaungdaleのVMCPB製

材所， Tharrawaddy県 NattalinのVictoria製材所， HenzadaのU Win Cho 

製材所， Toungoo県 Thagaraの MSM製材所，岡県の AhTong製材所。

T 1968 69年の原油輸入は8万4千トンとみられており， 196566年の34万6947

トン（2900万チャット〉に比して大幅に低下する予定である。 196667年は 25万

6140トン（2210万チャット）， 1967-68年は15万0438トン（1490万チャット〉であ

っTこ。

, Kyounggon発：本郡では今シーズン， 50万ノミスケットの yagyaw米を含め

て300万．バスケットの米が買い付けられる予定である。今年10万7801エーカーの

作付中， 9万4972エーカーが収穫可能となった。昨年は10万6293エーカーに作付

られ， 10万5841エーカーが収穫され，約260万バスケットの米が買い付けられた。

なお， yagyaw米は8419エーカーに作付けられ， 7811エーカーが収穫可能とな

り， 50万8441パスケットの収穫が見込まれている。

, Kyonpyaw発：本郡のKNDO-NDUF混成軍の活動は，政府軍の Alinyaung

作戦のため低下している。
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今月初め以来，政府軍の活動強化により，本郡北部，東部での彼等の活動が弱

まった。

Saw Mya Yin, Than Shein, Sein Aung Minらのグノレープは， 目下姿をひ

そめている。

12月10日，政府軍は KNDOの Win Shwe （中隊長クラス）と元警察将校の

Tin Hlaに率いられたグノレープと交戦， TinHlaと部下 1名を殺し， 15人を負傷

させた。政府兵 1名が死亡した。

T Myaungmya：当地から 4マイノレの保護林中で林業局員 5人が NDUF兵に

つかまったとの報告にもとづき，追せきした第93ビ、ノレマ連隊は，保護林中で Aung

Kyainに率いられた NDUF兵80人と交戦， 1人を殺し，林業局員を奪回した。

T Pakokku県Yesagyoで赤旗共産党郡オルグ＂ BaKhinら3人が郡治安委に投

降した。 BaKhinは1955年に地下に入った。

T Mau bin: KNU部隊 SawMya Ohログノレープの PoHmanは本君I)Shweta-

ungmaw村で警察隊に逮捕された。

T Wakema：第93ピノレマ連隊兵は Kyonpyinkalatkwa村で、マジック・ショケを

見ていた KNDOの HlaMinとその部下達を村人の通報により逮捕した。

v第93ピノレマ連隊は WakemaとEinme郡聞の Thaletphet村・付近でゲリラ兵

と交戦， 1人を倒したo

T Thanbyuzayat：モン武装部隊は，Pa－nga村付近のＵ Par Kaukの製tt£fJr

を焼き打ちした。

13日 V政府は，マンダレー，ミンジャン，メティうなどで合計22の映画館が固有化

されたと発表。

vベグ一発： Kyauktaga,Nyaunglebin, DaikuおよびPegu郡の農民は通常の

ngasein米以上の yagyaw米を，これまでに米民付センターに売却したQ

これまでの総買付量は4.0万バスケット以上に達したυ 郡山j内訳次の通り。

(l削立，パスケット）

Kyauk臼ga:meeclon米92, yagyaw米 5万1915, ngasein米 3万3783，合計

8万57900

Nyaunglebin: meedon米829,Kaukhnyin米21,yagyaw米 3万9554,ngasein 

米 1万2349，合計5万27530

Daiku: meedon米9200, yagyaw米 5万7516, ngasein米 5万5499，合計12

)J2215o 
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Kawa: mecdon米 2846, yagyaw米 9016, ngascin米2万1215，合計3万

30770 

Thanatpin: meeclon米1179.5, yagyaw米3924,ngasein米9486，合計 1万

4589.50 

Pegu: mcedon米 1645, yagyaw米 3万1710, ngasein米 1万3408，合計4

H6783a 

Waw: meedon米8550, kaukhnyi米 35, yagyaw米 2万0957, ngasein米

5万5100，合計8万46420

T Gyobingauk発：約35人の MaungTheinに率いられた NDUF兵が， 12月

9 I=! , Y onechaung村で， 12月10日は KwinchaungとIくonywa村に現われ，村－

人に食物を要求，断おられるとその夜米を掠奪したという。

14日 v政府は， Syriαm,Letpadan, Moulmein, Henzada, Basseinなどの各地方で合計

44の映画館をさらに固有化すると発表した。

vラングーンの食用油，ゴマおよび落花生の価格は KcmmendinとSangyaung

の業者が，映画館，製材所の固有化の結果，手持のストックを売り急いでいるた

め，ここ数日急落した。

食用油は10viss当り 11.50から9.80チャットに，ゴマは i袋当り 210から 150チ

ヤットに，落花生は420から400チャット（ 1袋〉に下った。

KemmendineとSangyaungの11の食用油工場のうち，五つが閉鎖したo

v第18商業公社（原料〉の指示によれば，地方の各種の私営工場に対する原料

は，郡商業局が各企業の合同協議委員会と相談して支給することになった。これ

までは原料はラングーンでのみ支給され3 地方企業は輸送費を負担せねばならな

かっfこO

, Yedashc付近 Phongyiの第48ピノレマ連隊に，共産党トングー県 Ycdashe在日

凶部責任者 TunThaら9人が投降した。

Vシャン州評議会 U Tun Aye議長らは北シャン州を視察qi, ラシオから

Kutkaiに到着した。

T Mudon発：本郡の9135人の織物業者は昨年度の生産割当のうち，上質綿織

物の全部と下級綿織物の92%を達成した。

T Kunlong発： 12月7日から 11日の問に Hopang付近で政府軍と民兵隊によ

って行なわれた作戦で， Law Kyaungグノレープの兵士 l人が殺され， l名が逮

捕さ才vhこ。

戸同
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T Tharrawaddy：政府軍第35ピノレマ連隊はKNUのベグー山管区本部とベグ一

山中の Tharrawaddy県本部とを同時に攻撃，占領した。約40の竹製小屋が破壊

され，貯蔵品が押収された。また，農園と家畜小屋が発見された。

15日 v食用油工場が固有化を恐れてストックを放出したため，過去数日間にラング

ーンの食用油価格は viss当り 2ないし2.50チャット下落した。

しかし，玉ねぎ，ガーリック，豆類，唐がらし，じゃがいもの価格は，商人が

ラングーンへの出荷をさし控えたため， 1ないし2チャット上昇した。

業界では私営運輸業者のトラック類も固有化されるとの噂が流れている。

魚，肉類の価格は変化していない。

なお，ラングーンの喫茶店では，人民商店からミルクと砂糖の配給がないとし

て，コーヒー，紅茶の値段を 1ぱいにつき35ピアスに引き上げた。このため労働

者達は資金を出して自前で喫茶店を経営しようとする動きが出てきている。

T Minhla (Tharrawaddy県）発：本年，本郡と Sitkwin郡での冬期落花生の

作付は増加するとみられている。現在，パスケット当り25から40チャットの間で

ある。食用油価格は上昇中で，落花生油は viss当り 12チャット，ごま油は10～

11チャットもする。農業土地記録局は，今年両郡で1600エーカー以上の作付が政

府計画地域で行なわれ，さらに，農民独自により4000エーカー以上の作付が行な

われるとみている。

T Tin U中央軍区司令官は14, 15両日， Akyabでアラカン地方当局者と会談，

サイクロン災害復興問題，米の買付問題などを討議した。

T Hmawbi県 Taikkyi郡の民兵隊と政府兵は， Alトlin-yaung地区で KNUと

交戦， KNU第2県の県議長 ThaChoと部下2人を殺した。

T Kyaunggon：本郡の反乱軍は，彼等の活動を詳しく報じた新聞記者達の首に

懸賞金をかけている。生きたまま捕えた者には3000チャット，死んだ場合には

1500チャットである。

16日 V政府， 168の工業企業を固有化。工業省は60の繊維工場， 28の食品工業企業，

23の化学工業企業， 16の金属工業企業，九つの機械工場，ニつの陶器工場，およ

び30のその他工業企業を固有化した。工業企業名は次の通り。

(I) 繊維工業

1. Victory繊維工場， Sin-ngu,Insein。

2. Star繊維工場， 7Mile Prome Rd., Rangoon。

3. Star毛布工場， Thingangyun,Rangoon。
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ピルマ（12月〉

4. Patelロ｝プ工場， Kanbe, Rangoon。

5. Indo司Burmaロープ工場， Thingangyun,Rangoon0 

6. National織物， Thingangyun,Rangoon。

7. Dagon Poda繊維工場， Tamaing,Rangoon。

8. Chitsayaレーヨン工場， Okkyin,Rangoon。

9. Kyetaryarリボン工場， Thingangyun,Rangoon。

10. Ahmed Violinメリヤス， Sin-ngu,Insein0 

11. Nyun繊維工場， Sin司ngu,Insein。

12. Dagon繊維工場会社， Thamaing,Rangoon。

13. Golian兄弟， KabaAye Pagoda Rd., Rangoon。

14. A-1繊維工場， Thingangyun,Rangoon。

15. Winmar繊維一般工業会社， SoomiramPark, Rangoon。

16. Shwe Pya毛布工場， Shanbaing,Mandalay。

17. Aung Thitsar, Sooniram Layout, Rangoon。

18. Khitsan工業， Kamayut,Rangoon。

19. Olympia工業， Kamayut,Rangoon。

20. Shwe Pyi Daw毛布工場， Thamaing,Rangoon。

21. Burma紡糸織物工場， Phawgan,Insein0 

22. Sein Y adana絹工場， Sin-ngu,Insein0 

23. Dada絹工場， Sin-ngu,Insein。

24. Dawood絹工場， Sin-ngu, Insein0 

25. Sinpyan毛布工場， Sin-ngu,Insein。

26. Thamaingレーヨン工場会社， Ran-Isn Rd., Rangoon。

27. Ahmed染色，印刷j，絹工場， Thamaing,Rangoon。

28. Shwe Nandaw紡糸・レーヨン工場， Thamaing,Rangoon0 

29. Myoma繊維工場， Thamaing,Rangoon。

30. Thin Kyu Kyuナイロン工場， Thamaing,Rangoon。

31. Sanpya工業， Thingangyun,Rangoon0 

32. Win Win工業， Thingangyun,Rangoon。

33. Nationalレーヨン工場会社， Sin-ngu, Insein0 

34. 中央ピノレマ工業貿易会社， Danyingon,Insein0 

35. Khittra毛布工場， MingaladonRd., Insein0 
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36. Burma Vest紡糸・繊維工場， PromeRel., Rangoon。

37. Zan Ben Seint会社（ShweKyeeメリヤス会社）， Rangoon0 

38. Polo工業， SooniramLayout, Rangoon 

39. Shwe Pyi Tan繊維工場， PromeRd., Rangoon。

40. Nyun Kyi Aye会社， SooniramLayout, Rangoon0 

41. Zarti Thwe工業， SooniramLayout, Rangoon。

42. Zarti Thwe染色工場， N.Okkalapa, Rangoon。

43. Thiri Shwe Hintha絹工場， Thamaing,Rangoon。

44. Barna Khi t繊維工場会社， PromeRel., Rangoon0 

45. Eastern繊維工場， Ludu工業， PromeRel., Rangoon0 

46. ラングーン繊維工場会社， PromeRel., Rangoon。

47. Myo Chitメリヤス・ナイロン工場， KabaAye, Rangoonυ 

48. Shwe Kyee会社， Thamaing,Rangoon。

49. Daw Thein Sit』thu-gyi毛布工場， Thamaing,Rangoon。

50. Myama Nyun会社， Kanbe,Rangoon。

51. Kyan Daing Nyun会社， Thingangyun,Rangoon0 

52. Thabawa Rubber会社， Thingangyun,Rangoon。

53. Bandoola毛布工場， Thingangyun,Rc1-ngoon。

54. Hantha Aye会社， UpperPazunclaung, Rangoon。

55. Myaナイロン繊維工場， UpperPazundaung, Rangoon。

56. Barnaナイロンレース・繊維工場， Setsan,Rangoon。

57. Bamapyiナイロン・繊維工場， Setsan,Rangoon。

58. Shwegonししゅう綿工場， Setsan,Rangoon。

59. Bayin Maナイロンレース・繊維工場， Windermere,Ran包oono

60. Sein Aung毛布工場， Shwe-chi-doe,Mandalay。

C II) 食品加工業

1. E Hongしょうゆ工場， Kamayut,Rangoonυ 

2. Khit Thit工業会社， Thingangyum,Rangoon。

3. Burma工業会社， Sanchaung,Rangoon 

4. Dagon炭酸水，製氷工場， U Wisara Rd., Rangoon。

5. Myanma Vegetable Ghee工場， Thamaing,Rangoon0 

6. Amyothaビスケット工業会社， Kamayut,Rangoon0 
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7. Padetha工業（かん詰工場を含む）， Kamayut, Rangoon。

8. Kyi Kyiビスケット会社（カン詰工場を含む）， S. Okkala, Rangoon。

9. Burmaビスケット会社〈カン詰工場を含む）， Kamayut, Rangoon0 

10. Shein工業（カン詰工場を含む〕， Thaketa,Rangoon。

11. B. T. Bros （下ピノレマ〉， Prome Rd., Rangoon。

12. B. T. Bros （上グ）， Maymyo。

13. Pyithu工業会社， Thamaing,Rangoon0 

14. Diamond炭酸水工場， KeighlyStreet, Rangoon。

15. Burma Carbon-dioxide会社， KeighlyStreet, Rangoon。

16. Myanma製；；k，炭破水工場， AungSan St., Rangoon。

17. Thuza製氷工場， Kamayut,Rangoon。

18. Shah製氷，炭酸水工場， GoodlifeRd., Rangoon0 

19. Mingala炭酸水，製氷工場， Ahlone,Rangoon。

20. Dahdan製氷，炭酸水工場， Mandalay。

21. Taung Pan Kar製氷，炭酸水工場， Mandalay。

22. Pyidaungsu Khowswe & Vermicilli工場， Kamayut,Rangoon。

23. Lincolnノfイプたばこ， PromeRd., Rangoon0 

24. Hai Hpon会社， MgKhine St., Rangoon。

25. Kamayut D-1 Burma醸造， Kamayut,Rangoon。

26. Burma-China Khowswe工場， Tamwelay,Rangoon。

27. Grand Hotel, Pansodan, Rangoon。

28. 101製氷，炭酸水工場， Ahlone,Rangoonυ 

（田〉 化学工業

1. Burma Oxygen会社， MonkeyPoint, Rangoon。

2. Adamjee Hajee Dawood会社， Setsan,Rangoon 0 

:J. The Burmaマッチ会社， RangoonとMandalay0

4. E. C. Madha兄弟会社， Kamayut, Rangoon0 

5. Thin Kyu Kyu会社， EdenSt., Rangoon。

6. Bandoolaプラスチック会社， Thingangyun,Rangoon。

7. S. Hui会社， CampbellSt., Rangoon。

8. Universal Paint & Varnish会社， Kanbe,Rang【）On

9. Y adana Paints会社， CampbellRel., Rangoon。
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10. Shwe Kyee石けん工場（YinYin & Sons), Kamayut0 

11. Mg Sein Bros, U Wisara Rd., Rangoon。

12. Bakelite工業会社， BogalezeSt., Rangoon。

13. Myanma電気工業会社， Thamaing,Rangoon。

14. プラスチック工業会社， Thamaing,Rangoon。

15. Aungプラスチック工場， Kamayut,Rangoon。

16. Than工業工場， Kamayut,Rangoon。

17. Nyunt Myint工業工場（プラスチック）， Kamayut, Rangoon。

18. Nyunt Myint工業会社（紙工場）, Shwedagon Pagoda Rd., Rangoon。

19. Burma Morishita Jintan会社， N.Okkalapa, Rangoon。

20. Chemical Works会社， WestKamayut, Rangoon。

21. BYC石けん工場， Mandalay。

22. Yadanabon石けん工場， Mandalay。

23. BIC石けん工場， Mandalay。

（町〉 金属工業

1. A. H. Acha会社， RangoonとMandalay。

2. Myanmapyi金属商事会社， Tamaing,Rangoon。

3. Burmaエナメノレ産業会社， Okkyin,Rangoon。

4. Shwetheinエナメル工場会社， Tamaing,Rangoon。

5. MyanmaエナメJレ工場， Okkyin,Rangoon。

6. Khittraアルミ・鉄製品工場， Insein0

7. Htin Paw会社， Okkyin,Rangoon。

8. Barna工業商事会社， Tamaing,Rangoon。

9. Barna Khit工業工場， Aungsanmyo,Rangoon。

10. New Burma Press Button，安全ピン工場， Kamayut,Rangoon。

11. Pyidaungsuアルミニュウム工場， Kemmendinc,Rangoon。

12. U Kyaw Shein会社， PromeRd., Rangoon。

13. E. I. Acha Bros, Okkyin, Rangoon。

14. Unitedスズ加工工場， Thamaing,Rangoon。

15. Bamapyi建設工業会社， PromeRd., Rangoon。

16. Barna Letyaアルミニュウム工場， Okkyin,Rangoon。

(V）機械工業
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1. Bo Ohn Thee Bros, S. Okkala, Rangoon。

2. Cock Brand Insein Cauldron工場， Insein0

3. Mg Saing & Bros, Prome Rd., Rangoon。

4. Clark & Greig (1949）会社， PromeRd吋 Rangoon0

5. Royal鉄鋼工業会社， Thingangyun,Rangoon。

6. Asian-Burma商事産業， Thingangyun,Rangoon口

7. J. Jhonnie & Sons鋳造所， Thamaing,Rangoon。

8. Hoe Teik Cauldron工場， Kamayut,Rangoon。

9. Pyidaungsuスズ工場， Kamayut,Rangoon。

(VI) 陶器工場， ドック等

1. Bombay Burma商事会社（事務所； Asbesto板工場， Ahlone；セメ

ント製品工場， Insein; Dallahドック）

2. Inseinレンガ・陶器工場 SawbwagyiGon。

（理） 一般工業

1. Bashee Bros会社， Thamaing,Rangoon0 

2. United Burmaゴム工業， Thingangyun,Rangoon0 

3. Burmaゴム工場， Thingangyun,Ran只oon。

4. Miram会社， Kamayut,Rangoon0 

5. Dagon製靴工業会社， Insein。

6. United Crome皮革会社， Kamayut,Rangoon0 

7. 日uaChu会社， Kamayut,Rangoon。

8. Myomaゴム生産会社， Thamaing,Rangoon0 

9. パイロットペン・ピノレマ (1959）会社， Bahan。

10. Myanma Crome皮革会社， Thamaing,Rangoon。

11. Sin Ban Bee皮革なめし工場， Thamaing,Rangoon。

12. Aswedawゴム工場， 0kkyin, Rangoon。

13. Dagonゴム産業会社， PromeRd., Rangoon。

14. Coastal Traders Co”operative Trading Ltd. West Okkyin, Rangoon。

15. Nationalゴム工場， KabaAye Rd., Rangoon。

16. Pyidaungsuゴム工場， Thingangyun,Rangoon。

17. Myanmapyiゴム一般工業会社， PromeRd., Rangoon。

18. U Mg Ko & Bros (Mandalay) National Crome皮革， Mandalay0

--291一一 一（245）一



ピルマ (12月〉

19. S. Madha Shwe Thamin Crome皮革工場， Mandalay。

20. U Hla Shin Crown Brand Crome皮革工場， Mand《1

21. Panchan皮草なめし， Mandalay。

22. Buτma Trade Federation Ltd., Kamayut, Ran包oono

23. E. C. Madha傘工場， Kamayut,Rangoon0 

24. Kyi Sein会社， S.Okkalapa, Rangoon。

25. S. Hui & Co Zip & Hairpin Works, Campbell Rd., Rangoon0 

26. U Kyaw Shein会社シャトノレ工場， PromeRd., Rangoon0 

27. U 孔1ya& Sons Ltd., Prome Rd., Rangoon。

28. Ko Ko Lay Bros, Boundary Rd., Rangoon。

29. 孔1.H. Bajaj & Sons, 33 rd Street, Ranε00!10 

30. Thein Yi & Co. Anawrahta Street, Rangoon。

同有化は土地，建物，機械，部品，車輔，店，家具，金，現金，宝石，その他

の貴重品，原料，生産過程にある物，製品，給与用資金，債権，お上びその他の

動産，不動産のすべてを含んでいる。

政府は負債については責任をもたない。

これらの企業の登録は国有化の時点から取り消される。

なお，政府はこれらの工場を管理するために次の委員会を任命した。

繊維工業： TunShein中佐（繊維計画委員会〉を議長とする委員会。

食品工業： KhinAung Myint少佐（食品計画委員会〉を議長とする委員会。

化学工業： MyoAung少佐（化学計画委員会）を議長とする委員会。

金属工業： TunLin少佐（金属計画委員会）を議長とする委員会。

機械工業： AnKywe中佐（工業計画委員会〉を議長とする委員会。

陶磁器工業： KhinMaung中佐（窯業計両委員会〕を議長とする委員会。

一般工業： LunMaung少佐（一般工業計画委員会〉を議長とする委員会。

なお，すでに監督委員会により運営されている諸工場は，ひきつづき同じ委員

会により運営される。しかし，それがない所では，工業局代表，各合同協議委員

会代表，地区治安行政委代表，労働局代表からなり，工場経営者を書記とする委

員会により運営される。

v政府は Myaungmyaなどデルタ地方の七つの映画館を国有化したと発表し

た。

v政府は1963年に固有化された諸銀行に対する補償金の額を再計算し，不足分
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があれば支払うことにした。

T Lashioでシャン州とカヤ州治安行政委の業務調整会議が聞かれた。出席した

東部軍区司令 AungPe大佐は， この会議が Lashioで、開かれたのは北シャン州

で計両の大部分が行なわれているからであると述べた。

v政府軍はベグー県 Lay-einsu村付近で，鉄道と道路に地雷を仕掛け上うとし

ていた共産兵と交戦， 3人を倒したo

T Lashioで173人が参加して第 1回民兵訓練コースが聞かれた。

17日 V中央労働者評議会は，政府の民間工業国有化を歓迎する声明を発表した。

また，ラングーンの各地区労働者評議会は会台を開き，政府の固有化を支持し

た。

V ミチナで二つの映両館が国有化された。

v北部シャン州 Nawngkio郡の SaiTinnグループのシャン武装部隊兵士 l名

が Maymyoで投降した。

T Taunggyi県 Banyin村の協同組合が， SayaPwaに率いられた Pao武装兵

に掠奪された。

T Zigon西方の Letannge村付近で，共産兵 HlaMaung Gyiが民兵隊に殺さ

れた。

18日 vラングーンヲマンダレー， トングーなどで，政府の工業国有化を支持する労

働者の集会が聞かれた。

T Pyapon君rs農民評議会メンバー，政府関係者，および20ヵ村の協同組合議長

らは会合を聞き， まもなく Aukl王wingyiとChaungtwinの各村で協同組合米買

付センターが聞かれることになった。

T Thedaw (Wundwin）発：当地で，中央商業公社からの注文の遅れと運送施

設の不備のため， リンネノレとマーキン布 137万ヤード，ロンジ－98万9千点が倉

庫に積まれているという。

V トング一発：本県では，今会計年度中に総額30万4475チャットの開発計画が

実施される予定である。このうち，政府資金は24万6575チャットで，民聞からは

現金と労働で5万7900チャットが提供される。

Toungoo郡では運河I，井戸2，学校4が建設され，政府資金37Y5000，民

間9600チャットが支出される。

Tantabin郡では井戸5，運河2，学校4が建設され，政府資金5万，民間 1

万2000チャットが支出されるの
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Pyu郡では学校6が建設される。政府資金4万8000，民間 1万2000チャット。

Oktwin郡では学校2，運河2などに政府資金3万0975，民間5200チャットo

Kyaukkyi郡では学校I，井戸7，運河I，橋3などに政府資金4万6500，民

間1万7000チャットが支出される。

Yedashe郡では道路と橋の修理に，政府資金3万6100，民間2100チャットが支

出される。

, Minhla (Thayet県）発：当地に逃れてきた Yegyaw村の農民 KoPo Tun 

の話によれば，共産党の MoeWayは本郡で，また AungTintはMindon郡で，

村人達に“赤い力”の代理人になるようにと強制しているという。共産兵は，今

月初めから“赤い力”運動を開始し， Thayetmyo県の村々に入ってきていると

いう。

Moe Wayと6人の部下は，本郡の Yegyaw, Shantatkyi, Kankyaw, Kyetsukon, 

Ganehの村・々に入札“赤い力”グノレープを結成した。議長，書記および10人の

メンパーをもっ各グループは，政府職員や軍隊が村にくる時，農民の姿を隠させ

るよう命じられているという。また，かれらの農産品を政府に渡さぬよう命じら

れている。

北部 Mindon郡で 12人の仲間と活動している Aung Tintは， Kyalaung, 

Y epoke, Kyaukpyalai, Y epokkonの村々に“赤い力”グループを結成した。

19日 Vカレン族新年（2708年）を祝う集会が， Pa幽anで2千大， Toungooで3千

人， Pyaponで500人， Basseinで2千人， Henzadaで500人， Maymyo郡で2千

人のカレン族を集めて聞か．れた。ラングーン， Inseinなどでも同様の集会が行な

われた。

, Bogale：共産党の TunSheinらは Hnakhaunggyi村の農民U Yaw Thaの

家に放火し，水牛2頭，豚2頭を奪った。

また，共産党 AungSoeグルーフ。のー隊は Taungthalai村の農民UPo Hlaの

家に放火し，水午5頭を連れ去った。

T Pyu郡共産党郡委員 AungBaら9人が Chinleで第77師第6ピノレマ連隊先

遣部隊に投降した。 AungBaは共産党医学校への補給を担当していた。

, Kyaul王pyu県 Myebon郡党支部に共産党郡委員会書記 PoNyo Ooが投降

した。彼は反北京路線分子として党から除名され，逃れてきたという。

20日 Vラングーンの Kamayut,Hlaing, Mayangon各地区で， 12月16日に固有化さ

れた75の企業の各々に管理委員会が結成された。
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T Pa-an発：ピノレマ・タイ国境で家畜，烏，つのなどの密輸業者は，商売が引

きあわなくなり，農業に目を向けはじめている。

原因はチャットの値下りで，公定で 1チャット 3パーツ以上のものが，ヤミで

は85ピアスが 1パ｝ツである。また，反乱軍の課税ももうひとつの原因であり，

彼等は牛一つがいにつき300チャット，商品100viss当り 10チャットを課税する。

T Mi巾 u：警察隊は Myepalin村付近で共産兵の・隊と交戦， 共産軍中隊長

Kyaw Theinを殺し， 4人に負傷させた。

T Pyu発：共産党 KyawLwinグループの KyawTheinはAkyat-in村に入

久保護税を要求したが，村人達に捕われた。

22日 vラングーン Mayangonの23の固有化された企業の1800人以上の労働者は日

曜を返上して出勤し，無償で仕事をしたり，工場の清そうを行なったりして，固

有化を支持する決意を表明した。

T Paukkhau昭郡ではじめての郡区農民評議会が結成された。

23日 Vラングーンの各地区で数千人の労働者が集会を聞き，政府の固有化を支持し

た。

また， Thatonなど，地方でも同様の集会がみられた。

vラングーンの Theingyiマーケットなどの六つの野菜協同組合は 2千人以上

のメンパーをもち， 30万チャットの資金をもっているが，さる 9月から，メンパ

ーに50チャットずつの貸付けをはじめたが好成績なので，この度50日払いで 200

チャットの貸付けを行ない，メンバーが高利貸しから金を借りずともすむように

努めることにした。

T lnsein発：政府の監視にもかかわらず， 鉄道と船を使ってヤミ米が地方から

うングーンに流入しつづけている。これらのヤミ米はラングーン＝プローム鉄道

の Ngapyulay,Thonze, Okkan, Taikl王yi，さらに Hmawbi県などから運び込ま

れる。

ヤミ米価格は， ngasein米パスケット当り 18～20チャット， ngakywe米30～

32, Sabanet米30～32, meedon米16～17，白もち米32～35，黒もち米35～38と

なっている。

ヤミ米は夜，多くの場合ラングーン郊外の駅で降ろされて， Kemmendine方面

に車で運ばれているが，ラングーン駅に運びこまれるものはカゴなどに入れて，

毎日妨げられることなく運ばれている。

T Chaul王：赤旗共産党県委員の TinMyintら4人が Seikphyu郡Zunma警察

-295一 一（249）一



ピルマ（12月〉

に投降した。

24日 , Tharrawaddy 県 Thonzeの映両館 1と Prome県 Paungdeの映画館2が国

有化されたo

, Ye発： 12月20日に人民真珠・漁業局所属の漁船2隻が Tenasserim沖で共

産兵（BoHla Myint指揮〉に捕われ， 12月22日，船は Tavoy沖で焼き払らわ

れたσ 機関員 1人が連れ去られた。

, Minhla (Thayet）：警察隊は Magyibinyin村で農協委員から“保護税”を

集めていた共産兵の l隊（TheinHla指揮）と交戦， 1人を殺した。なお，農協

委員 U Kyawが殺された。

, Pyu発：当地の病院に2人の農民の死体と 1人の負傷した農民が運びこまれ

た。彼等は本郡 Leikpawのもので，負傷者は村長である。 12月23日， 5人の共

産兵が村に入仏政府に米を売った罪で村長を連れ出した。しかし，彼は逃亡し，

その際負傷した。このため共産兵は 2人の村人を連れ出し，射殺したo

, Thayetmyoで第6回民兵訓練コース終了式が行なわれたO

25日 Vラングーン Thinga時 yunの 148の国有化された企業の労働者約2千人は集

会を聞き，固有化を支持した。

また， Monywaでは約6千人の労働者が集ま P，政府の固有化策を支持したの

同様の集会が Prome,Kyaukse, Wakema, Mahlaingなどで聞かれた。

, Pantanaw: 12月20日以来，本郡内の村々で NDUFによるテロが引き続いで

し、る。

12月20日， AhKweikに率いられた15人の NDUF兵が Hsutaungpyiに入り，

農協から 8千チャット余りを奪った。

12月21日， SanMin［こ率いられた 1隊が午後7時頃 Sankya村・に入り，ネJ-の

有力者に土地委員会などの結成に反対する最後通告を行なった。

同夜， MyaOlmとMeeKhe (Bo Thein）に率いられた約15人の 1隊がAsu灯 i

村に入り，農協から 1万5千チャット以上の物資，現金を奪った。

12月22日， MahnHtaung Khantキャンプの PoHtaun広に率いられた11人の

1隊が Payagyikon村農協からすべての物資を奪った。

12月23日夜， SawKyaw Mya Thanに率いられた30人の 1隊が Yontaw村に

入札処刑するため村の長老達をさがしたが発見できず，さらに隣りの Mayan

村に行ったがやはり発見できなかった。

12月24日夜，同じク守ルーフ。が Mayan村に現われ，長老達を発見できなかった
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ので， 10人の村人に講義を行なって去った。

なお， Pantanaw郡には Danaw村以外には民兵隊組織はない。

26日 f Bassein県では，今会計年度中に総額22万7500チャットで31の開発計画が実

施される。そのうち 17万7千チャットは政府資金，民聞かち労働Jと現金で 5万

0500チャットが提供される。郡別内訳は次の通り。

Yegyi：小学校5の建設。政府資金3万1500，民間8500チャットo

Kyonpyaw：小学校4の建設。政府2万8000，民間4000チャット。

Kyaunggon：小学校6の建設。政府3万7000，民間 1万7000チャット。

Thabaung：小学校4の建設。政府7000，民間4000チャット。

Bassein東：小学校5の建設。政府3万5500，民間8500チャット。

Bassein両：貯水タンク 2，小学校1の建設。政府 1万3000, 民間：-3000チャ

ット。

Ngaputaw：小学校4の建設。政府2万5000，民間7000チャット。

27日 v政府， 43の製材所を固有化。国有化された製材所は次の通り。

Sein Li (1）製材所， Alon0Sein Li (2), Monywa。Thanlawaddy,, Alon。

Pyilon Chantha, Mony，九アa0 Sein Daun只 Yin, Monywa。Yan Aun只 Nyun, 

Alon （以上 Monywa県）。

Union製材所， Katha郡， Katha県。

Aung Chan Tha。AungAwba。ShweguNyun0 Shwe La Yaung。Paik

Kyon Nyun0 Aung Myanma。Shwe-hlay。Mintai。Nandawun0Daungmin0 

Pwegonnyun0 Phaungdawthit。KannarNyun0 （以上マンダレー）

Daw I-Ila Waing。DawKyi。Myitta。（以上 Lewe郡〕

Ya<lana。AungChan Tha。（Myingyan県）

Yadana Bala。（Gyobingauk,Tharrawaddy県）

Zawgyi。（Ratsauk,Taunggyi 県）

Aung Mingala。TunThiri。Myogonyaul王。（以上 Toun只00県〉

Kyaukkyisu。（Pegu県）

Ludu0 Galon。N.V. Swamy O Aun広 ChanTha0 Innakishow。Rockre・

man。（以上 Moulmein)

United。（Merεui県〕

ECI。AungSu Pan0 U Thin Mam明。 SinPhanyeik。NewBurma0 （以

1：ラングーン〉
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, Monhyin （カチンチID:Chan Ngeに率いられたカチン軍（KIA）のテロに耐

えかねて， 242人の男女，子供が Monkunpa,Kaunya, Meinkayouの村々から

当地の第86ピノレマ連隊に逃れてきた。

, Bassein発： 12月23日 Myinkasail王運河で共産党 Bassein東部郡指導者 Ba

Pyokeと2人の部下のロープでしばられた死体が浮んで、いるのが発見されたが，

未確認情報によれば，彼等は KNDOの BandoLiグループとの指導権争いに敗

れて殺されたので、はないかという。

T Pyu発： MaungTheinに率いられた7人の共産兵が Padatkhin村に入り，

村人3人を殺害した。共産兵は村人に対し，政府にパスケット当り 500チャット

以下で米を売らないよう警告していた。

, Ponnagyun発：共産党兵9人が12月15, 16日の両日にわたり，第20ピノレマ

連隊に投降した。

, Papun発： KNDO“第 1大隊”（BoKyaw Ho）の ShweYiが12月23A,

第28ピノレマ連隊に投降した。

それよりしばらく前， KNDO “第7大隊”の兵士2人が第28ピノレマ連隊に投

降した。

目下， KNDO“第11大隊”（BoTun Myint）は政府軍第77師の攻撃を受けて

逃走中である。

28日 vピルマ国鉄の輸送力一一一ラングーン Taungnyun地区労働者評議会の調査に

よれば，戦前，ピルマ鉄道は950輔以上の客車をもっていたが，現在は670輔であ

り，戦前の機関車371輔に対し現在は蒸気機関車278輔，ディーゼル76柄である。

現在蒸気機関車80輔，ディーゼノレ15輔が故障している。貨車は戦前の9460輔に対

し，現在は 8505輔である。しかし，旅客の数は戦前の 1800万人に対L，現在は

6000万人である。

T Myaung発： Myaung,Shwepaukpin, Nabetの村々の農民達は， 1967年の

政府融資を返済できず，新融資を受けられなかったので，高利で金貸しから資金

を借りている。しかし，金貸し達の資金が底をついてきたので他の町に出かけな

ければならなくなっている。

農民達は種の値上りによっても苦しめられている。むき実の落花生はパスケッ

ト当り 125から130チャット，皮っき落花生は30チャット，タバコの苗木 1千本当

り10～12チャット，豆は pyi当り 1～1.25チャットもする。

なお， Myaungの農業銀行は，すでに本郡26ヵ村に対し， 60万4610チャットの
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冬期融資を支払っているO

しかし，連帯責任制なので，融資を完済した農民違でも，仲間が支払っていな

い場合は融資を受けられないので，この点について不満が高まっている。

T Sandoway: Gwa郡 Kalapyin村小学校長U Hla Kyawは， KyawDunに

率いられた共産兵に殺された。共産兵はまた，村の診療所から薬品などを奪った。

29日 V米の買付け進む一一第 I商業公社および農協の買付センターによる米の買付

けは順調に進んでいる。

Pyapon県は買付所が開設されてから 1ヵ月の聞に100万パスケット以上を買い

付けた。 Zigon,Nattalin, Gyobingauk, Okpoの各センターは， 12月 17日まで

に50万パスケット以上の yagyaw米を買い付けた。 Hmawbi県は yagyaw米 16

万5千バスケットを含めて約35万パスケットを買い付けた。

Maul】in県では65万パスケットを買い付け， Khauktan郡で、は15万パスケット

以上， Patheingyi郡では 4万5千ノξスケット以上が買い付けられた。

買付けは 1月が最高調となるとみられている。また，全国的な豊作が見込まれ

ている。

Pegu県は 3千万パスケットの集米が見込まれ， Kyounggon郡は300万パスケ

ット， Hmawbi県は550万， Toungoo県は1350万， Akyab県は500万ノミスケット

の買付けを見込んでいる。

買付量の増大の原因は， 11月に各軍区司令官らが農民の聞に入り，政府への米

の売却をすすめたこと，村落農民協議会の結成が進んだこと，さらに，昨年は高

米価と米不足の後で，農民が米を芳り控えたが，今年は状況がちがうこと，さら

に政府が米の買上げ価格を引き上げたことなどによるとみられている。

政府はまた農民協議会の結成によって，農民がその生産物を取引する上で完全

な責任をもつべき時がきたと考えており，村落農協が米の買付センターを開設す

るよう全面的に支援している。すなわち，農協が米を集荷し，政府に売り渡し，

利益を農村開発に支出するというものである。

T Kanyutkwin: Ingwin村の農民 KoPaukは3人の共産兵により殺された。

共産兵は彼の家族に，彼は“命令”により殺されたとつげた。彼等は村人に 100

パスケットにつき500チャット以下で米を政府に売り渡さぬよう命じた。

30日 Vネ・ウィン議長は ThaungTin鉱山相， KyawSoe司法相， MaungLwin社会福

祉相， TinU中央軍区司令官らとともに， 12月20日ランゲーンを出発，アラカン

地方を視察した後，この日，ラングーンに帰着した。
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ピルマ（12月〉

12月20日，アチャプに到着，サイクロン災害の復興状況を視察。 12月21日，船

でアチャプを離れ，沿岸の Alaikyun村を視察，また， Myohaungで古代の遺跡

を見物した。その後，船上で農民評議会，労働者評議会，党支部代表らと話し合

っfこQ

12月22日，アチャプに帰り，町の有力者達と会談した。 12月23日，空路アチャ

プから Ky削 kpyuに行き，農民評議会， 労働者評議会，党支部代表らと会談し

fこ。

Vラングーンをはじめ， Sandoway, Y andoon, Kyonmange, Thayetmyo, 

Basseinなどの各地で，政府の企業固有化を支持する労働者集会が聞かれたO

T Moulmein：当地の空港の拡充工事が 38万6千チャットの費用で行なわれて

いる。これにより，現在8千フィートの滑走路は 900フィート延長され，また，

幅は150フィート拡大される。また，夜間用照明がつけられる。

T Kayan：警察隊は本郡Hsinkyun村から 1マイノレほどの海岸で BoCha Taik 

に卒いられた18人の KNDO兵と交戦した。彼等は現在， Bogale, Hsingyun, 

Kamunchonの村々近くで活動し，各漁船から50チャット，各村から 6千チヤツ

トの課税を行なっているという。

31日 T Shwebo県での米の買付け状況。 Shwebo郡＝30万バスケット， Khin-U郡

=20万， Ye-U郡二10万， Dabayinニ 20万，羽Tetletニ 10万， Thaze=1万， Kyaukkyi

=20万バスケット。

T Mandalay県で、は20万ノミスケット以上の yagyaw米が買い付けられた。

作付けは yagyaw米3万エーカー，普通米9万エーカーであり， yagyaw米

200万パスケット，普通米270万パスケットの買付けが見込まれているO
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1 9 6 8 年 の ピ JI, マ 年

政 :.L>. 
Hl 

1. 17 I政府軍，ベグ一山系パウカヮン地区共産軍を一掃

2. 26 I農民セミナー聞く，農民評議会結成問題に焦点

2. 27 I政府，政治犯127人を釈放

3. 1 Iネ・ウイン議長，中国国境での反政府軍活動に警告

3. 6 I共産軍，アラカンのアン町を18時間占拠

3. 1s I共産党，革命武装闘争20周年記念戸明発表

3. ｜共産軍の鉄道ラインへの攻撃激化

4. 16 I共産党のボーゼヤ一戦死

4. 27 I第 1田中央人民労働者評議会会議聞く

5. 31 Iチン高原の 2都市ミゾ族部隊に攻撃さる

6. 3 Iウーヌー前首相らアラカン被害救済募金活動

6. ｜共産軍の鉄道ラインへの攻勢つづく

6. 28 I政府，ベグーなどで鉄道沿線に戒厳令

7. 政府軍，ベグ一山系の共産軍を掃討

経 済

2. 15 I政府，米の流通統制を再強化。政府当局，今年は米不

足は起らないと言明

4. 3 Iマンダレーに消費者協同組合組織

5. 12 Iアラカン地区，サイクロンで大被害

6. 12 Iモンスーン期農業融資，旧融資返済ずみ農民のみに

6. 13 I協同組合局，全国で都市消費協同組合組織化進める

7. 11 マンダレーの石けん工場の大部分が操業停止

8. 3 政府，私営工業企業を計画対象企業と対象外企業に

表

対 外 関 係

1. 16 I米国務省，ピルマへの中程度の軍事援助を認む

3. 15 Iネ・ウイン議長インド訪問

4. 6 インド・ピルマ国境委員会第 1回会合

4. 20 ネ・ウイン議長，シンガポーノレ訪問

4. 23 ネ・ウイン議長，マレーシア訪問

5. 7 ピルマ・タイ国境問題討議開始

5. 10 ネ・ウイン議長，英国へ出発

5. 17 バイロード駐ピルマ米国大使辞任

6. 6 ネ・ウイン議長，英首相と会談

6. 23 北朝鮮代表団到着

6. 30 ネ・ウイン議長帰国

9. 5 I 政府，鉄道沿線戒厳令を解除

9. 21 Iネ・ウイン議長，政治家の役割を強調

9. 24 Iタキン・タン・トン共産党議長暗殺される

と言明
9. 23 ネウイン議長一は宮凶に附して行なう I9. 24 ウーチーハン外相，東京で三木外相と会談， 日本 3千

万ドルの円借款を約束

11. 21 I政治犯62人釈放さる
11. 22 I政治犯35人釈放さる

11. 29 Iネ・ウイン議長，旧議会政治指導者33人と会談

12. 4 I旧政治家33人からなる「ピルマ共和国国内統一諮問会

議」の設立発表さる

11. 1 I政府，新米の買付け開始

12. 91政府，ラングーン市内の映画館固有化発表

12. 10 政府，さらに30の映画館を固有化。ひきつづき全国の

映画館固有化

12. 町政府，ラングーンなどで1伽私営工業企業を国有化｜

12. 27 政府， 43の製材工場を固有化

10. 7 ハンメノレ駐ピルマ米大使着任

10. 15 ネ・ウイン議長，西独訪問へ出発

11. 2 ネ・ウイン議長帰国

11. 19 政府，領海を海岸から12海里とすると宣言
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